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　　　　◆







　夕ゆう闇やみのとばりが降りたカフェテラス。

　秋の風をもものともせず、小さなパン屋の二つしかないテーブルの一つに陣取り、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の制服を着た少女がケーキを食べている。

　スポンジケーキにクリームとイチゴの載った、日本生まれのスタンダードなショートケーキ。

　スポンジ部の土台にもイチゴとクリームがはさんであるそれをプラスチックの小さなスプーンで切り分け一口食べてはそのたびに、少女は満面の笑えみを浮かべて手を止める。無む意い識しきだろう、ほおに手を当てしあわせそうなその表情に、通りがかった何人かは思わずケーキを買って帰った。笑え顔がおに惹ひかれ、たまにはケーキを食べてみようと。家族に買って帰ってみようと。ケーキはみんなで食べるもの、という認識は、洋菓子に対し高級感を覚えてしまう日本人的なものなのか。その日、少女がケーキで笑顔になるのを見ていた小学生の少年は、はじめて女性に『不ふ思し議ぎ』を覚えた。そりゃあケーキは嫌いじゃないけど、でもそんな笑顔になるほどうれしいようなことなのか。そこまでしあわせになれるものなのか？　役にも立たない花とかを喜んだりするみたいだし、やっぱり女って変わっているなぁ。ケーキを食べる少女の笑顔は少年の心に大きく刻みこまれて、少年は、以降誕たん生じよう日びやクリスマスのみならず女性への贈おくり物ものを考えるとき必ずケーキを思い浮かべるようになる。それほど、少女の笑みは心に残った。無邪気な、甘いクリームと果実の酸味を賞しよう賛さんする表情。満面に喜びをたたえた笑顔。パン屋の主人は時おりこっそりながめては、己おのが身体からだを震ふるわせる。やばい。うれしい。涙が出そう。思わず無料にしてあげたくなる。もう代金はいただいてしまったあとだけど。感想を聞いてみたいと思う──そこまでするのはさすがに出すぎ、店屋としてはあるまじきことかもしれないけれど。それはともかく閑かん話わ休きゆう題だい、少女は本当にしあわせそうにショートケーキを食べていた。

　ちなみに少女はつい先刻まで、本屋をひやかして歩いていた。

　立っているのに疲れて休める場所を求め、夕食前であるにもかかわらずケーキを食べることを決めたらしい。

　疲労を覚えていた身体にクリームはやさしく、だからなおさらおいしく思うのか。

　ため息をつき、笑みを浮かべ、全身で感かん激げきを表しつつ、ショートケーキを三分の二ほども減らしたころ。

　ひゃん、と身体を震わせて、少女は恥ずかしげに周囲を見渡しつつ、スカートのポケットから薄うすい携けい帯たいを取り出した。

　画面を見たあと、耳に当て、話しだす。

「もしもし？　どうかした？　……え？　うん。……はは。ごめんなさいいただいてます」

　はふう、と息を吐き、感に堪たえぬように、いう。

「……いやぁ、ケーキってこんなにおいしいものだったんだね。感動しちゃった。……え？　ううん……はい。すいません。二個食べました。……だいじょうぶですって。ていうか、そんなに太っていないと思いますよ？　これぐらい──ああ、わかりましたわかりましたから。はいはい。ごめんなさい。ごめんって」

　携けい帯たいを耳から離はなしてため息。

　肩をすくめて、周囲に視し線せんを走らせる。

　そして一点、通りの向こうに何かを見つけて微笑ほほえむと、少女は軽く手を振りながら携帯を耳に当てなおした。

「……わかってますって。それよりやっと、来たみたい。……うん。そうね。下へ手たに怪しまれたくないし、やっぱりそれがいいかも。……だいじょうぶ？　だいじょうぶ。うん。それじゃ」

　しばらく画面をながめたのち。

　少女は携帯をパタンと閉じると、自分もまた、目を閉じた。

　ぶるっと身体からだを震ふるわせて、言い聞かせるようにつぶやく。

「──うん。あたしは、だいじょうぶ──」

　目を開けて──

「……真ま嶋じまさん。お久しぶりね」

「そうですね。本当にお久しぶりです。先生」

　目のまえに立つ見知った顔、日ひ炉ろ理り坂ざか高校のカウンセラー、来くる栖す美み楚そ乃のに、日炉理坂高校三年生、真嶋綾あやは挨あい拶さつを返した。







　　　　◆







「ごめんなさいね。電話していたみたいだったけど、……邪じや魔ましちゃった？」

「いいえ。ただのおしゃべりでしたから。それより、なんか本当に久しぶりですね」

　今回休み長かったですからね、そうね本当に、噂うわさには聞いていたけど舞まい原ばる家けってすごいわね──了解を得て綾のまえの席に腰掛け、当たり障りのない会話をしつつも、来栖美楚乃の視線はどこか値踏みするように綾の様よう子すをうかがっている。こうして『偶ぐう然ぜん』会うまえから、美楚乃は綾を観かん察さつしていた。ケーキを食べているところも、身体を震わせ携帯を取り出すところも（さすがに会話は聞けなかったが）。実は朝の学校から、美楚乃は綾を観察していた。遠目に見ていたときには、微妙に違和感があった。──あれは、あの積せつ極きよく的てきなのは、本当にあの真ま嶋じま綾あや？　だが、こうして直じかに話してみると、受ける感じは確たしかに綾本人に間違いない。感じていた違和感は、しばらく会っていなかったからなのか？　もちろん、少女とは半年足らずの付き合いでしかないわけで、いくら信頼を受けたカウンセラーとはいえ完全に真嶋綾という存在を理解できているわけではないかもしれないが。やはりこうして話していると、以前の綾と変わりないように思える。

　──いや？

　どこか、微妙に雰囲気が違う。

　綾であることは間違いないのだが、こちらに対する接し方に壁かべのようなものが感じられる。おどおどこちらをうかがうような、こちらを怖がっているような──？　カウンセラーとしてそれなりに信頼関係を築けたはずなのだが。もしかして、こちらの正体を知られているのか？『ザ・ワン』経由で？　それにしては自分にも安県あがたにも、監かん視しのついている様よう子すはないが。美み楚そ乃のは何気なく、ポケットから『箱』を取り出し綾のまえでひねくり回す。それは綾には美楚乃のくせとして認にん識しきされているはずの行動で、……やはり、綾はちらりとそれを見ただけで警けい戒かいしている様子はない。演技しているとは思えない。──まだ正体を知られているわけではないのか？

　ならばなぜ、こちらを警戒しているような感じなのか？

　ひとしきり挨あい拶さつ的てきな世間話をしたあと、美楚乃は『箱』をしまうと、あらためて綾に向きなおった。

　いかにもセラピスト然として、深刻に思われないような軽さ、かつ真しん摯しに。

「それで、最近は、どう？」

　真嶋綾は、去年、とある事件の被害者となった。

　来くる栖す美楚乃と安県正まさ人ひとは、その事件がきっかけで、真嶋綾と堂どう島じまコウのためにセラピストとして赴ふ任にんしてきた──そう、雇い主である教頭が考えている以上に、堂島コウのために。いまこうして話しかけているのも、現在異常が起きているはずの堂島コウの状態を知るため。

　美楚乃の問いに綾はうつむき、何か逡しゆん巡じゆんしている。

　どうにかして話を堂島コウ──綾の想おもい人びと──のことに持っていきたかったのだが、綾の様子に不ふ審しんを覚えて、美楚乃はさらにたずねた。

「……もしかして、何かあった？」

　しばらく綾は迷っていたが、やがて顔を上げ、美楚乃を見つめた。

「あの、……先生には守秘義務とかって、あるんですよね？　あたしが望まない限り、警察にもいわない、みたいな。おおごとにされると困るんです。でも、だけど……」

「……ええ。もちろん。秘密は守る」

「本当に、お願ねがいします。……あの、あたしのことは、だいじょうぶですから。あたしには、舞まい原ばる家けの友だちもいるし。だから本当に平気なんです。だからあたしのことは気にしないで、あくまで、……その、警けい告こくとして聞いてください」

「……いったい、何があったの？」

「このまえ──夏休み、あたし、殺されかけたんです。──『夕日を連れた男』に」

　放たれた言葉を咀そ嚼しやくして。

　美み楚そ乃のは思わず目を見開き、綾あやを凝ぎよう視しした。

　続ける綾。

「『夕日を連れた男』のことは、まえに話しましたよね？　……その、舞まい原ばる家け関係の」

「……え、ええ。聞いているわ。舞原家にちょっかいを出している異常者、なのよね？」

　もちろん、来くる栖す美楚乃は知っている。綾たちがいう『それ』が何を指しているかを。綾が知っている以上に。

「……そ、その、『夕日を連れた男』とやらに、本当に、殺されかけたの？　……そいつ本当に、あなたのことを殺そうと？」

「はい。……あ、だいじょうぶです。本当にもう、あたしには心配ありませんから。ただ……その、ちょっと、いろいろあって、舞原家にかかわることなので詳しくは話せないんですけれど、……もしかして、の話ですから、ただ脅おどしちゃうだけのことになるかもしれないんですけれど、……そいつ、もしかしたら、先生にもちょっかいを出してくるかもしれません。先生はあたしのカウンセリングをしてくれているから、あたしのことをよく知っているから、もしかしたら、そのせいで、……あたしのせいで、巻きこまれるかも……」

　美楚乃の表情に何を見たのか、綾は急いで首を振った。

「も、もちろん、あたしの心配しすぎかもしれないんです。ただ、いろいろなことを考えると、『夕日を連れた男』はそういうことをするかもしれなくて、……だから、すいません、先生も気をつけてください。変な男が近づいてきたら、本当に、逃げてください」

「……あなたは、……だいじょうぶなの？」

「ええ。本当に、あたしはだいじょうぶ、です。そいつ、結局あたしには手を出せなくて逃げたんです。でも、だから逆に心配というか、……とにかく、あたしの心配しすぎなのかもしれないですけど、変な男がいたら近づかないでください。お願ねがいします」

「……わかったわ。……ありがとう」

　こちらの身を案じてくれる少女に礼をいいつつ、美楚乃は必死に混乱した思考をまとめようとする。

　──『夕日を連れた男』が、真ま嶋じま綾を殺そうとした？

　そんなの、ありえない。もちろん、休み中ずっと一いつ緒しよにいたわけではないが、しかしあいつがそんなことを勝手にするとは思えない。何か意味があるのだとしても、この時期にそんな、堂どう島じまコウとの敵対を決定してしまうようなこと──

　──敵対？

「……あ、あの、すいません。こんなことをいっておいて、なんですが、あまり心配しすぎないでくださいね？　あたしが大げさにしちゃっているだけかもしれませんし、ただ、どこかで気にとめておいてもらえれば、変な男がいたときにこのことを忘れないでいてくれればいいんです」

　美み楚そ乃のは首を振り、綾あやに向き合った。

「……ええ。ありがとう。ちゃんと心にとめておくわ。……じゃあいちおう、参考までに、……そいつって、どんな恰かつ好こうをしていた？　どういう相手を、注意すればいいのかしら」

「……あたしが会ったのは山の中で、山やま伏ぶしみたいな恰好で天てん狗ぐのお面をつけていました。目立つ恰好だったから、そんな姿で街中を歩いたりしないとは思いますけど……」

　天狗の、面。

「……そう。わかった。気をつける。……そいつの正体に、心当たりはないのよね？」

「……はい。ただ、たぶんですけど、この土地に昔からいる人だろうって」

　昔から──

「……そう。ありがとう」

　──と。

　突然、綾のポケットから音楽が鳴り出した。

　綾はあわててスカートのポケットから携けい帯たいを取り出し、画面を見た。

　確かく認にんしつつ、美楚乃に向かって頭を下げる。

「……あの、すいません。メールが来たみたいで」

「ううん。いいの」

　美楚乃は立ち上がり、綾に微笑ほほえみかけた。内面のものをまったく表に出さず。

「……じゃあ。暗くなってきたし、あたしはそろそろ帰るわね。真ま嶋じまさん。また明日あした──明後日あさつてか。明後日、学校で。いつでも来てね。なんでも聞くから。もちろん、いま話したことも。襲おそわれたことも、話したいことがあったら遠えん慮りよしないで。それがあたしたちの仕事だから」

「はい。ありがとうございます」

　ほっと安あん堵どしたような綾の様よう子すに、美楚乃は得とく心しんする。そうか、このことを話したくて綾の態度はおかしかったのか。カウンセラーとしては、もう少し襲われかけた綾の話を聞くべきかもしれない。でも、ごめんね、いまは優ゆう先せん事項が別にある。

　笑えみを浮かべて手を振ると、──年上として勘かん定じようを持とうとテーブルを探しかけ、ふと、綾の手にある携帯を見た。

　一いつ瞬しゆん、何か違和感を覚えた。

　……なんだろう？　何かがおかしいような──

「じゃあ。また。先生」

「……え、ええ。またね。真嶋さん」

　──我われに返り、支払いが終わっていることに気づき、照れたように頭を振ると、別れの挨あい拶さつをして──美み楚そ乃のは次の瞬しゆん間かんには綾あやのことを忘れ、歩き出していた。

　一瞬感じた違和感も、完全に、消え去って。

　美楚乃が完全に去ってしまうのを確かく認にんし、大きくため息をつくと、綾はメールを見たのち携けい帯たいを、耳に当てた。







　　　　◆







「……どうかな。これでよかった？　うまくいったと思うんだけど。……ふう。緊きん張ちようしちゃった」

　胸に手を当て大きく深呼吸しながら、綾は電話の相手と話す。

「……へへ。そうかな。……でも、本当にこれでよかったの？　……うん。そうよね。注意をそちらに向けてくれたら……葉は切ぎりくんにちょっかい出してほしくないし……うん、わかっている。……それで、イハナから集合の合図がかかったけど、どうする？　……うん。わかった。……だいじょうぶ。やってみる。慣なれないと。……けど」

　言葉を切り、躊ちゆう躇ちよしたのち、綾はいった。

「イハナと小鳥遊たかなしには、いわなくていいの？　あたしが勘かん違ちがいしていたこと」

「……ううん。うん。信じてる。……うん。そうね。わかった……いわない」

　なんとはなしに視し線せんを落とし、さまよわせ。

　まだ残っているケーキを目にし、綾は微笑ほほえむ。

　そう、おいしいケーキ。

　そのおいしさに異い論ろんをはさむつもりはない。

　甘いというのはその分カロリー高めで女性の敵だとは思うけど。でもすばらしい存在であるのは間違いない。

　信じてる。

　けれど。

　気がつくと、綾はそれを聞いていた。

「……あなたは本当に、『冬ふゆ月つき日ひ奈な』を復活させたくないの？」

「……ううん。違う。わかってる。うん。信じる。あなたのこと……ただ……」

「うん。……ううん。そうだよ、ね……うん」

　もちろん、綾は信じている。疑うなんて思いも寄らない。

　ただ。

　悲しいだけ。

　考えれば身もだえしてしまうほど、切ないだけ。

「……うん。じゃあ……うん。だいじょうぶだってば。そりゃあ、あたしあんまり頭よくないし、機き転てんも利かないけどさ。『真ま嶋じまの森もり』だってあるし、だいたいイハナも小鳥遊たかなしも敵じゃないんだから。……うん。わかった。それじゃあ、ね」

　携けい帯たいをパタン、とたたむと。

　綾あやは大きく深呼吸、伸びをした。

　思い出したように座りなおし、あらためて携帯を開き、イハナに返信のメールをつくり、送る。

　席を立とうとして、ふと、まだ残っているケーキに気づき、迷う。──ああはいったけど、やっぱり気になるんだよね、体重。とはいえこれだけ残しても、いまさらかな？

　寸すん瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした末、綾はケーキを取り、食べた。

　たちまち舌の上に広がる味に、思わず相そう好ごうを崩す。

　うわぁ、やっぱりおいしい、これ。

　それだけに、体重計に乗るのが怖い。そうだ、それが当然、自然の摂せつ理り。おいしいものを食べれば食べた分だけ、体重計を恐れなければならない。それは当たり前、だからこそ思うのだ。食べるのを我慢したならその分だけ、体重計も応こたえてくれなければうそだ、と。

　がんばったならその分だけ、報むくわれてほしい。

　そうでなければ、切なすぎる──

　あっという間にケーキを胃いの腑ふに収めると、お風ふ呂ろ場ばの脱衣場に置いてある体重計に思いを馳はせて物もの憂うげにため息をつき、綾は立ち上がった。

　なぜかこちらを見ていたパン屋の主人と目が合って、会え釈しやくする。おいしいものをありがとう、という感かん謝しやも幾分心にこめて。いい笑え顔がおをしているパン屋の主人に、こんな笑顔をする人だからこれだけおいしいものがつくれるのだろうと妙に納得しながら歩きだす。科学的根拠はないけれど、それなりに説得力はあるんじゃない？　とか思いつつ。

　カフェテラスを辞すると、真ま嶋じま綾は歩きだした。







　　　　◆







　夕方は、夜に変わっていた。
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「サソリの話？」

「そう。サソリとカエルの話。サソリはヘビだったり、カエルはワニだったり猿だったりしたかも。……ん？　どうかした？」

「いや、……変だな、最近どこかでサソリの話を聞いた気がしたんだが、……思い出せん。……ああ、かまわないから続けろ」

　少女のうながす言葉に少年はうなずき、手に持っていたグラスを一息に空あけてのどを潤うるおし、続けた。

「あるところに川があって、それを渡りたがっているサソリがいた。いまいる場所に飽あきたのか、それとも川の向こうに何があるのか知りたくなったか。とにかくサソリは川を渡りたかった。──だが、サソリは泳げない。だから泳げるカエルに頼んだ。自分を背中に乗せて川を渡ってくれないか、と。カエルはいった。『いやだよ、きみは尻尾しつぽの針で刺すじゃないか』サソリは答えた。『そんなことするはずないだろう？　泳いでいるときにそんなことしたら、ぼくも一いつ緒しよに溺おぼれてしまう。だから刺したりなんかしないよ』その言葉に納得し、心やさしきカエルは了承、サソリを背中に乗せて川に入った。ところが。

　川の真ん中辺あたりに来たところで、サソリはカエルを尾の毒針で刺してしまった。

　たちまち身体からだがしびれてしまい、泳げなくなったカエルはサソリとともに沈んでしまう。死ぬしかない。溺れながらもカエルはサソリにたずねた。『どうして刺したりしたんだ。君もいっていたじゃないか。二人とも溺れてしまうことはわかっていたのに』それに答えてサソリは告げた。『……しかたがないんだ。だってぼくは、サソリだから──』」

　とくとくとく、とひょうたんから新たな液体が注がれる。

　止めようもなくそれを見ながら、少年は思う。ひょうたんってなんかいいなぁ。なんというか、『和』って感じが。冷れい蔵ぞう庫こにも入れられないし場所を取るかもしれないが一つぐらいは欲しいかも。新あら鷹たか神社で売ってるのかな？　ちなみに中の液体も、新鷹神社で醸じよう造ぞうされて店売りなどはされていないけっこうレアなアレだとか。

　押おし黙だまってこちらを見ている少女。

　少年はグラスに口をつけ、ぬるめの液体に唇を湿しめした。

「……ええと？　なんでこんな話になったんだっけ？　まぁいいか。とにかく、それがサソリの話。まぁ、カエルの立場からしてみれば単純、悪人は信じるな、って話なんだろうけどさ、なんつうか、いろいろ考えてしまうわけよ」

「たとえば」

「……たとえば？　たとえば、……たとえばって、それは、ほら、なんでサソリは川を渡りたがったんだろう、とか。泳げない生き物にとって川を渡るなんてのは大冒険だろうに、それでも、と考えるくらい川の向こうにいきたかったのか。だいたいカエルもおかしいだろ。なんで危険なサソリなんかを背中に乗せてやろうとするんだよ。……よっぽどやさしかったのか。それともサソリの、川を渡りたいって思いに共感したか。……知り合いだったのかもしれないな。だから背中に乗せるのも平気だったのかもしれないし、サソリのほうも、頼むことができたのかも。見ず知らずのカエルにそんなずうずうしいことは頼めないだろうから。きっと仲のいい友だちだったんだ。

　でも、やっぱりサソリはカエルを、刺したんだ」

　ごくり、という音に、少年は少女に視し線せんを送る。

　少女が自分の（持参の）杯に新たな分を注いでいる。手て酌じやく。

　それを見て、少年も自分のグラスを空あける。一気に。のどが焼け、顔が急きゆう激げきに火ほ照てりだす。酔いたくはないのだが、頭の中が熱あつくなり一いつ瞬しゆん消えてなくなる感覚にやはり抗あらがえない。

　グラスはすぐに満たされて、少年は自分を弱いな、と思う。いろいろと。

「サソリだってわかっていたはずだ。そんなことをすれば、川を渡ることはできない、それどころかカエルともども自分も溺おぼれて死んでしまうと。でもサソリは刺したんだ。あれほど渡りたいと思っていた川を渡れなくなるとわかっていながら。自分まで死んでしまうとわかっていながら。……自分を信じて背中に乗せてくれた、やさしいカエルを。

　なぜならサソリは、サソリだから」

「……人は結局、変わりようがない、と？」

「さぁな。そんなことはないかもしれない。でも、そんなことは関係ないんだ。だって、もしも刺さなかったらサソリもカエルも死なずにすんで、川も渡れただろうけど、でも岸に降り立った『それ』はもうサソリじゃないから。刺す、刺してしまう、だからサソリはサソリであって、刺さないでいられるのならそれはもうサソリじゃない。……いや、観かん念ねん的てきな話だぜ？　とにかく、だから刺すんだ。どんなにやさしい相手であっても、大事な友だちだったとしても、それが破滅の道であっても、……そうだ、この話をしたんだよ。子供のころ。あいつに。……おれがいろいろはじめるまえ」

「……ずいぶんと、まぁ、こまっちゃくれた子供だな」

「お互いさまだと思うけど？　とにかくな、何がいいたいかというと、……あいつにもまえに話したんだが、つまり、人はだれでもサソリの部分があるんだ。だろ？　あるだろ？　だれにも譲ゆずれない部分。譲ってしまったら自分が自分じゃなくなるところ。いや、あるんだって。ないってやつはそれに気づいていないだけで。まぁ、気づかないほうが大多数なのかもしれないけど。……とにかく、人はだれだって、サソリな部分があって、どんなに妥だ協きようしていてもきっと譲ゆずれないところがあって、──おれにはそれがわかっている。だっておれがそうだから。だからおまえもあいつもそうなんだ。だっておれがそうだから。……何がいいたいかというと……」

「……裏切りだとは、思わない？」

　ああ、と少年はうなずき、笑う。

「ああ。そうだ。裏切りだとは思わない。むしろ、そうしないほうが裏切りだ。だからおれはあいつがおれを裏切ったなんて欠片かけらも思わないし、……おまえだって、いいんだぜ？　おまえと先せん輩ぱいは、心情的にはあいつの味方だろ？　ハナちゃんはどうかわからないけど。……とにかく、おれ、そういうのはわかっているつもりだから。平気だから。だから、変に遠えん慮りよしなくていい」

　少年の、なんでもないような言葉に、少女は笑う。鼻で。

「それはありがたい──とでもいうと思ったか？　余計な世話だ。そもそも遠慮なんかしてないし、そのときがきたら躊ちゆう躇ちよなく、自分で決めて自分のためだけに、動く。おまえの気持ちは関係ない」

「……そうか」

「そうだ。当然だ」

「…………そうだよな」

　うんうんと何度もうなずいて。

　少年はグラスに口をつけ、そこでとまり、にごった液体を見つめた。

　独り言のように、問う。

「……おれ、もしかして、けっこう酔ってる？」

「いやぜんぜん。まだまだだいじょうぶ。だからいけ。ぐい、と。ほら」

　あからさまな誘惑の手に、しかし少年はうなずく。そうだ、おれならだいじょうぶ。堂どう島じまコウは酔いに強い。前後不覚に酔っ払った姿など他人に見せたことがない。──そう、強い。だからこれぐらいだいじょうぶ。それでもさすがにペースは落としたほうがいいかもしれない。なんかさっきからピッチが早い──まるでこちらを酔いつぶそうとでもしているかのような少女、小鳥遊たかなし恕じよ宇うの様よう子すに怪しいものを覚えつつ──そういうのには人一倍敏感であり──でも難むずかしいことを考えるのはおっくうで、どうでもいいや、とコウはグラスに口をつけ、舐なめた。

　ふと、少女が口を開いた。

「そうだ、な」

「え？」

「気づかなければよかったのだろう。が、気づいてしまったなら、人は選ぶしかない。サソリか、そうでなくなるか」

「ああ」

「……いつかは、私もおまえの敵に回るのかもしれないな。……おまえが、……それとも私が、サソリである限り。いつか、きっと」

「ああ」

「それが裏切りでないのなら、……いまの私たちは、……いったいなんなのだろうな」

「……ああ」うなずいて。

　コウは目をつぶり、グラスの中の液体を一気に飲み干した。

　味はまったくわからない。ただただのどが焼けるだけ。







　　　　２．







　小鳥遊たかなし恕じよ宇うがひょうたん持参で堂どう島じまコウのマンションを訪れたのは、夜も遅く、食事に来ていた堂島アトリと『悪あく魔ま』ベルゼバブが引き上げたのち、コウが長年の友を敵として、やっぱり自分はひとりがいいなぁ、なんて思う自分に酔っていたころだった。

　何か事件が起こるつど──事件に区切りがついたころ、小鳥遊恕宇、新あら鷹たか神社のあと取り娘はこうしてやってくる。

　飲んでケガレを祓はらおうと。

　それはもう儀ぎ式しきのようなもので、だから今日きよう、恕宇がやってきたこともコウは不ふ思し議ぎに思わなかった。きっと洋よう平へいのことでショックを受けたであろう自分の『ケガレを祓いに』来たのだろう。小鳥遊恕宇という少女は怜れい悧り、一見冷たそうに見えるが、そういう気の配り方もしてくれる。だからコウは、夜遅くインターフォンが鳴ったことについては奇妙に思わなかったが、恕宇が訪れてくるであろう事態を失念していたこともまた事実であり、そのことで狼ろう狽ばいしていた。

　止まってしまった会話に、あらためて、内省にふける。

　……しまった、小鳥遊がくることは、じゅうぶん予測できたはずなのに。

　いつもは作さ務む衣えだか甚じん平べいだかいう和装を普ふ段だん着ぎにしている恕宇だが、今日はなぜか夜も遅くにノースリーブのトップスにカーディガン、という恰かつ好こう。しかも、暖房をつけていたわけでもないのだが来た早々カーディガンは脱いでしまって白い肩が露ろ出しゆつしている。あれは肩、女性の象徴たる『胸』やら『臀でん部ぶ』やら『下腹部』ではなくただの肩、そう言い聞かせているのだがなぜこの胸のときめきはおさまろうとしてくれないのか。むしろ高まってしまうのか。自分は変態なのだろうか。そういうフェチでもあったのか。ちなみに下はやけにぴっちりとしたジーンズを穿はいているのだが、それもまたタイトすぎて足腰のラインが柔らかくもリアルに浮き出ているのがなんとも悩ましい。とくにお尻しりと太ももが。かててくわえて恕宇は髪をいつものような無造作型ではなくポニー・テールにしていて、あらわになっているうなじから肩へのラインがなまめかしく、それに──数え上げるときりがない、気がつくと見入ってしまいそうになる自分に活かつと戒いましめを入れつつ、コウは朝から何度も自問してきたことをあらためて思う。女性という存在の魅み力りよくは、いまさらながら当然ながら『胸』やら『臀でん部ぶ』やら『下腹部』だけではないのだなぁ。いわゆるエロ本などではそういう部分にばかり目がいくが、『本物』には、なんというかもう『全部』に『女』の魅力がある。全身で、女というものの存在感を伝えてくる。まったく、とため息が出る。そういうことにすらいままで気がつかなかったとは、自分はとんだエセフェミニストであったらしい。もっとも、フェミニストというのは女性の価値を『胸』やら『臀部』やら『下腹部』以外に見み出いだしている人たちなわけで、ならば自分もこれでようやく正しいフェミニストへの道を一歩踏み出したとでもいえる？

　普ふ段だんは着てないシャツとパンツは、きっと真ま嶋じま先せん輩ぱいに見み繕つくろってもらったものだろう。

　先輩は恕じよ宇うに女性らしい恰かつ好こうをさせるのが好きで（いやもちろん小鳥遊たかなし恕宇はまごうことなく女性であっていまそれを実感しているところだが）、そのためか装よそおいに興きよう味みのなかった恕宇もときどき普段着に女性らしい服を着るようになった。

　ポニー・テールは、子供のころから愛用？　の髪型らしい。

　簡かん単たんかつ髪が邪じや魔まにならなくなる、というのが理由だろう。これまでも、その髪型にしているのを目にしなかったわけではない。再びそれができるほど髪が伸びていたことに時の流れを感じはしたが、それ自体は目新しいものではない。

　……とにかく、いま目のまえに座っている少女が『小鳥遊恕宇』、であることに変わりはないのだ。

　それなのに、なぜ、髪を上げ肩を露ろ出しゆつしている、というだけで、こんなにも別人のように思えてしまうのか。同性を愛して見み境さかいがない──何しろ子供のアトリにすらちょっかいを出している──という中身を知っているくせに、それでも魅力的に思えてしまうのか。小鳥遊恕宇がどういう人間であるのか知っているはずなのに。自分にとっては男に近い『友だち』なのに、どうして──

（……やっぱり、おれが発情しているからか？　……ていうか、やっぱり発情してんのか？　ちくしょう、敵はいったい、なんのために──）

　だが本当に怖いのは。

　これが、この状態が、敵の攻こう撃げきではなく『普通の状態』なのかもしれないことで──

「……コウ？」

「……ん？　あ、おう、なに？」

　気がつくと、きれいに──あからさまといってもいいぐらいに盛り上がっている胸部、男性にはない部分、を注視していた目を（そう、先ほどは言及しなかったが、当然ながら『胸』やら『臀部』も魅力的）、あわてて恕宇の顔へと移す。顔がん面めんが熱あつくなるのを感じつつ。……うわぁ、どこ見ていたか気づかれたろうか。おれいま赤面してないか？　決まり悪さをごまかすように、手が勝手に唇へとグラスを運ぶ。ていうかやっぱりこいつも女で──

「気づいていたか？　と聞いたんだ」

「なな何を？」

「……葉は切ぎりが、日ひ奈なを好きだった、ということ。……日奈は知っていたのかな？」

　コウは思わず目をむいた。

「はぁ？　洋よう平へいが？　なんでそんな話になってんの？」

「なんでって。今日きようのあれから考えれば当然の帰結だと思うが」

「……さぁ、どうだろ。日奈は洋平がおれの舎しや弟ていみたいなことしているの気に入らなかったみたいだけど？　そういうの嫌いだから。わざとパシリくん、とか呼んでたし。洋平も、どちらかといえば日奈のこと怖がってたし。考えすぎじゃね？　尊敬、とかならわかるけどな？」

「尊敬していたから、日奈のためにおまえと戦う、と？」

「別に、ありえなくはないだろ？　それか、単純におれに反抗したかったか。先せん輩ぱいのことで何か誤解でもあるのか。《グレイテストオリオン》からこっち、いろいろたまってたみたいだし。……どちらにしろ、関係ねぇ。はじまりはどうであれ、あいつは日奈でも先輩でもなく、自分のために向かってくるよ。だれかのために、ってのが大嫌いだったんだから。おれたちは。だからもう、あいつが日奈をどう思っていても関係ない」

「わかったわかった。……コウ、ちょっとその缶を取ってくれ」

「やだ」

「……やだ、って。……なんだ？　おまえ。すねているのか？」

　肩をすくめて、恕宇はコウのかたわらの空あき缶かんを取ろうと手を伸ばし、身体からだを伸ばし、コウのまえにその肢体をさらけ出す。うわ、背中の伸び方、あのお尻しり、柔らかそう、露ろ出しゆつ度どの低いジーンズがこれほど凶悪な武器となるとは。──ごくり、とのどが鳴り、コウはあわてて視し線せんをそらす。いちいち意い識しきがそちらに向かう自分の状態を忌いまわしく思いつつ。でも、……やばい。小鳥遊たかなしのちょっとした挙動がかわいく見えて、……猫のように色っぽい。

　こんな目で見られていることを知ったら、小鳥遊はどう思うだろう。

　どんな顔をするだろう。

　ちなみに、コウはジャージとＴシャツ姿という外見を気にしてない恰かつ好こう。さらにいうなら下着はブリーフ。もともとはトランクス派だが、最近はボクサーパンツやブリーフを、それも重ねて着用するようにしている（決してブリーフ派に転向したわけではないが、どれほど譲ゆずれぬものがあっても人生に妥だ協きようはつきものだ）。もっともそれは外出するときだけで、家の中でひとりのときには一枚しか穿はいていなかった。たかが下着と思うなかれ、けっこうきついし蒸むれるのだ、重ね穿き。だがそれが油断というやつで、おかげで現在、わずかな解放感を味わったがために、コウは抜き差しならぬ事態に陥おちいっていた。小鳥遊恕じよ宇うの、空き缶取って、という罪のない願ねがいにすら応こたえてやれないぐらいに。……決してすねているわけではないのだが、……真ま面じ目めな話をしているときはまだよかったのだが、いったん意い識しきしてしまうと──

　腰の上に、いかにも「いままで読んでいてこれからすぐにも読むつもりですよ」とでもいわんばかりに開いて伏せられた雑誌、自分を助けると同時に危き機きに陥おちいらせてもいるそれに目を落とし、自身の変化にため息をつく。

　小鳥遊たかなしは、友だちなのに。

　男と女の間には友情なんて存在しない、なんて考え方、少しまえまでは鼻で笑っていたのに──

　鼻が奇妙なにおいをかぎつけ、コウは顔を上げた。

「……なんだこれ？　何してんだ？」

「気にするな。単なる『香』だ。アロマセラピー、というやつだな。……私がハーブ好きなのは知っているだろ？　悪いにおいではなかろうが。ほれ、よこせ」

　いつの間にか空からになっていたグラスを奪われ、手て持もち無ぶ沙さ汰たに鼻で香りを吸いこんで、コウはああ、とうなずく。確たしかに悪臭ではない。なんとなく、線せん香こうっぽいけど、悪くはない。……けど、このちょっとした甘ったるさはいま飲んでいるものには合っていないような──

　ぼんやりと、空き缶から立ち昇るかすかな白煙をながめ。

　そのかたわらで恕じよ宇うが液体を注ぐのを見る。

　そうか、よく考えると、美人がお酌しやくをしてくれているんだ。

　これは確かに得がたいものだ──

　コウの視線を感じたのか、それとも酔いが回ってきたか、恕宇はかすかにほおを染め、竹製のマドラー？　を抜くと液体で満ちたグラスを返した。……って、マドラー？　なんかかき混ぜてたの？　これってチャンポン？　ふと浮かんだ疑問も、ぽつぽつと語り出した少女の言葉に立ち消えた。

「……ぶっちゃけるとな、……子供のころ、私はけっこう傲ごう慢まんでな」

「いやぁ、いまもジューブンゴーマンだぞ？」

　む、と顔をしかめ、しかしそれはすぐに柔らかい笑えみへと変わった。

「……そうだな。さっきのサソリの話ではないが、人はそうそう変われぬものだ。三みつ子ごの魂たましい百ひやくまでというし、私はきっと、いつまでもそんな人間なのかもしれない。……とにかくな、自分でもあらためなければと思うんだが、私には、どこか他人を下に見るところがあるんだ。見下す、みたいな悪意があるつもりはないんだが、なんていうか、大人おとなが子供を見るような、かな……

　正直、葉は切ぎりのことも、そんな感じで下に見ていたところがあって。

　……だからかな、けっこうショックだったよ」

　コウは何もいわず、舌を焼くような液体に唇を湿しめしながら恕宇を見つめる。

　恕じよ宇うはしばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、宙に視し線せんをさまよわせつつ言葉を継いだ。

「……ああ。そうだ。衝しよう撃げきを受けた。私は……そうだ、そうなんだ、コウ。私は結局のところ、本当に、おまえに遠えん慮りよしているわけじゃない。ただ、動けないんだ。日ひ奈なのことをだれよりも、思っている、そう宣言したいのに、示したいのに、動けない。生き返らせたいのか、再び会いたいのか、それともその意思を尊重したいのか──どうすればいいか、どうしたいのか、わからない。中途半端だ。覚悟できない。かかわっていることに満足し、現状に流されているだけで──

　でも、葉は切ぎりは、あっさり覚悟して見せた。冬ふゆ月つき日奈への思いだけで。躊ちゆう躇ちよなく、あっさりと。私より下に見ていた、あいつが──

　正直、ショックだったよ。……おまえはともかく、葉切まで、日奈への思いに覚悟を決めているのに、日奈のために戦っているのに、私、は、……私だけが、何もできず──」

　グラスを口もとへと運びつつ、ゆがんだ笑えみを浮かべて少女はコウを見た。

　視線を合わせたのち、コウは何もいわずにぐい、と一息、グラスを空あけた。

　頭の中が収しゆう縮しゆくし、血が一点に集まるような感触──

　コウからグラスを受け取って、いわくいいがたい表情になって笑い。

　情けないな、と恕宇はひとりごちる。

「……慰なぐさめにきてやったつもりだったが、……結局のところ、慰めてほしかったのは、私のほうかもしれない。……そういうところも変わらない。昔のままだ、私は」

　新たな液体が注がれる、とくとくという静かな音。

　視線はグラスに向けられこそすれ、どこかこちらを意い識しきしているのが見て取れる恕宇の横顔に、妙な雰囲気が場に満ちるのを感じ、コウは急いで茶ちや化かしにかかる。

「な、なに、遠慮するなって。おれでよければ恩ぐらいいつでも売ってやるから。まぁ足もと見させてもらうけど」

「……」

「……あ、で、でも？　だったらおれでよかったわけ？　ていうか、そういうことなら、おれのことは気にするない。行っていいぜ？　遠慮するな！」

「……どこに？」

「どこに、って、こういうときこそ『彼女』の出番だろ？　愛いとしい恋人の胸に飛びこんでこい。慰めてもらえ。ていうかぶっちゃけ、エッチしてこい！　面めん倒どうなこと忘れるほど！　それが一番効果があるってまえに自慢していたろ？　何しろおまえにゃ六人も『彼女』がいるんだから。ちくしょーうらやましー。飛びこむ胸には事欠かないんだから、せっかくだ。利用しろ。おれのことはいいからほら、遠慮するな──」

「……彼女たちとは、別れた」

　……え？

　どくん、と鼓動が高く鳴る。

　固まり二の句を継げずにいるコウに、恕じよ宇うは苦笑し、首を振った。

「……完全に断たったわけではないが、いまは一いつ線せんを置いている。だからこそ、こういうことでは頼れない」

「……えと、……あの……」

「なんだ？　……ああ、気にするな。もともと刹せつ那な的てきな関係だったんだ。だからこそ大事にしたいというか、尊重したいというか、私の都合で乱したくない。……身体からだだけならともかく、事情の深い部分ではな」

「そ、そうか。……ああ、まぁ、なんというか……」

　しどろもどろなコウに、恕宇は笑い、飲め、とうながす。

　胸の鼓動が速くなり、居い心ごこ地ちの悪いものを感じてコウはいわれるままにグラスに逃げる。……そうか、別れちゃったのか。もったいない。ハーレムは無理があったのか、それともやっぱり、まだ日ひ奈なを、……それとも先せん輩ぱいを──

　顔を上げ。

　視線が合い。

　あわててそらす。

　なんだ？　なんだこの感じ？　ていうか小鳥遊たかなし、なんでそんなにこちらを見ている？　何か伝えようとしている？　それともおれの意い識しきしすぎ？

「……た、と、とにかく飲みますか」

「ああ。明日あしたは休みだし、お互い遠えん慮りよせずにいこう。実際、慰なぐさめが欲しいというのならこうして飲んでいるだけで効果があるのも確たしかだし。……まぁ」

「……まぁ？」

「……一度、覚えてしまうと、……人肌の温かさがないのは、……さびしいかもな……」

　ごくり、とのどの鳴る音。

　内ない腑ふへと一気に落ちた液体が胸を焼いていく感触に、コウは背を丸めてむせた。

　こほこほとのどを鳴らしつつ、横目に少女の様よう子すをうかがう。かすかに顔を赤くして、恕宇もグラスを傾けている。まるで何事もなかったように。いや、実際何事も起きていないが、──それがなんとも艶なまめかしくて──

（──これって──まさか──誘われている？）

　──って何を考えているんだおれは。そんなことあるはずがない。だいたい小鳥遊は女性好きだし、でもやっぱり、この感じは──コウは大きく深呼吸、気を静めようとした。視線を落とし、腰に乗せられた雑誌を見て恥ずかしく思う。あらためて見ると、なんていうか、わざとらしい！　こんなの聡さとい小鳥遊相手じゃばればれじゃないか？　とはいえいまさら片付けるわけにもいかない。文字通りごまかしようがない。いや、とにかく落ち着け、落ち着こう。小鳥遊たかなしの性せい癖へきを考えれば、誘っているなんてありえない。こんなのおれの独ひとり舞ぶ台たいの妄想で、妄想が暴ぼう走そうしているだけで、でも──

　たとえ誘っているわけではないにせよ。

　押せば、落とせる──？

（──って何考えているんだおれは！　小鳥遊だぞ？　相手はあの、小鳥遊なんだぞ？）
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　だが、自分の、それなりにもてる男として通っている堂どう島じまコウとしての経けい験けんが告げている。押せば、きっと、つけこめる、と。確たしかに『決定的な経験』こそ『いまだ』だが、コウはそれなりに女性について知っている（と少なくとも自分では、思っている）。どういうことを考え、何を喜び、何を求める存在か。実際、そういうのを読み取って利用してきたからこその『現い在ま』がある。大げさではなく──向こうにそこまでの意志がなかったとしても──殺されかけたほどのいじめを撥はね退のけ、勝ちを得た過去、年長──主に女性──を味方につけて助けを得てきた、『年上キラー』とまで呼ばれた過去は決して伊だ達てではない。

　そうした自負、自信が告げている。

　小鳥遊は、きっと、誘っている、まではいかなくても、こちらが押しても抵抗しない──

（──だあああっ！　だから！　なんだ！　小鳥遊だぞ！　相手は、この目の前にいる女は、た・か・な・し、なんだぞ！　あの！）

　視し線せんが合った。

　はにかんで目をそらした少女の様よう子すに（ていうか何？　その仕し草ぐさ！）、あらわにされたうなじに、肩に、鎖さ骨こつに、コウは腰の中心にじんと痺しびれが走ったのを覚える。う、うわ、きつい。身じろぎするたびに上に載せた雑誌がこれまたやばい。かといって──たとえばればれだろうと──雑誌をどけるわけにもいかないし、でもなんていうかいろいろやばいし、このままでは人間としての尊そん厳げんが奪われそうで、かといって進むも退ひくもかなわずに、ただただこれみよがしに背筋を伸ばしてグラスの中の液体をあおることしかできなくて──

（ていうか、このまま飲むのもやばいんじゃないか？）

　酔いに飲まれたことはないし、飲まれるつもりもない。──が、現在の自分の発情状態？　に加え、酔うことでたとえわずかずつでも理性が削られていっているなら──

　果たしていつまで耐えられる？

　小鳥遊たかなしは間違いなく、今日きようは泊まっていく気だぞ？

　泊まっていく、そのことに思い当たった瞬しゆん間かんまた下腹部から波が走る。ばかな、ちくしょう、小鳥遊が泊まっていくのは別にはじめてじゃないし、雑ざ魚こ寝ねも何回かしている。そのときはなんとも思わなかったのに、なのにいまさら動揺するな！　ああでもこんな肢体が一晩中、同じ部へ屋やの中にあったら──

　ぐい、と飲む。

　頭の中が一瞬白はく熱ねつ化かしていくこの灼やける感覚がたまらない。そうだ、だいじょうぶ、おれはほら、こんな内省ができるほど頭の中は冷静だし、だから酔ってもだいじょうぶ。だいたい、飲んでいたらどうなるかなんて飲んでみなければわからないし、そもそもいまは飲むための時間だし、だったらまずは飲んでそれから考えよう！　グラスが空からになったとたんに差し出されてくるひょうたんに思う。……そうだ、だいたい飲ませているのは小鳥遊だ。こいつがそれを求めているなら何を迷うことがある？　そうだ、酔ったら無ぶ礼れい講こう、酔った上でのことになるなら──

（──そんなの、最低だ。……ちくしょう、最低だ……）

　これまで自分に対して、それなりの自負はあった。

　ひとかどのものを持っている、と。

　だが、身体からだがこの状態になってから思い知らされるのは、ただただ自分の卑小さばかり。わざわざ隣となり町まちまでエロ本を買いに行ったり、友人相手に欲情したり、弱みに付けこんだり、酔いのせいにしようとしたり──今け朝さ、校庭で洋よう平へいを見たときのことを思い出す。こんなのが外面にまでにじみ出ていたとしたら、そりゃ長年の腹心も袂たもとを分かちたくなるだろう。当然だ。何よりも始末が悪いのは、たとえこれが何者かによって強制された『発情状態』だとしても、結局は単に増幅されただけである自分の本心らしいこと。

　これが、堂どう島じまコウという人間の、正直な、姿。

（──ちくしょう──）

　──だが、それこそが自分、堂島コウ──

「ほら、杯がとまっているぞ。コウ」

「お、おう」

　いわれるままにグラスをかたむけ、かけ、全精神力をかき集めてとめる。そうだ、おれは堂どう島じまコウだ。そしていま、堂島コウは謎なぞの敵から攻こう撃げきされている。──そうだ攻撃に違いない。挑発されてる。挑戦されてる。これは戦せん闘とう──だったらおれは、堂島コウはどうする？　だれかに喧けん嘩かを売られているなら、おれが、堂島コウがするべきことは──

「……コウ？」

「お、おう」

　ん？　と不ふ思し議ぎそうに首をかしげた恕じよ宇うのポニー・テールな姿に心音が跳ね上がるのを覚え、一いつ瞬しゆん意い識しきを飛ばしかけつつ、コウは必死に自分を立てなおす。落ち着け、鎮しずまれおれの心。猛たけり狂った我わが本性。これは攻撃だ、敵の、小鳥遊たかなしを介した。ならおれのすべきはなんだ？　決まっている。まずは冷静になり、本性などは押し隠し、クールさを保ち笑い飛ばす。こんな程度屁へでもない、と。グラスを口まで持っていき、唇に含むふりをしつつ──それには非常に精神力が必要だったが──コウはふと気づいた、といわんばかりに恕宇を見やり、唇をとがらせた。

「こらこら、おれにばかり飲ませているんじゃない。おまいもいきなさいっつうの」

「あ？　あ、ああ、もちろんだ。やっているとも」

　どこかあわてたように、恕宇も自分のグラスに液体を注ぐ。

　そこではじめて、というかようやく、コウは気づいた。ひょうたんが二つあることを。自分に差し出されてくるのとは別のひょうたんで恕宇が飲んでいることを。

　あらためて、こいつこんな恰かつ好こうで裸のひょうたんを二つ提さげてきたのか、などと思いつつ──

「あれ？　そっちのは、こっちと違うの？」

「……あ？　い、い、いや、別に。同じものだ。気にするな」

「……ほほう。ちょっと待て。そっちのもおれに飲ませてくれ」

　コウは手の杯を一気に空あけ──あ、しまった、飲んじまった、まぁいいか──空からになったグラスを差し出した。が、

「い、いや、こちらはほら、アレだから。口つけたから、こっちのほうが上等だし、うまいぞ？」

　なぜか狼ろう狽ばいの色を見せ、少女はもう一方のひょうたんからのみ注ごうとする。

「……ちょっと待て。なんか怪しいぞ。おい怪しいぞ？　どーれぃ、見せてみろ」

「わ、ばか。よせ！　やめろ！」

　恕宇は後ろ手でひょうたんをかばい、座ったまま後ずさった。

　コウはうん、と手を伸ばし、ブンブン振るが、当然ながら届かない。手だけでは。かといって立ち上がったら雑誌が落ちて本性をあらわにしてしまう。さてどうしよう。手を振り回す。

「あー、小鳥遊たかなしさん。無む駄だな抵抗はやめましょう？　おとなしく見せないと、ひどいですよ？」

「ま、待て、コウ。落ち着け。目が据わっているぞ？　おまえはいま酔っている。だからひとまず冷静に」

「よってませーんれいせいでーす。時間稼かせぎは意味ないでーす。はいあと五秒、四、三、二……」

「ま、待て、コウ？」

　ちょっと脅おびえたような恕じよ宇うの表情にぞくっとし、コウは意い識しきして邪悪な笑えみを浮かべてみせる。──おいおい、甘いぞ小鳥遊？　こんな雑誌程度でおれの動きを封じられると本気で思っていたのか？　ならばそれがおまえの敗因だ。相手の意表をつくことこそ、弱者が強者に勝つための道。こいつにばかり注意がいってしまったとき、おまえは自分で心理的隙すきをつくってしまったんだ。おれが動くはずないという油断。おれは冷静にそれを見極め、利用し、よって勝利が成立する。

「……こ、コウ？」

　ひときわ唇をゆがませて、冷れい酷こくにゼロを数えると、コウは敏びん捷しように動いた。

　抵抗する間を与えず飛びかかり、小鳥遊恕宇を身体からだの下に組くみ敷しく。自分の身体で押さえつける──まさに盲点。雑誌は落ちてもはや隠すものこそないが、これでは恕宇がどう目を凝こらしてもコウの下半身の状態をうかがうことはできないだろう。視覚では。全身に人肌のやさしい温かさを感じつつ、コウは手を伸ばしてひょうたんを持つ手を押さえ、勝利の笑みを浮かべて間近にある恕宇の顔をうかがい。無む意い識しきに腰をこすりつけて。

　文字通り、ぴたりと固まった。
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　いったい何が起きたのか本気でわからず、コウは全身を凍りつかせた。

（……あ、あれ？）

　考える。……そうだ、確たしか、このままではやばいと思って、自分がやばくなるより先に小鳥遊を酔いつぶして避ひ難なんしようと思って、小鳥遊に飲ませようと思って、ひょうたんに手が届かなくて、人様に隠している部分を表に出すわけにはいかなくて、だから見られないように、って、いやこれなら確かに見られないけど──？

　すぐそばにある恕宇の顔は、そっぽを向いている。

　ただし。

　抵抗する素振りはない。

　……ええと？

　自分も視し線せんをそらして、ともすれば乱れる思考を必死でコントロールする。ええと、まず、そうだ、あのひょうたんはなんだろう？　いやそれはどうでもいいが、ってよくない、あれはやっぱり、おればっかりを酔わせようとしていたのか？　なんのために？　それにしても温かい──なんで抵抗しないんだ？　たとえ目で確かく認にんはできなくても、ジャージと下着程度では押さえきれないこちらの事情にはすでにお気づきのはずなのに。その気になれば、格かく闘とうでは小鳥遊たかなしのほうが強いのに──もしかして抵抗する気がない？　アナタはオンナノコのほうが好きだったのではナイデスカ？　ていうか、お願ねがいですから殴ってください！　朝はただ太ももを見ただけであれほどとち狂ったじゃないですか！　まだおれの頭にはこぶが残っているんですよ？　あのときみたいに──哀かなしい話ですけれど、自分からでは動けません。下へ手たに動いてしまえば、そう、たとえるならば堤防、ダムが決けつ壊かいし凶悪な何かが溢あふれ狂ってしまいそうで──

　恕じよ宇うは動かない。

　無防備な横顔を、見せたまま。

　なぜだろう、どこか投げやりに。

　──めがねの向こうで、目を閉じた。

　コウは突然、頭の中が冷たく鎮しずまるのを感じた。

　全身は、熱あつい。

　かっかと火ほ照てってたぎっている。

　とくに正直者な部分。

　が、それと反比例するかのように、意い識しきは落ち着いていく。許せぬ敵を目のまえにしたときのような、ほとんど怒りに近い何か──酔いが引き、代わりに心しん臓ぞうの鼓動が全身に広がり満ちる。どくんどくんと。それは本当に心臓の音か──コウはどこか醒さめた目で、恕宇の唇を見つめて思う。

　──そういうことなのか？

　おまえはおれを、酔わせようとしていたのか？

　だから抵抗しないのか？

　そこまでするほど、洋よう平へいの離り反はんにショックを受けたのか？　いいやいままで──耐えていたのか？　迷っていたのか？　弱かったのか？　つらかったのか？　先ほどの話を思い出す。もちろん、本当のところはわからない。が──

　酔っていたことにしたいなら。

　一時の迷いにしたいなら。

　そこまでしてすがりつきたいというのなら──

　怒り、失望、不安、興こう奮ふん、それらを上回る欲情──それら一切を表に出さず、コウは静かに深呼吸して、そっと、恕じよ宇うの首筋に顔をうずめた。

　恕宇が震ふるえるのを感じ、力をこめて、押さえる。

　抵抗するのは許さない──これは一方的通行。自分は男で、下にいるのは女で、しかも極上の女性。こんなチャンスは逃せない。ただそれだけ、それでいい。ほかに理由はいらない。

　ふと、脳のう裏りに少女の姿が浮かぶ。

　まず浮かんだ髪の長い少女の姿に、コウは思わず苦笑する。なんで日ひ奈なじゃなくて彼女が先？　おれもたいがい、浮気者だな。やっぱり、一番キスをしたり抱だき締しめたりしているからかな？　かまわない。いまさら。日奈の姿も思い浮かべて、ごめん、と心の中でだけ、二人の少女に向かって謝あやまる。決して口には出さない言葉。そうだ、初めて彼女とキスしたときもそうだった。きっと生きている限り目をそらせない、永遠の女性の面おも影かげ。裏切りと、罪の原風景。それを見つめて生きていく。

　──恕宇の身体からだが大きく震える。抵抗の意思の現れか。

　ごめんな、でももうだめだよ。コウは心の中で静かに告げる。そんなに震えても、遅い。もうとまらない。とめられない。だって男ですから。サソリは刺すものであり、『本能』にはだれも抗あらがえない。これは欲情、それとも激げき情じよう？　どちらにせよ、もうここからは引き返せない。冷静に、ひょうたんを持つ手を押さえ、もう一方の手の在あり処かも探す。首筋にうずめていた顔を、そっと下にずらしていく──

　──ピンポン、と。

　幻げん聴ちようが、聞こえ。

　コウと、恕宇の身体が固まった。

　コウは思わず顔を上げ、着やせするタイプなのか意外とあった柔らかいものから顔を上げ、同じように凍りついている恕宇とレンズを通して視し線せんを合わせた。

　と。

　再び幻聴。

　幻聴だってば。

　だってこんな夜の遅くにここをたずねてくるやつなんているはずない。アトリも帰ったし、父はアトリといるだろうし、小鳥遊たかなしはもうここに来ているし、だからほかにはもうインターフォンを鳴らしてくるやつなんて、……心当たりはいっぱいあるけど、でもこれは幻聴だってば。だって、いまさら、いまさらこんな、ようやく覚悟を決めたのに。ていうかずっと、ずっと、もうようやく、ってとこなのに、上に乗っかっているだけでこんなに気持ちがいいのに、いまさらそんな──やばいおれ、泣いちゃうかもしれない。もう泣かないって決めたのに。

　今度聞こえた幻聴には、幻声までついていた。

　いまもっとも聞きたくなかった声が。

「……コウくん。寝ているんじゃない？」

「あるいは、暴ぼう漢かん、もとい、暴女……痴ち女じよに襲おそわれているのかもしれません。……コウ？　手を放せないのでしたらおかまいなく。勝手に入りますから」

　ちなみにコウの部へ屋やのドア、あるメイドさんに壊こわされてからチェーンがついていない。ドア自体は最新のものに替えられたのだが、チェーンはつけてもらえなかった。あと、鍵かぎもなぜだか量産されて有志に配られてしまっている。

　ぴっ、と何かの開けられる電子音。

　カチコチになったコウの下から、ちっ、という幻げん聴ちよう。

　──ていうかいま舌打ちしました？　小鳥遊たかなしさん？　と思う間もなく首をつかまれ、ぐぐぐっと押しのけられ、

「……あー、すまない。コウ」

「…………え？」

　次の瞬しゆん間かん。

　まったく小鳥遊恕じよ宇うという女性はどれほどの技量を持つのだろう、どういう技巧を用いたのか、寝た状態での零ゼロ距きよ離りからの膝ひざ蹴げりが、まったく威力を減ずることなく『堂どう島じまコウ』を直ちよく撃げきした。







　　　　４．







「失礼します。コウ……おや？　小鳥遊もいたのですか。今日きようは用事があるのではなかったのですか？　私たちの召集をあえて断るほどの用事が」

「ああ。あったのだがな。うまくいかなかった。あと少し、だったのだが」

「こんばんは。小鳥遊。コウく……ってコウ？　どうしたの？」

「どうも先せん輩ぱい。こいつのことなら心配には及びません。なに、酔って不ふ埒らちに及ぼうとしたから成せい敗ばいしてやったまでです。……そうだな？　コウ？」

「……ハ、イ……一言一句……間違っては……おりませ、ん……」

　深呼吸、明滅する思考を必死にまとめて、答える。……ていうか小鳥遊、おまえ朝からおれに暴ぼう力りよく振るいすぎ……

　ふん、と鼻を鳴らして、小鳥遊は煙をくゆらせていた缶を手に取り立ち上がり、足早にキッチンへと消えた。

　表面上は落ち着いていても、やはり動揺があるのだろう。気を落ち着かせに逃れたか。

　とんとんと腰をたたいてくれている──この処置を知っているのは、かつてバレー部に所属していた先せん輩ぱいか。

　感情を感じさせない声は、聞きなれた舞まい原ばるイハナの口から出たもの。

「もしかして、お邪じや魔までしたか？」

「……まさ、か……とん……でもない、みな、さま……ふるッ……てご参加……を」

　背中を強くたたかれて、息が止まる。頂点を過ぎてようやく『ずきんずきん』に移行しつつある痛み──それでもできることなら転がりまわって散らしたい──に耐えながら、ピンチはチャンス、冷静に思考を開始する。

「……ちょっと……失礼します……向こうで、飛び跳ねて、きますんで」

　ど、どうぞ、という先輩の声に送られて、コウは立ち上がり、自分の部へ屋やへ急ぎ入った。

　扉を閉めると、軽く飛び跳ねたのち、タンスから急いで下着を出す。

　複数枚にサポーター。

　過か保ほ護ご、というなかれ、人の尊そん厳げんというものは、守って守りすぎるということはない。失われてからでは遅いのだ。

　隣となりの部屋を気にしつつ。

　ジャージと下着を一気に脱いで（隣に女性がいるのにいったいおれは何やってんだと悲ひ嘆たんにくれて）、異常がないか確かく認にんしたのち新たな下着を穿はきながら、穿きながら、さらに穿きながら、あと装着しながら考えるのは恕じよ宇うのこと。……ちくしょう、小鳥遊たかなしのやつ、予測してたな？　二人が来るのを。それを見越してあんなこと。最初から、罠わなだったのだ。こちらは罠にはめられたのだ。それらしい話なんかして──それを見抜けず乗ってしまったのは自分のポカ、だがそれはいまさらしかたがない。この手のことで小鳥遊に勝てるはずもないし、正直ある意味もとは取れた感がある。ていうか小鳥遊けっこう胸があったんだなぁ──ともかく大事なのは、なぜあいつはそんな行為に及んだか？　おれを陥おとしいれるため？　弱みをつくるため？　元気づけるため、ってのはさすがにないよなぁ？　ではなんで？　だまされたことに憤いきどおり不ふ審しんを覚えながらも、コウは心のどこかで安あん堵どしている自分がいるのに気づく。……そうだよな、あの小鳥遊が、自分が認めたライバルが、あんなに弱いはずがない。いざというとき、現時点では一番自分に対抗できそうな存在である、小鳥遊が。あんなに弱いはずがない。

　ほっとしつつ。

　ジャージを穿はきなおし、あらためてチェック。

　よし、……厚さに少し膨ふくらんでいるような気もするが、Ｔシャツのすそで隠せばなんとかなるか？　これならそうそう簡かん単たんにこちらの動揺を表に出すことはないだろう。

　クールに、冷静に、心を表に出すことなく、切り抜けろ。

　最後に大きく深呼吸すると、脱いだ下着をベッドの下に蹴けりこんで、コウはリビングに戻った。

　そしてすぐに、自分の部へ屋やに帰りたくなった。

　女性が三人いるはずの部屋の中はしんとして、姦かしましいどころか会話のなされた様よう子すがない。戻ってきていた小鳥遊たかなし恕じよ宇うは不敵に笑っていて、それを舞まい原ばるイハナは無感情にながめている。まるで静止画のような二人の間で唯一真ま嶋じま綾あや先せん輩ぱいだけがあわあわあわと挙きよ動どう不ふ審しん。ちなみにイハナは隙すきのない和服姿で、綾は学校帰りから直行したのか日ひ炉ろ理り坂ざか高校の制服のまま。綾は弱った顔をしてイハナと恕宇をかわるがわる見ていたが、戻ってきたコウに気づいてほっとしたような表情を浮かべ──一いつ瞬しゆんコウの下半身に視し線せんを移し顔を赤らめたように見えたのは自じ意い識しき過剰のせいだろう絶対そうに違いないだって異常は見当たらないもの──手に持っていた金きん色いろのカップを掲げた。

「……あ、コウくん。もうだいじょうぶ？　……あと、ごめん。これ、あたし、……歯形つけちゃったんだけど」

「ああ。いえ。おかまいなく。おれもそれ、やってみました。びっくりしたでしょ？　純金って本当に柔らかいんスね」

　金色、ではなく、純金製のコップ。

　コウと恕宇が使っているグラスはガラス製だが、イハナと綾が手に持っているカップはまぎれもなく純金製。もともとそうだったわけではなく、コウが《元・知恵の実ロスト》の《ゴールデンライトアーム》を使用して、材質を純金に変えてしまった。

《廃ロ棄ス品ト》とは、イーチャーズと呼ばれるリンクから外はずれエネルギーの供給を受けられなくなった《知恵の実》の呼び名である。

　廃棄品、の名の通り、エネルギーの補給がされない以上、残存エネルギーを使い尽くせば滅びるしかない。

　なお、コウは《ゴールデンライトアーム》のほかにも二種の《ロスト》と出会っているが、そのひとつである《タイムタイム》はその手の中で霧む散さんするのを確かく認にんした。もうひとつのロストである《レフトアーム＝スピーキング》はいまだ発見されておらず、《グレイテストオリオン》で変則的な使われ方をされたためエネルギーを使いきり消滅したのではないかと思われている。

《ゴールデンライトアーム》──触れたものを黄金に変える能力を持つ右手用グローブ──もそうした《ロスト》のひとつであるのだが、現在、《ゴールデンライトアーム》には使用回数に制限がない。

　ランドール・コーンウォークの起こした事件によって知ることができたのだが、どうやら、コウの内に存在するシリアルナンバー・六六六、《いまだ名づけられざる知恵の実》であり『代行者』の証あかしでもある《Ｉｔ》は、みずからが回収しためこんできたエネルギーを他の《知恵の実》や《ロスト》に供給できるらしい。

　よって、コウの持つ《Ｉｔ》を介して使用する限り、《ゴールデンライトアーム》が消滅することはない。

　そのことを知ったコウは、身体からだのとある事情から《ゴールデンライトアーム》を頻ひん繁ぱんに使用している。あえて使うことにしている。

　実は。

　現在、『堂どう島じまコウ』はある意味『人間』ではない。

《知恵の実》──それは魂たましいと引き換えに契約者の願ねがいを叶かなえる悪あく魔まのアイテム。

　契約の履り行こうを確かく認にんし、《知恵の実》の使用料として悪魔の代わりに魂を回収する存在、それが『代行者』であり、その魂をためこんで、来たるべきとき『代行者』の願いを叶える《知恵の実》を生み出すもの、それが《Ｉｔ》。

　魂を引き換えにせず悪魔の力でしか具現できない願いを叶えるために、コウは『代行者』──悪魔のミカタとなった。

　そのため《Ｉｔ》は現在コウの身体の内にあり、そこで手に入れてきた契約者たちの『魂エネルギー』をたくわえている。

　そのためか。

　現在、コウの肉体は『マテリアル体』と『アストラル体』が混在しているような状態にあるのだという。

『マテリアル体』、というのは大おお雑ざつ把ぱにいうなら物質、ここではコウの『肉体』そのもの。

　それに対して『アストラル体』は、極きよく論ろんするなら『精神体』、コウの「かくあるべし」という情報が定義されている事象を指す、という。コウ本人にもよくわかっていないのだが、『敵』に引いん導どうを渡すとき悪役のような黒マントをまとったり、目が赤くなったりするのもこのアストラル体の『具現化マテリアライズ』によるものだとか。そしてこの『マテリアライズ』がくせもので、先日──夏休みまえの《グレイテストオリオン》事件、コウが入院した際に行った身体検査でとある事実が判明した。

　コウの負った損傷は、『治ち癒ゆ』ではなく『復元』されている、ということ。

　負傷だけではない、コウの肉体は通常なら『細胞分裂』を行うべき部分までマントをつくる要領で『マテリアライズ』を行っているらしい。具体的には──といっても理由までは理解できていないのだが、現在、コウの髪は抜け毛を落とさず、身体からだは垢あかを出さない。正しくは出しているのだが身体から離はなれたとたんに消えていく。爪つめなども同様、放っておけば伸びていくが、切るとその場に残らない。さすがのコウもそれを知ったときには愕がく然ぜんとしたが、それでもなんとか受け入れた。アトリによるとこの現象は一時的なもので、《Ｉｔ》を完成させることでエネルギーを使い切れば元に戻るものなのだとか。もっとも前例がない以上、推測でしかないのだが。

　人間の身体は、毎日兆単位の細胞が死滅、分裂増殖により入れ替わっているという。

　ならば。

　いま現在、堂どう島じまコウの肉体は、どれほどの部分が『分裂』ではなく『復元』された細胞に置き換わっているのだろう。感かん慨がいもなくコウは思う。たぶん、少なくとも現時点では、自分は人間ではないのだろう。悪あく魔まのミカタとして《知恵の実》を生み出すための存在。『細胞分裂』を正せい確かくに再現している『復元』のおかげで人間としての生活を送ることには支障はない。目を見張るような異常はないし、トレーニングも普通に効果あり、かつこの状態だと癌がんになったりすることもなくどれほどの怪け我がを負っても生きてさえいれば回復できる上、『加か齢れい』はあっても『老化』はない。ある意味いいことずくめでもある。そもそも『マテリアル体』も『アストラル体』も、聞きなれないオカルト用語を使っているというだけでどちらも堂島コウを指すものなのだから、堂島コウ、という存在そのものは何も変わっていないのだろう。

　それでもやはり、自分はもう人間ではないのだろう、そうコウは思っている。

　きっと、ある意味『生き物』でさえない。ただ《知恵の実》を生み出すための存在。

　諦てい念ねんに近い思いでそれを悟ったのは、入院時採取された『精子』の検査結果を聞いたとき。

　やはり体細胞と同様、生殖細胞においても正常な『分裂』はされていなかった。『精液』は分ぶん泌ぴつされるし、『勃ぼつ起き』も正しく行われる（それは現在しつこいくらいに思い知らされている）。が、その中に含まれている『精子』が正しい減数分裂によって生み出されたものでない以上、正常な卵子との正しい受精は行われない。おかしな話、いやというほど発情しているにもかかわらず、いまの自分は子供をつくれないのだ。《知恵の実》をつくりだすまでは。だれとどれだけセックスをしても子供は生まれないのだ。自分の願ねがいをかなえる《知恵の実》をこの世に生み出すまでは。この事実は、コウに──少なくともわかりやすい、目に見えるような──ショックは与えなかった。行為自体には興きよう味みがあるが、高校生の未成年、まだ子供をつくる予定はないし、子供をつくるより先に《知恵の実》を生み出すことはコウにとっても望んだところ。自分が人間ではなくなっているというのは確たしかに歓かん迎げいしたいようなことではないが、自分のしてきたこと、そしてこれからの目的について考えれば、開きなおって受け入れられないというほどのことでもない。『復元』という状態は、戦いを続けるためにおいてはむしろ有利な現象でもあるし、何より覚悟はしていた。これぐらいのこと。この程度。

　それでも。

　アトリに、《元・知恵の実ロスト》に魂たましいエネルギーを供給することで《Ｉｔ》にためてあるエネルギーが身体からだに与える影えい響きようを軽減できるかもしれない、と提案されたときには、それを試さずにはいられなかった。目に見える効果があったわけでもないが、精神的な負担は軽減できたように思えた。ちなみにアトリが提案してきたのはちょうどこの謎なぞの『発情』がはじまったころだったのだが、微妙に『発情』が抑えられる気もしてコウは最近毎日《ゴールデンライトアーム》を使って手近なものを黄金に変えている。ためてあるエネルギーを使うことは、そのぶん日ひ奈な復活の日が遠のくような気もして抵抗がないわけでもなかったのだが、それほど多量のエネルギーを消費したりはしない、というアトリの言葉を信頼し、ストレスにやられるよりはいいだろう、と納得している（なお、このときふと思いつき、コウはおそるおそる、それとはなしに聞いてみた。《Ｉｔ》にためてあるエネルギーのせいでほかに身体に異常が起きるようなことはないのか、と。しかしアトリに明めい確かくに否定され、勘かん以上の根拠もなかったため、『発情』と《Ｉｔ》を結びつけるのはそのときやめた）。

　というわけで、調ちよう子しに乗って《ゴールデンライトアーム》を使いまくってしまったせいで、現在、コウの部へ屋やはいろいろなものが黄おう金ごん色いろに輝かがやいている。たとえば便器。たとえば風ふ呂ろ釜がま。食器も箸はしからコップに皿まですべて黄金に変えた。まさに成なり金きん。

　ところで金という物質は、その比重約十九．三、同体たい積せきの水の十九．三倍の重さがある。

　ちなみに鉄の比重は約七．八だから、金は金属的にはかなり重い物質だということがわかる。つまり、周囲のものを黄金に変えてしまったコウは、期せずして通常生活を営いとなみながら身体からだを鍛きたえることができるようになってしまったのだがそれはともかく閑かん話わ休きゆう題だい。

　綾あやとイハナが手にしているのは、紛まぎれもなく純金の杯。

　それを手に困った感じの表情をつくっている綾に、恕じよ宇うとイハナの様よう子すも忘れてコウは思わずほおをゆるめた。

　金が柔らかい、というのはそれなりに有名な話なので──金メダルを嚙かむアスリートなどのエピソードが有名──確たしかめるために嚙んでしまったのだろうか。イハナか小鳥遊たかなしにそそのかされたか、本当の金だとは思っていなかったのか。くっきりと歯形のついたカップを手に困っているのが微笑ほほえましい。

　確たしかに、歯形をつけたカップを他人の家に残していくのは恥ずかしいだろう。

　かといってものがもの、何しろ純金、簡かん単たんにこれちょうだいとか、あるいは弁べん償しようするともいえなくて、どうすればいいかわからず困っている、といったところか。そこまで想像しながら、コウは気づかないふりをする。先せん輩ぱいをからかいたいために。……あと、ちょっとした打算も働いて。あまり色気はないが、というかヘンタイチックだが、小鳥遊がこのコップを欲しがってくれないかなぁ？　小鳥遊が欲しがってくれたら、それを贈ぞう呈ていすることでさっきの失態を帳消しにできないだろうか、とか。……そうだ、とにかく、まずは小鳥遊の件。さっきのことをどうにかしなければ。ここは下へ手たに言いい訳わけするより、まずは認めて、謝あやまって──

　コウは恕じよ宇うに向きなおり、深呼吸、口を開いたが、

「あー、小鳥遊──」

「なんだ？　コウ。いいから座れ。ほら」

　全部いい終わるより先に、無理やり座らされた。

　恕宇の隣となりに。

　いつもならコウの定位置は恕宇の正面、綾とイハナの間であり、今回も綾とイハナの間が空あいていたにもかかわらず。なぜか恕宇と綾の間に。

　……ええと？

「……あー、とにかく、その、小鳥遊たかなし。さっきは、その──」

　手にグラスを持たされて、恕じよ宇うの様よう子すにとまどいながらもあらためて、コウは謝しや罪ざいの言葉をつむぎかけ、

「必要がない、とまではいいませんが、必要以上に謝罪することはありません。コウ」

　今度は、イハナの口にさえぎられた。

「……え？　あの？」

「ええ。そうです。いかに仲間とはいえ男と女、こんな夜の遅くに、こんな恰かつ好こうで二人きりになることがどういう事態を呼び起こすか、小鳥遊に考えられなかったはずがありません。悪くない、とはいいませんが、あなたばかりが悪い、というわけでもない。何しろコウ、いくらあなたとはいえ、あなたも男なのですから。しかたない、というかこの場合に限定すれば、むしろあなたの判断が正しい、ということもあります。

　こんな時間にこんな様子で二人きりなら、むしろ誘われていると思うべきでしょう」

　……は？　……ええ？

　というかハナちゃん、そんなこといったらワタシタチ、いままでだって何回もそういう状況に陥おちいってきて──

　恕宇が笑う。

「確たしかに。イハナ。この場合、責められるべきはコウではないかもな。むしろここで責められるべきは、過剰反応してしまった私のほうか、──それとも、了解も得ずに勝手に入ってきたそちら側かな？」

「ほう？」

「それとも何か？　おまえが入ってきたのを気にせず続けるべきだったか？　この日ひ炉ろ理り坂ざかではそういうことをプライベートに行う権利もないのか？　姫ひめの了解を取らなければならないか？」

　イハナは口を閉じ、ただただ凝ぎよう視ししている。無表情に。恕宇と、──コウを。

　いやおれは何もいっていないんだけど？　コウは胸がきりきり痛むのを感じ、ついで「すまないなコウ、だいじょうぶだったか？」と負傷した部分に伸ばされてきた手に魂たま消げてあわてて飛びのいた。たたた小鳥遊さん？　人前であなたいったいなんということを？　動揺を押さえようと首を振り、能面のように白く冷たいイハナから急いで顔をそらせて綾あやと視し線せんを合わせる。ここで一番年上の綾先せん輩ぱいは、持参してきたペットボトルから注いだウーロン茶をまるで合がつ掌しようするようにして持ち、頭を下げた。ごめんなさいあたしに振らないで、と。

　これはいったいどうしたことか？

　小鳥遊とイハナがケンカでもしているのか？　もしかしてそのせいで、イハナに当てつけるためにおれは罠わなにはめられたのか？　イハナも恕宇も、その本質はどうであれクールなキャラクターを売りにしていて、ゆえにこれまでも、小さないさかいはあるにはあったがここまであからさまな対立を見せたことはなかったのに。にもかかわらず今回は、いったい何が原因で？

　恕じよ宇うが笑った。

　本物かどうかはともかく、含がん羞しゆうを浮かべて。

「正直、コウが私をそういう目で見ることができる、とは思っていなかった。……ああ、コウ、これも別に責めているわけではないぞ？　友人とはいえ男と女、おまえも男としては当たり前の反応なのだろう？　ああ。私も自分に自信を持てる」

「……いえ、あの、……小鳥遊たかなしサンは、美人サン、ですから……」

「ほう？　つまり、やはりそういう目で見ていたわけだ。私のことを」

「もちろんです。……いや、マジで。おまえ美人だし、スタイルもいいし、そういうのってＨの相手としては最適じゃん？　あくまでＨの相手としては、だけど」

　コウは冗じよう談だんめかして答えた。

　あからさまに下げ世せ話わなせりふを口にしたのは、それで動揺を誘えないかと思ったから。

　とにかく、どこかで突破点を見つけなければならない。小鳥遊が本気でこちらを誘っていたわけがないのだから、それに乗っかることで狼ろう狽ばいさせられないか？　怒ったり動揺したなら謝あやまって、それで終わりにできるかも──そう考え口にした言葉だったが、恕宇の反応は憮ぶ然ぜん、とか激げき昂こうとかとはかけ離はなれていた。

　コウの言葉に引くどころか、

「……本当に、そう思うか？」真剣な、表情。

「──ええ？　いや？　……その、ええと……？」

　逆にしどろもどろになってしまったコウの返答を強引に肯定と受け止め、恕宇はうなずいた。

「そうか。だったら話は早いな。実はまえから、食わず嫌いはよくないかなと思っていたんだ。そう割り切れるのなら、おまえなら、最適だな。あまり男臭くもないし、……いろいろ余よ禄ろくもありそうだし。本気になられることもないし」

「……へあっ？」

「ああ。確たしかに最適、おまえに問題がないのなら、私も望むところだぞ？」

　嫣えん然ぜんと笑う少女の言葉を、コウは呆ぼう然ぜんとして聞く。

　……小鳥遊さん？　いったい何をおっしゃいやがっていますか？

　ていうかあなたいまだいじょうぶですか？　酔っているのですか？　発情しているはずのコウだが、むしろ引いていた。まだ痛みがあるというのもあるが、あまりにあからさますぎて。策略というよりはむしろ正気を疑ってしまい。

「……あ、のな、小鳥遊……おまえ……？」

「なんだ？　私が相手では不満か？　さっきの様よう子すでは、とくに問題があるようには思えなかったが？」

　いや、だから、といいかけて。

　隣となりから、めしゃ、という音が聞こえた。

　コウは思わずイハナを見たが、別に変わった様よう子すはない。

　音の発生源はもう一方、真ま嶋じま綾あやの手もとだった。

　あっけにとられる。

「……せ、先せん輩ぱい？」

　両手でめこっ、と三五〇[image: みりりっとる]のペットボトルをつぶしつつ、にこやかに綾は話しかける。

「……なるほどね。小鳥遊たかなしサン。そういう考え方だから、六またとか、かけられるんだ」

　お茶の容器をつぶした程度、恐れるほどの膂りよ力りよくなどではなかろうが、それでも恕じよ宇うは先刻までのクールさもどこに飛んだか見るからにあわてふためきはじめた。

　い、いや、違うんです、と焦あせりつつ、どん、とコウを突き飛ばし、詰め寄るように綾のそばに移動する。

「──先輩？　それはその、いえ、……そうではなくて、ですね？　彼女たちとはきちんと別れましたし、というかその、……先輩はわかっているはずですよね？」

「何がよ？　……悪いけど、この点はあたしもイハナと同意見。覚悟、っていうか、小鳥遊は一番大事なことが足りてないって、思う。こういうことはそんな簡かん単たんにじゃなくて、やっぱりちゃんと、お互いに『好き』って気持ちがないと」

「いえ、ですが、……ですけど、確たしかに、それはそうですが、でもいまのこの場合は……」

　──ふっ、という、笑い声。

　小さな、しかし存在感いっぱいの冷笑に、恕宇と綾の言葉がとまり、視し線せんがイハナに集まった。

　友好的とはいいがたい注目を受けてもイハナは平然としていて、逆にコウがいたたまれない。

　綾が問う。

「……なに？　イハナ。なにかいいたいことでもあるの？」

　慇いん懃ぎんにイハナはうなずいた。

「ええ。そうです。……綾。あなたは、こういうことはお互い好き同士でやるべきだといっているのですね？」

「……そうよ？」

「お互いに、一番好きなもの同士で？」

「ええ。そうよ？　それがなに？」綾の表情が意味ありげにゆがむ。「それともなに？　あたしにはそんなこという資格はない？」

「まさか。そうはいいません。ただ、わたしとあなたでは完全に意見が同じというわけではないということです」

　コウの顔を見ることなく、堂どう々どうと、イハナは告げた。

「……わたしは、わたしの気持ちに答えていただけるのであれば、別にわたしがその人にとっての一番でなくてもかまいませんから」

「……そんなの、そう思っているだけよ」

「いいえ。これは願がん望ぼうではありません。わたしがそう決めた、わたしの決意、覚悟です」

　静まり返った部へ屋やの中で、綾あやとイハナと恕じよ宇う──いいや、コウはもちろんおそらく恕宇すらのけ者にして、綾とイハナが熱あつくも冷たい二人だけの空間を形成している。

　コウと恕宇は、ただただ狼ろう狽ばいするしかなかった。







　　　　５．







　恕宇はどよんと重い雰囲気を背負って隣となりの先せん輩ぱいの顔色をうかがい、イハナは黄おう金ごんの杯をかたむけ、いつもならコウと恕宇に物申す常じよう識しき人じん綾も何もいわずに飲んでいる（近くにペットボトルが置いてあるところを見るとイハナと綾のカップに入っているのはウーロン茶であるっぽい）。妙な緊きん張ちよう感かんのある三人のかつてない雰囲気に、コウは痛む半身を意い識しきしてさらに笑いたくなる。葉は切ぎり洋よう平へいが離り反はんして力を合わせなければならないこのときに、いったいなにがどうなっている？　イハナと恕宇が対立している、というだけではなさそう──やはり綾もからんでいるのか。得られたデータから推測するに、なんとなく自分をめぐった恋争いのような気がしないでもないが、それはおそらくありえない。そもそも小鳥遊たかなしは生きつ粋すいの女好きだし、その小鳥遊相手に男である自分を取り合う理由はない。なのになぜイハナと先輩はああもけんか腰なのか。朝もちょっとおかしかったし、小鳥遊が変な罠わなをはったり、いったいぜんたい何が起きているのか。

　確たしかめたい気もするが、ようやく収まった場を蒸むし返かえすのもためらわれ、コウは綾からウーロン茶をもらうと、ためらいがちにイハナに話しかけた。

「……それで、ええと、今日きようはどういったご用件で？」

「小鳥遊が来ているのに、わたしたちがいるのは不ふ思し議ぎですか？　小鳥遊と同じ理由であるとは思わないのですか？」

「いえ！　そんなことはありません！　コウ感かん激げき！　た、ただ、その、ほら、夜も遅いし、先輩はご両親が心配なさるし、ハナちゃんはもともと忙しい人だしさ。だからこんな夜遅く……」

「それなら心配ありません。綾は明日あしたが休みなのでうちに泊まりにきていることになっています。そしてわたしのことですが、……舞まい原ばる家けについては、これからは現当主、つまり母におまかせすることにしましたから」

「……そうなの？」

「ええ。すべて、というわけではありませんが。……まぁ、わたしもしばらくは、自分の時間を大事にしようかと」

　さらりと重大発表をされたような気もするが、それはともかく、……だったら、今日きようはただ来ただけ？　ていうか、イハナと先輩もここに泊まっていく気なのか？　さすがに布ふ団とんが足りないぞ？　聞きかけて、コウは唐とう突とつに夏休みを思い出す。そういえば、このメンバー（アトリもいたが）で山に行き、同じロッジで寝たんだよなぁ。そうだった。あのときは、まぁ水着は着用していたけれど（それは反則だと憤いきどおっているやつもいたが[image: うえやじるし]おれだ）、全員一いつ緒しよに温泉に入って、みんなとてもかわいくて──

　まだ回復していなかった下部から激げき痛つうが立ち昇り、コウはうつむき、息を飲みこみ、耐える。

　突然のコウの沈ちん黙もくをどうとらえたか、ふう、と大きく呼吸して、イハナは首を振った。

「……用事がなければ来ない、と思われているのは心外ですが、……まぁ、用があったのは確たしかです。そうですね。そちらから先にすませましょう。連絡や報告はいろいろあるのですが、まずは──葉は切ぎり洋よう平へいについて。

　コウ、あなたは彼を、いったいどうするつもりですか？」

　綾あやと恕じよ宇うの視し線せんが集まるのを感じる。

[image: ]

　コウはため息、ウーロン茶でのどを潤うるおした。

「どうするって。決まっているだろ？　あいつはもう、敵になった」

「ええ。それはわかっています。わたしが知りたいのは、彼への対処のしかたです。……コウ。わたしは葉は切ぎり洋よう平へいという人物をよく知りません。東京からスカウトが来るくらいにボクシングの才能があるということと、長くあなたの腹ふく心しんであった、ということぐらいしか。……はっきり聞きましょう。今日きよう、敵に回った、彼はわたしたちにとって、脅きよう威いになりうる存在ですか？」

　葉切洋平は自分にとって、脅威になる存在か？

　考え、答える。

「……そのまえに聞きたいんだけど、あいつ、いったいどこまでおれのこと──悪あく魔まのミカタのこと、知ってんの？　どこまで情報持ってんだ？　どうして、あいつはおれが日ひ奈なを生き返らせようとしていることを知った？　あの菜な々な那なだって、それ自体は知らなかったはずだろ？」

　朝あさ比ひ奈な菜々那──現在の『みすてりぃサークル』──通称みークルの部長であり、かつて知恵の実《インヴィジブルエア》をめぐって争った相手。厳げん密みつには、そのときコウは彼女に敗北している。油断していい相手ではない赤毛の少女は、どうやら今回は洋平の手助けをするつもりらしい。

　イハナは首を振った。

「そうですね。実のところは、わかりません。葉切洋平がどこから情報を仕入れたか、いったいどこまで知っているか──わかっているのは、《知恵の実》の存在を知り、あなたの目的を知っている、ということだけです。……ただ、朝比奈菜々那以外の情報源として考えられるのは、やはり、──木きの下した水すい彩さいでしょうか」

　木下水彩。

　菜々那と仲のいい、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の一年生にしてみークル副部長。

　とくに目立った特徴のない、なんの変哲もない普通の女子高生でありながら、史上最強の吸血鬼、『ザ・ワン』から和わ歌か丘おかを救った八人の功労者のひとり。

　夏休みの後半、和歌丘に吸血鬼が侵入するというとんでもない事件が起こった。

　下へ手たを打てば日炉理坂はおろか日本、ひいては世界まで危険にさらすところだったその事件を解決したのは、たった八人の『人間』だった。八人のうち二人の少女が死亡し、ひとりはいまだ重体であり、ひとりは行方ゆくえ不明となっている。そんな事件の中心にいて、人間の立場にいながらもっとも『ザ・ワン』に近づけた少女、それが木下水彩。

「彼女は、『ザ・ワン』の端末にかなり気に入られていたらしいのです。ですからもしかしたら、『ザ・ワン』からあなたや《知恵の実》のことを聞いていたのかもしれません。そこから朝比奈を経へて、葉切も知るにいたったか……」

　ちょっと待て、とコウはさえぎる。

「……木下さんは、いったいどこまで聞いていたのか、そこらへん、ちゃんと調ちよう書しよを取ってないわけ？　すげぇ大事なことだと思うけど？」

「……それが、ですね。……その……」

　答えづらそうに言葉を濁にごしたイハナに代わり、恕じよ宇うが答えた。

「木きの下した水すい彩さいはな、事件以来、山やま本もと美み里さとと親したしいんだ。そして山本美里は、サクラと非常に仲がいい」

「……ああ。山やま本もとさんね。それなら聞いたことがあるけど、それで？」

「……その山本が、和わ歌か丘おかの事件で危き篤とくに陥おちいる重傷を負った。そのせいでサクラがヒジョウにナーバスになっていてな。いまはもう全快したから問題ないが、──だから山本関係は下へ手たに刺し激げきできなかったんだ。寝た子を起こさないように。……そのせいで、じゅうぶんな調ちよう書しよが取れなかった」

「……マジで？」

「マジで」

　恕じよ宇うの言葉を否定していないイハナの様よう子すに、コウは信じられねぇ、とため息をついた。

　いくらなんでも、姉の友人の友人ってだけで事情聴ちよう取しゆをなおざりにするか？

「……あのさ、前からいおうと思っていたんだけど、ハナちゃん、ていうか舞まい原ばる家けって、サクラに過か保ほ護ごすぎ。……なんだよそれ。いくらなんでも公私混同しすぎだろ？」

「返す言葉もありません」

「……まったく。大事にしているつもりだろうけど、本人にとってもよくないぞ？　……こんなんで、よくもサクラはあんな素直に育ったよなぁ」

　ぶふっ、というくぐもった音。

　見ると、綾あやがウーロン茶をこぼして咳せきこんでいる。気管に入ってしまったのか、けほんけほんと。あわててその背中をさすりながらも、恕宇はちょっと呆あきれた顔をしてコウを見ていて、相あい対たいしていたイハナは変わらず無表情だが、やはりどこか動揺して見えた。

　なんとなく憮ぶ然ぜんとして、コウ、

「……なんだよ」

「……いや」ごほん、と恕宇。咳払い。「……ちょうどいい機き会かいだから聞くが、……いちおう付き合っているわけだからそれなりに知ってはいるんだろう？　舞原サクラとは、いったいどんな女なんだ？」

「どんなって……まぁ、普通だよ。ハナちゃんほどお嬢じようさまっぽくはないというか、確たしかにかわいいけど、普通？　……ああ、でもちょっと、幼いかな」

「……普通、で、幼い？」

「ああ。ハナちゃん怒らないでよ？　でもやっぱ、どこか幼いな。サクラは。なんていうか、日ひ奈なみたいに正義感にあふれているんだけど、日奈と違ってそれに伴う責任を自覚してないっていうか、自己満足で終わっている、みたいなところが子供だ。悪くいうなら独善的。捨て犬を見つけて、かわいそうだと思って拾っても、その時点で満足しちゃってあとの世話をしない、みたいな。……まぁ、それでも一いつ所しよ懸けん命めいだし、だからそういうところもかわいい気がするけど……

　……なんだよ？　その顔は」

「……い、いや。なんでもないぞ？」

「……さすが猫かぶりというか……」

「とにかく、いまあなたに聞いているのは姉ではなく、葉は切ぎり洋よう平へいのことです。どうです？　コウ」

「……まぁいいけど。……そうだな。あいつが、《知恵の実》とかの情報を持っていて、おれのやろうとしていることを正せい確かくに理解しているんなら、たぶん、あいつは……」

　サクラのことに釈しやく然ぜんとしないものを感じつつ、コウは『葉切洋平』という人間について考える。……子供時代、ただひとりそばに残っていてくれた友だち──もっとも、コウは洋平と過ごした子供時代のほとんどを覚えていない。覚えているのは『あの事件』から一年以降──だからコウが『知っている』洋平は、遊び友だち、というよりは『戦友』としてのもの。

　コウの言葉を信じ、一いつ緒しよに戦ってくれた、戦友。

　大人おとなから見ればくだらない子供同士のいさかいであっても、自分たちにとっては『本気』の戦いだった。きつくなかったはずがない。怖くなかったはずがない。たぶん洋平がいなければ、現在の自分はなかっただろう。あのころ着ていた『Ｔシャツ』は、ぼろぼろになってしまったいまも大事にタンスにしまってある。

　子供の頭で一いつ所しよ懸けん命めい考え、戦った。

　そのすぐそばに洋平はいて、ずっとコウを見、ともに戦ってくれた。敵視されていたのは自分だけで、洋平はただ巻きこまれただけなのに。

　きっかけは些さ細さいなことだった。

　もちろん、それまでにも親のこととか境きよう遇ぐうとか（あと舞まい原ばるの姫ひめのこととか）、いろいろな敵意がつもりつもっていたのだろうが。きっかけは小さなことだった。コウは「妹は宇宙人にさらわれた」といい続けたかっただけで、でもそれを目め障ざわりに思ったやつがいて。ただそれだけのことだった。あれほど大きな事態になるとは想像もしていなかった。

　たぶん、自分が譲ゆずっていれば、平和に終わっていたのだろう。

　ごめん、と謝あやまり、もういわないことを約束していれば。

　だがあのときの自分は、どうしても譲れなかった。たとえ何があろうとも「妹は宇宙人にさらわれた」といい続けなければならなかった。それだけが、消えた妹を助けるための唯一の手段なのだと信じていたから。子供の意地、ただそれだけのために戦い、巻きこまれただけの洋平はそれでもコウを信じてついてきてくれた。

　そういう相手が、敵になる──

　できうる限り冷静に、分析してみる。

「──あいつがまぁ、まがりなりにもおれの腹ふく心しんだったのなら、勝つためにあいつがやろうとするのはやっぱり、『乱戦』に持ちこむことだろうな」

「……乱戦、ですか？」

「ああ。昔からやってきたことだ。だからあいつもわかっているはず。ルールのない戦いは、結局『数』で勝っているほうが勝つ。なんだって、『物量』で勝まさっているほうが有利。だから、数で負けているほうがそれでも勝とうと思うなら、『物量』を活いかすことができない状況に持ちこむしかない。だからあいつが本気で『物量』に勝っているおれに勝とうと思っているなら、それを活かせない状態に持っていこうとすると思う」

「……具体的には？」

「──たぶん学校中、いや日ひ炉ろ理り坂ざか中に触れ回るんじゃないか？　自分がおれの敵に回った、ってことを。もしもあいつが《知恵の実》のことを知っていて、おれには謎なぞの敵がいる、なんて情報を持っているなら、なおさらだ」

「……自分があなたの敵になったことを触れ回ることで、……たとえば『夕日を連れた男』を引っ張りだそうとする、と？」

「……洋よう平へいは一般人だけど、まったく利用価値がない、ってわけじゃないからな。おれとあいつの関係を調しらべていたら、こりゃおもしろい、利用してみよう、なんて考えるやつがいたっておかしくはない」

　実際、それを恐れてコウは悪あく魔まのミカタの戦いに洋平を巻きこまなかった。

　自分が敵でも、まず洋平を狙ねらおうと考えるだろうから。

　結局、洋平は自分から敵に回ったわけだが。

　なるほど、と恕じよ宇うがうなずく。

「……確たしかに、『夕日を連れた男』が葉は切ぎりに合った《知恵の実》を渡したりしたら、ことは面めん倒どうになるな。葉切がそこまで考えているなら、確かに──」

「いや？　それならそれでいいんだ。むしろそれこそ、望むところなんだけど」

「……なに？」

「だってそうだろ？　それなら二極化するだけだ。洋平が敵と手を組んでくれたら、簡かん単たんなんだ。本当に、そうしてくれるとありがたい。何しろそこはおれのフィールド、対処が楽になるから。問題なのは乱戦状態、つまり、おれと『夕日を連れた男』が戦っているときに漁夫の利を奪われること。これが一番、やばい」

「……」

「あいつがそこまで考えるか？　それはわからない。が、あいつが敵と手を組まなければ結果的には同じことだ。あいつは不器用だから、周りにあわせるってことができない。いったん自分が決めたことを貫つらぬくことしか考えない。……それは短所かもしれないけれど、結果的にはかなり有効になりうる。とくに両方向から狙われることになるおれには」

「……ふむ」

「……まぁ、洋平がその通りに動くかどうかはわからないけどな。自分の力不足は痛感していて、『夕日を連れた男』が現れたら案あん外がいあっさり手を組むかも？　本当のところはわかんねぇよ。……サクラの人ひと柄がらもきちんと把握できてないおれのいうことだしな？　……ハナちゃん。いってみ？　おれの中のサクラ像と本当のサクラ、けっこう乖かい離りしてるワケ？」

「……いや、あの、それは……」

　珍しく動揺を見せるイハナになおもつっこもうとしたとき。

　それまでずっと黙だまっていた綾あやが、ゆっくりと、口を開いた。

　コウの目を見つめて。

「……あのさ、コウ。真剣に、答えて」

「なんでしょう」

「……もしも、葉は切ぎりくんが《知恵の実》の契約者になったら、──どうするの？」

　コウは微笑ほほえみ、グラスを取り上げ、ウーロン茶をのどに流しこんだ。

　床ゆかにグラスを置いたのち、自分の胸を押さえて答える。

「──ああ。何かと思ったらそのことスか。ま、確たしかに、その可能性もないとはいえませんからね。確かに──

　予感が、あるんです。……いいや、予感というより、確かく信しんか。

　あと三人……いいや二人、もしかして一人分でも『魂たましい』を手に入れることができれば、きっと、おれの願ねがいをかなえるのに必要なだけのエネルギーが、そろうって。……いや、何しろ『ザ・ワン』との契約が、かなり手ごたえありましたから。きっともうすぐ、もうすぐで、おれの願いは、かなう──

　……その最後の一人が、恋人を生き返らせるための最後の生いけ贄にえがおれの親友だったりしたら、確かに、物語的には美しい、スよね」

「……そ、そんなの、ぜんぜん！」

「ええまぁ。確かに。だから心配しないでください。おれはあいつの魂を手にするつもりはありません。それはそれでかっこいいかもしれないスけどね、そこまで自分に酔う趣しゆ味みないスから。余裕、とかじゃなくて、自分のために──だいたいおれの目的は、日ひ奈なが復活したあともしあわせに生きられることですから、洋よう平へいまで犠ぎ牲せいにした、なんてことを知ったらとてもじゃないけど日奈がしあわせになれると思いませんし、ま、甘いかもしれないスけど、知り合いの特権ってことで、あいつの魂まで取ろうとは思いません」

「……コウくん……」

「もっとも、切せつ羽ぱつまったらそれもチャラです。あいつが、そうなる状況までおれを追いこむことができるなら、そのときはおれも容よう赦しやしません。……まぁ、実際そこまでいきそうなら、そうなるまえに『最後の手段』を使うつもりですけど」

「……最後の手段？　なんだ？　それは」

「それは最後の手段なんだから、当然ながら、内ない緒しよ。小鳥遊たかなし、おまえはもちろん、ハナちゃんにも、先せん輩ぱいにもね。……期待するなよ？　そんな大したことじゃないから。たぶんちょい考えればわかることだと思うけど、口にしたら絶対みなさん引くからね？

　別に悪い手じゃないぞ？　ある意味被害はまったく出ないやり方だ」

　おれの良心、以外はね。あるんですようこう見えても。心の中で付け加えると、コウは笑い、手を伸ばし、綾あやからペットボトルを受け取ってグラスに新しく注いだ。

　のどを潤うるおすのを待って、イハナが無表情ながら逡しゆん巡じゆんの見える仕し草ぐさでそっと、告げる。

「あなたがそれを望むなら、舞まい原ばる家けの権力で日ひ炉ろ理り坂ざかから追い出すという手もありますが？　朝あさ比ひ奈なは無理ですが、木きの下したと葉は切ぎりなら。葉切はそもそも、東京に引っ越す予定がありますし」

「……それも考えてみたけど、たぶん時間稼かせぎ、くらいの効果しかない。あいつ、いったん決めたらこの土地から追い出されたくらいじゃ絶対あきらめないから。……いっておくけど、あいつおれよりフットワークいいんだぜ？　東京に行くのもほとんど迷わず決めたし。下へ手たにそんなことしたら、怖がっていると思われて逆につけ上がらせることになる。単純なやつは調ちよう子しに乗せると怖いぞぉ？」

「……ことが終わるまで幽ゆう閉へい、という手もありますが？」

　コウの言葉が、止まる。

　しばらくして、そっぽを向き、コウはぶつくさと、いった。

「……あいつはいままでずっと、おれに付き合ってくれてたんだ。だったら今度はおれの番だろ？」

「は？」

「……とにかく、おれはあいつから逃げることはしない。このことは納得してくれ。

　……あと、そうだ。……おれと一いつ緒しよにあいつと戦ってくれるつもりなら、この点を心に留とめておいてほしい。これは、おれがあいつを倒す、という戦いじゃないし、おれが負けたら終わり、という戦いでもない。ここを勘違いしないでくれ。もしもあいつを屈服させよう、なんて考えているなら、それはほとんど不可能、時間の無む駄だだ。この点は長年あいつを見てきたおれだ、間違いない。信じてくれ。あいつは時間が許す限り、絶対に、あきらめないから」

　口をはさんだのは恕じよ宇う。

「……では、今回の目指すべき勝利ポイントはなんだ？」

「簡かん単たんだ。冬ふゆ月つき日ひ奈なの復活、これにつきる。日奈を復活させられたら、おれの勝ち。邪じや魔まされたら、あいつの勝ち、と」

「……では、わたしたちの対処は？」

　イハナの疑問に、そう、そこが問題なんだよなぁ、とコウはため息をつき、腕を組んだ。

　一番の問題は、そこだ。

　現実には、結局のところ洋よう平へいはコウの敵足りえてないということ。

　脅きよう威いがあれば、戦える。

　問題があれば、対処できる。

　しかし実質的には、いまのところ、なんの脅きよう威いも問題もない。コウがいくら「妹は宇宙人にさらわれた」と叫んでも妹が帰ってこなかったように、現時点での洋よう平へいはただわずらわしいというだけで、コウを邪じや魔まできるようなどんな力もないのだ。いくら答えを出したくても、問題が出されてない以上答えの導みちびきようがない。せいぜい、いざというときのために危き機き管理を厳げん重じゆうにする、ぐらいしか。そしてそれしか考えられないことが、余計にコウを焦あせらせる。そんなつもりはなくても、自分が洋平を侮あなどってしまっているのではないかと。あるいは逆に、自分が洋平を過大評価しすぎているのではないかと。そんなことを考えてしまう時点で、やはり洋平は自分にとっての鬼き門もんであるというしかない。

　せめて洋平が自分の考えではなく、菜な々な那なや水すい彩さい、いっそ『夕日を連れた男』でもいい、だれかの『力あるもの』に頼って戦ってくれれば、そこには計略なり目的なりの意味がある分、そこから対応できるのだが──

　いまの時点では、葉は切ぎり洋平は戦えないただの一般人でしかない。

「……やっぱり現時点では、警けい戒かいを強めておく、ぐらいの対処しかないかなぁ？　とくに朝あさ比ひ奈な？　の動きは警戒しないとな。それで、こちらに敵対を表明しちょっかいを出してくるであろうあいつらを、適当にあしらい、いやぁ、あなたたちなどぜんぜん敵ではないですよぉ、なんて態度を取りつつ日ひ奈な復活を急ぐこと。日奈さえ生き返れば、いくら洋平でもあきらめざるをえないしな。つまり、大人おとなの対応をしつつ時間切れを狙ねらう、と」

　わずかに考える素振りを見せたが、とくに反対することもなく、イハナはうなずいた。わかりました、と。

「……実は、舞まい原ばる家けのブレインも似たような結けつ論ろんを導き出しているのです。敵だ敵だと騒さわいでいますが、本当に、彼らにそれだけの力があるのか？　と」

「……それはさすがに、油断しすぎではないか？」

「ええ。だから朝比奈に対しては警戒レベルを上げましたし、こうして葉切洋平をよく知るコウにたずねにきたのです。正せい確かくな情報収集と警戒にとどめておくべきか、それともいっそ、将来の禍か根こんとしていまのうちに根こそぎ絶つか？」

「……」

「まぁ、コウがそういうのであれば、しばらくは静せい観かんにとどめておくことにしましょう。うまくいけば、『夕日を連れた男』やほかの潜せん在ざい的てき敵を引きずり出せるかもしれませんし」

　言葉をとめて、イハナはのどを潤うるおした。

　つられたように恕じよ宇うも杯をかたむけて、それをちょっとうらやましげに見ながらコウは自分もウーロン茶を飲む。違うものを飲んだつもりになりながら。

　──なぜだろう、

　微妙に、コウは気分を害していた。

　発情状態のせいで感情が不安定だからか。怒りっぽくなっているからか。それとも──理り不ふ尽じんだが──

「……まぁ、基本はそれでいいから、お願ねがいしますね、ハナちゃん」

　コウはそっと、話しかける。

「……ただ、脅おどかすつもりはないんだけど、いちおうこれだけはいっておく。みんなも聞いておいてくれ。おれも洋よう平へいもこの土地で生まれた。舞まい原ばる家けのすごさ、怖さはじゅうぶん知っている」

「それが、なんです？」

「……別に。ただ思い出してほしい。《グレイテストオリオン》の事件。洋平は、舞原家の怖さを知っていた。それでもあいつは、ただ先せん輩ぱいに頼まれたというだけで、おれとおまえ──舞原家の前に立ちふさがったんだ。おまえを人ひと質じちに、舞原家を脅きよう迫はくしさえした」

　一いつ瞬しゆん綾あやを見て、迷い、それでもコウは続ける。

「そしてあのとき、イハナ、おまえはいったよな？　あいつに。どかなければ、先輩──真ま嶋じま綾が死んでしまう、と。その手伝いをしたいのか、と。それでもあいつは、どかなかった。ゆるがなかった。いったん信じて、決めたから。おまえにそれができるか？

　洋平は、──いままでずっと、おれの隣となりにいてくれたのは、そういう男だ。

　わかりにくいかもしれないけれど、あいつのすごさはおれがいちばんわかっている。だから、おれはあいつを見くびらない。軽視もしない。過大評価しすぎるぐらいがちょうどいいと思っている。おれがそう考えているってこと、これはおれに対する疑念としても、頭に入れておいてほしい」

　そう、それが葉は切ぎり洋平という男。

　ずっと自分の隣にいた友だち。

　やはり、どう考えても、普通に対処はできない相手。

　神妙な表情を浮かべている三人を横目にしながら、コウは窓を見る。

　明かりをつけているため、反射によって外の様よう子すはうかがえない。

　恕じよ宇うが来るまでただただ見ていた輝かがやく月を思い出す。夜の中、冷たく輝く孤高の月を。

　そうだ、と心につぶやく。

　あいつはもう、おれの敵──

　思わずひょうたんに伸びかかった手をこらえ、コウはウーロン茶に口をつける。小鳥遊たかなしにしそうになったことを、繰くり返かえすわけにはいかない。小鳥遊はともかく、先輩とイハナはきっと抵抗できない、というかしないだろうし、だからこそ、余計に、絶対に──

　何か気をそらせる話題はないかと探し、ああ、そうだ、と手を打って、微妙に暗くなった雰囲気を払ふつ拭しよくするかのように明るい声をつくり、コウは話し出した。

「そういえばみなさん、サソリの話って知ってます？」

「……サソリの話、ですか？」

「そう。サソリとカエルの話。……ええと、サソリはヘビだったり、カエルはワニだったり猿だったりしたかも。……なんだ？　どうした？」

「……いや、そういえば、最近どこかでサソリの話を聞いたような気がしたんだが」

「そういえば、わたしもどこかで聞いた気がします。……ちょっと思い出せませんが──」

「あたしは聞き覚えないなぁ。……とりあえず、話してみたら？」

　友人が、敵となった、今日きようという日がそろそろ終わる。







　　　　６．







　小鳥遊たかなし恕じよ宇うと綾あや、イハナが場を辞したのは、夜も更ふけ、コウがベッドに寝ついたころだった。

　外は暗く、肌寒い風が吹いていたが、小鳥遊恕宇はどこかそれを心ここ地ちよく感じていた。

　発情しているのを必死で隠そうとしているコウの様よう子すを鑑かん賞しようするのはなかなか楽しかった。

　たどたどしくもイハナが誘惑している姿も、本当にかわいらしかった。

　意外だったのは、とめる役割に回るばかりで先せん輩ぱいがそれに参加しなかったこと。

　朝は妙に積せつ極きよく的てきに見えたのに、いまは逆に消極的──そのことに、恕宇は少しだけ希望を持った。もしかして、何かの拍子で気が変わったりしたのかな、と。

　他人まかせ、状況まかせ。

　こんな自分がいやになる。

　コウが寝たのを確かく認にんし、簡かん単たんな食事を用意し今日は家で休んでいるよう書き残しておくと（もっともわざわざ書き残さなくとも今日一日、コウは動けないだろう、恕宇がこっそり一服盛った後こう遺い症しようで）、三人はコウのマンションを出た。──恕宇自身は泊まってもいいかと考えていたのだが、綾、イハナが一いつ緒しよではさすがにそういうわけにもいかない。もう冬も近いのに寝具は足りないし、何より、コウのいる家で綾が寝ている、というのは正直落ち着かない（もちろんイハナはどうでもいい。むしろとっととくっついてほしい）。

　会話もなく、しばらく歩く。

　だれも見えない夜の道を歩いていると、世界に自分だけしか存在しないような気がしてくる。

　綾が舞まい原ばる邸ていに泊まるなら、自分もそうしようかな、そう考えていたとき。

　唐とう突とつに、イハナが口を開いた。

「……小鳥遊恕宇。……結局あなたは何がしたかったのですか？」

　もう終わった話を、と無視して歩き続けるが、声は追いかけてくる。

「行動の速さはさすがです。そしてあなたの手にかかれば、コウの自制を崩すことなど籠かごの中の鳥を撃うつようなものだったでしょう。……それで、結局あなたは何をしたかったのですか？」

「……いわせるなよ。趣しゆ味みの悪い」

「コウに抱かれ、自分が『イブ』になるつもりだった？　それこそまさか、です。もしもあなたが本気でそのつもりだったなら、そもそもわたしたちに見つかるようなことにはならなかったでしょう。コウの部へ屋やにはいなかったでしょう。あなたなら、万全の準備をできたはず。それをせず、自分の居場所をごまかすこともせず──あなたは、もしかしてコウに抱かれてもいいと思っていたのかもしれませんが、結局はとめられることを望んでいた。そうでしょう？」

「……勝手な想像で興こう奮ふんするな」

「だったら答えてください。……小鳥遊たかなし恕じよ宇う。あなたは覚悟できたのですか？　冬ふゆ月つき日ひ奈なに再会するのをあきらめる、覚悟が。……あるいは、冬月日奈の想おもいを無視してでも彼女を生き返らせる覚悟が」

　立ち止まり。

　しかし答えることができず、恕宇はただ、立ち尽くす。

　綾あやの声。

「……イハナ。もう」

「いいえ。これだけはいわせてください。……小鳥遊、覚悟ができないというのなら、せめて邪じや魔まはしないでください。……たとえば、あなたが今日きよう仕掛けたことのおかげで、コウは用心深くなるでしょう。わたしたちが迫せまっても、何か裏があるのでは、と疑うようになる。……もしもそれを狙ねらっての行動だったとするなら、ええ、成功だったのでしょう。が、──では、あなたは本当に、いったい何がしたいんです？　目的もなくただ邪魔をするのは、単なる妨害よりも始末に悪い！」

　覚悟。

　綾は、昨日きのうの様よう子すから、すでに覚悟しているように思える。

　そしてイハナも。昨日の逡しゆん巡じゆんがうそのようなはっきりとした態度──つまりそれほど並々ならぬ覚悟で臨のぞんでいるのだろう。コウのイブになることに。それはある意味恋の成じよう就じゆに近くて、それだけに、覚悟の感じられないこちらの行動にいらだつのだろう。いつもの無表情の仮面をかなぐり捨ててしまうくらいに。自分だって、もしも自分がそれだけの覚悟をしているにもかかわらずまったく空気を読めていないふざけた人間に場を乱されてしまったら、やっぱり腹が立つだろう。

　──わかっている。

　でも──

　立ち尽くしている恕宇のまえを通り過ぎ、振り返り、イハナは大きく息を吐く。

　あわてたように綾が二人の間に入ってきて、とりつくろうように、いった。

「そ、それよりもさ、アトリちゃんはいないけど、あたしたちがそろっているんだし、……あのさ、イハナ、今日きようの『ポリッシュアップルズ』は、なんの相そう談だんだったの？　またコウ抜きみたいだったけど、コウに会いにいく相談？」

　イハナはしばらく恕じよ宇うを睥へい睨げいしていたが──考えてみれば、それほど親したしいわけではなかったがイハナと恕宇は日ひ奈な以上に付き合いの古い幼おさな馴な染じみでもある、それこそコウと洋よう平へいに負けないぐらい──やがて周囲を見渡し人ひと影かげがないことを確かく認にんし、綾あやに向きなおり、うなずいた。

「そうですね。時間は有効に使うべきですし、いま話しておいたほうがいいかもしれません」

「……もしかして、なんか難むずかしい話？　だったらやっぱり……」

「いいえ、簡かん単たんな話です。綾、いまのわたしたちにとって、最さい優ゆう先せん事項はなんでしょう？」

「それは──」

　──言葉が、恕宇の上を通り過ぎていく。

　しかたないのだろう、これはもう実質的に、二人（アトリも入れたら三人なのだが、アトリはなぜか消極的？）の戦いなのだから。覚悟ができていて、そして本当にコウのことが好きな、二人。『イブ』になるため、とは関係なく抱かれたい、そう願ねがう二人の少女の戦い。わかっている。自分にはその資格はない。最初から。

　自分はどう、したいのか──

　続く会話を、それとなく聞く。

「……ええと、それはやっぱり、葉は切ぎりくんのこと？」

「そうです。コウの腹ふく心しんの裏切りは何をおいても追求すべき──違います。わざとですか？　いまわたしたちが考えなければならないのは、当然ながら、『イブ』のことでしょう？」

「そ、そうだよね。うん当然」

「……実際の話、力の入っているコウと葉切には悪いと思いますけれど、『イブ』さえ決まれば二人が戦う意味はなくなります。そしてもうすぐ、『イブ』は決定される。たとえ冬ふゆ月つきが生き返るにしろ、その可能性が失われるにせよ、もうすぐ、決まる──だからこの際、葉切は放っておいてもいいと思います。むしろ、二人を無意味に争わせないためにも、早く『イブ』を決めなければ」

「……うん。そうだね」

「何より、時間的な問題があります。アトリによると、コウの発情状態はもう限界に近いとか。あと一週間もたないだろう、というのは根拠のないアトリの言葉ですけれど、実際、今日接していて感じました。コウはかなり──その、臨りん戦せん態勢といいますか、……つまり、切せつ羽ぱつまっているようです。もう女性ならだれでもいい、というぐらいに。何しろ小鳥遊たかなしに襲おそいかかるくらいですから」

「……ええ、まぁ……」

　ほほう、とちょっと恕宇は憮ぶ然ぜん。

　……それは確たしかに、私は綾あややイハナほど女らしくはないのだろうが──

「だから、コウが限界を迎えてそこらへんの女性に襲おそいかかるまえに、わたしたちで決めてしまわなければいけません。とはいえ、わたしたちがお互い勝手にアプローチをしていては、結果的にお互いを邪じや魔まし合いつぶし合い、無む駄だに時間を浪費してしまうことになります。今日きようのようなことを繰くり返かえせば、下へ手たすれば、勘かんの鋭するどいコウに気づかれかねない──」

　話の終着点が見えてきて、恕じよ宇うは思わず顔を上げ、イハナを見た。

　イハナはちらりと視し線せんを向けて、すぐに綾へと戻すが、綾にはまだ気づいている様よう子すはない。

　イハナは大きく息を吐き、告げた。

「ですから、わたしはここに提案します。明日あしたは──もう今日ですか、今日は休みですが、明日から学校がはじまります。ですから明日から三日間、この三人で順番に、それぞれアプローチをかけていく、というのはどうでしょう」

「……え？」

「当然ながら、自分の番の日以外でコウに接近するのは禁止です。自分の番のときにだけ、だれに邪魔されることなくコウに接触し、──言葉はその、悪いですが、コウを誘惑し、落とせなかったらあきらめる、と」

「……それは、……でもいや、それは……ええ？」

　もちろん、とイハナはうなずいた。

「もちろんこの方法だと、順番が重要になってきます。コウの状態を考えれば、一番の相手で決定、という可能性が高い。ですから、公正を期すため提案者であるわたしは三番目、最後でかまいません。一番と二番はあなたたち二人で決めてください」

「ちょっと待て、おまえ正気か？」

「ちょ、ちょっと待って？　アトリちゃんの順番は？」

　恕宇と綾の同時の言葉に、イハナはそれぞれうなずき答える。

「……ええ。もちろん正気ですよ、小鳥遊たかなし。わたしは覚悟ができていますから。決けつ闘とうというものは、申しこむほうが不利であってこそフェア。……アトリについては、彼女は辞退するそうです。彼女から持ちかけていながら、どうにもよくわかりませんが、──悪魔にも何か思おも惑わくがあるということでしょうね。きっと」

　──というイハナの言葉も気にかかったが、いまはそれどころではない。

「……だ、だが、それではおまえが一番不利だぞ？　わかっているのか？」

「ええ。わかっています。ですからはっきりいっておきます。もしも二人がコウを──その、落とすことに失敗したときには、その時点で勝負がつくと思ってください。何しろわたしが一番不利なのですから、あなたたちが失敗した、そのときはわたしは遠えん慮りよなく、奥の手を使わせてもらいます」

「……お、奥の手って？」

「ええ。奥の手です。最後の手段。──わたしはコウと違って、喜んでそれを教えましょう。ただそれについて話をするまえに、いっておかなければならないことがあるのですが──」

　しばし、言葉をとめたのち。

　いま決心したかのように大きく吐と気きして、イハナは告げた。

「……もしかして、気づいていたかもしれませんが、あらためてはっきりいいましょう。……わたしはこれまで何回も、コウにキスしてもらっています。……唇に。もう何回も。

　……ええ。それが、舞まい原ばる家けがコウを援助するための条件の、ひとつでした。わたしの助けが必要な限り、コウはそれに逆さからえない──キスしてほしいといえば、コウはわたしにキスするしかない。はっきり命令したことはありませんが、コウにもそれはわかっています。だからこそ、暗あん黙もくの了解で、コウはわたしにキスをしてきた。

　命令すれば、それに逆らうことはできないから。

　つまり、これが奥の手です。

　もしも三日目、わたしの番まで回ってきたら、わたしはコウに、わたしを抱くよう命令します。舞原家の助けが必要ならば、否いなやはない──発情しているならなおのこと、コウは命令に従うでしょう。ですから実質的に、わたしまで順番が回ってきたら、その時点で勝負は終わり、ということになります。

　これならどんなに遅くても明日あしたからの三日ですべてが決まる。

　どうでしょう、この提案に賛さん成せいしていただけますか？」
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「わたしが三番目となる──これ以上の妥だ協きようはありません。じゅうぶんフェアだと思いますが？」

　呆ぼう然ぜんとした雰囲気の中、あっけらかんとしたイハナの言葉が続く。

「わたしの番が回ってきたら、わたしはためらわず奥の手を実行します。その代わり、わたしの順番は最後でかまいません。そしてあなたたちの邪じや魔まは一切いたしません。どうです？

　なお、断るのでしたらそれはそれでかまいません。わたしはあなたたちを気にすることなく、コウにアプローチすることにしますから。……つまり、命令を使って」

　静寂。

　しばらくして。

　弱弱しい、綾あやの声が聞こえた。

「……い、いま決めなくちゃダメかな。ちょっと、相そうだ……考えさせてほしいんだけど──」

「いえ。考えるのはかまいませんが、この場で決めて答えてください。奥の手をさらしてしまった以上、迅じん速そくに行動しなければなりませんから。断られた場合はとくに」

　明らかに迷いの表情を浮かべて考えこんでいる綾あや。

　それを横目で見ながら、恕じよ宇うはかろうじて声をしぼり出す。

「──その条件だと、……わたしはかなり、不利になる……な」

「そうですね。今日きよう──もう昨日きのうですか、一度誘惑して失敗した以上、コウはあなたに対しては、かなり警けい戒かいするでしょうから。わたしとしても残念です。できる限りフェアにやりたかったのですが。とはいえあなたの自じ業ごう自じ得とくですから、条件を変えるつもりはありません。

　そもそもあなたには、本来なら、参加する資格もないと思いますが？」

　恕宇は唇を嚙かみ締しめた。

　確たしかに、コウに恋している、というわけでもない自分には、参加資格はないかもしれない。

　そもそもいまだに覚悟のできていないような、自分には。

　それでも、こんなことのために、コウに綾を──自分が好きになった人を、差し出すのは──

「おまえはわかっているのか？　イハナ。おまえは本当に、かなり不利なんだぞ？」

「ええ。もちろん、こちらから出す提案ですから、それは覚悟の上です。それに、いうでしょう？　運命は人にチャンスを与えるとき、そのまえにまず数多あまたの試練を与えると。孟もう子しでしたか、これはわたしが乗り越えなければならない試練と定めました。ですから不利は、覚悟の上です」

　そういう瞳ひとみに迷いはない。

　だから恕宇は、イハナと視し線せんを合わせていられない。

　しばらくして、綾が口を開いた。恕宇に向かって。

「──順番は？　どうする？　やっぱり、ていうかきっと、小鳥遊たかなしはあたしより先がいいんだよね？　じゃあ小鳥遊が一番？」

「……そ、それは……」

「まぁ、今日のこともあるし、ほとぼりを少しは冷さましたいなら、……あたしが一番でも、いいけど……」

「いえ！　先せん輩ぱいさえよければ、できれば私が、一番で──」

　やはり、受けるのか。

　当然だろう、綾の立場なら、受ける以外に選せん択たく肢しはない。受けなければイハナの強引さはとめられないだろうから。そして、受けるならイハナより先に動ける以上、決して不利な条件ではない。──恕宇のことを考えなければ。どちらにしても、やはり受けない理由はない。

　しばらくの静寂のあと。綾は、いった。

「……いいわ。イハナ。あたしもその話、乗ることにする」
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　ちょっと一人で考えたいから、そういって、先に歩いていく綾あやを、舞まい原ばるイハナは見送った。

　提案が受け入れられたことに、心から安あん堵どして。

　どんどんと遠ざかっていく、綾の後ろ姿。

　追っていくかと思われた恕じよ宇うだが、意外にも、追わなかった。

　どうやら覚悟が決まらないことで、よほどのダメージを受けているらしい。

　イハナはそっと、ため息をつく。

　突然、真ま嶋じま綾が聡そう明めいになったと思ったら──もっとも今日きようの綾の印象はいつもの綾と変わらなかったが──今度は小鳥遊たかなし恕宇がふぬけになるとは。

　もしかして、六人もいた恋人と別れてしまったらしいが（必死になって綾に釈しやく明めいしていた）、それもまた自信を失わせる遠因のひとつになっているのか？

　イハナはゆっくりと、歩き出す。

　が、恕宇がついてくる様よう子すはない。

　放っておいてもいいのだが、自分のためには元気になってもらったほうがいい。イハナはそっとため息を嚙かみ殺ころすと、恕宇のもとに戻り、つぶやくように、いった。

「……あなたは本当に──、だめになってしまっていますね」

　ぴくり、と身体からだが震ふるえる。

　なるべく感情がこもらぬよう、イハナはうつむいた恕宇に向かって話しかける。

「まぁ、今日明あ日すありますから、よく考えて行動してください。もしかしたら、突然覚悟が決まったりするかもしれませんしね」耳に唇を近づけ、つぶやくように、ささやく。「……コウに、綾を渡したくないんでしょう？」

　ぴくり、と再び身体が震える。

　しばらくして──

　うつむいたまま、恕宇がたずねた。

「……頼む、……答えて……くれないか。

　……イハナ。おまえも昨日きのうまでは迷っていたはずだ。……なのに、突然、どうして？　どうしてそこまで開きなおれた？　本当に覚悟できているのか？　いったいどうしたら、こんな短時間でそこまでの覚悟ができる？」

「一番大事なものに気づいた、それだけのことです」

「……だったら！　聞かせてくれ！　おまえはいったいどっちを選んだんだ？　コウの願ねがった通りの《知恵の実》を生み出し、日ひ奈なを生き返らせる気か？　それともコウの願ねがいに逆さからって違う《知恵の実》をつくりだすのか？　いったいおまえの大事は」

「そのどちらでもいいんですよ。わたしは」

　おそらく思いがけなかったであろう言葉に、恕じよ宇うが息を吞のむのが聞こえた。

　かすかに微笑ほほえみ、イハナは告げた。

「……ええ。わたしにとって、それはどちらでもいいのです。……正直にいえば、『イブ』、というのもどうでもいい。──わたしが望む、わたしの大事は唯ただ一つ、堂どう島じまコウという存在ですから」

「……そ、そんな、それでは……なんで『イブ』を目指す？」

「あなたも気づいているでしょう？　なんだかんだいっても、冬ふゆ月つきのことでわかるように、どう見えようと、本当のコウは一いち途ずです。そんなコウだから、最初の動どう機きはどうあれ身体からだを重ねてしまったら、たとえ冬月が好きだとしても、その相手を放っておけなくなるでしょう。ならば、せっかく発情しているわけですし、利用できるものは利用させていただきます」

　まぁ、それは理屈であり、単純に好きだから、という愚ぐにもつかない心が大きいのですけれど、と心の中でだけ付け足す。

　恕宇は、顔を上げた。

「……だったら、なんでこんな、自分に不利な勝負を挑む？　どう考えても、先に順番の来る先せん輩ぱいのほうが有利なんだぞ？」

「……」

「……おまえは決して、勝ち目のない戦いは挑まない。だろう？　頼む、教えてくれ。先輩に勝てる、どんな勝算があるんだ？　いったいどうして、こんな不利な勝負を挑む？」

「それを聞いてどうするんです？　安心したいというわけですか？　……本当のことをいうなら、あなたがその勝算だったのですけれど。これでは……」

「……は？」

「わたしが三番となった時点で、あなたが一番、綾あやが二番になることは予想できました。それ以外の順番は、あなたには意味がないですし、それを知っている綾も順番を譲ゆずるでしょうから。……つまりあなたには、丸一日、綾がコウに近づかないチャンスがあるわけです。それだけの時間があれば、あなたならどうにかしてくれるのではないかと思っていたのですが？」

「……どういう意味だ？　私がコウを落としてしまったら、結局──」

「そういう意味でのチャンスではありません。あなたが綾を説得する、そのための、チャンスです」

　何かに気づいたように、恕宇の瞳ひとみがかすかに揺れた。

　イハナは、そっと、しかし力強く、続ける。

「そうです。あなたの番だからといって、バカ正直にコウにアプローチする必要はありません。『イブ』になる覚悟が決まらないのであれば、いっそ、綾あやのほうを落とすことを考えてみてはいかがです？　むしろこの程度のこと、いつものあなたなら自分で考えついていたと思うのですが。だからこそ、一番、二番となったあなたたちがつぶし合ってくれればいい、そう考えていたのですが──」

「……コウではなく、先せん輩ぱいの、ほうを──？」

「全員に等しく試練とチャンスがある。フェア、でしょう？　あなたには今日きようと明日あしたの時間があり、それは綾には試練でしょうが、その代わりわたしより先にコウにアプローチするチャンスがあり、それらはわたしにとっては本当にきつい試練ですが、だからこそ、わたしは自分の番がめぐってきたとき、自分のプライドに恥じることなく堂どう々どうと、コウに命令することができます。……ええ。じゅうぶんフェアな戦いかと」

　立ち止まり、考えこむ恕じよ宇うに。

　イハナは安あん堵どの息を嚙かみ殺ころす。

　どうやらその気になりだしたか。本当に、しっかりしてくれないと──

　顔を上げ、イハナの瞳ひとみをのぞきこんで、かつて邪眼と呼ばれた目を持っていた少女がめがねのレンズ越しにたずねてくる。

「……ひとつ、教えてくれ。正直に、……本当のことを。

　フェア、というが、どう考えても、おまえが一番不利に思える。……それなのに、なぜこんな分ぶの悪い勝負を持ちこんだ？　本当に、自分のプライドを満足させるためだけか？　本当に、ほかに勝算はないのか？」

「……綾には、秘密にしていただけますか？」

「あ、ああ！　もちろんだ！　いったい、なぜ──」

　まぁ、当然の疑問だろうし、聞かれたら答えようとは思っていた。

　ため息をつき、本当にたいした理由ではありませんよと前置きをして、イハナはいった。

　──ほおをかすかに、赤くして。

「わたしはいま、お月さま中、なんですよ」

「……は？」

「そんな状態で、……その、望むのは、さすがに礼れい儀ぎ違反でしょう？　三日ほどで終わるそうですから、……わたしは結局、待つしかない。綾に、生理中だから三日ほどコウに近づくのはやめて、なんていえませんからね。理由もつけられない。……正直にいえば最初から、綾がこの提案に乗ろうと乗るまいと、この三日、わたしはコウにアプローチできないのです。……ですから、どうせ何もできないのなら、ならばいっそ、これを勝負、ということにしてしまおうと思ったのです。わたしのほうが不利なのですから、立派に勝負として成立させられますし」

「……」

「転んでもただでは起きない、というやつですか、それなりに、勝ち目もあると思いました。あなたも、今度こそはそう簡かん単たんにコウに想おもい人びとを渡したりはしないでしょうし、なんだかんだいっても綾あやは綾、普通の女子高生です。一日で決まる、というプレッシャーの中では男性の誘惑なんて簡単にはいかないと思いますし、綾が自然に振ふる舞まえなければコウも疑うでしょうから、あっさり落ちたりはしないと思います。そもそも、やはり冬ふゆ月つきが好きなコウにとって、綾はいろいろ難むずかしいでしょうし、……何より綾は、過去に暴ぼう行こうを受けていますから。綾も、コウも、頭では乗り越えていても実際のところはどうだろう、という思おも惑わくもあります。そういうこともいちおうは、計算に入れてありますが──

　本当に、勝算なんてないんですよ。小鳥遊たかなし。あなたの行動以外には。

　結局、この三日、わたしはただ待っているしかない。

　だからそれを、せめて最大限利用することにした──それが本当のところです。

　これって、……ずるい、ですか？」

「……」

「……ええ。わたしはずるい、ですよ？　舞まい原ばるイハナは、女ですから」

　そして、これは余裕ではない。断じてない。これはただのプライドだ。イハナはそう思う。

　生理なんて気にしている場合ではない？　それは確たしかにそうかもしれない。もしかしたら世界の命運を左右するかもしれない『イブ』を決める瀬せ戸と際ぎわだ。生理中、なんて気にしているような状況ではないのかもしれない。とっとと命令して決めてしまえばいい。本当に子供をつくるわけではないのだから。精神的なものが大きいのだろうから──

　でも、自分は気にすることにした。

　そして終わるまで待つことに決めた。

　それは女としての、自分の身体からだに対するプライド。そのせいでどれだけ不利になるとしても。待つと決めた。これは試練だと。運の悪さは嘆なげいても、きっとそのことに後悔はしない。

　極きよく論ろんすれば、たとえ綾が『イブ』になったとしても──それがなんだ？　コウにはもう、冬月がいる。さらに綾が増えようと、いまさらそれで自分の気持ちが変わることはない。

　ならば自分の気持ちこそ、裏切れない。

「さあ、わかっていただけたのなら帰りましょう。さすがにわたしも、眠いです」

「……あ、ああ……」

　歩き出す。

　今度は恕じよ宇うもついてきている。まだいくぶん、忘ぼう我がの衝しよう撃げきから抜け切れていないようだが。それは恕宇の問題だ。こちらはもう、話すべきことは話したのだから。できればいつもの自分を取り戻し、綾とつぶし合ってほしいが──

　今日きよう一日は、ゆっくり休もう。

　明日あしたからは──

　空を見上げ、ふと背後、マンションに寝ているであろうコウのことを考える。

　これからの三日で、いろいろなことが変わってしまうかもしれない。

　わたしたちの、関係も。

　仲良しごっこもおしまいになるのか。

　ふと、コウの語ったサソリの話を思い出す。

　カエルを刺したサソリの話。

　──そうだ、これもまた、ひとつのサソリの尾のかたち。わたしもまた、一匹のサソリ。その本性の赴おもむくままにいくしかない。その先に何が待っていようとも。そうあることを、やめない限り。

　……わたしたちは、一匹のサソリ──







　　　　◆







　イハナはゆっくりと歩き、恕じよ宇うもそのあとに続いた。

　だれもいない、夜の道。

　時は遅く更ふけていたが、朝の光はまだまだはるか先だった。







[image: 一日目／小鳥遊恕宇]













　　　　１．







　暗くら闇やみの中。

　男が、泣いていた。

　美び丈じよう夫ふ、といってもいいだろう。長身、引ひき締しまった肉体を異国の衣服に包んだ男が、身体からだを震ふるわせ泣いていた。

　全身はところどころが血にまみれ、凄せい惨さんな様さまを示している。

　返り血のように思えたが、よく見ると違う。衣い装しようはいまもじわじわと赤く染まり続け、露ろ出しゆつした肌には血が流れ落ちていく。男が座る地面には影かげのように血だまりができ、じわじわ、じわじわ広がっている。

　周囲のわからぬ闇の中。白くも赤く浮き立つ男の姿。

　全身から流血しつつ、男は嗚咽おえつを上げていた。

　月げつ桂けい樹じゆを巻いた金の巻き毛は赤く汚れて、青白いほおは赤い線せんを描き。

　赤色の混じる涙を落としつつ、男はその腕に女性をかき抱だき、泣いている。

　女性は、死んでいるのだろう。

　だから男は、泣いている。

　ふと、男がこちらを見る。

　どこか焦点のぼやけた目で。

　──視線が合う。

　こちらの表情に何を見たのだろう、男のどこかあきらめたような笑え顔がおに、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の一年生、土と岐き梓あずさ弓ゆみ（[image: おす]）は自分の名前が梓弓であることを、そしてこれが夢であることを悟る。思い出す。この夢をもう何度も見ていることを。何度も何度もこの光景を目にして、泣いている男と話し、そのたびに忘れているということを。

　梓弓が口を開くまえに、男が笑って、いった。

「わかっている。おれが何者か聞きたいのだろう？　いいだろう。何度でも語ろう。聞くがいい、おれの話を。サソリの話を。──おれは何者か？　おれは勇者であり、英雄だ。ヘラクレスであり、アキレスであり、イアソンであり、テセウスでもある。ペルセウスであり、オデュッセウスであり、──オリオン。

　おまえが知っている、偉大な勇者。神話の英雄、それがおれだ」

　男はゆがんだ笑えみを浮かべて、ふと気づいたかのように腕の中の女性を見つめる。感極まったかのように、嗚咽とともに抱き締めて乾いた木の枝を折ったような音を立てる。女性は──死んでいるのだろう──なんの反応も返さず、男の身体からだがさらに赤あか色いろに染まった。

「聞きたいか？　おれの話はサソリの話だ。おれは王の息子として、生まれたときから憎悪と嫉しつ妬とにさらされた。赤あか子ごであるおれを殺そうと、ある者がおれの眠るゆりかごに、サソリという毒虫を入れた。ところが赤子であるおれは、その毒虫を生まれたばかりの手でつかみ殺してしまった。ゆえにおれは祝福を受けた。赤子でありながらサソリを殺したこのおれは、並ぶものなき剛ごう力りきを誇る勇者となろうと！」

　ぱきぽきと響ひびいた乾いた音に、男は腕の中を見る。

　いま気づいたかのように女性の身体を認めて、両の眼めを血で染める。そこにはもう眼球はない。溶け落ちてしまったかのように、ただただ赤をたたえた穴があるだけ。穴から赤をあふれ出させて男は叫び声を上げる。

「おれの身体は竜の血を浴び！　おれの腕は竜を絞め殺す！　どんな怪物もおれのまえでは獲え物ものに過ぎない、おれこそ最高の狩人グレイテストヒツツ！　勇者にして、英雄──

　おれはただ、彼女を抱だき締しめたかっただけなのに！」

　女性の、笑い声が聞こえた。

　男の背後から、白い手が伸びてくる。何本も、何本も。男の首を抱き、腕を抱き、白魚のような指を持つ女性たちが笑いかける。だが、と梓あずさ弓ゆみは悟る。彼女たちも生きてはいない。生の色無き白い肌に抱き締められて、男は眼がん窩かから血を流す。

「もう、何度も何度も繰くり返かえした。何度も何度もやめようとした。だが、愛することはやめられぬ。今度こそ、今度こそはと思う。が、気がつくとおれは抱き締めてしまう。いつかおれは抱き締めてしまう。もうだれも愛すまいと思っても、おれは自分を止められぬ──」

　闇やみの中に、星がまたたいた。

　星が落ち、男の周りをくるくる回る。次の瞬しゆん間かん、星は少女の姿となって、死体を抱いた男の周りをくるくる回る。笑いながら。男と死体を取り囲む。

　──あるところに、とても仲のいい姉妹たちがいた。

　そのうちのひとりが、ある狩人かりうどに殺された。姉妹たちは嘆なげき悲しみ、死んだ姉妹のあとを追うことにした。その姉妹が死んだのと同じ方法で。狩人に、愛されるように仕向け、誘い、抱き締められて、次々と。姉妹は死んで、星となる。狩人の腕に死が落ちる感触だけを残して。天に昇って、くるくる回る。

　愛するからこそ、止まらない。止められない。

　男も、女も、永遠に、天をめぐってくるくる回る──

　ああ、ああ、と男はうめき、穴だけとなった眼窩を空に向け、叫んだ。

「──おれは、おれでなくなりたいのだ！」

　──唐とう突とつに、闇が晴れた。

　男の叫びに闇が消え、男の周りを回っていた女たちが消え、梓弓は気づく。男を見ていたのが自分だけではないことを。男とその腕の中の死体を取り囲む、たくさんの人ひと影かげがある。男がいる。女がいる。子供がいる。老人がいる。千？　二千？　いいや万を軽く超えている。全ぜん貌ぼうを見渡せたわけでもないのに梓あずさ弓ゆみは思う。きっと、この土地に住むすべての人間がここにいる。みんなが夜にこの夢を見て、そして忘れる。忘れる──いまの梓弓にとって、もっとも受け入れがたいこと。だから必死に胸をたたく。額ひたいをたたく。痛みとともにこの夢を刻みこもうとでもいうように。気がつくと涙を流している。なんのためかわからぬ涙を。

　忘れない。

　今度こそ、忘れない。

　だけど──

　自分を囲む人の輪わを見て、死体を抱いた男が笑う。赤い雫しずくを落としながら。

「聞いたな？　おれの話を。サソリの祝福と呪のろいの話を。

　おれを知り、おれの話を聞き、おれの絶望を知ったなら──

　おれの心を知る者よ、願ねがうがいい。

　魂たましいを懸かけるほどの想おもいがあるのなら、おまえの願いをかなえよう」

　おれの願い──

　梓弓はためていた息を吐く。おれの、願いは、──なんだ？　忘れないこと？　思い出すこと？　──戻る、こと？　自分の願いがなんであれ、魂を懸けるほどのことではないと思った。魂、というのが何かはよくわからないが、それはとても大切なものである気がする。──何よりも、『ザ・ワン』は『魂』を追い求めていたのだ。飄ひよう々ひようとして見せながら、あれほど、切実に。なりふりかまわず。なのに自分がどうしてその『魂』をおろそかにできよう？　そう思うのに、なぜか悲しい。胸が切ない。自分が男に、願いを告げてやれないことが。男が望む願いを、自分が持っていないことが。

　ふと、視界に赤いものが映った。

　赤い髪をした、少女。

　あいつのことを知っている──梓弓は、必死に少女の顔を見る。おれは彼女を知っている。なぜならクラスメイトだから。おれは彼女を絶対知っている──にもかかわらず、名前が思い出せない。いったいだれか、わからない。赤い髪をした少女が、ゆっくりと、死体を抱いた男に向かって歩いていく。口がゆっくり動いている──何か話しているようだが、その声は聞こえてこない。必死で聞き取ろうとするが、どんな音も耳の中に入ってこない。

　だんだんと、周囲が暗くなっていく中。

　必死に目を凝こらし、耳をすませる──

　──何かの音を聞きつけて。

　周囲が一気に闇やみに染まった。

　梓弓は、目を見開いた。







　　　　◆







　何かの音に起こされて、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の一年生、土と岐き梓あずさ弓ゆみは布ふ団とんの中で目を覚ました。

　起きた瞬しゆん間かんには、眠気は残っていなかった。

　夢を見ていた気がするが、いきなりクリアな目覚めを迎えてしまったせいか、夢の内容はもはやはるかに遠く思い出せない。

　思い出せないのなら、きっと、あのころの夢だろうと梓弓は思う。

　自分が『ザ・ワン』の端末だったころの夢。

　起きていてさえ遠い昔の霞かすみのような記き憶おくしかない、あのころの。

　それでも、自分はまだ覚えているほうだろう。同じく『ザ・ワン』の端末と化していた──梓弓がみずから端末化した──両親は、自分がそうだったことすら覚えていないように思う。それは人の心の恒常作用の結果であると同時に、『ザ・ワン』細胞がみずから人の細胞に同化していく影えい響きようであるとか。

　もちろん、両親も完全に忘れてしまったわけではないだろう。

　少なくとも知ち識しきとしてはあり、『いやな記憶』としての感覚もあるらしい。だからそのころの話題は露ろ骨こつに避ける。いやそうな顔をして、少しでも触れようものなら話を変える。まるでその話をしなければ過去がなかったことになると信じているように。文字通り同じ経けい験けんをした、友人たちの反応も同じ。だれもがそんな反応をする。きっと、それをなかったことにするために。そりゃそうだろうだれだって、吸血鬼として他人の血を吸っていたころのことなど忘れたいに違いない。

　普通なら。

　自分もそう、なのだろうか。

　そのつもりはなくても、無意識にそう思っていて、だから忘れてしまうのか。思い出せないでいるのか。いま見た夢──悪夢であった感覚がある──を思い出せないように、やがて忘れてしまうのか。

　布団の中でただただ天てん井じようを見上げていると、たんたんたん、と階段を上がる音が聞こえた。

「あずちゃん、起きてる？」

　……だからさ、あずちゃんとか、いうなよ。もう高校生だぞ？　確たしかにあずさゆみ、というのは呼びにくかろうが、自分たちがつけた名前だろうが。まったく。

　コンコン、というノックとともにドアを開いてきた母親に、うう、と機き嫌げん悪げにうめいてみせて、梓弓は背を向け布団にもぐる。ちらっと見た時間は六時四十七分、まだ寝ていていい時間だろ？　夏も終わりだんだん寒くなってきて、朝の布ふ団とんは貴重な時間。

「……その、お友だちが、たずねてきているんだけど、……どうしようか。帰ってもらう？」

　友だち？　いったいだれのことだろう、心の中で考える。──帰ってもらう？　確たしかに朝早いけど、帰ってもらう？　とかいうような親じゃなかったような。

　そうだ、夢の中、インターフォンを聞いたような──

「……だれ？」

　母親は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよし、なんでもないように、いった。

「……木きの下した、水すい彩さい、さん」

　水でも浴びせられたかのようにまどろみ気分が一新されて、梓あずさ弓ゆみは身体からだを起こし、母親に答えた。

「いいよ。上げて」一瞬、母親の顔がくもるのを見て、気がつくと付け足している。「木下さんには借りがあるから。朝早いからって追い返したりはできないよ。でしょ？」

　母親は何もいわずに出て行った。きっと聞こえなかったのだろう。







　　　　◆







　木下水彩。和わ歌か丘おかを救った八人の一人。

　水彩がおとずれたと聞いて、梓弓は頭を真っ白にして──着替えようとは思いもよらず──布団の中で待っていた。何が目的かも推測できず、興こう奮ふんして。それだけに、「おかまいなく。すぐに帰りますから」という声とノックのあと、ためらいながらドアを開けたクラスメイト、木下水彩のあとに同じくクラスメイトである赤毛の少女、朝あさ比ひ奈な菜な々な那なとみークル所属の日ひ炉ろ理り坂ざか高校二年生、葉は切ぎり洋よう平へいの姿が続いたのを見て心の底からがっかりした。

　この面子メンツなら、たずねてきた目的は和歌丘での事件に関することではなく、ましてや三み輪わ方かた遼りよう子このことなどではなく、おそらくみークルの『部室』のことだろう。

　みークル──『みすてりぃサークル』は、同好会でありながら立派な図書室付部室を持っていて、現在、その部室の所有をめぐってミステリ同好会──通称ミス同──と争っている。

　もう二年を越えて続いているいさかいらしく、春に行われた新入生歓かん迎げい式しきでの部活動紹介（ちなみにみークルは、活動自じ粛しゆくで新歓式には加わっていない）でそのことを知った梓弓はおもしろそうだと思い、負けているらしいミス同に入ってみたが、実際にはミステリ同好会の三年生らが勝手に盛り上がっているだけだった。しかもその三年生たち、みークルが前部長のときにはなんだかんだ言いい訳わけをして直接対決を避けていたくせに、朝あさ比ひ奈な菜な々な那な──一年生の女子に代わったとたんに強気になって部室を渡すよう要求なんかしている。

　本当に、いやになる。

　同じクラスメイトとして朝比奈菜々那を観かん察さつし、梓あずさ弓ゆみはひとつの結けつ論ろんを得た。

　みークル前部長のことはよく知らないが、二人ともよく似たタイプらしい。ただし、前部長は『守り』のタイプだったのだろう。しかし菜々那は明らかに『攻め』のタイプ。それも、敵には容よう赦しやしないタイプ。下へ手たにそれを刺し激げきすれば、前部長のとき以上に悲ひ惨さんな目に遭あうことは間違いない。実際、梓弓が一学期で愛あい想そをつかしたミス同をいまだに辞めていないのは、彼らが破滅するのならなるべく近くで見ていたい、と思っているからだったりする。

　だからなるべくかかわるまいとしていたのだが、そのおれに、部室のことでいったい何の用だろう？　不ふ機き嫌げんになりつつたずねようとして、梓弓は、葉は切ぎり洋よう平へい先せん輩ぱいがカバンのほかに金属バットを握っていることに気づいて青ざめた。ちょ、ちょっと待ってくださいよ？　まさか殴りこみか何か？　夜討ち朝駆けってやつ？　おれケンカとかやったことないんですけれど？　いやでも確たしかに有効な──

「おはよう、土と岐きくん。ごめんね。こんな朝早く」

「ヴォンジョルノ！」

[image: ]

　少女が二人、挨あい拶さつしてベッドの横の床ゆかに座った（菜な々な那なは梓あずさ弓ゆみのベッドに腰掛けようとしたが、水すい彩さいにひっぱられてやめた）。

　その後ろに、金属バットを握った洋よう平へいも座り、口を開かず、ただかすかに頭を下げる。

　梓弓も頭を下げて、とりあえず、すいません、と謝あやまった。

「……いや、別に、……すいませんベッドの中から。下がちょっとあられもない恰かつ好こうで。……で、こんな朝から、何の用でしょうか。……ええと、葉は切ぎり先せん輩ぱい？」

　洋平の目が見開かれた。

「……おれのこと、知っているのか？」

　ええそりゃもちろん、といいかけて、梓弓は考える。

　……待て？　先輩はおれが知っていると思わなかった？　てことはつまり、おれがミス同なのを知らない？　これは部室関連の話じゃない？　でもとりあえず──

　これを聞かねば落ち着かない。

「……あの、先輩。なんでバットなんか持っているんでしょう」

「……本気で聞いているのか？」

　いぶかしむような上級生の言葉に、もちろんです、とうなずくと、しばし値踏みするような目で梓弓を見たのち、洋平は答えた。

「野球を、するためだ」

「……そ、そりゃそうですよね？　はは、それは思いつかなかった」

　挑発されているのか、それともこれが地なのか判断に迷いつつ、梓弓は愛あい想そ笑わらい。助けを求めて菜々那を見る。

「そんなに警けい戒かいしなくていいヨ？　トキ。ほら、リラックス！」

「本当にごめんね？　でも、学校じゃ話せないことで、放ほう課か後ごも何があるかわからないから」

「それじゃ、タントーチョクニューに」

「聞くまえに、ワンクッションおくけど、……あたしと話、するのいやかな？」

　途中でさえぎられ、むう、とした顔で見てくる菜々那に、水彩は苦笑。

　おそらくクラスのほとんどが、こんな水彩を知らないだろう。

　人間、というものを過小評価してしまった、それこそが、『ザ・ワン』の敗因だったことに間違いはない。思わず口もとをゆるめて、梓弓は水彩に首を振った。

「……いいや。ぜんぜん？　なんでそう思う？　ま、確たしかにおれたち全員、あんたには負ふ債さいがあるっぽいから、話すのつらいってやつもいるだろうけど」

「あなたも、そう？」

　いい質問だ。

　すごく、いい質問だ。

　梓あずさ弓ゆみはさらに上方修正、水すい彩さいを見なおした。いや、きっと水彩が自分を観かん察さつしてそういう結けつ論ろんを出したわけではないのだろうけど。きっと、いや、おそらく、もしかして──

「……もしかして、三み輪わ方かた先せん輩ぱいからおれのこと、何か、聞いていた？」

　三輪方、という名前に水彩がピクリと動揺を見せ、それで梓弓は悟る。三輪方遼りよう子こが消えたのを、水彩も知っている、ということを。

　しばらくして、水彩はうなずいた。

「……うん。実は、そうなの。りょ……三輪方先輩から、聞いた。先輩以外にも、『ザ・ワン』に自分からなった──ええと、もちろん『ザ・ワン』には、みんな望んでなるしかないんだけど、つまり、……ええと」

「ああ。いいたいことはわかる。そうだよ。おれは先輩と同じだ。自分から『ザ・ワン』になったし、自分の意思で納得して働いた。──そして、正直にいうと、おれはほかのやつらみたいに、自分が『ザ・ワン』だったことを後悔してない。……だから、そちらに恨うらみはあっても負ふ債さいがあるとは思っていない。まぁ恨みもないけどな」

　水彩に笑ってみせて、菜な々な那なと水彩を交互に見る（バットを持った先輩は意い識しき的てきに除外した。ガンをつけられるのが怖い。ていうか確たしかに三年の先輩たちが怖がるのもわかる、この人顔は普通なのに雰囲気が怖い。妙に）。意外なことに、水彩にも菜々那にも表情に変化はない。あまりの反応の薄うすさに、むしろ梓弓のほうが逆に驚おどろいた。おい、ちゃんと聞いてたか？　おれは自分が吸血鬼だったことを肯定しているんだぞ？　もしかして事前に知っていたのかもしれないが──

　そう、よかった、と水彩が息を吐き、菜々那を見た。

　菜々那はうなずき、いった。

「じゃあトキ、そのころのこと考えるの、別につらくないよね？」

「ああ？　……ぜんぜん。でもなんで？　おれが吸血鬼だったときの気持ちを聞きたい、とか？　血を吸った感触はどうだ、とか」

「うーん、チョットそれも興きよう味みあるけど、今日きようの用件は違うんだ。スイサイから聞いたんだけど、……トキは、第二人格、とかいう端末だったんだよね？　ミワカタのおねえさんと同じ」

　そうだ、と梓弓はうなずく。自分は第二人格、『コア』の側近にして幹部だった。三輪方先輩と同じく自分の意思で『ザ・ワン』をやっていたおれは、『ザ・ワン』に気に入られていたから。

「で、ミワカタのおねえさんは内部の統率を任されていて、トキたちは外部制圧の仕事をやっていたって聞いたけど」

「ああ。……いちおう、おれがリーダーみたいなことをしていたけど。……それが？」

　洋よう平へいが話に入ってくる。

「今日来た用件は、それだ。『ザ・ワン』はいったいどうやって舞まい原ばる家けを制圧しようとしていたのか、とか、そういう情報を、知りたい」

　……は？

「……つまり、『ザ・ワン』の日ひ炉ろ理り坂ざか侵攻計画について知りたくて、おれのところに？」

「ああ」

　──ええ？

　そうだ、とうなずく三人を見ながら梓あずさ弓ゆみは必死に考える。

　な、なんでそんなことを？

　ていうか、朝あさ比ひ奈なと葉は切ぎり先せん輩ぱいはともかく、木きの下したは知っているはずだが？　人間に戻された端末は、『ザ・ワン』だったときのことをほとんど覚えていないということを。

　考える──

「……もしかして、舞まい原ばる家けに頼まれた？　おれ、もしかしてまだ疑われてる？」

『第二人格』だった以上、それもやむないことなのだろう。実際に、土と岐きの家族は日炉理坂から外に出ることに対してほかの元吸血鬼たちより厳きびしい制限がついている。が──

　菜な々な那なは首を振り答えた。

「さぁ。疑われてるかは知らないけど。イハナのねえさんに頼まれたわけじゃないから。むしろ逆？　……トキ、一昨日おとといの、始業式の事件を聞いてない？」

　事件？　そんなのあったか？　いや、確たしかにあった。放ほう課か後ごのミス同の話題はそれ一色で、三年の先輩がくだらないことを抜かしていた。堂どう島じまコウをミス同にひきこむとかどうとか。机き上じようで騒さわぎ立てるだけで実際には行動しないたわごとを並べて悦えつにいっていた。そうだ、確たしか始業式の日、あの『妹を宇宙人にさらわれた』という有名人、堂島コウが、その片腕ともいえる、いま目のまえにいるこの人と──

　ぎょっとして、菜々那と水すい彩さいに視し線せんを移す。

「……ま、待て。もしかして、葉切先輩が堂島コウとケンカしたから？」

「……呼び捨てにしてんじゃねぇ」

「す、すいません。……そ、その、堂島先輩が、……葉切先輩と、ケンカしたから、その、舞原家が敵に回るかもしれないから──？」

　堂島コウが舞原の姫ひめサクラと付き合っているのは公然の秘密であり、しかも姫の妹である舞原イハナも認めている。そのことを学校に知らない者はいない。

　つまり、堂島コウを敵に回すということは、舞原家をも敵にする、ということかもしれなくて──

　勘かん違ちがいしないでね、と水彩がわたわた手を振った。

「べ、別に、舞原家が敵になった、ってことじゃないの。……いまはまだ、だけど」

「でもさ、敵に回ることはあるかもしれないでしょ？　だからなんか考えていたほうがいいかなー、って。ボクは舞原家のことよく知らないし、こいつはバカだからね、策略とか考えられないから、『ザ・ワン』が何か計画を立てていたなら知りたいな、って」

「勘かん違ちがいするな。計画のためじゃない。情報を、知りたいんだ。吸血鬼の計画なんか真ま似ねできるか」

　あーだこーだいい合う菜な々な那なと洋よう平へいを見ながら（水すい彩さいは、どこか達たつ観かんした表情でため息をついていた）、梓あずさ弓ゆみは混乱する考えをまとめる。……つまり、なんだ？　始業式のあれは、ちょっとしたケンカじゃないってことか？　本当に決別して、よくわからないが敵同士になっている、と？　それでこの先輩は、本気で、舞まい原ばる家けが敵に回ることまで考えていて──

　──このひと、マジか？

「……で？　どうなんだ？　協力してくれるのか？」

　バットを持った先せん輩ぱいににらむように見られて、梓弓はじゅうぶん情報を得られるまで引っこめておこうと思ったカードを思わず切ってしまった。

「い、いや、でも、先輩知らないかもしれないですけど、おれたち端末だった人間は、そのときのことほとんど覚えていなくて──」

「そのことなら問題ない。おまえが、……ああ、なんつったか？　受け入れて、心の扉？　とやらを開いてくれるなら、記き憶おくはこっちで引き出せる」

　──梓弓は。

　心しん臓ぞうがどくん、と高鳴ったのを聞いた。
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　心の扉を開く──それは『ザ自・分ワたンち』がよく使っていた言葉。

　──落ち着け、おれの心臓。心の扉、なんていいまわし、きっと木きの下したに聞いただけに違いない。でも、──思い出せるのか？　梓弓は必死に動揺を隠し、たずねる。

「それはどういうことですか？　催さい眠みん術じゆつを使うとか？」

「催眠術？　……いや、原理まではわからねぇ。けどだいじょうぶだ、危険はない」

「……だ、だったらどうやって、忘れた記憶を引き出すんですか？」

　思わずベッドから身を乗り出した梓弓に、水彩が首を振った。

「……あのね、土と岐きくん。正直にいうけど、まだ、ってだけで、舞原家を敵に回す可能性はじゅうぶんあるの。だから学校じゃなくて、朝早くたずねてきたわけだけど」

「……だから？」

「わかるでしょ？　きみに聞こうとしていることには、もしかしたらやばい情報まであるかもしれない。だから、土岐くんはあまり深入りしないほうがいい」

　……それはそうだ、確たしかに。

　舞まい原ばる家け侵攻計画なんてものを思い出し、それを漏ろう出しゆつしたりしたら、内容によっては本当にしゃれにならないことになるかもしれない。が──

（──おれが吸血鬼の一員だった、あのころのことを、思い出せるかもしれない？）

（もう二度と、忘れなくすることだって──）

　土と岐きはあらたまり、菜な々な那なと水すい彩さいを見る。

　じっと見たあと、洋よう平へいに視し線せんを合わせてその目をのぞきこむ。そらしたくなるのを必死でこらえて。

「……つまり、おれのために、くわしいことは話せない、と？」

「そうだ」

「気にかけてもらえるのはうれしいですけどね。先せん輩ぱい。それは本心ですか？　おれが知ることで、そちらが困ることだってあるんじゃないですか？　舞原家だっておれに催さい眠みん術じゆつとかやりましたけど、何も引き出せなかったのに、それを引き出せるっていうのなら」

　本当に、引き出せるのなら、だが。

　もしかしてこいつらも何か勘かん違ちがいしているのでは、という可能性はないでもない。だったらこんなに必死になっても無む駄だだが──

「……葉は切ぎり先輩。考えてください。おれに知られるのが困るから話せない。けどおれにはおれが危険になるかもしれない情報を話してほしい、というのは虫がよすぎるんじゃないですか？　むしろ、それを知っていたほうが、舞原家に対しておれも安全かもしれない。いいカードになるかもしれない。だいたい、その方法が、なんか薬品を使うとか、危険なことかもしれない。先輩が何を目的にして聞きたいのか、なんてことまで聞こうとは思いませんが、せめて、おれに何をして記き憶おくを引き出すつもりか、それぐらいは話してもらってもいいと思いますけどね？　ていうか、それがフェアってもんでしょう？」

　フェア？　と洋平が目をしばたたかせた。

　菜々那がため息をつき、水彩があわてて口をはさむ。

「いや、だけどね？　土岐くん。気持ちはわからないでもないけど、でも本当に、世の中知らないほうがよく眠れることってあるよ？」

「そんなことぐらい知ってるよ。木きの下した。おれはつい最近まで吸血鬼をやっていたんだから」

　でも、と続けかけた水彩を制し、どこか笑えみにも似た表情を浮かべながら、菜々那が確かく認にんを取る。

「……秘密は、守ってくれる？」

「ああ。だれにも話したりはしない。約束する」

「本当に、覚悟、アル？」

「……ああ。いまさら何を怖がるもんか」

「……だって。ヨーヘ？　どうする？」

　振り返り背後の洋よう平へいにたずねた菜な々な那なに、梓あずさ弓ゆみは少し驚おどろいた。

　決定権は、みークルの部長である菜々那ではなくこの先せん輩ぱいにあるのか？　ここに来たのも、この先輩の考えたことか？

　洋平がうなずき。なぜか。

　左手に持っていたバットを振りかざす。

「わっ？」

　自分目がけて振り下ろされる金属バットに、梓弓は何も考えられなくなった。

　迫るバットをただただながめる。頭の中を真っ白にして。目のまえでバットが止まった瞬しゆん間かん思ったことは、ま、まさかこの先輩、頭を殴って思い出させる、なんてベタなこと考えていないだろうな──

「──それでは、自己紹介をさせてもらおう」

　目のまえに差し出されたバットの表面に突とつ如じよ生まれた唇を、再び頭を真っ白にして、梓弓はただただ見つめた。

「ワタシの名は、ジンゴロウ。だが一部には《レフトアーム＝スピーキング》と呼ばれている、ちょっと特殊な力を持ったアイテムだ。きみの許可がいただけるなら、ワタシがきみの記き憶おくの扉を開こう。……聞いているか？　キミ。というかおいヨウヘイ。こいつ、もうすぐ叫びだすぞ？」

　むちゅう、とバットが差し出され、生まれようとした叫び声はファーストキッスとともに金属の唇に奪われた。
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「し、信じられん止め方をするなヨウヘイ！　気き色しよく悪わるい！　相手が女子ならともかく──」

「……おまえ、もしかして、男か？」

「……何をいまさらいうかと思えば。正しい意味での性別はないが、いまのワタシは男だ。それとも何か？　オマエにとってジンゴロウとは娘につけたい名前か？」

　なるほど、と感心したようにうなずく洋平に、梓弓は血の味を口内に感じつつ（何しろ金属にふさがれたため唇を切ってしまった）、驚きよう愕がくをおさえてたずねた。

「……そ、そ、それは、なんです？」

　洋平とジンゴロウの代わりに答えたのは菜々那。

「名前はジンゴロウ、《レフトアーム＝スピーキング》っていう、元知恵の実。……《知恵の実》って、知ってる？」

　──唐とう突とつに、記き憶おくのふたが開く。

《知恵の実》、それはエデンの園そのに生はえていたという木の実、の名を持つ悪あく魔まのアイテム。超常の力を持つそれこそが、『ザ・ワン』をこの世に生み出したもの──

「……そ、そうか、《知恵の実》。あ、やべ、なんか思い出せてきた。確たしかに、記憶があるぞ？　舞まい原ばる制圧の際の優ゆう先せん目標で、腕うで輪わとかカメラとかあって……」

「知っているなら話は早いね。《知恵の実》には不ふ思し議ぎな能力があって、ジンゴロウのはね、持ち主の左手が触ったものに唇をつくってしゃべらせることなんだ」

「しゃべらせるって、……つまり？」

「──現在のワタシの持ち主、ヨウヘイがキミに触れることで、ワタシの力を憑ひよう依いさせキミの記憶にみずからしゃべらせることができる。それがワタシの能力だ。もっとも、エネルギーが枯こ渇かつする心配のないいまだけしかできないことだがな」

　おれの、記憶に、しゃべらせる──

「正せい確かくには、このワタシがしゃべっているように、キミの記憶に人格を与える、ということになる。よって、協力的な人格をつくるためにもキミの了解が得られることが望ましい。もちろん、手を放せばその人格も消えるし、触れている間はワタシが制せい御ぎよできるからきみに異常を与えることはない」

　ごくり、という音が響ひびいて、梓あずさ弓ゆみは自分ののどが鳴ったことに気づく。

　飲みこむ音を立てたのは、驚きよう愕がくによるものか、それとも──

「なお、ワタシは元の名を《リングオブソロモン》といい、その有あり様ようも当時とほとんど変わっていない、由ゆい緒しよ正しき《ロスト》なのだ。ちなみにソロモンというのは七十二柱の悪魔を従えた古こ今こん類たぐいなき賢けん王おうの名なのだが、それはともかく──どうだろう？　シニョール・トキ。こんなに由緒の正しいワタシを信じてまかせてみてもらえないか？」

　金属バットの言葉にうつむく。

　──考えろ。何をするべきか。どう行動するのが一番いいか。なるべくリスクは低くして、最大限のリターンを──

　なるほど、とのどを鳴らして、呼吸を整ととのえ平静さを取り戻しつつ、梓弓は洋よう平へいに向きなおった。

「──そういうことなら、確かにおれの記憶は先せん輩ぱいの役に立てると思います。三み輪わ方かた先輩ほどじゃないですけど、おれもそれなりに幹部でしたから。……それで──」

「……それで？」

「先輩に協力したら、何かいいことあるんですかね？」顔をしかめた洋平に、矢継ぎ早に言葉を継ぎ足す。「だってそうでしょう？　おれのなかにある『ザ・ワン』のときの記憶は、間違いなく舞原家にとっても重要なもののはずです。それを舞原家に敵対するかもしれない先輩たちに渡した、なんて知れたら、確たしかにおれの身も危ない。それなりに、リターンがないと」

「リターンはない」

「ですよね。じゃあ、おれがそちらに協力する、その見返りはなんですか？」

「見返りなんてない」

「……たとえば、部室をミス同に返してくれる、とか？」

　もっとも、そんなこと頼む気はないが、と梓あずさ弓ゆみは心の中で笑う。ミス同の部室のことなど正直どうでもいい。それでもそれを持ち出したのは、向こうにどれだけ譲じよう歩ほする用意があるか知りたいためと、考える時間を稼かせぐため。そうだ、ここで決めるわけにはいかない。まずは取引を引き伸ばすことを考えよう。……って、……え？

　洋よう平へいが繰くり返かえした言葉を、今度こそ梓弓はしっかりと聞いた。

「聞こえなかったのか？　リターンも、見返りもないといったんだ。おれは取引するつもりはない。だから当然見返りもない。そちらが協力してくれないなら、この話は、ここまでだ。悪かったな。邪じや魔まをして」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　土と岐きくん？　やっぱりダメかな？　協力してもらえない？」

「……いや、だから……」

　いまにも帰ろうとする洋平と、それをとめる水すい彩さいの姿を梓弓は呆ぼう然ぜんとして見る。

　……ああそうか、ブラフか？　取引を有利に進めるための。

　そうだよな、当然だよな、……ブラフか。

「……あの、葉は切ぎり先せん輩ぱい？　本気でいっているわけじゃないですよね？　こちらになんの見返りもなく、ただ協力しろ、なんて」

「協力しろ、とはいわねぇよ。おまえまで危険になるかもしれないことは確かだしな。試しに頼んでみただけで、協力できないっていうならそれでいい。──ただし、こいつのことはだれにもいうなよ」

　目の前に差し出される金属バットと唇も、さっきはあれほど梓弓を驚おどろかせたにもかかわらずいまは目に入らない。

　この先輩は、本気でいっているのか──

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　そ、そんなんで成り立つわけがないでしょう！」

「何がだよ。とにかく取引はしない。協力できないならそれでいいっていってんだろが」

「いや、あんたなぁ！　そんなの──」

　絶句してしまい、思わず菜な々な那なと水彩を見る。

　菜々那はおもしろがるように大おお仰ぎように肩をすくめて見せて、水彩は困ったように頭をかいている。

　バットの上の唇が動いた。

「……ああ、シニョール・トキ。キミの気持ちもわかる。本当に、わかる。むしろキミの気持ちしか理解できないが、たとえ理解できなくてもこのバカは本気でいっているのだ。だから、どうだろう、お願ねがいできないか？」

「いや、だって──」ブラフだ、絶対ブラフだ。「──ていうか、おれの協力がなくてほかにあてがあるのか？　舞まい原ばる侵攻に関してはおれが責任者だったし、だいたいほかの元端末たちに、記き憶おくを取り戻してもいい、なんてガッツのあるやつがいるかよ！　おれ以外──」

「実は、あるの。もうひとつ」

　梓あずさ弓ゆみは思わず水すい彩さいをにらみつけ、水彩は顔をそらして、それでもはっきり続ける。

「もうひとり、あたしが知っている人がいるの。……だけど、できることならその人には、頼みたくなくて」

「なんでだよ！　ていうか本当にいるのか？　おれ以外に？　いったい──」

「──だってその人はきっと、あたしの頼みを断れないと思うから」

　その言葉に、梓弓は再び記憶の扉が開くのを覚える。

　──そうだ、確たしかに、もうひとりいた。

『ザ・ワン』と自分たちの連絡係をしていた女性が。──そう、ある意味自分と三み輪わ方かたの上司のような存在だった。なんで忘れていたんだろう、けっこう気が合っていたのに。彼女も三輪方遼りよう子こと親したしく、そして木きの下したと親しかった。──ああ、思い出せている。すっかり忘れていたことを、少しずつ。そうだ、たとえ少しずつでも、こんなふうに、ちょっとしたきっかけさえあれば──

「その人は、きっとあたしの頼みを断れない。だからあたしはここに来たの。土と岐きくんは、同じクラスだけどあたしとほとんど話したことないし、遼子さんのいうとおりの人だったんなら、ええと……負ふ債さい？　だっけ？　それがあるって感じているわけでもないと思うから、きっと、断りたいなら断れる、自分の意思だけで決められると思うから、──だから頼むの、お願い、って。……ダメかな？」

　真剣な面おも持もちの水彩には、こちらを試しているような様よう子すはない。

　──本当に、ブラフじゃないのか？

　なんのメリットもなく、ただ協力しろと？　そんなやり方が、あるか？

　気がつくと、目上の先せん輩ぱい相手に詰きつ問もんするようにいっていた。

「……あんた、なにを考えているんですか？」

「……なにが、だよ」

「……こういうのは、取引するのが当たり前、じゃないですか。ただ要求だけを伝えてそれに代わるものを提示しないなんて、……それは、……それは、……つまり、わがままですよ！　ていうかなんですかその目は！　奇人を見るような目はやめてください！」

「わかんねぇよ。さっきから。いったい何がいいたいんだ？」

「……本気で情報がほしいなら！　取引を持ち出すことが当たり前でしょう！」

「おまえも理屈っぽいくせに人の話を聞かねぇな。さっきからいっているだろ？　おれは・取引は・しない！」

　──この先せん輩ぱいは、異界の人だ──

　もはや言葉にすることもできず、梓あずさ弓ゆみは押おし黙だまり、考える。

　どう説明すれば、この人はわかってくれるのだろう。どういう点から話をはじめるか？　どういえば、わかりやすい？

「……とにかく、おれは、メリットもないのに危険なことをする気はないです。そんな義理はないですから」

「ああ。わかった。だからさっきから、それでいいっていっているだろ」

「……わかった、じゃないですよ。先輩は、本気で堂どう島じまコウと対決しているんじゃないですか？　だからあとを見越して、舞まい原ばる家けのことを知りたいんじゃないですか？　もしかして、本気じゃないんですか？」

「…………本気のつもりだ。あと後輩のくせに覚悟もないのに了解もなくコウさんのことを呼び捨てにするな」

「──っ、だったら！　取引でもなんでもして必要なものを集めそろえるのは当然の準備でしょう？　それをわがままで怠おこたるやつがどんな勝負で勝てるんです！　覚悟がないのはそっちですよ！」

　洋よう平へいは気を静めるように深呼吸すると、視し線せんを宙にさまよわせ、何か考えはじめる素振りを見せた。

　しばらくして、いいたいことがまとまったのかあらたまり、梓弓に告げた。

「……とにかく、おれは、おまえと取引は、しない」

「……あの、……先輩。いいですか？」

「ダメだ。いまはおれの話を聞け。いいか？　昔、コウさんに教えてもらった言葉がある。スヌーピーとかいう犬のマンガのせりふだそうだが、──『だれだって、配られたカードで勝負するしかない』んだ。そしておれの手もとには、取引、というカードはない」

　反射的に梓弓は答えた。

「知ってますか？　ルールにもよりますが、ポーカーはカードチェンジができるんですよ？」

　洋平の顔が、あからさまに嘲あざけりを浮かべたものに変わる。

「ポーカー、だと？　かっこいいなぁ。おまえほんとに理屈っぽいよ。──じゃあ聞くが、おまえそんなにポーカーとかに詳しいのかよ。やってんのかよ。七並べとかババ抜きよりも？」

「い、いや、それはいまは関係なくて」

「いいや関係大有りだ。おれがいいたいのは、つまりはそういうことだ。おれはポーカーなんてやったことねぇ。ババ抜きとかがせいぜいだ。だからおれが勝負するときは背伸びしてポーカー、なんかじゃなくて、やったことあるババ抜きで決める。それが一番実力を出せる。そういうことだ。

　──だからおれは、この戦いに、取引はしない」

　もういい、いくぞ、と最後に締しめて、洋よう平へいは立ち上がり、背を向けた。

　バットが別れの挨あい拶さつをするのが聞こえ、菜な々な那なもわざとらしく肩をすくめて舌を出してみせたあと、学校で、といって部へ屋やの外へと消えた。

　水すい彩さいだけが、ひとり、残る。

「……とにかく、お願ねがい。考えてみて。あと、このことは秘密に。だれにもいわないでね。……強制はできないけれど、お願い」

　そういって頭を下げた水彩に、梓あずさ弓ゆみはかろうじて、たずねる。

「……あの人、マジか？」

「何を聞きたいのかわからないけど、本気で、大おお真ま面じ目めなのは確たしか」

「どういう人、なんだよ！」

「そ、そんなの、あたしだってわかんないわよ。堂どう島じま先せん輩ぱいの関係者って、あんなのばっか？　……ああ、なんでこんなことに……」

　ひとしきり嘆なげいてみせたあと、考えておいてね、と重ねて告げて。

　水彩も、部屋から退出した。

　それをぼんやり見送って。しばらくして。

（──しまった！　いまは──チャンス、なのに！）

　……気がつくと。

　梓弓は下がトランクス一枚であることを忘れて布ふ団とんの中から飛び出し、階段を降り、突っ掛けを履はくと閉まったばかりの玄関から飛び出していた。

　何事か、と門から出ようとしていた三人が、振り返る。

　水彩の顔が恥ずかしそうに背そむけられたのを見て自分の恰かつ好こうを思い出すが、強きよう迫はく観かん念ねんにかられているせいか気にならない。

　梓弓は乱れた呼吸にかまわず、叫ぶように、いった。

「──き、き、木きの下した！　……お、おまえに、き、聞きたいことが、あったんだ！」

「な、なに？」

「おまえ、三み輪わ方かた先輩のこと、好きだったのか！」

　水彩の顔から、瞬しゆん間かん表情が、消える──

　思わず聞いてしまってから、梓弓はしまった、と思った。

　ずっと、ずっと水彩に、聞きたかったこと。

　でもタイミングが悪くて──そしてきっと答えが怖くて──これまで聞けていなかった。

　だからだろうか、焦あせってしまった。

　いましかない、と思ってしまった。

　冷静に考えればいつ聞いてもよかったことを。むしろ、いまは一番聞いてはいけないときだったかもしれない。なぜならここには、他人がいる。葉は切ぎり洋よう平へいがいる。朝あさ比ひ奈な菜な々な那ながいる。だからきっと、それを気にして本ほん音ねは──

「うん。好きだった」

　あっさり返った答えに。

　──梓あずさ弓ゆみは、重ねて、聞いた。

「……『ザ・ワン』の端末だった、吸血鬼だった、彼女を？」

　水すい彩さいは微笑ほほえんで、うなずく。

「うん。あたしは、あの人のことが、好きだった。……『ザ・ワン』の端末だったけど、最初はとても反発してたけど、でも──

『ザ・ワン』だったあの人が、あたしは、……本当に、好きだった」

　……何かいおうとした口から、声が出ることはなかった。

　胸の奥から迫せりあがってくるものがあり、何もいえずに背を向けると、梓弓は家の内へと走り戻った。

　突っ掛けを放り、母親が何かいうのも耳に入らず、階段を駆け上り、布ふ団とんに頭をつっこむ。

　ずっと、聞きたかったこと。

　できれば、教えてやりたかったこと。

　布団で頭を押さえつけ、シーツに嚙かみついて、梓弓はかつての仲間のことを想おもう。

　端末から人間に戻って救助されたはずでありながら、結局消えてしまった彼女。

　その死体は残っておらず、ただ分解した痕こん跡せきだけがあったとか。それ自体は驚おどろくほどのことではない。梓弓だって身体からだこそは人間だが、その脳のう髄ずいは『ザ・ワン』細胞の擬ぎ態たいにほとんど置き換わっている。かつて吸血鬼だった人間は、程度の差こそあれみんなそう。そうした擬態細胞は、生きている間は人間の脳として擬態し続けていてくれるだろうが、宿やど主ぬし──この場合は人間である梓弓──が死ねば分解して消える。ただ、それが彼女の場合、全身に及んでいたというだけだ。そのこと自体には驚いたが、一番コアに近かった彼女のこと、それほど不ふ思し議ぎというわけでもない。ただ、そのことに苦悩しているような手紙が家に残されていて、よって、舞まい原ばる家けは彼女が自殺したのだろうと結けつ論ろんづけた。

　──バカな、と梓弓は笑う。そんなことあるわけがない。

　自分の身体が『ザ・ワン』化していたことなどで、彼女が自殺するはずもない。遺い書しよなどフェイク、本質から目をそらさせるための。どういう事情があったのかはかりしれないが、これだけは確かく信しんできる。彼女はきっと、つらぬいたのだ、『ザ・ワン』としての自分を。最後まで。

　──そんなあなたを、好きだといってくれましたよ、彼女は。

　あなたがきっと、一番望んでいた答え──

　目をつぶり歯を食いしばり、梓弓はかつての仲間を想う。

　同じ『ザ・ワン』の端末として、心をオードでつなげた仲間。

　本当の意味で苦楽をともにした、一心同体だった仲間。

　たとえだれが忘れても、おれは絶対忘れない。たとえだれが否定しても、おれは絶対否定しない。『ザ・ワン』だった、吸血鬼だったあのころを。絶対に、いつまでも。

　水すい彩さいの言葉は聞けたから、聞きたかった答えを聞けたから、これで満足して、送り出せるだろう。だから。

　……さようなら、三み輪わ方かた先せん輩ぱい……

　あなたのことは忘れません。仲間だった。あなたのことを。決して。







　　　　◆







　土と岐き梓あずさ弓ゆみはしばらく、布ふ団とんにこもり続けた。







　　　　２．







　朝、起き抜けから堂どう島じまコウは憂ゆう鬱うつだった。

　ベッドの中で、ああ、今日きようから学校だ、とため息をつく。

　身体からだを起こし、大きく息をし、まだ少し寝ぼけた頭でアトリが来ていないか確たしかめる。来ていない。最近アトリは、舞まい原ばる家けか父親の家によく泊まる。理由はなんだったか、はっきりとは覚えていない。現状を鑑かんがみれば正直いないほうが助かる。ちなみにコウもイハナから舞原家に引っ越さないかと誘われていたし、自分でもその必要を感じていた。もともと、一学期の当初からその話はあったのだ。舞原嫌いの父親はいやがるだろうが、悪あく魔まのミカタを続ける以上、自分はある意味ＶＩＰであり、身の回りには気をつけなければならないのだから。実際、現在コウがいるマンションの部へ屋やの上下両りよう隣どなりは舞原家が確かく保ほしている。ただコウの身を守るために。つまりそうした警けい戒かいが必要なのがいまの自分の現実なのだ。ほとんど決心も固まっており、かつてみークル前部長が使っていたプレハブを借りて、コウは二学期からは舞原家から通うつもりだった。自分がこんな状態になっていなければ。

　ＢＯＳＳにはあわただしい──そしてもしかして、寂しい──思いをさせているだろう。

　いまや自分のものである、にもかかわらずここにはいない子犬に思いを馳はせながら、ベッドから起き、タンスに向かい着替えを取り出し、──ため息をつく。

　思わず口にしてしまう言葉。

「……いきたく、ねぇ、なあ」

　登校すれば否いや応おうなしに、女性と触れ合うことになる。とくに自分は。そういうキャラをつくってきたから。洗面所に向かって、黄おう金ごん色いろ、純金製のバスタブに湯を張りだすと、下着を脱いで、洗面器で洗せん濯たくをはじめる。今日きようで世界が終わらないかなー、なんて思いつつ。いいや、耐えてみせるさ。敵がどんな屈くつ辱じよくを与えてこようとも、耐え切ってみせる。そういやハナちゃんがいいこといっていた。なんでも孟もう子しの言葉とやらで、天は人に大事な仕事を任せようとするとき、まずその人を苦しめ屈辱を味わわせることでその仕事をやれるかどうかはかるとか。ならば絶対、耐え切ってみせる。いつか日ひ奈なと再び会うため。でもできることなら痛いとかつらいとか、そっち方面でよろしくお願ねがいしたかった。シリアスにやってほしかった。……恥ずかしい、みたいな、こういう情けない方面は、本当に、こたえる。パンツをはかずに洗濯なんかしていると、身の置き所なき自分にはいかほどの価値もないような感に襲おそわれる。

　果たして自分はこの状態を、最後まで隠しとおせるだろうか。

　いいや、きっと無理だろう。いつかだれかに見つかる。発情している自分を。きっと最低の状態で。これまで築き上げてきたクールな男、我われながらそれなりにもて、憧あこがれられ、恐れられてもいたりすると思うんだけどどうだろう堂どう島じまコウのイメージは修復できないまでに壊こわされて、『堂島コウ』は、笑わせる男ではなく笑われる男になり代わる。きっと神さまなんていないんだ。あんまりだようこの試練は。イハナも小鳥遊たかなしも先せん輩ぱいも、以前とは見る目が変わるだろう。ハナちゃんも、キスしたいなんて思わなくなる。だって発情している男にそれは危険だもの。……いや別に、ハナちゃんとは契約でキスしているだけであって、できないならそれでいい──いいや、やっぱりキスしたい、ああもう長くしてないなぁ、最後にしたのはいつだっけ？　もしも一昨日おととい小鳥遊と先輩が来ていなければ、あの小さな身体からだを抱だき締しめて、こちらの動きに反応し震ふるえる身体を抱き締めて、柔らかく温い身体を抱き締めて、思い切り──嗚あ呼あどうしておれの相あい棒ぼうはこんなにも自分に正直なのか、パンツをはいていないと、世界は本当に心細くていやになる──コウは早々に洗濯を終わらせ下着を洗濯機きに放りこむと、寝巻き代わりのＴシャツを脱ぎ、コックをひねって冷水のシャワーを先まず浴びせ、次に自分も頭に浴びて、我慢できなくなるまでぎりぎり浴びて、バスタブに、飛びこんだ。

　学校を、休む、という選せん択たく肢しはない。

　それは逃げでしかなく、いまだ正体のわからぬ敵を付け上がらせてしまうだけ。できるだけ早く敵に接触してもらわなければならないし、洋よう平へいを勘かん違ちがいさせるわけにもいかない。あいつにだけは絶対に、弱みを見せるわけにはいかない。というか見せたくない。

　気分だ、気分を切り替えるんだ。

　風ふ呂ろ──本来は朝のロードワーク後に入っていたのだが、最近はさぼってしまっていて、しかし風呂に入らなければ落ち着かない身体からだになっていた──から出て身体から水気を拭ふき取ると、コウは用意していた下着の横を通り過ぎ、タンスに向かい、新たな下着を取り出した。

　ブリーフではない。

　トランクスでもない。

　古いにしえより伝わる日本の男の下着、ときに魂たましいともいいあらわせられる一品は、ふんどしという。

　伝統を誇るスタンダードな六尺ふんどしを手に、コウは鏡かがみの前に陣取り、締しめはじめる。腰に巻き股またを通して、なんというか、自分ながらシュールな光景にテンションが上がりはじめる。一流のスポーツ選手は、メンタルストレスやプレッシャーを感じたときに気持ちを切り替えるためのスイッチをつくっているという。深呼吸をしたり、脈を測ったり、頭の中であるフレーズを繰くり返かえしたり、使っていた道具やユニフォームを変えたり。人によって様さま々ざまなやり方があるのだが、コウの場合は鏡の前で装よそおいを着けること。そうして自分を見つめてひたる、それがコウの気持ちを切り替えるための方法メソツド。

　前垂れが出る締め方で終え、鏡の前でうんうんうなずく。締まった心ここ地ちがすばらしい。裸にふんどしいっちょうでこうして腕組みしていると、どんな苦く難なんも花も嵐あらしも踏み越えて進んでいけそうな気がしてくる。いや、かなりおかしな光景なのは重々承知の上だが、それでテンションが上がってやる気がわいてくるならまさしく結果オーライ。──そういえば、ジィにつけ方教えてもらったんだった。身をもって教えてくれようとして、ああ、実にすてきなお臀でん部ぶだったなぁ、っておれはどうしてこうもすぐ──

　朝あさ比ひ奈な菜な々な那なの父親の、かつて見た赤ふん姿を思い浮かべて──見てしまったそのときはなんとしてでも忘れてぇと思っていたが、なんでも役に立つものだ──相あい棒ぼうのテンションを下げると、コウはそのまま日ひ炉ろ理り坂ざか高校の紫と黄き色いろという特徴ある配色の制服を身につけた。ふんどしが少しごわっとした感があるが、許容範はん囲い。ブレザーに、タイ。たくさんある中から、今日きようはこれだ！　というものを選んで身につける。きゅっと締めると身も引き締まる。できればバンダナもつけたいところだが、あれは女性陣にえらく評判悪かった。ヒーロー物の主人公的な感じが好きなのに。それはともかく、よし、がんばって今日を乗り切るぞ。へこたれたりなどするものか。必ず敵を見つけ、倒して、この手で日ひ奈なの復活を──

　インターフォンが、鳴った。

　こんな朝早くから、だれだ？　ハナちゃんか先せん輩ぱいかな？　モニターで確かく認にんし──ドアを取り替えた際インターフォンもカメラ付きに変わった──コウはいきなりがっくりときた。

　力が抜けて、一気にやる気がなくなっていくのを秒刻みで感じつつ、応こたえる。

「……なんのようだ？」

『よう。……おはよう。堂どう島じま。おまえ一人暮らしなんだろ？　朝飯食ったか？　これ、差し入れ』

　モニターの中で、関せき谷や倫りん太た郎ろうがコンビニの袋を片手に手を振っていた。







　　　　◆







　レポート用紙を片手に、コウはただただ息を吐くしかなかった。

「……なんだ？　どうだ？　堂どう島じま。なんか感想ねえの？」

「………………、………、…………………………？　……！　……………………」

　男と向かい合わせに朝食というのも薄うすら寒くて──おれは本当に女好きになってしまったなぁ、とひそかに嘆たん息そく──早々に終えると、トイレに行く時間も取らずコウは関谷を連れて家を出、学校に向かった。

　その途上で、これ読んでみてくれ、と渡されたのは──

「……ほ、本当に、書いたんだな、おまえ」

　一昨日おととい、イハナが関谷に命じたレポート。

　そこには、関谷倫太郎という男子が舞まい原ばるイハナという女性のどこを魅み力りよく的てきに思うか、せつせつとつづられていた。ときに直ちよく截せつ、ときに演えん繹えき、稚ち拙せつではあるが飾りのない分気持ちの感じられる言葉で、延々と。腰まで届く長い黒髪やら白い肌やら外見的な特徴に言及していることはもちろん、本を読んでいる姿とか掃そう除じしているところとか状況的なものにまで及び、ついには着崩れた浴衣ゆかたがどーやら乱れた髪が肌に張りつく様さまがぐーやらギャップがいいとかめがねはオプションエプロンは本質ちらりは非対称でこそ？　もはや幻想の域まで達しているそれを見せられて、コウはもう自分が何をどう感じていいのかわからない。怒るべきか悲しむべきか、呆あきれるべきかむかつくべきか、素直に賞しよう賛さんするべきか。とにかく本気でこれを書いたのは大したものだしいくつかはちょっとだけ同意できたりするけれど──ていうかこいつ、イハナのことをこんな目で見たりしていたのか？　こんな妄想してたのか？　ええ？　いやそんな、でもちょっといいかもしれない？　いや、ううん、それはまぁ、……なるほど確たしかにうなずける、でもそこはちょっと譲ゆずれないなぁいや違うそれは違うんだ──

　ふと気づき、コウは戦せん慄りつを覚える。

　もしかして、おれのいまの状態は本当に敵の攻こう撃げきではなく普通の状態なのか？　生きつ粋すいの男というものは、これほどの幻想を普通に持っているものなのか？

　人間は、考える葦あしであるという。

　考えなければよかったのに。

「どう？　どう？」

「……いやまぁ、実に……果か敢かんだな。うん。なんというか──ほとばしってる」

　きらきらしたピュアな瞳ひとみで感想を求めてくる関せき谷やに、コウは言葉を選びつつ、

「……関谷、おまえ、これ全部──」

「いや？　それが全部じゃないぜ？　その程度でおれの姫ひめへの思いを語りつくせるはずがないだろ？　もちろんまだあるんだが、……やっぱり、他人には見せられないというか、おまえには失礼だろうみたいなのもあるし？　そういうのはそこには載せてない」

　おれに失礼、というのはどういう意味だろう、と一いつ瞬しゆん考えたが、それはともかく、

「……とにかく、これを、イ……舞まい原ばるに見せるつもりなのか？」

「おう。ていうか完全版なら昨日きのうとっくに持っていった。……あー、舞原さん、もう読んでくれたかなぁ？」

　──勇者だ。勇者がいる。

　コウはおののいた。

　自分の身体からだが震ふるえるのを、とめることができなかった。

　こいつ、本当に、……いくらイハナに頼まれたからって、これを？　……いや、これ以上のものを、本人に見せた？　さすがのおれも、そこまでする度胸はないぞ？　なんという精神力だろう。人はここまで強くなれるものなのか。方向性はともかくとして。

「……うわ！　おい、堂どう島じま！　あれ！　舞原さん！」

「……なに！」

　コウは反射的に読んでいた紙を後ろ手に隠し、顔を上げた。

　声が聞こえたのだろう、振り向いたイハナと視し線せんが合う。

　バカな？　こんな時間にハナちゃんがどうして登校なんか？

　気がつくと、もう校門前。けっこう読みふけっていたらしい。

　イハナはかすかに頭を下げたのち、一瞬躊ちゆう躇ちよを見せ、周囲を見渡したのち、こちらに向かって歩きだし──

　ぴたり、と動きを止めた。

　関谷の姿に気づいたのだろう、顔は無表情だが、一歩踏み出したところで動きが止まり、固まっている。常からでは想像できないくらいに動揺している。おもしろいほど。そりゃそうだろう。当然だ。不可解なのは、

「おはようございます！　舞原さん！」

　まったく恐きよう縮しゆくした様よう子すのない関谷のほう。こいつはいったいどれほど精神の糸が太いのか。コウはあらためて人間の奥深さを思う。こいつとはなるべくはやく縁えんを切ろうと。

　しばらくして。

　意を決したのか、イハナは再び歩きだした。

　微妙に関谷から距きよ離りを取りつつ、挨あい拶さつをする。

「……おはようございます。コウ、……関せき谷や。……お二人とも、早いのですね。……とくにコウ、こんな朝早くから登校してくるとは思いませんでした」

「……お、おう、まぁな」

「おはようございます舞まい原ばるさん！　早速ですが昨日きのうのあれ、読んでいただけました？」

　ぴしり、と空間にひびを入れたかのごとく、イハナの身体からだが固まった。

　ぎこちない動作で関谷に振り向き、うなずく。

「……ええ。……読ませていただきました。……その、……すごく、……とっても、あぐれっしぶ、でした」

「本当ですか？　おれの思い、伝わりましたか？」

「ええ。はい。……思っていた以上に」

　そうですか、よかったぁ、と息を吐いた関谷に、コウはもはや畏い敬けいの念ねんとしかいえないものを覚える。……いくら頼まれたからとはいえ、本人に、本人のどこが好きか、だけならともかく、どんな妄想を抱いているか、まで詳細に書いて渡すなんて。……確たしかに望んだのはイハナだが──性的魅み力りよくを重点的に、とかいっていたのを覚えている──なんという度胸、というか根性だろう。まぁ、自分から頼んでおいて引くイハナもあんまりだろうという気もするが、それにしても、自分がイハナをどういう目で見ているか知られていながらよくもこれほど平然としていられるなぁ──

　ちなみに、関谷がたずねていったときイハナは不在ということでメイド長がそのレポートをあずかったのだが、イハナの手に渡されたとき、なぜか関谷のレポートは枚数が七枚から十八枚に増えていた。さらにいうならそのレポートは、後半に進むにつれてどんどんイハナがいうところの『あぐれっしぶ』さを増していたりしたのだが、しかしコウと関谷はもちろんイハナもそのことは知らない。

　とにかく、とイハナはためらいがちに、続けた。

「……とにかく、わたしにもどういう魅力があるか、どういう魅力を身につけられるか、状況やら、小道具も合わせ、参考に、なりました。……その、わたしも、その、それなりに、自信を持ってもいい、ということが、本当によく、わかりました。……それと、その、……あなたが、わたしを、……どれほど魅力的に思っているかも──」

　いいえ、と関谷は力強く、首を振る。

　あの程度では自分の気持ちは伝え切れておりません、と。

　それに心を動かされたのか一歩退ひきかけて、それでも退かず。

　深呼吸して、イハナは頭を、下げた。

「……とにかく、ありがとうございました。そしてすみませんでした。冷静になって考えてみますと、私は本当にひどいことを、あなたに頼んでしまったようです。

　本当に、ごめんなさい。そしてあらためて、はっきりいいます。

　わたしのことは、あきらめてください。

　あなたがどれほどわたしのことを想おもおうと、わたしの気持ちがあなたに向くことはありません」

　深々と頭を下げる、舞まい原ばるの姫ひめ。

　──が。

「わかっています。……だから頭を上げてください。姫さま」

　関せき谷やは微笑ほほえんだ。

「……ええ。わかっていました。最初から。伊だ達てにあなたを好きだったんじゃありません。見ていたわけじゃありません。……わかっています。……あなたの気持ちがだれにあるか──」

　いったん口を閉ざした関谷に、コウは少し驚おどろく。

　……気づいていた？　見ていた？　だっておまえ、単に恋がしたくて、その相手にたまたまイハナを選んだって──

　真ま嶋じま綾あやの言葉を思い出す。

　正面からいうのが照れくさい、男の純情、とかなんとか。

　だったらこいつ、最初から──

「……では、なぜ、こんな？　区切りをつけるためですか？」

「……よくわかりません。どうして告白しようと思ったのか。夏休みが長すぎて、何かしたかったんだとは思います。ただ、……おれ、気づいたんです。あなたのどこが好きか、ずっと紙に書いていって、思い出して、ちょっと寂しくなったりして、……あなたが笑ったところ、見た覚えがないんですよね。でも、やっぱり、好きで、……それでおれ、気づいたんです！　やっとわかったんです！」

　唐とう突とつに、カバンをコウに押しつけた、と思った次の瞬しゆん間かん。

　関谷は地面に土ど下げ座ざしていた。

　おそらくほとんどワンアクション、土下座の体勢でひざから地面に落ちたかのような荒あら技わざに、コウもイハナも度ど肝ぎもを抜かれて固まる。が、たとえ手ひどく足を打ちつけていたとしても顔にはまったく出すことなく、地面に額ひたいをこすりつけ、関谷はほとんど叫んだ。

「お願ねがいします！　おれを、あなたの、──『騎き士し』にしてください！」

「──は？」

「正直、騎士っていうのもよく知らないんですけど！　でも、マンガとかにあるような、姫に仕つかえ、姫のために戦い、姫がしあわせになること、それだけで報むくわれたと感じられる、そういうのを騎士と呼ぶのなら、おれはあなたの『騎士』になりたい！」

「な、おま、アホ、か？」コウの言葉にかぶせるように、

　──背後から、どがらしゃあ！　と音がした。

　振り返ると、黒いスーツを着た少年が地面をごろごろと、転がっていた。

　見覚えがある。確たしか舞まい原ばる家けのスタッフで、ホミンとかいう──でもいまの音は何？　なんで地面を転がっている？　どうしてイハナは何もない空中を見上げているんだ？　突とつ如じよ現れた黒服の少年はしばらく地面を転がって、うなり、肩を押さえて何かに耐えたりしていたが、やおら起き上がり、コウたち目がけて走ってきた。

　涙を浮かべた少年の顔に、コウは知らず口もとを覆おおう。

　──なんなんだ？　こいつの顔を見たとたんに感じたこの感覚、知れば後悔してしまいそうなこの寒さむ気け。こいつは敵か？　敵なのか？

　しかし少年はコウの前を通り過ぎ、関せき谷やの前に立った。

　……ほ、ホミン、とイハナが少年の名を呼ぶが、聞こえていないのか、そちらを一いち瞥べつだにしない。

　イハナにホミン、と呼ばれた少年は、関谷をにらみつけ、いった。

「きさま！　……自分が何をいっているのか、わかっているのか！」

「──わかっているつもりです！」

「それは、──その道は、修しゆ羅らの道だぞ？　好きな人に、命を懸かけてもいいと思える相手に、──どんなに尽くしても気づかれることなく、思いの伝わることもなく、ついに報むくわれることもない、そういう道かもしれない！　──それをわかっているのか！」

「ああ、報われなくたってかまわない。いいや、尽くせることこそ報われることだ！　それでその人がしあわせになれるなら、その手伝いをできるなら、それが何よりの報ほう酬しゆうだ！」

「そのしあわせが、──そのしあわせが！　ほかの男に奪われることであってもか！　だれよりも好きな女性が、ほかの男に奪われる──それをしあわせといえるのかよ！」

　瞬しゆん間かん、関谷はすさまじい目つきでコウを見た。

　怒り？　憎しみ？　いや違う、それに近くて異いなるもの。熱あつく、激はげしい、本物の感情。

　それでも。

「……ああ。いいきってやる」

　関谷は強くうなずき、視し線せんをそらさずホミンをにらむ。

「……それが、騎き士しだ。おれのなりたいものだ。彼女のハンカチを盾たてに張り、彼女の名誉に剣を捧ささげて、彼女がしあわせに笑える、そのために戦えたなら、その手助けができたなら、──おれは、──たぶん最後の瞬間まで、意地張ったことに後悔しない！」

　……ああ、やっぱり意地なんだ。とコウは思った。が。

　ホミンはぐっと、関谷の肩を両手でつかんでその目を見据えた。

　見つめ合う──

「……ほ、ホミン？　あの」

　イハナの呼びかけにちらりと視線を送って、感極まったかのように顔を紅こう潮ちようさせて、ホミンは叫んだ。

「イハナさま！　……おれは、おれは、……おれはいまこそ知ち己きにめぐり合い、おのれの天命を知りました！」

「は？」

「そうだ──この思い、たとえかなうことのなくても。主君のために剣を取り、戦場に立ち、そのしあわせを願ねがえるのなら、──騎き士しの名乗りを許されるなら、それだけで──」

「そうです！　騎士です！」

「「「──ああ、騎士だ！」」」

　三番目に上がった多重の咆ほう哮こうは、ホミンと関せき谷やのものだけではなかった。

　コウは呆ぼう然ぜん、突とつ如じよ加わった濁にごり声ごえの持ち主の名前をつぶやく。

「……た、高たか虎とら？」

　狼おおかみ男おとこがそこにいた。

　誇張ではない、本物の、狼男。

　元は日ひ炉ろ理り坂ざか高校の制服であったのだろう切れ端を身体からだにまとわりつかせ、とある事件で人じん狼ろうになってしまった後こう輩はいの二メートルを超す毛むくじゃらの巨体がうなり声を上げて突進してくる。──ああ、アホか？　ここは学校なんだぞ？　一般人も見ているまえで『正体』を見せるなんて、いったい何を考えている──ふと気づき、コウは周囲を見渡した。朝早いからか数少ないが、それでも生徒の姿はちらほら周囲に見えている。

　遠くに、小鳥遊たかなし恕じよ宇うの姿が見えた。

　その隣となりには、真ま嶋じま綾あや。

　なぜこんな朝早くから、二人とも登校しているのか。遠くともこちらの叫びは聞こえているのだろう、二人ともあっけにとられた顔をしていて、それを見て、コウもこの場を離はなれたくなる。

　完全に狼男と化した高虎穂ほ波なみ──舞まい原ばる家けのスタッフにしていちおうみークル部員──を、しかしホミンはおろか関谷すら気にすることはなかった。

　なぜかいきなり現れた高虎をなんの疑問もなく受け入れ、三人でがしっと肩を組む。

　そりゃあもう擬ぎ音おんが見えるくらいの勢いで、力強く。がしっと。

　額ひたいをこすり合わせて円陣をつくり、三人は、こみ上げてくる熱あつい思いに涙を落とし、それぞれ思い思いに吠ほえ、うめき、叫び出す。

「──騎士だ！　おれは騎士になるんだ！」

「姫ひめさまの、騎士に！」

「せぇぇぇん、ぱぁぁぁぁぁぁぁぁいっ！」

　──これは──

「これも、《グレイテストオリオン》の影えい響きようなのでしょうか」

「……そう、だろ、な」

　もしかして、思っていた以上に《グレイテストオリオン》の問題は大きいのかもしれない。放置していてはいけなかったのかもしれない。が、いまはそれどころではない。いつの間にか近くに寄っていたイハナの腕をつかんで、コウは気づかれないようそろりそろりと三人から離はなれだす。登校中の生徒もだんだん増えてきた。何の影えい響きようにしても、うつる病気じゃないとしても、ここは近くにいないのが吉きち。他人のふりをするのがいい。ちらりと見ると、恕じよ宇うがひとり取り残されて先せん輩ぱいの姿もなくなっている。

　注目を集めている三人に気づかれないよう、そっと、ゆっくり、イハナをつれて離れて──

「……おはようございます。コウさ、……、……コウ」

　──背後から、突然かけられたよく知る声に。

　急きゆう激げきに頭の中が冷えていき、コウは大きく呼吸をすると、振り返った。

「……おう。おはよう。洋よう平へい」

　金属バットを肩に乗せ、そこに。

　葉は切ぎり洋平が立っていた。







　　　　◆







　まだ早朝の校門前が、本来あるべき静けさを取り戻す。

　洋平の周囲を見渡し、仲間らしき影かげがないのを確かく認にんしたのち、コウはそっと背後を振り返った。

　イハナは後ろに離れ下がって、そのまえに関せき谷やとホミンが守るように立っている。

　ちなみに高たか虎とらは、ホミンの背中に隠れるように縮ちぢこまっていて、それを見たコウは洋平に視し線せんを戻しつつ思わずほおをゆるめた。

　夏休みの間に、洋平と高虎の間でひと悶もん着ちやくあったらしい。

　なんでも、洋平が舞まい原ばる家けに押しかけて高虎に決けつ闘とうを申しこんだのだとか。

　最初のうち、高虎は冗じよう談だんだろうと思って軽くあしらっていたらしいが、当然ながら洋平は本気だった。手書きの誓せい約やく書しよと遺ゆい言ごんまで持参していた。死んでもいい、殺されてもいい、覚悟はしているだから狼おおかみ男おとこになっておれと本気で戦え殺す気で。そう詰め寄る洋平にようやく高虎もこの人マジだ！　ということに気づき、勘かん弁べんしてください、と謝あやまった。そりゃそうだろう、人じん狼ろうVS人間では、本気でやれば間違いなく、高たか虎とらは洋よう平へいを殺してしまう。だれだって人殺しにはなりなくないだろう──もちろん何にでも例外はあるが。スタッフになって弟とも仲直りしておもしろいことも増えてきていた高虎に将来を棒ぼうに振るようなことができるはずもない。とはいえそんな事情をマジな男が気にするはずもなく、とにかくおれと戦え殺されてもいいむしろ殺してみろや、と無む茶ちやをいいつつ洋平は高虎に詰め寄り続け、事態は、高虎の直属の上司であり十歳になったばかりのラルナルガル・スタンが間に入る──具体的には、目に涙を浮かべて洋平の前に両手を広げて立ちふさがった──まで収まらなかった。さすがの洋平もラル相手には強く出られなかったようだが、それはともかくその件で、高虎は洋平に対して苦にが手て意い識しきができてしまったらしい。

　人狼VS人間──なぜ洋平は高虎に、そんな不利な勝負を挑んだのか。

　それはおそらく、コウが高虎に勝ったから。

　素人しろうとのコウが、ボクサーである高虎に、ボクシングで。

　だからこそ、自分もボクサーである洋平は高虎に勝負を挑まずにはいられなかったのだろう。ボクシングは、洋平がコウより優すぐれている部分だったはずだから。そこにプライドがあったなら、挑まずには、試さずにはいられない──ならば。

　あのときからきっと、こいつがおれの前に立つことは、決まっていたのだろう。

　コウはふと、そう思った。

　そうだ、きっと本当は、日ひ奈なへの気持ちもおれの目的も関係ない。男として生まれた以上、こうなることこそ、当たり前──

　──なぜおれは、そう思いたいのだろう？

「コウさ……堂どう島じま、コウ。まさかこんなに朝早く、あんたに会えるとは思いませんでしたよ」

「つれないなぁ。おまえに会えると思ったから、おれは早起きしてきたのに。……で？

　一昨日おとといあれだけ恰かつ好こうつけときながら朝っぱらから話しかけてくるのは、なんか用事があるってことか？」

「当然でしょう？　勝負です」

　バットを向けてくる洋平に、コウは正直驚おどろく。

　まさか、こんなに早くしかけてくるとは。油断した。

　とはいえ速さは間違いなく力であり、それをこいつに教えたのはおれだ、何も意外なことはない。こちらが甘く見ていただけ。

「なるほどね。さすがというか、まぁ、いいか。で？　勝負ってのは？」

「これを使ってほかに何があるんスか？　野球ですよ。野球。スポーツに興きよう味みないのは知ってますけど、野球ぐらいはわかりますよね？」

「……ほう、野球。野球ね、……野球。ｂ・ａ・ｓ・ｅ、ベースボール。……ああ、なんとなく思い出してきた。……つうか、具体的には？」

「コウ、は野球を知らないスから、打席勝負だけでいきましょう。そっちがバッターで、三打席勝負。キャッチャーと場所は野球部に借ります。話はつけてありますから。こっちです」

　本当は放ほう課か後ごのつもりだったんですけど、野球部の了承は得られましたから。そういって歩きだすのに従わず、コウは洋よう平へいを呼び止めた。

「待てよ。それで？」

　怪け訝げんそうに振り返る、洋平。

「……それで、とは？」

　コウはため息をついた。

「……あのなぁ、……三打席勝負をしたいのはわかった。で？　なんでおれがそれをしなければならない？　受けたとして、負けたらどうなる？　勝ったらどうなる？　バカなおれにもわかりやすいようもう少し詳しく話してくれません？　葉は切ぎりさん？」

「……いえ別に、何もありま、……ねえよ」

　……はぁ？

　コウは頭を振り、たずねなおす。

「……いったいおれたち、これから何をするんだ？」

「だから、勝負で……勝負、だよ、……ですよ、……だよ」

「……なんのため？」

「あんたにおれが勝つため？」

　……ちょっと待て。

　コウは架空のめがねを取る振りをして、目と目の間をつまんだ。

「つまりなんだ？　勝負って、なんのリスクもなく、ただ野球を楽しもうってか？」

「どう考えようと勝手だ、すけど、楽しめるかどうかはわかんねーですけどよ？　……おれは、本気で戦いますから」

「……いや、そうじゃなくて、……いいか？　負けるってのは、リスクが」

「ああ。確たしかに経けい験けんのないあんたのほうが不利だ。だがな、卑ひ怯きようといわれようとハンデをやるつもりはないし、手加減するつもりもない。おれは全力であんたを倒す。そのためにあんたがあまり詳しくない、野球を選んだんですから」

「待て。いっていることはもっともだが大事なところがずれている。いいか？　勝負っていうのはな、もちかけるところからはじまっていて、戦略っつーか、相手に勝負を先まず受けさせないといけなくて……ってなんでおれがこんなことを話してやらなきゃならないんだ？　それぐらい、わかっているだろ！　おまえにも！」

「わかってますよ。それぐらい」

　洋平はわざとらしく首を振り、笑った。

「もちろん、受けてもらわないと勝負にならない。……だから、あんたが受けたくない、というのなら、あきらめます」

「待て。待て待て待て。ちょっと待て。受けたくない？」

「はい。あんたが受けたくない、というのならしかたない。あきらめます。そして、二度と野球の勝負は挑みませんから」

　ちょっと待て。

　待て待て待て待て──

「……それはおまえ、前提部分が──」

「おれはバカだから、難むずかしいことはそもそも気にしません。話はシンプル、おれは勝負を申しこんだ。あんたはそれを受けるか受けないか──どうする？　堂どう島じまコウ？」

　とうとう言葉をなくして、コウは額ひたいにこぶしを当てた。

　本当に、頭痛がしてきた気がする。

　……つまり、こいつはおれと野球をしたいと。ただ勝ち負けを決めるために。何も考えず。リスクもなく。ただの勝負を──そりゃそうだ、昨日きのうの今日きようで、おれの目的を止められるような計画を考えつくはずもない。ただ勝負することを思いつき、洋よう平へいは申しこんできただけに過ぎない。イノシシのごとき熱ねつ血けつ漢かんのこいつなら、それだけで勝負を挑んでくる。いいことを思いついたと大喜びで。意味があるか、なんてことは関係なく。ただ勝つために。当然だ。洋平ならそう考えてもまったくなんの不ふ思し議ぎもない。おれが過剰に反応してしまっただけ。

　黙だまりこくったコウの姿をどう受け取ったか、洋平はそのまま歩いていく。

　気にするな、無視しよう──頭ではそう思いつつ、コウはその後ろ姿を追う。

　……やばい。

　発情状態のせいか、正しい行動ができないでいる。こんな勝負に付き合っても意味はない、むしろデメリットしかないことはじゅうぶんわかっているのに。

　コウは唇を嚙かみ締しめた。

　こいつは勝負を挑んできている。だが──

　おまえには、おれを殺す覚悟はあるのか？

　おれにはそれがあるのを、ちゃんとわかっているのか？

　歩いていく洋平の背中に問いかけたくなるのを必死でこらえ、コウは続いた。

　校庭を横切り、部活棟のまえを通り、門を抜け、第二校庭へと出る。

　野球部のグラウンドにはすでに人だかりができていた。

　野球部員だけではないだろう、話を聞きつけた野や次じ馬うまか。遠くに目立つ赤い髪──朝あさ比ひ奈な菜な々な那なと木きの下した水すい彩さいの姿も見える。

　──朝比奈菜々那、おまえがついているくせに、もう少しましなこと考えられなかったのか？

　大きく深呼吸──

「さて、じゃあ、……コウさ、……いちおうルールを説明するが──」

　グラウンド、打席の前でバットを渡されたコウは首を振り、軽くスイングしながら聞いた。

「そのまえに確かく認にんするぞ？　野球ってのは、確たしか三回空から振ぶったら三振、でワン・アウト、それが三回続いたらスリー・アウトで交替、だったな？」

「はい。つまりコウさんが、三打席中──」

「面めん倒どうくさいことはやめよう。三×三の九球勝負だ。おまえが球を九球投げて、一回でも打てなかったらおれの負け。全部打てたらおれの勝ち、ってのでどうだ？」

　コウの横でプロテクターをつけていた野球部員が、驚おどろいたように顔を上げた。

　洋よう平へいも虚きよをつかれたか目を丸くしていたが、やがてあわてて首を振る。

「……だ、ダメっすよそんなの。ちゃんと」

「やかましい。ただでさえ面倒くさいのにまっとうに三打席も付き合っていられるか。それに、いいか？　決けつ闘とうってのはな、申しこまれたほうがやり方を決めるのが正しいんだ。そうでなければフェアじゃないからな。それとも何か？　おまえ本気でやるとかいっていながら、結局自信ないのか？　一回でも打てなかったら、おれの負けだっつうのに」

「……でも、それは」

「とにかく、その勝負しかおれはやらない。やりたくない。どうだ？　この勝負を受けるか？　それとも逃げるか？　おれはどっちでもいいぞ？」

　しばしの逡しゆん巡じゆんののち。

「……いいでしょう」

　洋平はうなずくと、プロテクターを着け終えた野球部員に何事かいい、打席の向こう──ピッチャーマウンドへと向かった。

　それを見送りながら、コウはバットを軽く振る。

　深呼吸して胸の動どう悸きを抑えつつ。

　足もと近くのキャッチャーに、たずねる。

「……おい。打席って二つあるけど、どっち入ってもいいのか？」

「……利き手は？」

「強しいていうなら、右かな。でもどうしてもっていうのなら」

「右利きなら、普通は右打席だ……いや違う、そっちは左だ」

「なんだよ。向こうから見た右かよ。せこい罠わなしかけるなぁ。……なんだよ。くれるの？」

「……ヘルメットだ。かぶれ」

「なんで。洋平もかぶってないじゃん」

「……どこまで本気か知らないが、頼むから、本当に頼むから、うちのグラウンドで怪け我がだけは、しないでくれ……」

　はいはい、と返事して、気が落ち着いたのを確認すると、ヘルメットをつけ、打席に入り、コウはグリップの感触を確たしかめた。

　野球をしたことはない──何しろ友だちいなかったから──ために、握り方があっているかもわからない（もっとも、打席がどちらかくらいは実は知っていたのだが。それなりに常じよう識しきはある）。まぁ、刀を握るのとそう大差はないだろうと自分を納得させる。古くから伝わる形というものは、経けい験けんから得られた人間工学に基づいている。棒ぼうを振るのが同じなら、刀を握るのと同じ感じでいいはずだし、刀なら、舞まい原ばる家けで遊ばせてもらっている。ジィが大喜びで教えてくれた。後ろから手を回して、こう、背中に当たる感触が──

「……準備、いいスか？」

「おう。バッチこい」
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　見よう見まねで構えると、マウンドに立つ洋よう平へいの言葉に、コウは笑ってうなずいた。

「じゃあ、……ああ、……コウ。勝負だ」

「だから、どうぞ。いつでもこい」

　……勝負、ねぇ、とコウは、笑う。

　これまで、生命いのちを懸かけない勝負などほとんどしたことない。

　高たか虎とらとも。ランドールとも。『ザ・ワン』だって──それをいうなら子供のころも──いつだって自分より強い相手と、死力を尽くして戦ってきた。

　──おまえとは、『勝負』の定義が違う。

　たとえ全力を尽くそうと、それでは足りないものがある。それがわかっていないなら。

　力を入れて、構える──

　洋平が、うなずき、足を上げた。

　ワインドアップ。

　なかなか様さまになっている。練習したのか、それなりに経験あったのか。もしかしてカーブとか、変化球まで投げられたり──まぁ、洋平がどんな球を投げられようが関係ない。コウは笑え顔がおで球を待ちつつ考える。──自分の提示した九球勝負を受け入れた時点で、洋平はバットに当てられる範はん囲いにしか投げられない。九球中一発でも打てなかったらこちらの負け。だからこそ、キャッチャーが本ほん職しよくの野球部だろうがそのリード──球をどこにどう投げるか、という指示──が役立つことはないだろう。もはや洋平はストライク球しか投げられない。自分では気づいていなくても、そういう心理的状態にある。そして必ず打てる範囲にボールが来るなら──

　洋平の身体からだが大きく広がり、ひねられて、白球が放たれたのを、コウの目はしっかりとらえた。

　心しん臓ぞうが、ドクンと鳴る。

　いいや、それは心臓ではない──

　──それは《Ｉｔ》。

《Ｉｔ》が震ふるえ、脈動し、全身にエネルギーを送る。

　近くで見たなら気づいただろう、コウの瞳ひとみが赤く変わっていくのを。全身に『力』がいきわたり、思考が感覚を凌りよう駕がする。目を赤あか色いろに輝かがやかせ、コウは見る。白いボールがこちらに向かってくるのを。現実には何キロくらいのスピードが出ているのか知らないが、いまのコウにはスローモーション、ほとんど止まって見えている。きっと、銃口から放たれた弾丸ですら、いまのコウには見えるだろう。

　もはや自分は人間ではなく、

　その力を行使することにためらいはない。

　卑ひ怯きようとも、思わない。

　何しろこれは、勝負、だから。

　余裕を持って見計らい、打てる範はん囲いに入ったボールを、コウはあっさりと、打つ。

　金属バットはいい音を立て、ボールは洋よう平へいのはるか頭上を飛んで、グラウンドの向こうに消えた。

　ギャラリーのざわめきも消えた中、コウは笑って、いった。

「ホームラン、っていうんだろ？　これなら文句はないよな？」

　次の球も、その次も、コウは立て続けにホームランを打った。ボールは必ずまっすぐ真ん中に入ってくるわけではなく、とくに四球目は内側に入ってきたため打ちにくかったが、それでもホームランへと持っていった。四球連続ホームラン。それもじゅうぶん異常だったが、力学にくわしい者がいたならそれ以上の奇異に気がついたかもしれない。ホームランが、飛びすぎている。コウの体格で、あれほどの運動エネルギーを生み出せるはずがない、と。運動力学的に不可能だと。それでも、コウは五球目も、当然のごとくホームランを打った。

　六球目は、大きく上方へそれた。

　コウの背せ丈たけを越える暴ぼう投とう。

　九球中一発でも打てなかったらコウの負け。

　おそらく、その暴投は洋よう平へいが狙ねらったものではないだろう。

　事実、投げた瞬しゆん間かん洋平の顔が狼ろう狽ばいにゆがんだ。

　むしろここまでホームランを連発されながら暴投が出なかったほうが、奇跡。その暴投は間違いなく、わざとではない。それでも勝負は勝負。打てなかったら自分の負け。コウは、そういう球が来たなら負ける気でいた。負けを認めて、嘲あざけりの笑えみを浮かべつつ去る──それは勝負的には負けだが、戦い的には勝利といえる。洋平に、あとまで残る精神的ダメージを与えてやれる、実質的勝利──だが次の瞬間コウは大きく身を引いて、身体からだをたわめ、次の瞬間飛び上がり、頭上を越えようとした暴投を狙い打った。

　ホームラン。

　さすがの洋平も、しばらくの間、呆ぼう然ぜんとしていた。

　注目すべきは、その後も洋平の球威が衰えなかったことだろう。暴投を投げてしまっても、それさえもホームランにされてしまっても、洋平の投げる球の威力は変わらなかった。明らかに、それは才能。洋平の能力の高さを裏打ちする事実。迷いなく、デッドボールも恐れることなく、洋平は自分がいま投げられる最高の球を投げている。それは確たしかに褒ほめるべき、恐れるべき精神力の強さで、コウはあらためて洋平の実力を見なおした。

　が、それだけでは、足りない。

　圧倒的に、足りない。

　この勝負は、結局のところ勝負じゃない。

　ちくしょう──

　その後は暴投もなく、そして番狂わせもなくて、結局九つの球はすべてホームランへと変わった。

　あっさりと勝負が終わり、マウンドでうつむき、おのれだけ見て立ち尽くしている洋平に、コウは何も声をかけない。

　背を向ける。

　首をめぐらし、イハナたちの姿を見つけ、歩きだす。

　──しばらくして。

　洋平の声が、朝の空気を裂いて響ひびいた。

「コウさ、……コウ！」

「……」

「──明日あした同じ時間、ここで、次はサッカーで勝負だ！」

　振り返ろうとするのをやめ、コウは投げやりに手を振り、大きく息を吐き、歩く。

　イハナ、恕じよ宇う、そして綾あやが寄ってくる。

　ホミンと高たか虎とら、関せき谷やの姿はなくて、なぜかコウはほっとした。

　心配げな綾、無表情なイハナ、そしていわくいいがたい複雑な顔になっている恕宇に、笑いかけ、気にしていないふりをしながら、なるべく自然に、後ろを見る。

　菜な々な那なや野球部員が集まっている中で、洋よう平へいは、いまだ立ち尽くしている──

「……コウ」

　イハナの呼びかけに、コウは首を振り、笑った。

「……ああ、わかっているんだよな。ちくしょう。あいつが、大おお真ま面じ目めで、本気だっていうのは」

「……」

「……ああ、やっぱりダメだ。冷静になれねぇ。──何考えているのかわかんねぇ！　だいたい、何よりも問題なのは、……ああ、それもわかんねぇ、くそ……

　やっぱりあいつは、おれの鬼き門もんだ。みんなもそれ、忘れないように」

　イハナも綾も、恕宇も、かける言葉を持たないらしく、黙だまっている。これではまるで自分のほうが負けたようだとコウは笑う。冗じよう談だんじゃない。勝ったのはおれだ。それも問題なく、完かん璧ぺきに。そもそも地力が違いすぎた。勝負にすらなかなかった戦いを、当然のごとく、自分が勝った。そもそもやる意味のない戦いに。

　それに何をいえばいい？

　コウは口もとをゆがめる。

　自分が言葉を出せなくなる、それは確たしかに問題だ。







　　　　◆







「……本当に、いったい何をしたいんだよ？　あの人は」

「……ああ。来てたんだ、トキ。早いね」

　洋平の後ろを離はなれて歩いていた菜々那は、土と岐き梓あずさ弓ゆみに声をかけられ肩をすくめた。

　洋平は、見るからにどよんとした雰囲気で、とぼとぼ先を歩いている。

　その隣となりには水すい彩さいがいて、何か話しかけている。慰なぐさめているのかもしれないが、その鬼気迫るものがうかがえる横顔から察するにむしろ説教しているっぽい。どうやら菜々那と違い水彩は、洋よう平へいがやろうとしていることにむしろ否定的らしい、そこにどうにかつけこめないか──そう梓あずさ弓ゆみは心の内にメモしつつ、なおも菜な々な那なに続けた。

「……結局、本当の意味で戦うつもりはないんだろ？　葉は切ぎり先せん輩ぱい。だからこんな勝負を挑んだり、取引をしない、なんていうんだ。……何があったか知らないけど、何が目的かもわからないけど、でも本気でとことん戦う気なら、いい情報をまえに最初から取引しない、なんていえるはずがない。……結局あの人は本気じゃない、いや、本気だとしても、真ま面じ目めに考えているとしても、結局は自己満足のごっこ遊びで終わるんだ。……うちの先輩と同じで。本物の戦いってやつを知らないんだ」

「……本物って？　『ザ・ワン』ってのがやったみたいな？」

　一いつ瞬しゆん言葉を失い、梓弓はぶっきらぼうにうなずく。

「ああ、そうだよ。あれはごっこ遊びなんかじゃない、本物の戦争だった。おれは知っている。本物の、戦いを。でもあの人は、知らない」

　そうかもね、と菜々那はうなずく。笑って。

「……でもボクは、あんなにイライラしているドージマ・コウ、知らないな」

「……」

「とにかく、ボクはそんなのどうでもいい。本物かそうじゃないかなんて。ボクはただ、ヨーヘのやりたいことに付き合うだけ。そうしたいから」

「……じゃあ、おまえも、やっぱり、先輩の目的はわからないのか？」

　だからおもしろいんじゃない。そういって、赤毛の少女は笑った。

　じゃあ、トキも気が変わったら、いつでもいってね？　そういって話の終わりを告げると、走り出し、菜々那は洋平の背中に飛びついていく。その勢いに水すい彩さいが振り返り、こちらに気づかれてしまって、梓弓は洋平にまで気づかれぬうちにさっさとその場を離はなれることにする。冗じよう談だんじゃない、と思いつつ。

　挑発してみたが、意味はなかったようだ。

　菜々那が知らないのなら、きっと木きの下したも知らないだろう。ちくしょう。

　危険なことかもしれないのに、メリットもなく協力などしてたまるものか。

　なんとか葉切先輩の目的を見つけ、取引のテーブルに引き上げられないものか──







　　　　◆







　葉切洋平と堂どう島じまコウの勝負の推移と結果は、たちまちのうちに学校中に知れ渡った。







　　　　３．







　早朝行われた堂どう島じまコウと葉は切ぎり洋よう平へいの対決は、始業式でのこともあわせて学校中のうわさとなっていた。

　何しろ二人ともみークル所属の有名人であり、とくに葉切洋平は小学生時代から堂島コウの腹ふく心しんとして知られていたのだから。どうやら二人は、本気でけんかしているらしい。『部長』もいないのに、いったいこれからどうなるのか──ちなみに一学期の終わりはコウと高たか虎とらの対決でしめくくられ、二学期はコウと洋平の対決ではじまったということになる。一生徒の争いでありながらこれだけ耳じ目もくを騒さわがせるのは、やはりそれだけみークルの人間が目立つということだろう。とくにいまは、《グレイテストオリオン》の影えい響きようからよりいっそう、騒ぎが求められているのかもしれないが。

　よって、現みークル部長朝あさ比ひ奈な菜な々な那なが放ほう課か後ごになるや職しよく員いん室しつに呼ばれたことは、別に不ふ思し議ぎでもなんでもなかった。

　生活指し導どうの教きよう諭ゆの心配事は、みークルの今後の動向だった。

　みークルには、仲間の敵には全員で立ち向かうという不文律がある。

　そして、前回の高虎のときにはみークルＶＳ高虎という構図でおさまっていたのだが、今回は洋平もコウも同じくみークルだ。みークルが二つに割れては騒ぎが余計に広がりかねない。何しろ洋平側には部長、コウ側には舞まい原ばる家けがそれぞれついているのだから。おおごとになってしまうのか──それが教諭の懸け念ねん事ごとであり、菜々那はあらためて二人の対決にみークルはかかわらないということを確かく約やくしなければならなかった（ちょっと先生ががっかりして見えたのは当然ながら気のせいだろう）。もっとも、あらためていわれなくとも菜々那としてもみークルの立場でかかわるつもりはなかった。前部長のお墨付きがある以上、求めれば、たとえ相手に舞原家がいても助けを得られる自信はある。何しろみークルの部員は幽ゆう霊れい部員のアウトロー（さらにいうなら学外の人間も多い、一学校の同好会としてそれがいいことなのかどうかは別として）、全員がコウたちと個人的に仲がいいというわけでもなく、いったん戦うと決めれば舞原家の権力なんてむしろ反発の材料でしかない輩やからがそろっている。前部長のお墨付きのある自分が頼めば、役に立つかはともかくとして手を貸してくれる人材のほうが多いが──

　洋平がそれを望まない。

　葉切洋平はこの戦いを、自分の戦いだと決めている。

　水すい彩さいも菜々那も、手を貸してくれるならばありがたいがあくまでメインは自分だと。ようするに、おまえらはわき役に回れ、と。

　自己主張の強い菜な々な那なだが、自分でも不ふ思し議ぎなのだが、今回はそれに否いなやはない。

　逆に興きよう味みを持っている。洋よう平へいが、いったいどんなものを見せてくれるのか。

　菜々那は、自分とコウは似た存在だと思っている。

　この土地でのアウトローだったコウと、イタリアにおいてハーフの異邦人だった自分は、どこか似ていると。日にち伊い合作、という言葉ほどシンプルではない日本人の父親と放浪民の母親を持つ菜々那もまた、差別をまぬがれざる存在であり、それと対決してきた。いまだって、こうして父の国日本にいてもそれからのがれられてはいない。だからときどき、菜々那はコウに自分と似たにおいを感じる。ただしそれはまったく同種のにおいというわけではなく、むしろ似て非なる、何か（その『非なる』はきっと、境きよう遇ぐうに対しほとんどサポートのなかったコウに対して、頼りになる姉や父親のサロンの愛すべき常連たち──放ほう蕩とう貴き族ぞくやら、武ぶ闘とう派はマフィアやら、破は戒かい神父やら──に囲まれていた自分との環かん境きようの違いだろう）。

　とにかく、コウと自分はどこか似ている。

　そのコウ相手に、洋平がどんな戦い方を見せるのか。

　さらにいうなら、洋平という少年自身も興味深い。単純、不器用かつ乱らん暴ぼう、というだけではない、底の知れない個性と行動。やはり、あの堂どう島じまコウの片腕だったのは伊だ達てではないということなのか。とても興味をそそられる。

　だからこそ、──樋ひ口ぐちのこともあり、コウに対して含むところがないわけでもないのだが、菜々那は今回サポートに徹てつすることを決めている。どうせやるなら徹底的に支援に回ろう。ならば自分が考えることは、葉は切ぎり洋平を勝たせることではなく、思う存分戦える環境をつくり上げること？　それならやはり一番に考えるべきは、コウにベタ惚ぼれのイハナねえさん即すなわち舞まい原ばる家けの介入をどう防ぐかということか？　ここが悩みどころだと、生活指し導どうの教きよう諭ゆからようやく解放されてみークルの部室に向かいつつ、菜々那は考える。

　──舞原家との全面戦争に持っていくならやりようはないでもないが、そうなるともはや洋平ＶＳコウの構図ではなくなる。

　全面対決を避けつつ介入を防ぐには、やはりここは──

　みークルの部室の前に、人ひと影かげがあった。

　一度見た顔は忘れない。ミステリ同好会の一年生が二人。こちらの姿に気づいて、申もうし訳わけなさそうな顔をしている。なんだろう？

　ちなみに、菜々那のほうにはミス同に対して思うところは何もない。

　いくら年上とはいえいきなり「部室をよこせ」などといわれるのはむかつかないわけでもないが、どうやらミス同の三年生部長とみークル前部長とさらにその前部長との間には恋のさや当てっぽい感情的な何かがあって、それがこじれにこじれてしまっているらしい。それは理解していたので、多少の無礼は気にしないことにしていた。確たしかに自分の好きだった女性が自分の嫌いな相手に奪われ結婚までされてしまったら、しばらくは他人にやさしくなれないだろう、と。

　そういうわけで、部室と図書室の問題については、さすがに部室を明け渡すつもりはないが、図書室のほうは実質みークルでは有効利用できていないこともあり、向こうのいうことも理解できないわけではなく、部室は渡さない代わり専用図書室を共同で使えるようにする、ぐらいが落としどころかな、と考えていた。

　ドアを開け、部室の中に入るまでは。

　たぶん学校内で一番豪華であろうみークルの広い部室内は二分化されていた。

　先まず目についたのは、おそらくミス同全員＋助すけっ人とまでそろえてきているのだろう、半数はテーブルにつき半数は授業参さん観かんのときの親のように後ろのほうに控えている、二十人近い男たち。

　そしてその逆側に相あい対たいしているみークル部員、無表情の葉は切ぎり洋よう平へいと、脅おびえているのか青ざめている、木きの下した水すい彩さい。

　なるほど、と菜な々な那なは心につぶやいた。

　なるほど、こちらのメインが一年生の女子二人、ということで、男がガンクビそろえて数で威圧しに来たわけだ（ちなみにミステリ同好会には女子はいない。募集していないわけではないらしいが、入部希望者が現れない。部長の人徳というべきか）。外の二人は見張りなわけね？　そうやって脅おどせばこちらはか弱くかわいい！　女部長。どうにかなると思っているわけか。菜々那は思わず微笑ほほえんだ。──これはおもしろいじゃない、と。

　ミス同の運命が決まった瞬しゆん間かんだった。

　菜々那の姿に気づいて、ミス同の部長が椅い子すをけって立ち上がり、わめいた。

「おい！　そちらの部員が暴ぼう力りよくを振るったぞ！　どうしてくれるんだ！」

　見ると、ほおを押さえていて、唇も腫はれて血がにじんでいる。

　菜々那はきょとん、と首をかしげた。

「ごめんね、遅くなって。……ええと、ミス同の部長サン。……どう、って？」

「どう、って……だから、そっちの葉切がおれを殴ったんだよ！　どうしてくれるんだ！　暴力沙ざ汰ただぞ！　見ろよこの顔！」

「そんなこといわれても、ボクはあなたのママじゃないもの。……何があったの？」

　顔を青くしながらも、はっきり答えたのは水彩。

「……この先せん輩ぱいが、いったの。死人を出しておきながらまだ活動を続けているなんて、それでも人間か、って」

　死人？

　一瞬わけがわからず菜々那は首をかしげた。

　確たしか『ザ・ワン』の事件では、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の生徒に死人は出ていなかったはずだが？

　が、洋平の顔を見てすぐに思い出す。ああ。そうか。あの事件のことか。菜々那が部長に就任する、遠えん因いんとなったあの事件。

「……確たしかに、フユツキヒナさんのことは不幸な事件だと思う。……けど、それの」

「それとみークルは関係ない、か？　死んだのは自分とこの部員だろうが！　まったく、三み束つか元もと生なりは本当に最低だよな！　なんだ？　活動自じ粛しゆくして学校辞めればそれでいいって思ったわけか？　責任、てやつをどう考えているんだか。そのくせ自分は一年もたたないうちから結婚なんかしやがって、喪もって言葉を──ひっ」

　がたん、と洋よう平へいが立ち上がり、ミス同部長は過敏に後ろに跳とび退すさった。

　洋平を目で抑えると、菜な々な那なは首を振り、答える。

「……いっておくけど、ミツカモトナリの退学届けはまだ受理されていないよ？　きっと教頭センセイ、受理しないと思うし」

　もっとも、それを理解しているからこそ、ミス同も行動を急いでいるのかもしれないが。

　なお、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の教頭である桐きり子こ武たけ光みつは、現在三束元生を追って外国に渡りいまだ帰ってきていない。教頭がそれでいいのかと思わなくもないのだが、生徒の自主性を重んじる日炉理坂高校はとくに困っていないらしい。『私の』学校の評価のためにも退学者など許さない！　と宣言し、三束元生の人となりを把握してみずから説得に赴おもむいている桐子武光のことを、菜々那はけっこう気に入っている。彼にはかつて慕したっていた神父と同じにおいがある。

「……だから、ミツカモトナリは帰ってくる。きっともっと大きくなって。今度は守れるようにって。そういう責任の取り方っていうのもあるとボクは思う。だからフユツキヒナの事件は忘れていないけど、それのためにみークルを解散したりはしない」

　そしてあんたは殴られて当然、とまではさすがにつけ足さないが。

「……だが、……とにかく！　そいつは暴ぼう力りよくふるったんだぞ！　こいつらが全員証人だ！」

「だから何？　ケンカイが聞きたいってこと？　ボクは部長だよ？　ダカラ当然部員を支持する。その責任はボクが取る。それがみークルの、総意」

「ちょっと待て、菜々那。別におれは」

「おまえ、一年生の分ぶん際ざいでそんなムチャクチャが、通用すると本気で思って──」

　外から、何か言い争うような声がした。

　なんだ、と思う間もなくドアが開き、新たな訪問者を見て、ミス同部長がかすかなうめき声を上げ、菜々那はおもしろそうにたずねた。

「あれ？　小鳥遊たかなしと真ま嶋じまのおねえさん。どうしたの？」

「ちょっと話があってきた」

　見るからに不ふ機き嫌げんそうに答えると、小鳥遊は周囲を睥へい睨げい、部長以下後ろに固まっていたミス同部員たちをにらみつけた。

　ミス同部長が金切り声を張り上げる。

「……な、なんの用だよ、……真嶋！　いまおれたちは大事な話し合いの最中なんだぞ！」

　部長は綾あやをご指名だったが、代わりに答えたのは恕じよ宇う。

「何が話し合いだ。うぞうぞうぞうぞ、人数ばかり集めてよくもまぁ」

「……ぜ、全員うちの部員だ。部員が部について話すのを聞きたいと思うののどこがおかしい？　間違ってるか！」

「ああ。それ自体は間違っていないな。相手側への気き遣づかいが足りない時点で本当に話し合う気があるのかどうか疑わしいが。それ自体は間違っていない。──ならば、みークル部員であるわれわれが参加するのもおかしくないな？　なんなら舞まい原ばるも呼ぶか？　直接タッチしていなくても、あいつもみークルだ。興きよう味みがないことはないだろう。問題がどうとかいっていたようだが？　うけたまわろう。同じみークルの一員として」

「い、や、それは……」

　あわあわと何かいいかけるミス同部長にかまわず、恕宇はまず綾のために椅い子すを引くと、その隣となりにどっかと座り、腕を組んだ。

「失うせろ」

「……は？」

「……話し合いをするなら、かまわない、続けろ。……終わっているなら、とっとと失せろ。私はいま、非っ常、に、気分が悪い」

　目配せ飛び交う沈ちん黙もく──

「……きょ、今日きようは、ここまでにしておいてやる」

　わかっているのか無む意い識しきか見事に悪党のような捨てぜりふを残すと、部長以下、男一色の部員たちがぞろぞろ移動を開始した。

　あまりにもわかりやすくて菜な々な那なは笑いを嚙かみ殺ころす。……まぁ、戦略的には正しいか。勝てない敵は相手にしないのが一番。去っていくミス同部員の中に知っている顔を見つけて、菜々那は口もとを斜めに声をかける。

「あ。そうだ。トキ！　朝の話だけど、考えてくれた？」

　後部に並んでいたミス同一年生の一人が、驚おどろいたように顔を上げた。

　たちまち周囲の注目を浴び、表情をゆがめる──

「答えは変わらない。ノーだ！」

「そうなんだ。……ま、気長に待っているから」

　疑惑の視し線せんをまとわりつかせつつ、それまでずっと知らない顔で通していた、土と岐き梓あずさ弓ゆみも退席していった。

　最後の一人が出て行ってドアが閉められたのを確かく認にんし、恕宇がため息をつく。

「……離り反はんの計か？　朝あさ比ひ奈な。おまえもたいがい意地が悪いな」

「あいつの顔、見なかったの？　おねえさん。あいつ笑っていたでしょ？　ああいうのはね、だれかがオシリたたいてやらないと動けないんだから。手伝ってあげただけだよ？　ボク」

　すまして答えると、菜な々な那なはあらためて恕じよ宇うと綾あやのまえに座った。

　水すい彩さいと洋よう平へいも近くに移動するのを待って、たずねる。

「……それで、おねえさんがた。いったいなんの用なの？」

　大きく深呼吸したのち、真ま嶋じま綾が口を開く。

「……単刀直入に、いうね。あたしたち、──そちらと取引がしたいの」

「お断りします」

　考える間もなく返された洋平の言葉に、一いつ瞬しゆん目を丸くして、恕宇が声を張り上げる。

「……おまえな。まずは話を聞いたらどうだ？」

「聞く必要はない。おれはどんな取引もしない」

　おまえは、といいかけて、あきらめたように首を振り、恕宇は菜々那に向きなおった。

「……おまえたちがどこから情報を得たのかは知らないが、確たしかに、コウは日ひ奈な、……知っているかもしれないが、冬ふゆ月つき日奈という去年死んだ恋人を、生き返らせようとしている。《知恵の実》という悪あく魔まの力を持つアイテムを使ってな」おい、と洋平が口をはさむが、恕宇は無視して続けた。「……そして、確かにこれまでコウに協力してきたが、私たち全員が全面的にあいつに同意しているわけではない。……死者を生き返らせる、なんて、間違っている──そうだろう？　だから、私たちとそちらで、協力できるかもしれない。──どうだろう？　とりあえず、お互いどこまで把握しているか、情報の交換から──」

「──っていっているけど、どうする？　ヨーヘ。悪い話じゃないと思うけど？」

　洋平が、腕を組んだ。

　もの問いたげにこちらを見てくる恕宇を無視して菜々那は待つ。ぶっちゃけ答えはわかっているにもかかわらずあえて聞いてみたのは、恕宇にだれがこちらのリーダーなのか示すため──綾はわかっているようだが。あらためて観かん察さつし、菜々那は自分の中の真嶋綾像を修正する。聞いていた話によると、綾はどちらかといえば洋平よりな体育会系タイプだったはずだが、いま目のまえに座っている女性は物もの怖おじもせず落ち着いていて、明らかにこちらをじっくり観察していて、体たい育いく館かんというより図書館で本を読んでいるほうが似合いそう。

「……おい？　朝あさ比ひ奈な？」

　恕宇がしびれをきらしたところで。

　洋平が、口を開いた。

「……断る」

　おまえっ！　と声を上げかけた恕宇を制し、洋平は、逆にたずねた。

「──だったら聞くが、小鳥遊たかなし。おまえは本当に、決められたのか？　選べたのか？　日奈さんとの再会を取るか、日奈さんの意思を守るか」

　──恕宇が、言葉を失った。

　顔面を蒼そう白はくにして歯を食いしばっている恕宇の反応は、明らかに、洋平の問いに答えることを否定している。──あるいは、問いの内容そのものを。痛いところをピンポイントにつかれたのだろう、うつむいてしまった恕じよ宇うに、洋よう平へいはさとすように続けた。

「……おまえはいいやつだよ。小鳥遊たかなし。それは疑わない。先せん輩ぱいのことも、信じられる。……でもな、おまえや先輩がどれだけ誠実だろうと、考え方は、……変わるんだ。人間は。とくにいまのおまえは、不安定だ。今日きようは反対していても、明日あしたは気が変わっているかもしれない」

「……だからあたしたちのこと、信じられない？　取引できない？」

　そうじゃなくて、と口ごもり、洋平はまた黙だまりこむ。

　洋平は口くち下べ手ただと菜な々な那なは思ったことはない。ただ、話すまえ、あるいは話の途中でいちいち考え出すため、会話のテンポが追いつかないだけなのだ。つまりそれだけ、洋平は、考えるのだ。知ち識しきは足りないかもしれないが、知恵が足りないわけではない。その証拠に、口下手だと感じられるのはあまり親したしくない相手だけで、あまり考えて話す必要のない相手には、それなりに流りゆう暢ちように言葉を操あやつれる。

　しばらくして、洋平が口を開いた。

「……別に、信じられないから取引しないんじゃありません。……ただ、おれは、バカで、……その、不器用ですから、取引とかしても、そういうの、うまく扱えません。おれは自分をわかっています。わきまえています。だから、最初からできないことは考えません。使えないもの、不安定なものを当てにはしない。そういうのはそもそもおれの力じゃないから。おれは、おれの力、おれのできることだけで、確かく実じつに勝負する。そして、いったんそう決めた以上は、迷わない。

　──だからおれは、取引はしません。たとえ先輩が相手でも」

　唐とう突とつに、恕宇が声を張り上げた。ほとんど洋平をにらみつけ、親の敵かたきに対するように。

「……なるほど、バクチは打たず、堅けん実じつに、か。──だがそれで、勝てるのか？　おまえが！　あの堂どう島じまコウに！」

「落ち着けよ、小鳥遊。おまえは」

「落ち着けだと？　私は落ち着いている！　私は現実を見ている！　現実をはっきり認識していないのはおまえのほうだ！　おまえだけの力で、堂島コウに勝てるというのか？　だいたい朝のあれはなんだ？　野球対決？　明日あしたはサッカー？　いったい何を考えている？　たとえスポーツで勝ったところで、それがいったいなんになる！　そんなので、堂島コウに勝ったことになるものか！」

「──だから、落ち着けよ。小鳥遊。そして勘かん違ちがいするな」

「……勘違い？」

　洋平は大きく深呼吸して、いった。

「おれの目的は、コウさんに勝つことじゃない。おれの目的はただひとつ、冬ふゆ月つき日ひ奈なの復活の阻そ止し。それだけだ」

「！」

「ああ、そうだ。おれがコウさんと勝負するのは、もちろん勝つつもりでやっているが、──それは目的のための手段の一つ、通過点でしかない。おれの本当の勝利は、コウさんの目的を阻そ止ししたとき、決まる……それを勘かん違ちがいするな」

　コウに勝つことは、単なる通過点でしかない──

　恕じよ宇うが、押おし黙だまる。

　完全に、洋よう平へいに吞のまれて。それを見て取り、菜な々な那なは産うぶ毛げが逆さか立だつのを覚える。ぞくぞくと。まごうことなき、興こう奮ふん。あの洋平が、三年生すら恐れて逃げ出すあの小鳥遊たかなし恕宇の雰囲気をものともしていない。そうだ、この感覚こそ、目立つのが好きな自分をしてわき役に回らせているものだろう。果たしてこのぶっきらぼうな男が、いったいどこまでいけるのか。

　綾あやが、うなずいた。

　恕宇を一いち瞥べつし、その肩をたたき、席を立つ。

　恕宇はのろのろと、抵抗の意志をのぞかせつつも立ち上がる。

　ありがとう、と綾が頭を下げた。

「……じゃあ、……しかたない、よね。そういうことなら、──今日きようは引き下がるわ。今度また出なおしてくる」

「たとえ何度来られても、おれの気持ちは」

「取引はダメでも、話し合いくらいはいいでしょう？」

「……はい」

「……じゃあ、あまり無理をしないでね？　葉は切ぎりくん。……あと、朝あさ比ひ奈なさん。木きの下したさん。みークルのことでも、できることなら手伝うからさ」

「アリガトウ」「はい」

　うなずいて、歩いていく綾と、悄しよう然ぜんとした様よう子すでそれに続く恕宇。

　綾が扉を開いたところで、洋平が、──逡しゆん巡じゆんを見せてはいたが、たまりかねたように──声をかけた。

「しっかりしろよ！　小鳥遊」

「……おまえに、心配されるとは、な」

「二に兎とを追うものは一兎をも得ず、っていうだろ？」

　恕宇は振り返り、きっと洋平をにらみつける。

　が、臆おくすることなくその視し線せんをうけとめて、洋平は、続けた。

「……いいか？　二兎追うものは一兎をも得ず、だ。おれはちゃんとわかっている。自分が何をしたいのか。だから最初から、おれは二兎を追う必要はないんだ。選ぶ必要はないんだ。おまえもよく、考えろ。

　──おまえはさっき、間違っているといったが、おれはコウさんがしようとしていることを、日ひ奈なさんを生き返らせようとしていることを、間違っているとは思っていない」

　ぎょっと、恕じよ宇うが目を見開く。

　が、それよりも菜な々な那なが興きよう味み深ぶかく思うのは、綾あやが動じていないこと。

　洋よう平へいは、告げた。

「ああ。おれはコウさんのしようとしていることを、間違っているとは思わない。死んだ恋人を生き返らせたいと願ねがう気持ちは悪なのか？　おれはそうは思わない。その気持ちをとがめるやつこそ、おれは気に食わないと思う」

「……だったら、なんで、おまえは」

「ただ、おれがそうしたいからだ。正しいとか間違っているとかじゃない。日奈さんを好きなおれが、その気持ちを尊重したい、そうしたいと思ったから。おれは別に、コウさんを悪だと思っているわけじゃなく、正義のミカタを気取ってもいない。おれはいまだってコウさんを尊敬している。ただ、おれにはコウさんとは違う思いがあるだけで、だからこの戦いは、どちらが正しいとか間違っているとかじゃない。おれとコウさん、どちらが……そう、『わがまま』を通すか、ただそれだけの戦いだ。強かったほうがわがままを通せる、それだけのことだ」

「……」

「……だから、おまえも見失うな。正しいとか間違っているとかじゃなく、本当に大事なことはなんなのか。それを見失ったら、結局は、正しいこともできなくなるぞ？」

　綾は最後に会え釈しやくして、出て行った。

　恕宇はしばらくとどまり、洋平の顔をながめていた。

　が、すぐに我われに返ったかのように背筋を伸ばし、背を向けて、ドアから消えた。

　大きな音を立て、ドアが閉まる。

　それと同時に大きなため息をついた洋平に声をかけようとして、菜々那は思いとどまる。水すい彩さいも大きく息を吐く。だいぶ緊きん張ちようしていたようで、ぐてっと椅い子すに寄りかかり深呼吸を繰くり返かえしている。

「ああー、怖かったぁ。……よく普通にしゃべれますよね。葉は切ぎり先せん輩ぱい」

「あいつ、本ほん調ちよう子しじゃなかったからな。絶好調のあいつはすごいぞ？　あいつの本気ににらまれたら、ヘビににらまれたカエル、ってやつを体感できる」

　そうだ、小鳥遊たかなしのおねえさん、どこか切せつ羽ぱつまった感じがした──水彩と洋平の話を聞きながら、菜々那は考える。何を焦あせっていたのだろう。何かあったか？　横の真ま嶋じまねえさんはぜんぜん落ち着いていたのに。──むしろ落ち着きすぎていたあの様よう子すは、取引が成立しないことまで予測済みだったような──

「……ええと、どうする？　ナナちゃん。野球の試合は朝やったし、土と岐きくんとも話したし、ミス同との会合も終わったし、今日きようの予定はいちおう全部すんじゃったけど」

「そうか？　ならおれは、サッカー部にいってきていいか？　少しでも練習しときたい」

「……疲れるだけですよ？　どうせ勝てないんですから。まったく無む駄だなことばっかり」

「……………………明日あしたを、見てろ。てめえ」

「じゃあ賭かけます？」

「よし。ボクがその賭け乗った！　洋よう平へいの勝ちにお昼ごはん三日分！」

「いや待て菜な々な那な、……いやもちろん、勝つ気でいくけど、なんていうか、その賭けは──あいた！　木きの下した？　なんでおれをたたく？」

　割って入った小さな、ささやくような声。

「用事がないならすまないが、早めに下校しないか？　シニョリーナたち。ワタシは学校から早く出たいのだが。黙だまっているのは口に合わない。唇だけに」

「やかましい」

　自分で自分の左手の甲を壁かべにぶつけて痛がっている洋平と、それを冷ややかな目で見ている水すい彩さい。悪びれた様よう子すのない唇。二人＋αの様よう子すをながめて、菜々那は微笑ほほえむと、考えるのをやめて自分も洋平にちょっかいをかけることにする。

　明日も勝てないかもしれない。朝の野球から察するに、堂どう島じまコウはおそらく、人間以上の妙な力を使っている。

　でもそれが通過点だというのなら、何も迷っていないなら、ならばぜんぜん問題はない。

　秋の日はつるべ落としの言葉の通り、外はもう暗くなっていた。







　　　　◆







　サッカー部に立ち寄りボールを借りたのち、三人＋αは、明日に備えて下校した。
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　みークルからの、帰り道。

　携けい帯たいでだれかと話をしている綾あやを見ながら──話ができる普通の友だちがいることに安あん堵どして、そしてかすかに嫉しつ妬としながら──小鳥遊たかなし恕じよ宇うは焦しよう燥そう感かんにかられていた。

　それはもう、絶望といって差し支えない。

　今日きようは朝から綾の家に押しかけ、なんとか考えを変えられないか、一日を綾の説得に費やしていた。

　それはもう、がんばったのだ。

　本当に。がんばった。

　まずは、イハナからもらった資料を基もとに、悪あく魔まに対する疑惑からはじめた。──たとえば、ベルゼバブの態度。なぜこうも人間に対し協力的なのか。百歩譲ゆずってコウに友好的ならわかる。だが自分たちはむしろコウの目的を阻そ止しするかもしれない存在。なのにどうしてあっさりと重大な情報を漏らしてくれたのか？　悪魔はうそをつけないらしいが、それは真実を話さなければならない、ということにはならない。漏らしたくない情報は、黙だまっていればいいだけのこと。なのになぜ、わざわざ教えてくれたのか？

「……実際、あのときベルゼバブは、私の質問にきちんと答えていなかったようです。……ええと、ほら、覚えていますか？　私がした『悪魔の目的は何か』という質問に対してですが。ベルゼバブは、延々と悪魔の定義を語ることで韜とう晦かいしていたようです。重ねて聞いたときにも、微妙にピントをずらしていた……といっても実はこれ、私が気づいたわけではなく、イハナ、正せい確かくにはみんの感想なのですけどね。とにかく、つまり悪魔は、本当の目的をまだ隠しているのかもしれない」

　どうだろうこれ？　けっこう気になるポイントなのではないだろうか。しかもみんの言葉によると、綾はそれを気づいていたかもしれない、という。だが、恕宇の「これどう思います？」という質問に綾が首をかしげたのち聞いたのは「トウカイって何？」であり、「……隠したりごまかしたりすることです」との答えに「さすが小鳥遊は難むずかしい言葉知っているねぇ」だけで、さらにつっこもうとしたとき突とつ如じよ奇き天て烈れつな叫びが聞こえてきて、さらにそのあとコウの野球騒さわぎが巻き起こりそれ以上の話はできなくなった。

　そのあとも、恕宇はがんばった。

　大事なのは、綾自身が悪魔の言葉に不ふ審しんを感じ、自分のしようとしていることに疑問を持つこと。疑惑を持たせること。

　だから恕じよ宇うは、休み時間のたびに綾あやのところに押しかけて、悪あく魔まの手腕の恐ろしさについて話した。悪魔の本質は誘惑であり、うそをつけないということは逆にいえばいうことはすべて本当だということの危険さ。定義の曖あい昧まいさの持つ怖さ。──そう、大事なのはうそやでまかせではなく真実、客きやつ観かん的てきな事実を使うこと。根拠のある話をすること。考えればいくらでもある──我われながらなぜ思いつかなかったのだろう。イハナにいわれるまで思い至らなかったのだろう。恕宇は綾に悪魔の恐ろしさについて語った。しかし綾は思ったほどに、悪魔を怖がってはくれなかった。まぁ、知っている悪魔がアレとアレじゃあしかたないのかもしれないが。それこそが悪魔の怖さかもしれないが。

　昼休みには、一いつ緒しよに昼食をとりながら恕宇は綾に『リリス』という悪魔の話をした。

「こんな話を知っていますか？　一説によれば、いわゆる最初の人間であるアダムには、イブのまえにもうひとり妻がいたそうです」

「そうなの？」

「ええ。名前はリリス。奔ほん放ぽうで、アダムに従わなかったためエデンの園そのから追放され、たくさんの悪魔を生んだとか。このリリスの代わりに従順なイブがアダムの肋ろつ骨こつよりつくられ、彼女が人間を生みました。つまりリリスは悪魔の母であり、イブは人間の母親なのだそうです。

　妙だと思いませんか？

　夫であるアダムに従わなかったリリスは悪魔を生み、従順だったイブは人間を生み出した。一方で、悪魔のアイテムである《Ｉｔ》は、従順な『イブ』の協力がなければ完成しないわけです。……ベルゼバブがいっていましたよね？　《知恵の実》は、ある意味悪魔の一側面であると。ならば、それを生み出す母親の名はむしろリリスがふさわしいのでは？　しかしリリスは従わない妻。イブは確たしかに従順な妻で、従順でなければ《Ｉｔ》は完成しないという。しかしイブは人間たちの母親で──」

「へぇー。なるほどねー。……これもみゆきさんがつくったの？」

「ええ。卵焼きは彼女の定番で、……と、とにかく、もちろん、名称など大した意味はないのかもしれません。イブでもリリスでもどっちでもいいのかもしれません。リリス、というのはあまり知られていないので、よりメジャーな名称を取ったのかも。しかし、もしも悪魔が何か隠しているのだとしたら──私たちはもう少し、慎重に行動するべきかもしれません」

　昼休みのほとんどを費やした恕宇の熱ねつ弁べんに、綾はなるほどねーすごいなーで応こたえ、どう、と自分でつくったという卵焼きを差し入れてくれた。ちなみに恕宇は料理があまり得意ではない。イハナよりはできるが、綾にはとてもかなわない。綾があーん、してくれて、それがちょっとうれしくて、しかも間接キスだったりして、さらにそれを綾が意い識しきしていたことはうれしかったが（気づいて赤くなるのがかわいい！）、それでも恕宇は自信を喪そう失しつしてしまった。

　これまで、恕宇は自分の弁舌術にそれなりの自負を持っていた。

　何しろ『本ほん職しよくの巫み女こ』なのだから。言葉には敬意を払いその力を信頼している。

　さらにいうならリリスの話、かなり説得力ないか？　結構いい話ではないか？　悪あく魔まの言葉に疑いを持つためのちょっとしたきっかけにしてはかなりよくない？　にもかかわらず綾あやの反応は象の妊娠期間が約二年、という話を聞いたときとそう大差はなかった。もちろん象のは本当の話でリリスのは机き上じようの空くう論ろんに過ぎないが、もう少し食いついてくれてもよさそうなのに。

　午後は頼みこみ授業をサボってもらい、屋上でちょっと甘えてみたりしつつ、説得の方法を見なおした。どんどん時間が経たっていき、焦あせりが増すだけだったが。

　放ほう課か後ごは、アトリについての疑念を押した。

　仲間を疑うような話は避けたかったが、アトリは結局、悪魔の味方。やはりどこか怪しいのだ。この三日間の順番制についても、アトリはなぜ加わらないのか。むしろイブになるために、アトリが一番積せつ極きよく的てきに加わるべきではないのか。ていうか《Ｉｔ》よりもアトリの気持ちを優ゆう先せんするベルゼバブはどうなのか？　仮にも魔王と呼ばれる存在がそんなにやさしいことでいいのか？　実は、何か裏があるのではないか？　ちなみに、アトリとは話ができていない。──というより意図的に、していない。あっさりと納得できる答えを返されたら困るから。とにかくまずは綾に疑問をもってもらわなければならないし、そして理由を聞かない限りアトリの行動はどう考えても怪しすぎる。少なくとも客きやつ観かん的てきには。これまでにしてきた話を総合すれば、悪魔の行動に何か裏があるのでは、と普通に思えるはずなのだが──

　しかしそうした恕じよ宇うの問いに対して綾が答えたのは、いわく「女の子って難むずかしいよねぇ」であり、もちろん同意はするけれど、それは恕宇の期待した答えとはまったくかけ離はなれていて、のほほん、としてなんの疑問も持っていないような綾の様よう子すに恕宇は本当に、愕がく然ぜんとした。ほとんど半日を費やして一いつ所しよ懸けん命めい話したのに、がんばったのに、最終的にはそれだけですか？　ほんの少しだけでも、疑問は芽め生ばえていないんですか？　きちんと答えてください、とちょっと額ひたいに青筋が立った感じに詰きつ問もんすると、まぁアトリにも事情があるんじゃない？　ていうかあたし頭悪いからわからないよそんなこと、と半ば逆ギレ的にきたもんだ。正直、それまでぜんぜん説得に手て応ごたえのないことに追い詰められていた恕宇は、綾に飛びかかりそうになった。なぜそれを実行しなかったのかといえば、この女をむちゃくちゃにしてやりたい、とヒステリー気味に思った瞬しゆん間かん冷静になってそれもいいかも、と思ってしまったから。それが魅み力りよく的てきに思えたことで、逆に飛びかかれなくなった。本当に、女の子って難しい。変に冷静にならず、押し倒すことができてれば──まぁ事態は変わらなかっただろうけど。

　そう、恕宇はテンパっていた。

　イハナにいわれていた。ほんのちょっとのものでいい、ほんの少しだけでも疑念を与えることができれば、かすかにでも迷いを生ませることができれば、きっとコウはそれを見つける。そうすれば、綾に手を出すのは難しくなるだろう、と。綾だって、大胆な行動が取れなくなるだろう。そうなれば、誘惑が失敗する確かく率りつは高くなる。……ほとんど希望的観測でしかなかったが、恕宇はそれにすがった。むしろ朝の間は、これだけ材料があるのなら──悔しいことに全部イハナが用意したもので、自分では考えつきもしなかった──もしかして綾あやを説得して行動することそのものをとめられるのでは、などと思っていたりしたのだ。楽らつ観かん的てきすぎた。いまにして、思えば。自分も、──そしてイハナも。

　これだけ話をしたにもかかわらず、綾は一切迷っていない。

　こうして帰路を歩いていても、──自分に気を使っているところはあるが、明日あしたのコウとのデート（恕じよ宇うが目を離はなしている間に約束を取りつけていた）に思いを馳はせているのがわかる。

　そう、ぜんぜん迷っていない。今日きようの朝から、いままで。

　もしかして、と洋よう平へいとの話に期待してみたが、……洋平の妙な自信には確たしかに驚おどろかされたが、しかし洋平が何を考えていようと間に合わない。仮に洋平がコウを倒せる策を講こうじているのだとしても、今日明あ日すにどうにかできるわけではないだろう。それではもう、間に合わない。

　洋平は、自分のやろうとしていることに、迷いはないようだった。

　そして綾も──

「……小鳥遊たかなし？」

　携けい帯たいをたたみ、綾がこちらを見ている。

　もう少し歩けば、別れ道が来る。

　駅と、綾の家との、別れ道。

　このまま綾を帰せば、綾は明日、堂どう島じまコウに、抱かれるのか。

　──でもそれは《Ｉｔ》のためで、もちろん綾はコウが好きなのだろうけど、でもコウはまだ日ひ奈なが好きで、ただ発情しているだけで、それなのに、先せん輩ぱいを、いま自分が大好きな人を──

　右手がこぶしを、つくった。

　日奈のときは行動できず、そしてコウに奪われた。いまだに思う。自分が勇気を出して、コウと日奈が出会う前にカミングアウトしていれば、いったいどうなっていただろう、と。

　でも時はもう、戻らない。

　いま行動しなければ、綾もまた、コウの手に──

（明日一日、やり過ごせれば、イハナの番になりさえすれば──）

　確かに綾はスポーツをしていて、筋肉もそれなりにあり、身体からだもそれなりに締しまっている。

　そして彼女の『真ま嶋じまの森』は、決して軽視していい才能ではない。

　それでも、自分がその気になれば。

　たとえどういう手段であれ、明日一日をやり過ごせさえすれば──

（……だが、そうなってしまえば、その結果は？）

　恕宇は、唇を嚙かんだ。

　足りず、右手の親指を嚙む。

「……小鳥遊？」

　そうだ。先輩がコウの『イブ』にならなかったら。それは、つまり。

　日ひ奈なの意志をふみにじる、ということ。

　ほかならぬ自分の手で、日奈の誇りを無視して生き返らせるということ。──もちろん、イハナがコウの望んだ《Ｉｔ》を生み出すかどうかはわからない。が、イハナの様よう子すを見るにつけ、その可能性はやはり高いと思われる。

　自分の復活を、きっと日奈は望まない。

　日奈の心を尊重し、その復活を阻そ止しするためには、やはり先せん輩ぱいに『イブ』になってもらうしかない。イハナでは確かく実じつではない。──そして当然、自分でもダメだ。自分の心が決まっているなら、そもそもこうして迷っていない。一昨日おとといの晩にとっくにコウに抱かれて自分が『イブ』になっている。それができなかったのは、いまだに自身が迷っているから。

　日奈の誇りを守り、その復活を阻止するには、綾あやを差し出すのが確実。

　しかし一度抱いてしまえば、きっとコウは、たとえ自分の目的を邪じや魔ました相手だとしても、綾の想おもいに応こたえるだろう。コウはある意味確たしかに一いち途ず、だからこそ。また奪われることになる。

　でも、ここで綾の邪魔をしてしまえば。

　日奈の遺い志しを踏みにじり、生き返らせることになる。この自分の手で。果たして日奈はそんな自分を許してくれるか？　さらにいうなら、それは綾の気持ちを裏切った結果でもある。確かに、コウに綾を抱かせずにすむだろう。綾を奪われずにすむだろう。だがそれだけ。それだけだ。日奈と綾、二人の気持ちを裏切って、得られるのはただそれだけのもの。

　どちらにしても、自分は二人を失うのに、そのどちらを選べというのか。

　結局、自分は──

「……小鳥遊たかなし」

　気がつくと、目のまえに綾が立っていた。

　先輩、と呼びかけ返し、口から出た涙に湿った自分の声に、恕じよ宇うはようやく自分が泣いていることに、気づく。

　これはくやしさの涙。

　これは情けなさの涙。

　……結局、自分は──

「……結局、私は自分で決めたくないだけだ。どちらも受け入れられなくて、そのどちらの責任も負いたくなくて。お笑いだ。……これが、こんなのが、本当の、私──」

　そでをまくり、左手で右腕をかきむしる。

　特殊な塗料がはがれて、その下地が明らかになる──何もない。かつての事件の影えい響きようで透明になってしまった自分の腕を、かきむしる。きっと傷ができているだろう。血が出ているだろう。しかしそこには何も見えない。まるで何も存在しないように。痛みはただの幻げん痛つうでしかないかのように。

　恕宇の腕をこのようにした男は、恕宇の言葉に中途半端を自覚して、自分の想おもいに殉じゆんじてみずから負けを受け入れた。そう仕向けたのが自分だった。自分こそ、中途半端のくせして。

「……まえに、コウにいってやったことがあるんです。あの遊園地で。中途半端はよせって。お笑いだ。結局、ずっと中途半端なのは、私だった。最初から、ただただ先延ばしにしていて、覚悟をしていなかった。コウも。……葉は切ぎりですら、決めているのに、……なのに私は、……最低だ」

　涙が落ちる。ぽろぽろと。

　自分はいま、ひどい顔をしているだろう、冷静な部分がそう思う。この期ごに及んでも、それで先せん輩ぱいがどうにかしてくれるんじゃないかという甘え。結局自分で決められない、最低な、中途半端な──あまりに自分が情けない。こんな人間だったのかと。

「……私は、……自分が、情けない──」

　そっと、手が伸ばされ、

　恕じよ宇うは反射的に震ふるえて身体からだをちぢこませる。脅おびえた子供のように。

　伸びた手は、そっと恕宇のほおを撫なで、後頭部にまわされて、かけていためがねが奪われる。

　引き寄せられて、まぶたに当たる柔らかい感触。

　目を覆おおうやさしい感触に、涙を吸い取るかのようにまぶたにキスされたことを悟る。

　顔を上げると、そこに綾あやの笑え顔がおがあった。

　綾はそっと恕宇の頭をだきよせると、その耳に、ささやいた。

「……自分が情けない？　恕宇」

「……はい」

「そう。だったら教えて。いったい何が情けないの？　……考えて。どうしてそう、思うの？」

「……それは──」

（──選べないから──）

「──選べないから？　違うよね？　だってあなたは知っているんだから。真ま嶋じま、綾と、冬ふゆ月つき日ひ奈なを選べないことは。わかっていたことだから。……だったら。

　ねぇ恕宇。あなたが本当に、つらいのは、苦しいのは、どうして？」

　……え？

　恕宇はそっと顔を離はなして、綾を見る。

　綾は微笑ほほえみ、告げる。

「……それとも、選べるの？　選べないなら……あなたの大事はいったい、何？　あなたがいま、一番しないといけないことは、選ぶことじゃなく、それを知ること。違う？」

「……それは、どういう……」

　──選べるか？　いいや、きっと自分には選べない。

　選べないなら、それを受け入れるなら、いま一番大事なことは──

　唐とう突とつに、恕宇は洋よう平へいの言葉を思い出す。

　二に兎とを追うものは一兎をも得ず。そうだ、自分は二兎を選べない。なら。

　──大事なのはどちらをつかまえるかじゃない。

　ほしいのは、どちらかじゃない、『兎うさぎ』そのもの。

　だったら考えるべきは、自分がするべきことは、しなければならないことは、いままで一番つらかったことは、それがわかっているのなら、自分がいま、するべきことは──

　しゃくりを上げて、恕じよ宇うは大きく深呼吸、笑って綾あやから離はなれた。

　そうだ。

　一番大事なことを、忘れていた。

　迷うまえに、嘆なげくまえに、しなければならなかったこと。かつて後悔したから。そのつらさを覚えているから。もう二度と、決して後悔しないために。

　もう一度、深呼吸して、あらためて、向きなおり──

「──先せん輩ぱい」

「ああ！　ちょ、ちょっと待って！　ひゃ？」

　うひょう、と突然身体からだを震ふるわせると、綾はポケットから携けい帯たいを取り出し、恕宇は脱力した。

　……まさか、こんなタイミングで電話がかかってきたのか？　いったいだれだタイミング悪い！　ていうか取らないでくださいよ先輩も！　思わず苦笑交じりのため息をつくが、どうやら電話ではなかったらしい。綾は携帯のディスプレイに自分の顔を映して、髪を撫なで、整ととのえて、身づくろいをしている。

　やがて。

「……はい。いいよ」

　パタン、と携帯を閉じ、綾が向きなおった。

　よく見ると、顔が赤い。耳まで赤いのが街灯の光の下でもわかる。

　ということはつまり、わかっているのだ。恕宇が何をする気かを。当然か。

「──先輩」

　恕宇はまなじりから涙を拭ふくと、笑って、いった。

「私は、日ひ奈なが、好きです」

「うん。………………ええ？　あ、……いや、うん。……そう、ね」

　がくり、と拍子抜けしたような綾の様よう子すに、笑い、恕宇は続けた。

「……たぶん、私が日奈を忘れることはない。きっと、いつまでも、あいつのことが、好きです。……でも、それでも、……もしかしたら、それ以上に。

　私は、あなたが好きです。……先輩」

　ごくり、とのどが鳴ったのは、果たしてどちらのものだったのか。

　ようやく。いえた。伝えられた。

　告白。

　──かつて、日ひ奈なにはできなかったこと。

　どうしても伝えたくて、でも伝えられなかったこと。

[image: ]

　しばらくして、綾あやが、途と切ぎれ途切れに、答えた。

「……ありがと。……小鳥遊たかなし。……とてもうれしい。……でも。

　あたしの心は、やっぱり、コウに──」

　わかっています、と恕じよ宇うはうなずく。

「ええ。わかっています。それを承知で、……いわせてください。

　私は、……あなたが、真ま嶋じま綾が、好きです。

　……だから明日あした、あなたに、……コウに抱かれてほしくない。たとえ《Ｉｔ》のためでも。この世界のためでも」

　身体からだから、力が抜けていくのを感じる。

　……いえた。

　伝えられた。

　自分の正直な、気持ち。ただこれだけのことだった。ただこれだけを伝えたかった。最初から、迷うことなどなかった。これだけがいまの自分にできることであり、やるべきことであり、やりたかったことだから。

　こくん、と綾がうなずく。

「……うん。確たしかに、聞いたから。……小鳥遊たかなし」

「……はい」

「……あの、明日あした、あたしは、……コウに会う。……それはやめられないし、どうなるかは、わからない、心は決めている。最初から。けど──

　でもあなたがいったこと、確かに、聞いたから。あなたの言葉は、忘れないから」

　はい、と恕じよ宇うはうなずき、笑う。

　やっぱり、明日綾あやがコウに会うことは、止められないのだろう。

　そして綾は、コウに抱かれるのかもしれない。

　それを思うと、胸がうずく。考えるだけで、泣きそうになる。

　けれど、なぜだろう、──きっともう。

　後悔は、しない──







　　　　◆







「……先せん輩ぱい、お願ねがいが、あるんですけれど」

「なに？」

「……コウとその、……明日が終わったら、夜遅くても、何時でもいいので連絡ください。とにかく連絡もらうまで、落ち着けませんから。……きっと私は、イハナと一いつ緒しよに待っていると思います」

「……うん」

「あと、……私のことは、恕宇、と呼んでください」

「ええ？」

「いいじゃないですか。さっきは呼んでくれてたでしょう？」

「え？　そ、そうだっけ？」

「お願いしますね？」

「──あー、……うん。……じゃあ、じょ、じょ、う……」

「──あとは、そうですね、ええと──そうだ、この際ですから、せめてコウより先にこれから」

「雰囲気にまかせて調ちよう子しに乗るのはどーかなー？　お姉ねえさん、怒っちゃうよ？」

「……残念」

　駅と綾の家との分ぶん岐きにさしかかり、二つの影かげが歩みを止める。

　しばらく、じっとして──

「それじゃあ、ね。……恕じよ、宇う」

「では、──がんばって、とはいえませんけど。……でもがんばって、ください」

　二つの影かげはそこで別れた。

　片方の影は振り返らずに歩いていき、ひとつの影はそれを見送る。いつまでも。その姿が見えなくなるまで。







　　　　◆







　うん、と大きく伸びをすると。

　小鳥遊たかなし恕宇は涙を拭ふいて、めがねをかけなおし。強く一歩を踏み出した。
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　　　　◆







　後ろで、コウが、なんともない顔をしている。

　……ように見えるよう、努力しているのがわかる。隠そうとしても隠しようなくうろたえている様よう子すに、少女はコウに背を向けているのをいいことに、ほおをゆるめて笑ってしまう。普ふ段だんのコウは動揺をほとんど表に出さず、出してしまってもすぐに隠してしまうため、いまのようなあわてている姿は滅めつ多たに見られるものではなく、だからだろうか、実にかわいく思えてしまう。

　心はすでに、決めてある。

　……ただ、そのまえに、どうしても聞きたいことがあった。

　いちかばちか、自分を試してみるまえに。どうしても。……その質問の答えが、『いちかばちか』に影えい響きようを与えてしまうかもしれないが、それでも──

　コウの目に入らないよう身体からだの陰に震ふるえる手を隠し、カードタイプのルーム・キーをドアのスリットに差しこんで抜く。

　音とともにランプの色が変化して、鍵かぎが開いたことを伝える。

　少女は振り返り、コウに笑いかけた。

「なんかけっこう、どきどきするね」

「べ、別に」

「……へぇ。もしかしてコウ、ホテルとか使い慣なれている？」

「ま、まさか！　だいたいおれ、ていうかこんな豪華なホテル──って、……先せん輩ぱい」

　何かいいだしたコウを気にすることなく、少女はドアを開くと。

　中に入るよう、コウを誘った。

　外は、すでに日が暮れている。







　　　　１．







　その日、昼ごろになってようやく舞まい原ばるイハナは目を覚ました。

　目覚めると同時にどっと汗が噴ふき出す。悪夢を見ていたような感覚があって、イハナはぼんやりまどろみながら思い出そうと試みる。夢でストレスチェックをしているような自分が、ここまであとを引くほどの夢を思い出せないなんて、と不ふ思し議ぎに思いつつ。

　……そういえば、夢の中、ノックの音を聞いたような──

　再び、コンコン、というドアをたたく音。本物。

「イハナさま？　起きていらっしゃいますか？」

「……ええ。どうぞ。おはよう。みん」

　舞まい原ばる家けのメイド長、みんがドアを開けて入ってくる。腰に手を当てぷりぷりと、

「おはよう？　もう昼です。まったく。ここのところ生活習しゆう慣かんが乱れていますね。ダメですよ？　美容と健康は規則正しい生活からです。たとえ学校を休むにしたって、定刻に起きていただかないと」

「今日きようぐらい、大目に見て。いま、わたしは生理中なのだから」

　もっとも、イハナのそれはぜんぜん重くない。ちょっとした違和を下腹部に感じるくらいで、これでいいのか、というぐらい体たい調ちようには影えい響きようない。こういうものは個人差もあるらしく、初めてだから、というのもあるのかもしれないが、とにかく、気づかぬうちにはじまったそれはもう終わりに向かいつつあり、気分をめいらせるほどのものではない。それよりもイハナを悩ませているのは──

　綾あやは、といいかけて、口を閉じ、イハナは身体からだを起こした。

　時と計けいを見ると、もう昼過ぎ。

　聞いていた予定から考えれば、コウとのデートはもうはじまっているだろう。……まったく、学校をサボってデートするとはいい度胸だと心の中で毒づいてみる。それも『子作り』するためなんて。実に不良な高校生。

　こんな日に、おとなしく授業など受けていられるはずもない。

「みん。朝……昼食はこちらに運んでください。わたしは今日は、ここから出ません」

「自じ堕だ落らくな。オムツかオマルもお持ちしますか？」

「……何事も例外はあります。いいから早く運んで。いまのわたしは怒りっぽいわよ？」

「もう準備はしてあります。イハナさま。……それより、恕じよ宇うさまが」

「呼んだか？　おはようイハナ。いい朝だな。──もう昼だが。快晴だぞ？」

　唐とう突とつにドアが開いて、恕宇が入ってきた。

　その両手に軽食の乗ったお盆を持って。笑いながら。

　了承も得ずに入ってきたことに気分を害しながらも、イハナは恕宇の様よう子すを不思議に思う。

　……どこか機き嫌げんがよさそう？

　綾とコウがデートをしていることは小鳥遊たかなしも知っているはずなのになぜ？　もしかして、昨日きのうの説得がうまくいったのか？　綾の心に疑念を抱かせることに成功したか？　それならば、綾がコウの誘惑に失敗する確かく率りつは格段に上がる。もしもそうなら確たしかにいい朝、いい知らせ。もう昼だけど。

「……あの、小鳥遊たかなし？」

「なんだ？　ところでイハナ、別に恕じよ宇うでかまわないぞ？　コウ以外のかわいい女の子からなら。私もしばらくは舞まい原ばるで働くのだし、親父おやじともまぎらわしいだろう。というか先せん輩ぱいを慣なれさせるためにも是ぜ非ひ、恕宇と」

　イハナははい、と素直にうなずく。父親のほうは無む玄げんと呼んでいるのだが。慣れさせるためって何？　それはともかく。

「では恕宇。……あの、昨日きのうの首尾は」

「ああ。……まぁ、私がやるべきことは、やった。──あとはもう、どうなっても、悔いはない。……というかもうどうしようもない、かな？」

　恕宇の真意を測りかね、イハナはみんと目を合わせた。

　悔いはない、ということはつまり、綾あやと日ひ奈な、どちらを選ぶか決めた、ということか？　そして何もせずここにいる、ということは、日奈の復活はあきらめた？　たずねてみるか、それとも虎とらの尻尾しつぽは踏まぬが吉きちか迷っていると、恕宇はイハナのベッドに腰をかけ、盆から小さく切られたサンドイッチをひとつ取り、つまみつついった。

「……ああ、うまいなこれ。……ところでイハナ、聞いているかもしれないが、昨日、先輩と一いつ緒しよに葉は切ぎりに会いにいってみた。共きよう闘とうできないかと思ってな。……ああ、正しくは先輩が、だが」

　綾が？　そういいかえるということは、つまり恕宇自身は洋よう平へいに賛さん同どうしていない？　いやしかし……

「聞いているか？　とにかく、先輩について葉切に会いにいったんだが、……あとになって思ったのだが、葉切、あれはすごいぞ？　私はあいつを見くびっていた。きちんと思考した結果か、コウと長年いた経けい験けんか、それとも獣けものの本能的なものかは知らんが、あいつ、しっかりと勝負の勘かん所どころを押さえている」

「……というと？」

　恕宇はうなずき、話しはじめた。

「コウの──悪あく魔まのミカタの戦い方の本質は、『取引』だ。《知恵の実》にはルールがあり、互いにそれを認めることで取引が成り立つ。それをうまく利用することで自分より強い相手を倒してきたのがコウであり、それが代行者としての戦い方の基本だろう。つまり、『取引』に応じなければ、コウに、いや、悪魔のミカタに負けることはまずないという寸法だ。当然だな。そして葉切はまさにそれを貫つらぬこうとしている」

「そんなの、机き上じようの空くう論ろんです。……だいたい、葉切が相手なら、コウは悪魔のミカタとして戦う必要はありません」

　恕宇は首を振った。

「問題は、そこだ。コウには悪魔のミカタとして、以外の戦いの経験が少ない。何しろ普通の……まぁ妹のことやらなんやらであまり普通でもないが、とにかく一般人、だったわけだしな。子供のころのあれだって、悪あく魔まのミカタの予行演習のようなものだ。おもしろいな、とにかくコウは自分より強い相手としか戦ったことがなくて、経けい験けん不足、つまり、逆説的だが、一発逆転タイプのコウは自分より弱い相手との戦いが苦にが手てなんだよ。おそらく私よりも、おまえよりも、葉は切ぎりのほうがコウにとっては戦いづらい相手だろう。──長年の友だちだった、ということをさっぴいてもな。さらにいうなら、葉切のようなタイプは、時間が経たてば経つほど強くなる。いま弱いから、脅きよう威いがないからといって放っておけば、あとで必ず手痛い反はん撃げきを食らう。

　──もっとも、今回はその『時間』が葉切には、ないんだが」

　よどみない恕じよ宇うの言葉の奔ほん流りゆうに気け圧おされながらも──いったい何？　このテンション──イハナはうなずき、同意を示した。

　そうだ、早ければ今日きよう、遅ければ明日あしたにでも、『イブ』の件に決着がつく。

　そしてその決着に対し洋よう平へいができることは何もない。だから恐れることはない。

　──事実、恐れるほどの力は将来性以外にないのだし。

　だからいま考えるべきは葉切ではなく、コウと一いつ緒しよにいる、綾あやのこと。

　昨日きのうはいったいどうだったのか。恕宇がテンション高くいるということは、つまり、いったい──

　恕宇はもうひとつサンドイッチを取ると、みんに、自分にも同じ食事を用意してくれるよう頼んだ。

「さて。……報告するのはこれぐらいかな？　……ではイハナ、今日は一日舞まい原ばる家けで世話になるぞ？　先せん輩ぱいからの連絡を待つ間、私も不ふ貞て寝ねでもしていよう」

「別に、わたしは不貞寝をしていたわけではありませんし、……とくにそれはかまいませんが……」

「では、そういうことでよろしく。……ところでみん」

　恕宇はみんに向きなおった。

「だれか非番のメイドさんとか、いるかな？」

「待ちなさい。うちのメイドに何する気です？」

「……だって独り寝は寂しいし。添い寝でも頼もうかな、と。……他意はない」

「あのですね、あなたのはどうしたって他意があるように聞こえるのです。いいですか？　そういう軽いのが」

「はいはい。ではみん、……食事、のほう、頼む」

　はいはい、とイハナを軽くあしらうと、いい笑え顔がおをみんに浮かべて見せて、呼び止める間も有あらばこそ、恕宇はさっさと退出していった。

　呆ぼう然ぜんとして見送ったのち、息を吐き、イハナはみんにたずねる。

「……どう、思います？　悔いはない、といっていましたが」

「そうですね。……どちらかといえば、覚悟ができた、というより、いまの自分に開きなおった、といったところですかね。……そうそう、日ひ奈なさまとコウさまが付き合うと決まったときも、……ちょっとテンションは違いましたが、恕じよ宇うさま、あんなふうになっていましたか。あのときは開きなおりというよりもむしろ自じ暴ぼう自じ棄き、でしたけど」

「……ああ」

　綾あやに告白[image: したやじるし]振られる[image: したやじるし]開きなおり？　いやな想像をしてしまい、イハナはベッドに倒れこむ。もしもそうなら、綾が恕宇を振ったということは、つまり──

　首を振り。枕まくらに顔をこすりつける。

　考えるな。

　どうせもう、何もできない。あとはただ、待つだけだ。自分の運命を。

「イハナさま。食事は？」

「置いておいて。食欲、なくなりました」

　──と。

　再び、ノックの音。

「……い、イハナさま。いまよろしいですか？」

　声の主に驚おどろいて、イハナはみんと顔を合わせると、胸もとをきちんと整ととのえたのち、訪問者を呼んだ。

「……どうぞ。どうかしましたか？　ホミン」

　が、声はすれども訪問者──ホミンは扉を開かない。

　どうしたのだろう、わたしの部へ屋やということで緊きん張ちようしているのだろうか、もう一度呼びかけようとして、そこでようやくイハナは、基本的に係のメイド以外はイハナの寝室に入ることを禁じられているのを思い出す。もちろん、イハナの許可があればその限りではないのだが、かつてホミンがここまでたずねてきたことはなく、そのためどうすればいいのかわからず困っているのだろう。

　呼び入れようとして、思いなおす。部屋に入れて無用な緊張を強しいてしまうのもかわいそう。

　しかたなく出ないと決めたベッドから出て、衝つい立たてにかけてあった単衣ひとえをまとい、身づくろいをしてみんのＯＫをもらったあと、扉に向かい、開いた。

「ホ──」

　──一いつ瞬しゆんホミンがわからなかった。

　そこにあったのは見事な土ど下げ座ざ。

　まるで置物のような、土下座。

　正座に深々と腰を折り、両手のさきで三角をつくり、ホミンは頭を床ゆかにくっつけている。あまりにも思いがけない扉の向こうで鎮ちん座ざまします一いつ幅ぷくの絵のような光景に、イハナも、さしものみんも言葉を失った。もっともみんはすぐさま我われを取り戻し、パシャ、と携けい帯たいで写真を撮とった。その音にホミンは一いつ瞬しゆんぴくっとしたが、それでも土ど下げ座ざの体勢はくずれない。

　イハナさま！　と声が上がる。

「……き、昨日きのうは、本当に、申もうし訳わけありませんでした！」

「……ああ。いえ。いいのですよ、ホミン」

「いえ、あのような往来で、こともあろうに姫ひめさまに、は、恥を、おれは──」

「いえ。いいのです。本当に。わたしは気にしていませんから」

　あなたさえ正気に戻ってくれたなら、とはさすがに口には出さないが。──よかった、とイハナは胸を撫なで下ろす。よかった、本当によかった。さすがはホミン。そうだ、本来のホミンは頼れる真ま面じ目めなお兄にいさんタイプ、なのだ。昨日のあんなのはホミンじゃないのだ。本当に、もとに戻ってよかった──

　もちろん、そんなイハナの思おも惑わくはこっちの水より甘かった。

　ホミンは平へい伏ふくしたままおのれを崩さず、叫んだ。

「では！　恥を承知で重ねてお願ねがいします！　おれと関せき谷やを！　あなたの騎き士しにしてください！」

　カシャ、というシャッター音が、いつの間にまえに回ったのかイハナの顔に浴びせられる。

　みんをにらみつけたあと、イハナは、かろうじて、問うた。

「……騎士、というのは、具体的には、……その、ホミン。あなたはスタッフとしての境きよう遇ぐうに、何か不満でもあるのですか？」

「いえ！　まさか！　そういうことではないんです。……ただ、姫さまがたに、認めてほしいんです。あなたがたの騎士となることを。そして、姫さまがたの騎士である、と名乗ることを」

　──なぜかイハナの頭に思い浮かんだのは、名めい刺し。

　だれかれかまわず挨あい拶さつし、名刺を渡しているホミンと関谷の姿。当然その名刺には、『舞まい原ばるイハナの認めた騎士・ホミン』とか印刷されていて──

　……そういえば、綾あやとコウはいま何をしているだろう。

　もう昼過ぎだ。待ち合わせをして、会って、一いつ緒しよに昼食をとり、いまごろは映画でも観みているところか。映画のあとは、アミューズメント施設でアーチェリーとかビリヤードとかやる予定だと綾はいっていた。そんなのうちでもできるのに。さすがにボーリング場はないが──それはともかくそうして時間をつぶしたのち、夕食、そしてそのあとは──イハナは首を振る。気にしない、もう考えないと決めたのだ。当然監かん視しもつけていない。最低限の護ご衛えいはつけてはあるが。やるべきことはもうやった。あとはただ、結果を待つだけ。運命の神がいったいどちらに天てん秤びんをかたむけるかを。

「……イハナさま？」

　みんの呼びかけに、イハナはあらためて床ゆかの上でオブジェクトと化しているものを見る。だれかこれ、このまま持っていって目につかないところにしまっておいてくれないものかと思いつつ。

　あのですね、とようやく声を絞り出す。

「……ホミン。あなたはスタッフでももう重じゆう鎮ちんです。過か酷こくなトレーニングに耐えて得た能力、そしてゆるぎないその忠誠心は、舞まい原ばる家けの宝です。わたしにその権限があるのなら、その、喜んで、あなたを騎き士しに、──叙じよ任にん、してあげたいと思います」

「あ、ありがとうございます！　イハナさま！」

「待ってください。急がないで。……ですが、その……つまり、ですね、……では逆に聞きますが、ホミン。真の騎士とはいったいどういうものなのですか？　叙任したい、されたいで、簡かん単たんに授けていいものなのですか？」

　びくん、とホミンの身体からだが、土ど下げ座ざしたまま大きく脈打った。

　その反応に文字通り脈ありと見たイハナはさらにたたみかける。

「そうです。たとえば、彼かの人、ショーン・コネリーもナイトに叙任されていますし、ええと、確たしかポール・マッカートニーもサーの称号を得ていたかと。とにかく現代では、騎士というのは職しよく業ぎようではなくむしろ勲くん章しようのようなもので、そう簡単に──」

「イハナさま、イハナさま」

「なんですか？　みん」

「たぶん聞こえていませんよ？」

　いわれて視し線せんを下に落とし、そこでようやくイハナは、ホミンの身体がぶるぶる震ふるえているのに気づく。……長い付き合いがなかったら、イハナはそれをホミンではなく人型の時限爆ばく弾だんと勘かん違ちがいしていたかもしれない、というのはいい過ぎだが、それぐらい一いつ触しよく即そく発はつな何かを感じさせる雰囲気で、ぶるぶると。震えている。ホミンが。さらに奇き天て烈れつな音を発している。泣いてるような、鳴いてるような。うめき声──

「……ホ、ミン？」おそるおそるの問いかけに。

　唐とう突とつに、ホミンは床ゆかにつけていた頭を上げた。

　その目は滂ぼう沱だと涙を落とし、余人には理解できない何かで輝かがやいている。

　顔を上げ、きらきらした目で見つめながら、イハナさま！　とホミンは叫んだ。

「……おれは、おれというバカヤロウは、本当にバカヤロウでした！」

「そ、そうですね。できうる限り早期に治ち療りようを──」

「そうだ……姫ひめさまのいうとおりだ。なりたい、というだけで簡単になれるんだったらそこらのアイドルのファンクラブと代わりがない。試練に打ち勝ち、冒険を経へて、苦く難なんを乗り越えその身に証あかしを立ててこそ、真に価値ある名乗りというもの！　資格はおのれの誇りで得るもの！　それが簡単になれるものならこうもあこがれたりなどするものか！　姫さま！　おれはいまこそ天に輝くものを見て、この胸に燃もえる何かを知りました！」

「……いや、あの、ホミン。もう少し、現実的に──」

「そうだ、おれは、このホミンはおのれの不明をようやく悟り、いまこそ天てん道どうを開くに到る。ああ、姫ひめさま！　見ていてください！　おれはやります！　がんばります！　いつかこの胸に誇りとともに、あなたの騎き士しを名乗れるよう──」

「──あなたは普ふ段だんいったい、どのようなものを読んでいるんです？」

「ありがとうございましたぁ！」

　ホミンは立ち上がり、正座によってしびれたのだろうぐらつきかけ、それでもこらえて立ち上がり、深々と角度九十の礼をすると、そのまま走り去っていった。

　なすすべもなくその姿を見送って、イハナは大きく息を吐く。

「……まったく、いったい、どういえば」

「いいじゃないですか。かわいいもんです。騎士の名乗りぐらい、許してあげても」

「あのですね、みん」

「……ホミンは、『ザ・ワン』事件でサクラさまの『本質』に触れてから、ずっと落ちこんでいたのです。……無理ないですよ。あのサクラさまを見てしまったら。きっとストレスがたまっていたんでしょう。そのうえ《グレイテストオリオン》です。……まぁ、いい息抜きだと思えば。壊こわれてしまうよりましかと」

《グレイテストオリオン》。

　現在日ひ炉ろ理り坂ざか全域に、コウよりあぶれたエネルギーを利用して波動を振りまいている《知恵の実》。

　おそらく次の所有者を探しているのであろうその『励れい起き状態』は、日炉理坂に住む人間に確かく実じつに影えい響きようを与えている。積せつ極きよく的てきに変化を求める心の働きを強め、自身の変化を欲させるという方向に。ちなみにそれを舞まい原ばるの対策班は『熱血化レツドホツトインフルエンス』と仮称している。人々を熱ねつ血けつ──イハナにはあまりなじみのない概がい念ねん──にする力の波動。ホミンも関せき谷やも、その『熱血化』の影響を間違いなく受けているだろう。きっと自分も。みんも。そしておそらく葉は切ぎりの造反も──

　放置していたのが問題だったか。もっとも、ものが《知恵の実》である以上対処のしようもなかったのだが。イハナは首を振る。どうせこの《グレイテストオリオン》の励起状態も、今日きようか明あ日すかで終わるのだ。あと少し我慢をすればいい。そうすれば、きっとホミンも元に戻る。騎士、なんていい出さなくなってくれるだろう。関谷は元を知らないから断言はできないけれど。ていうかあのレポートを見る限り、もともとああな気もするが。

「……むしろ、《グレイテストオリオン》による『熱血化』が終わってからが心配です。ホミン、我われに返ったら自己嫌けん悪おで動けなくなるかもしれません。みん、そのときはフォローをよろしくお願ねがいします」

「はいはいおまかせを。……ホミンは真ま面じ目めですからねぇ。うふ」

「いちおういっておきますけど、フォローというのはからかいつくして彼の心を無に到らしめることではありませんからね？」

　まぁ、効果があるならいいのだが、──それはともかくフォローはそのとき考えよう。いまはとにかくコウと綾あや──どうせいまは、コウと綾が気になってろくに思考できないのだ。イハナは軽く首を回して、単衣ひとえを落とし、再びベッドに潜もぐりこむ。食欲はやっぱり戻ってこない。ああ、結果はどちらでもいいから、早く今日きようが終わらないものか──

　単衣を片付けていたみんが、イヤホンを取り出し、耳に当てた。

　しばらく何かに聞き入ったのち、イハナに向きなおる。

「……イハナさま。お客さまがいらっしゃいました」

「母に回して。いま、わたしは生理休きゆう暇かというやつです。だれとも会いたくありません」

「サクラさまじゃないんですから。それにお客は、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の生徒会長で、イハナさま個人に用があるそうです」

「……生徒会長？　学校をサボって？」

　しぶしぶイハナはベッドを出て、着替え、応接間に向かった。

　応接間の中へと入り、ソファに座っているはずの生徒会長を捜し──

　絶句する。

　ソファではなくペルシャ絨じゆう緞たんの上に、座るのではなく正座していた生徒会長──そのためソファの陰に隠れて見えなかった──は、イハナの姿を見るや振り返り、頭を絨緞にこすりつけるほど平へい伏ふくし、土ど下げ座ざの体勢になって叫んだ。

「姫ひめさま！　私は、──体育祭がしたいんです！」

　土下座とはやはり心を動かすものなのか、なぜだろう、イハナは、泣きたくてたまらなくなった。







　　　　◆







「……わかっているんです。ひ……舞まい原ばるさん。スケジュールがきついのは。私も確かく認にんしてみました。下へ手たすれば卒業するための単位が足りなくなるかもしれなくて、だからしかたなく、日数の要いるイベント──体育祭や文化祭を削った、ということは、私にもわかっているんです」

「そうですよね？　先生方にも生徒会にも説明し、了解はきちんといただけたはずですから」

　とりあえず座ってください、と声をかけ、それでも立とうとしないのをメイドを呼んでほとんど強引にソファに座らせて、イハナは生徒会長の顔をじっと見つめる。感情の乏しい自分の視し線せんが相手に与える影えい響きようをじゅうぶん理解して、ただただ凝ぎよう視し──別にいじめではない。これは当然の権利だ。終わった話を蒸むし返かえされたことへの。

　夏休み、『ザ・ワン』の侵入を和わ歌か丘おかに許したことを機きに、イハナは日ひ炉ろ理り坂ざか高校の徹てつ底てい改修を行った。

　表向きには『ザ・ワン』の根絶が理由だったが、本当の目的は、これから起こりうるであろう事態に備えての対処。

　とくに、自分とサクラと堂どう島じまコウらを守るための。

　不死不滅、滅ぼせないはずの吸血鬼『ザ・ワン』を滅ぼしてしまったことで、現在舞原家は世界中の『裏の機関』から注目を集めている。──表立っては知られていないが存在するのだ、そういうものが。よって、いつまで《知恵の実》や悪あく魔まのミカタのことを隠し通していられるか、わからない。何しろ向こうには国家の後うしろ盾だてもある、下へ手たすれば適当な理由をつけた武力侵攻すらもありうる。いざというときに備えて、だからイハナは事件を機に舞原家、そして自分たちが通っている学校に徹底的な『対策』を命じ、そのために、新学期のはじまりが一ひと月つき半はんも延びてしまった。たったそれだけの延期で改築改修を終えられたことは大した話、僥ぎよう倖こうだが、決められた日数で生徒に単位を取らせねばならない高校にとって一月半のロストは非常にきつい。何よりも優ゆう先せんすべきは生徒を卒業させること。即すなわち授業優先、ということで、体育祭や文化祭など準備に日数を要するイベントは中止が告知されている。もちろんイハナの決定で。罪悪感はないでもないが、実際のところ、スケジュールを割り振れないのが現実なのだからどうしようもない。

　そのことはきちんと説明し、理解してもらったはずなのに。

　傷口をいじられているような心持ちがして、イハナは生徒会長をいつもより冷たくにらみ、たずねる。

「理解していただけているのなら、どうしてわたしのところに？　たとえわたしが体育祭をしたいと思っても、現実の話、それをするだけの日程が取れないのです。本当なら、今年度の修学旅行も削りたかったくらいなのです。それが現実──それはわかっているのでしょう？　それともなんですか？　卒業を先送りにしてでも行えと？」

「……そ、そうはいいませんが……」

　生徒会長は、イハナを見、周囲を見、下方を見て、もじもじしている。

　できることならすぐにでも土ど下げ座ざしたい、そういうふうに見えるのは自分の思いこみだろうか？　イハナは自分が醒さめていくのを自覚する。まったくバカげた話だ、昔の日本がどうだったのか知らないが、土下座で決着がつくのならだれも苦労したりはしない。

　そわそわとしてなかなか話し出そうとしない日炉理坂高校の生徒会長に、イハナは内心いらいらしながらも、そっと水を向けてみた。

「……それをわかっていて、それでも来たというのなら、その理由があるはずですね？　何か代案、それとも、──単なる感情の問題でも。まずはそれを話してくださいませんか？」

　──しばらくして。

　ようやく心が定まったか、生徒会長は決然とした瞳ひとみをイハナに向けると、重い口を開いた。

「……学校にとっては当然、生徒が卒業することが、大事です。だけど……勉強することだけが、学校の意義じゃありません。体育祭や文化祭だって、同じくらい大事です」

「もちろんそれはわかっています。ですが、現実問題──」

「スケジュールに空あきがないのはわかっています。でも、それでも私は、……生徒会長なんです！　たとえ名前だけの存在でも、いちおう生徒会長で、だから、せめて力をつくしたい！　何かを残して生徒会を退任したい！　だから、……だから──」

　ああ、また、どうにもならない精せい神しん論ろんか。イハナはそっと、深くソファに腰掛ける。しかたない。満足するまで話を聞いて、慰なぐさめてやればそれでいい。心の中でため息をつき、話を聞く準備に入る。これも舞まい原ばる家けに生まれた者の役割だろうと腹をくくって。しかし。

　生徒会長は。

　イハナの目を見据え、ほとんどガンづけレベルでにらんでいった。

「──だから、あなたの、──舞原家の不ふ興きようを買うことを承知でいいます。怖いけど、……本当に怖いけど、私は生徒会長ですから、可能性があるのなら、私がいわないと──」

「なんです？」

　大きく深呼吸して、生徒会長は、いった。

「スケジュールによると、来月から約二週間の期間をもって、生徒会長選挙が行われるとありますが、──どうせ日ひ炉ろ理り坂ざか高校の次期生徒会長は、あなたに決まっているんです。……結局、選挙なんて意味はない。だったら。

　その期間を体育祭に、あてていただけないでしょうか？」

　……なるほど、とイハナは思った。

《グレイテストオリオン》の影えい響きようは、ここでも顕けん著ちよだ。

　この生徒会長にしても、そしていまの自分にも。

　こみ上げてくる怒りを必死で押し隠し、イハナは無表情、平静にいう。

「なるほど。つまり、どうせ選挙に意味はないから、選挙をやめて体育祭を行えと。──なるほど。確たしかに、たとえ日本の中にあっても、舞原家は日炉理坂の専制君主であり、あなたたちはそれに逆さからえない。だからそれを堂どう々どうと、宣言しろと。わたしに」

「……い、いえ、私は、ただ……」

「なるほど。つまり、──生徒会による自治は文字通り『民主主義の学校』であるわけですが、舞原家の在ざい籍せきしている日炉理坂高校にそれは必要ないと。民主主義など学ばなくていいと。これは大胆な意見です。あなたはある意味、この日本という民主主義国家そのものに異議を申し立てているわけですね？　体育祭を行いたいがためだけに、わたしにまで、民主主義につばを吐け、と」

「い、いえ、ぼくは、私は、ただ、その……」

「なるほど。確たしかに私は舞まい原ばる家けの娘であり、次代の舞原を背負う者です。ですから当然、あなたから見れば、わたしは専制君主であり、王政を敷しく女王なのでしょう。他人からはそう見えるのでしょう。何しろ昨日きのうは二人も、わたしの騎き士しになりたい、などと申し出てくれた者がいましたし。……ですが、勘かん違ちがいしないでください。わたしは確かに舞原の娘であり、次期生徒会に立候補しようと思ってはいますが、舞原家の権力で無理やりなろうなどとは思っていません。民主主義にのっとって立候補を行い、公正に、選挙によって選んでもらおうと思います。ほかにだれかが立候補しようとしたからといってそれをとめるつもりもありませんし、その候補に負けたときにはその結果を受け入れます。当然です。それが民主主義であり、生徒会選挙とはまさしくそれを学ぶためにあるのですから。ですからわたしは最初からわたしが会長になると決めつけてはいませんし、ほかに立候補者が立つことを邪じや魔ましようとも思っていません。むしろ歓かん迎げいしますし、……あなたは、そのことを考えなかったのですか？　ほかにも立候補者がいるかもしれないということを？　公正さというものを、いったいどう考えているのです！」

「いえ、その、あの、その──」

「いいですか？　だいたい」

「……まぁ、結局理想の話、だよね？　そういうの」

　知った声に、イハナは顔をそちらに向け。

　いつの間に現れたのだろう、赤毛の少女の姿を認めた。

　見るからにほっとしている生徒会長の姿を視界に納めつつ、動揺を面おもてに出すまいとしながら、聞く。

「……朝あさ比ひ奈な菜な々な那な。……ここで何をしているのです？　……まさか、これはあなたの差し金ですか？」

　菜々那は笑い、首を振った。

「カレの名誉のためにいっておくけど、考えたのは生徒会長サン。ゼンブ会長サンが一いつ所しよ懸けん命めい考えたことだよ？　ボクはみークルの部長で、カレに助けを求められたから、そしてそれが気に入ったから、助けになれないかなぁと思ってついてきただけ。……それにしても、怒っているね？　イハナおねえさん。もしかして、気にしていることだった？」

「……何を」

「あまり、会長サンをいじめないでよ。……それはまぁ、イハナねえさんは公正に選挙したいんだろうけど、外から来たボクからいわせてもらうと、まず公正な選挙は無理でしょう？　アナタが出るのに立候補しよう、なんてヒト、あの学校にはまずいないもの。ねえさんだって本当は、公正な選挙なんて無理だってこと、わかっているでしょ？　……もちろん、それはねえさんのせいじゃないけどさ」

　菜な々な那なは生徒会長の肩をたたいて、その隣となりに座った。

　ぜんぜん脅おびえの見られない、まったく自然な動作──それがイハナの癇かんに障さわって、イハナは逆に、冷静さを取り戻す。

　……朝あさ比ひ奈な菜々那が、ついてきただけ？

　助けになれると思って？

　ならばなぜ、いままで隠れていたのか？　最初から会長のそばにいなかったのか？　気を引ひき締しめろ。朝比奈菜々那がかかわっているなら油断はできない。どう葉は切ぎり洋よう平へいに、ひいてはコウにからんでくるかわからないから。大事なのは心を落ち着けること。

　そっと呼吸を整ととのえて、イハナは口を開いた。

「……そうですね。確たしかにあなたのいうとおりです。朝比奈。現状で選挙を行えば、結局わたしの一人勝ちにしかならないでしょう。わたしが立候補する限り、公正な選挙とはいえない。しかしだからといって立候補をやめる、というのも違う話ですし、──たとえ結果が決まっているとしても、いいえだからこそ、わたしの立場を考えれば、わたしが選挙を否定するわけにはいかないことはわかるはずです。そうでしょう？」

「まぁね」

「だったらなぜ、それを彼に教えてとめなかったのですか？　彼の提案を受け入れられないことはわかっていたはずでしょうに」

「それはね、知りたかったから。そして、手て伝つだえると思ったから」

「何をです？　あなたにも理解できているのでしょう？　選挙を行わない、などという提案を認められない以上、体育祭を行うことも──」

「難むずかしくしないで、もっとシンプルに考えたら？　会長サンは運動会をしたい。そしてイハナねえさんは選挙をしたい。だったら両方すればいいってだけじゃない」

「だから、スケジュールの都合上、それができないから──」

「つまり、カタヤ体育祭をしたい、カタヤ選挙を行いたい、でもスケジュールはひとつ分しか空あいてないなら、ここにみークル部長、朝比奈菜々那が提案します！　両方同時にすればいい！」

「……は？」

　どん、と深く腰掛け腕を組み、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度をもって菜々那はそれを口にする。

「つまりね、運動会と生徒会選挙を一いつ緒しよのイベントにするの！　たとえばこういうのはどう？　片方が赤組、片方が白組のリーダーとして立候補して、ユーケンシャ？　はそのどちらでも自由に、自分が生徒会長にふさわしいと思うほうの組に入る。そして運動会をして、勝ったほうの組のリーダーが次の生徒会長！　これなら選挙と運動会、両方一緒にやれるでしょう？　どう？

　名づけて、『偲しのべ戦国！　大！　国くに盗とり合戦祭！（仮）かつこかりかつことじ』」

　……イハナはしばらく、朝あさ比ひ奈な菜な々な那なの顔をながめていた。

　もしかしたら額ひたいが割れて、『ウソぴょ～ん！』とか書かれた紙が出てこないかと。

　もちろんそんな事態は起こりえず、表情を変えず自じ嘲ちようする──いつからだろう、あらぬ希望にすがるようになったのは。何やら目をきらきらさせている生徒会長の様よう子すにさらに脱力、……待ってください、あなたは本当に、こんなふざけた『企画』に魅み力りよくを感じているのですか？　乗り気なのですか？　冗じよう談だんですよね？　……でもそういえば、コウと高たか虎とらの対決をけんかではなくお祭りイベントに変えたとき──観かん客きやくを味方につけるため、だったのだが──この会長に手て伝つだってもらったのだった。もしかして、単に好きなのか？　イベントが。

　なに？　と菜々那が口をとがらせる。

「いいアイディアでしょ？　これなら二人の希望通り、選挙と運動会、両方ともできるじゃない」

「……それは、すでに、選挙では、……ない」

「まぁそのへんは、妥だ協きよう？　……別に、よりたくさんの生徒をチームにできた時点で会長に決めてもいいけど、それだと盛り上がりに欠けない？　まぁそのへんは、あとで相そう談だん、ということにして、……どう？　真ま面じ目めな話、これなら両方できるという道を、ボクは提示したつもりだよ？　会長サン」

「……え？　ああ、うん」

「そしてイハナのおねえさん。民主主義がどうこういうなら、試しにこれ、聞いてみない？　ユーケンシャのみなさんに。それでみんなが乗り気でない、っていうならしょうがないけど。公正さをウタうなら、賛さん成せい者しやが多数ならキャッカしたりはしないよね？　それともやっぱり、ねえさんのイチゾンで決める？」

「……朝比奈。あなたは大事なことを忘れています」

「なにさ」

「さっきあなたもいったでしょう？　わたしが立候補しようとする限り、そのわたしに対立して立候補しよう、なんて考えられる生徒など──」

　言葉が止まる。

　ぞっとするものを感じて背中が寒くなる。……まさか、最初からそれを考えていたのか？　だから隠れて機き会かいを狙ねらっていたのか？　そこまで考えていたのか？　いや、まさか、でもこいつなら──

「……なに考えているのかちょっとわからないけど、たぶん、当たり」

　菜々那は笑って、いった。

「本当は、ヨーヘが出ればいいんだけどね？　でもヨーヘ、絶対いやだっていうから。だから、このボクが立候補することにする。それだったらいいでしょう？」

「……ま、まだ一年の、しかも外から来た人間の、あなたが──」

「生徒手帳は読んだよ？　まだちょっとつかめない言葉も多かったけど、外部から来た新一年生が立候補しちゃダメとは書いていなかった。それに、キリコにも電話して聞いてみた。とめることはできないから、勝手にしろ、だってさ！」

　満足げな少女の笑えみに、イハナはそっと、気づかれないよう、内ほおを嚙かんだ。

　……やられた。完全に。

　さっきあれほど生徒会長に民主主義がどうやらフェアがこうやらぶちかましたあとで、自分の一存で生徒集会にこの提案を出すことをとめることはさすがにできない。しかし、この提案を出してしまえば、──普通なら、まず通らないだろう。うん通らない。……通らない、と思いたい。しかしいまは、学校全体の状態が普通ではない。《グレイテストオリオン》の『熱ねつ血けつ化か』の影えい響きようで、変な空気がただよっている。おかしくなっているのは関せき谷ややホミンだけではなく、さらに、熱血、というのは少年漫画の概がい念ねんらしくて正直イハナにはよくわからないのだが、受ける感じがなんというか、非常に体育祭と相性のいいような気がする。

　もしかしたら、この提案、体育祭をしたいと思う気持ちから、通ってしまうかもしれない。

　そうなったら、下へ手たすれば──

「とにかく、この提案だけでもユーケンシャに出してみていい？　イハナのねえさん」

　菜な々な那なはイハナにいっている。

　会長も、イハナの言葉を待っている。

　が、たとえイハナに権力があっても生徒会の長おさは彼。イハナではなく生徒会長。もし自分が反対しても、何しろわざわざ直じき訴そしてくるほどだ、生徒会長のほうが無理にでも生徒集会に通してしまうかもしれない。だったら結局のところ、認める以外の選せん択たく肢しはない。

　いいでしょう、とイハナはうなずき、生徒会長を見た。

「ただし、条件があります。……この件によって時間を取られるわけにはいきません。スケジュールの管理はこちらで行います。いいですね？」

「はい！　それぐらいなら！」

　飛びつくように応こたえた生徒会長に、菜々那が顔をかすかにしかめ、それを見てイハナは心の中でほくそ笑み、しかしそれを面おもてには出さず呼吸を整ととのえて続ける。

「……では、こうしましょう。明日あした、全校集会を開き、朝あさ比ひ奈なの提案について発表しましょう。そうですね。どうせですからついでに、立候補者にわたしと朝比奈がいることを発表し、所信表明も一いつ緒しよに行いますか。そして……そうですね、考える時間は必要でしょうし、いちおうほかに立候補者がいる可能性も捨て切れませんから、明日の集会はアンケートを取るだけにとどめて、正式な表決は週末に取りましょう。

　──選挙と体育祭の合同企画を行うか否か。

　行うなら、どちらの候補者につくつもりでいるか。

　この企画に反対するものが一割以上いたなら中止とします。何しろこの企画の実現には全校生徒の自主的協力が不可欠ですから。それは了解していただけますね？」

「……つまり、九割の生徒が賛さん成せいすれば」

「そのときは、生徒全体の合意と見なして、……反対する理由はありません。合同企画を行いましょう。ルールや、行う競きよう技ぎ、あと組分け、票が偏かたよっていた場合等とうについてはそのとき立候補者同士ですり合わせて、あらためて組分けを行いましょう。ただし。

　企画の実行日は、来週の、金きん曜よう日び。この日をめどに行えるよう準備をしてもらいます。

　決定からの準備期間が一週間もありませんが、この実行日は、スケジュールの管理のためにも譲ゆずれません。それでいいですね？　生徒会長？　あなたが大変になってしまうかもしれませんが。……もちろんわたしと……わたしたちみークルも部長以下、手伝いますが。これだけは、譲れません。かまいませんか？」

　はい！　と生徒会長は、満面を輝かがやかしてうなずく。

　その横で、菜な々な那なも。

「……ボクも、いいよ」

　イハナはうなずいた。

「では、そういうことで。……朝あさ比ひ奈な。明日あした、わたしたちは簡かん単たんな所信表明を行うことになります。三分ほどのものでけっこうですので、用意しておいてください」

「わかった」

「……それでは生徒会長。準備を頼みますよ？　わたしも、できることなら行いたいですから。体育祭も、ね」

「はい！　私の、きっと最後の仕事ですから！　がんばります！」







　　　　◆







　二人が帰るのを見送って、イハナは大きくため息をついた。

　まさか朝比奈が、生徒会長の座を狙ねらってくるとは。

　洋よう平へいのためか？　それともほかに目的が？　あるいは単におもしろいから？

　なんにせよ、見事に、──ものの見事に、はめられた。益なきケンカを買わされた。あの赤毛の少女に。しかも普通に立候補したなら菜々那が当選するはずもないが、この企画が通ったなら、確たしかにある。目が出てくる。朝比奈菜々那が日ひ炉ろ理り坂ざか高校の生徒会長になる可能性が。

　なかなか、見事に、やられた──

　イハナは大きく深呼吸、ベッドに戻るのをあきらめて、みんに入浴の準備を頼みつつ、サンドイッチを片手に明日行うことになった所信表明のスピーチを練りはじめる。……できればこのスピーチで、勝負をつけてしまいたいが。舞まい原ばる家けに逆さからうことの無益さをしらしめることができれば、たとえ朝あさ比ひ奈なの提案が通ったとしても票が偏かたより、勝負にならなくなるだろう。──それにしても見事にやられた。まったく見事にやられたと、イハナは無表情に笑う。ああ腹が立つ、……でもありがたい。おかげでやることができた。コウや綾あやについて考えなくてすむ。

　舐なめられたままですませるわけにはいかない。

　わたしはイハナ、舞原イハナ、なのだから。

　内の感情を面おもてに出さず、イハナは笑う。静かに。







　　　　◆







　イハナがスピーチの草そう稿こうを三パターンほど書き終えたころ。

　コウと綾は、とあるホテルの一室にいた。







　　　　２．







　これが普通のデートではないことを、堂どう島じまコウは理解していた。

　でなければいまの危険な状態で、二人っきりとなるデートなど受けようと思うはずもない。ないったらない。いや本当に。下心などありえない。デートの誘いに応じたのは二心などなく純粋に心配してのことなのだ。何しろあの真ま嶋じま綾、みークルの中でも一番真ま面じ目めな先せん輩ぱいが、学校をサボってほしいというのだから。それもデートするためだけに。これだけでも間違いなく普通ではないのだが、さらに極きわめつけは、綾が続けた言葉。

「できればデートの間中、あたしのこと、冬ふゆ月つき日ひ奈なだと思ってほしい」

　ふざけたせりふだ。

　これが普通であるはずがない。

　あまりにも自分を、綾自身をもバカにしたせりふに、コウは綾を問い詰めようとした。

　が、できなかった。

　笑って、冗じよう談だんめかしていいながら綾の目は笑っていなかったから。

　……それが無理なら、まぁ、ときどき日ひ奈なさんのこと思い出すだけでもいいからさ、などとあっさりいって態度も軽くごまかしながらも、綾あやの目は真剣に訴えていた。

　お願ねがい、と。

　綾は、基本的に不器用だ。と思う。

　洋よう平へいと同じく、結局は直球でしか伝えられない。そういうひとだと思っている。

　ならば自分自身とコウをバカにしているこの提案にも、大事な意味があるのだろう。何か事情があるのだろう。そう考え、コウは綾に真意を問いただすのはやめ、自分の現在陥おちいっている危き機き的てき状況にもかかわらず、やってみます、と約束した。

　──さすがに、デート中は日奈と呼ぶ、という提案こそ却下したが。

　いくらなんでも、さすがに、それは。

　少しだけ、怖かった。

　いったい、綾に何があったのか。

『夕日を連れた男』に襲おそわれてから、ときどき様よう子すのおかしいこともあったが、それと関係あるのか。それとも本当は、まだ、《グレイテストオリオン》事件の傷が残っているのか。とにかく、だったらこのデートは、デートというよりもむしろ儀ぎ式しき的てきな何かであるのだろう、そう推量したコウは、綾の願いを了承し、何も聞かずに学校をサボってデートすることにした。

　昼までは学校で、昼食を一いつ緒しよに食べて予定を練り、午後からサボって駅前で、待ち合わせ。和わ歌か丘おかへ。

　何やら話題のアクション映画を観みたのち、オープンしたばかりのアミューズメント施設に向かい、ボーリングをする。アーチェリーとか卓球とか、施設にあるものを適当に、楽しんでみる。やはり身体からだを動かすことが好きなのか、綾は本当に楽しそうだった。そしてそこには、コウに妙なことを頼んだときのある種の切せつ羽ぱつまった悲ひ愴そうさは、見当たらなかった。ただただ純粋に、楽しんでいる様子だけがうかがえて、コウは考えすぎだったのかな、とかも思った。もしかして、先輩なりにこちらを案じたせりふ、というだけだったのかも。それが行きすぎていただけで、自分が日奈に似ていることで、こちらを悩ませないように、と変に気を回してくれただけ？　だったらこれは本当に、ただのデートなのだろうか。そう考えてしまうと、なんかどきどきしてくる。発情しているせいもあるが、何しろコウにとって女性とのデートは人生においてまだ二回目であり、しかも一回目は必ずキスをする、なんて制約がついていた上に敵の攻こう撃げきまで受けて純粋なデートとはいい難がたかったから。

　運動をする、ということは決めていたので、綾はジーパン、ボーイッシュな恰かつ好こう。

　伸びていた髪も後ろにまとめ上げていて（もっともこれは日奈のシルエットを意い識しきしているせいかもしれない）、いつもと違う雰囲気が、なんとも動どう悸きを激しくさせる。

　そう、確たしかにいつもとは、雰囲気が違う。

　落ち着いていて、でもきちんと楽しんで、遊ぶことに屈くつ託たくのない、この雰囲気は、まるで──やばいなと、コウは首を振る。デートまえ綾あやにいわれたことがやはり引っかかっているのか。どうしても日ひ奈なを思い出す。比べてしまう。なんとなく。懐なつかしく。それはともかく、コウは悩む。これが結局ただのデートなら、楽しむだけでいいのなら、もちろんそれでいいのだけれども、その、やっぱり、男として、気になるのは、いや別に楽しく遊べたのだからそれだけでじゅうぶんなのはもちろんだけど──

　そろそろ夕方になったころ、ビリヤードのさなか、コウは、なるべくさりげなく、たずねた。

「……ええと、ところで、夕飯どうします？」

　夕方以降の予定は聞いていない。夕食前に別れるのか。軽く食べて帰るのか。それとも──別に大それたことは考えているわけではなく、今日きようは綾の好きにさせようと決めていて、だから、とにかく純粋に、どうしようかと思っただけで。本当に下心などないわけで。

　しかしコウの煩はん悶もんなど知らぬげに、綾はあっさりと、答えた。

「ああ。それならね。実はイハナに、ホテルのレストランのチケットをもらってあるんだ」

「おお、それは豪勢ッスね！　ホテルのディナー！　……あ、でも、おれ作法とかよく知らないから、あまり堅苦しいのはちょっとなぁ」

「だいじょうぶ。ホテルのレストランっていっても、そういうの以外にもいろいろあるみたいだから。改装記念のサービスチケットなんだって」

　それでね、と綾は笑った。紙でできているようなカードを見せて。

「そのホテルの部へ屋やも、取ってあるの。これがその、ルーム・キー」

　ほう、ルーム・キー。

　……ルーム・キー？

「なに？　コウ」

「……い、い、いや別に、……一室を？」

「うん」

「……なるほど。さすが。……男前、っすねぇ！　先せん輩ぱい！」

「男前って」

　──夕食は、結局何を食べたのか、覚えていない。

　何やら和気あいあいと話がはずんだ覚えはあるが、何を話したか覚えていない。

　気がつくと、ホテルの一室でベッドに腰をかけていた。

　そしていま、先輩は、シャワーを浴びている。

　シャワーの音に落ち着かず、コウは周囲を見渡して、ホテルにいるのを確かく認にんしたのち自分の状況を、思う。こ、これはいったいどうしたことだ？　なんでおれはここにいて、いったいこれから何が起こる？　──ていうか落ち着け、堂どう島じまコウ！　別に、つまり発情しているせいでＨなことに結びつけて考えてしまっているだけで、きっと先輩に他意はないんだ。ないはずだ、そうだろう？　おかしいのはすぐそっちに結びつけてしまうおれのほう。シャワーを浴びているのは運動したからで、運動したなら汗をかくのは当然で、そりゃあシャワーも浴びるさ！　部へ屋やを取ったのは、その、運動したから疲れたからで、疲れたなら休みたくなるのは当然で、だから休むために部屋を取ったのだ。これから運動するためじゃなく！　だいたいここは普通のホテル、かなり豪華だけれども宿泊するためのただのホテルであって、いわゆるひとつの、そういうことをするためのホテルではないのだから。ちなみにコウは過去一度だけ、そういうことをするためのホテルに入ったことがある。そのときの相手は妹だった。あと犬と。そのときにゴムもらってきちゃってそれはいまも財さい布ふの中に──それはともかく、先せん輩ぱいに限ってそんなこと考えているはずがない！　おれはどうしてこうもスケベェなんだ！　エロなんだ！　先輩相手にこんなこと──

　でも。

　数日前、イハナはいっていた。

　こんな状況で二人きりなら、誘われていると思ってしまってもしかたない、むしろ思うべきだとか。

　そして先輩もそれは聞いていたはずで──

　いつの間にか。

　シャワーの音が、やんでいた。

　コウは必死に自分にいい聞かせる。だいじょうぶ。もうすぐ先輩がでてきてそれで落ちがつく。きちんと服を着て出てきて、それでおれががっかりするわけだ。ああなんだ空から回まわりしていただけか、現実なんてそう甘くはないよなぁ、と。それを見て先輩がおれをからかって、それでおしまい、うん。とにかくだから落ち着け、おれ。

　かちゃ、と音を立て、ドアが開いた。

　バスタオルで髪の水気を取りつつ、綾あやがこちらにやってくる。

　……ちゃんと普通に服を着て。

「どうしたの？　コウ。なんかすごく、落ちこんでいるみたいだけど」

「……いえ？　別に？　ちゃんと予想通りだったから落ちこんでなどいませんですよ？　ええ。わかってたんです！　現実がそんなに甘くないって！　ああ。おれのバカバカバカ！」

「……はは。……だってねぇ、やっぱり、さ……」

「……え？」

　ぽふ、とベッドを沈ませて、綾が隣となりに座った。

　湯上がりにほおを上気させ、石せつ鹼けんのいいにおいをさせて。

　電気はつけていない。窓からの街明かりだけがお互いを見るための、標しるべ。

　薄うす暗くらがりの中、隣に腰をかけたまま、何もいわずにうつむいている少女の横顔に、突とつ如じよ劣情も忘れてコウはわけもなく胸が締しめつけられる。彼女に何かしてあげたい。おれができることなら、なんでもいい、してあげたい。けれど、何をしていいかわからない。──なんだろう、この気持ち。

「……なに？　コウ」

「いや、その、ですね。……こんな豪華なホテル、高かったんじゃないですか？」

「……実をいうとね、イハナからのプレゼントなの。よければ使え、って」

「……い、イハナから？」

　もちろんイハナは知っているだろう、綾あやとデートしていることは。しかしホテルの一室まで用意するというのはどういうこと？　やはり、おかしい、何かある──

　先せん輩ぱい、とコウはその顔を見ないようにしながら話しかける。

「……できれば、その、……話してもらえませんか？」

「……」

「何かあるんでしょう？　学校をサボってまでデートしたいって。……その、こんなホテルまで取って。……無理に、とはいいませんけど、話してほしいですよ。おれ。このままじゃ欲求不満でおかしくなってしまいそうッス。……つまり、何が起きているのかわからないことから来る知的欲求不満、ということですが」

「……やっぱり、不ふ思し議ぎ？」

「そりゃそうでしょ？　デートまえに、自分のこと冬ふゆ月つき日ひ奈なだと思え、なんていわれたら──」

　綾の表情に言葉を失う。

　綾はぽかんと、目を丸くしてこちらを見ている。

　その明らかな驚きよう愕がくの表情に、逆にコウが驚おどろいてしまう。……なんだ？　何かおれ変なこといったっけ？　ただ先輩自身がいったことを繰くり返かえしただけなのに、いったいなんでそんなに驚いた顔をして──わ？

　突然綾に抱きつかれ、コウはそのままベッドに押し倒された。

　感じる体温。首に回された腕に鼻び腔こうをくすぐる甘いにおい。それより何より胸と胸との間で弾力を主張しているすてきな存在。だが一番やばいのは相あい棒ぼうの感じる太ももの生きた感触で、コウは思わず凍りつく。（ばれた！）まさかいきなり抱きつかれるとは思ってなくて（知られた！）油断していた。（これはもうごまかしようがない！　さぁどうする！　堂どう島じまコウ！　いまこそおまえの本領発揮、ていうか、ああ、動かないで──）頭のなかが真っ白になる──
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　──笑っている？

「……せ、先輩？」

　その表情は体勢上うかがえないが、笑い声は聞こえた。

　綾がくすくす笑いながら、体重をかけ、コウに身体からだをこすりつけてくる。柔らかい、実に柔らかい感触に、コウは思わず抱だき締しめ返かえす。綾の身体を。

　温かく。

　……小さい。

　背せ丈たけはそれほど変わらない──実は最初に会ったときにはコウのほうが低かったのだが、いまではコウのほうがわずかに高い──にもかかわらず、きゃしゃな感触。なんだろうこれ、いいのかなこれ、でもなんだか抗あらがいがたい、ちくしょう、先せん輩ぱいの顔を見たいのに、どんな顔して笑っているか、どうして笑っているのかを、知りたいのに──

「……ごめんね、コウ」

「え？」

「……その、変なこといって、惑まどわしちゃって、さ。……いまも、その……」

「いえあのそれは、……できればいろいろな意味で、その、触れないで──」

　くすり、と笑う、息が耳にこそばゆく、なんかもういつまででもこうしていたくて、全身からの嘆たん願がんを寛かん容ように聞き入れコウはただただ少女を抱だき締しめる。相手の耳に、首筋にほおをこすりつけつつ。……ああ、もういいや、なんかいろいろ考えていたけど、とりあえずしばらくこれにひたっていよう。

「……ひとつ、聞きたい、ことが、あるの。……いい？」

　綾あやの問いに、抱き締める手に力をこめて返事に変える。

　と、綾がそっと、身体からだを離はなす。

　名残なごり惜おしげに手を伸ばすけど、離れていくのは止められない。

　ベッドの上に倒れたコウに覆おおいかぶさるようにして、コウの顔をのぞきこんでくる少女の姿。

　その両手はコウの顔の横へと置かれ、その目はただただコウの瞳ひとみを見つめて。ぼんやりとした闇やみの中に浮き上がるそれをコウは幻想のように見る。一いつ瞬しゆん、綾あやとは違う、ありえないもの──すくなくともいまは、まだ──を見たように思う。かつての少女の片影を。

　少女は、たずねた。

「きみは、冬ふゆ月つき日ひ奈なを好き、よね？」

「はい」

「……でもそれは、どれくらい？」

「……え？」

「きみ自身はどう、思ってる？　冬月日奈に会いたくて、死んだことが許せなくて、彼女の意思を無視してでも生き返らせたいと思うきみと、たとえ彼女に会いたくても、それでも彼女の意思を尊重し守ろうとする葉は切ぎりくん、そのどちらも選べず袋ふくろ小こう路じに陥おちいっている恕じよ宇う、いったいだれが、──ううん。違う」

　首を振り、少女は続ける。あたかも耐え切れず言葉をほとばしらせているかのように。

「違うの、聞きたいのはそんなことじゃない。あたしが、あなたに、聞きたいのは、どっちが、とかじゃない。そうじゃない。そうじゃなくて──

　──ねえ、どうして？」

　どうして、と問いながら、見つめてくる、強い意志をたたえた瞳ひとみ。

　しかしコウは怖おじることなく視し線せんを合わせ、それに応こたえる。じっと。恥じることは何もない。堂どう々どうと、見返せる。たとえ『彼女』の瞳であっても。いつか再び『彼女』に会う、そのときもきっと目をそらしたりはしない。

　コウはちらりと横を見て、顔のすぐそばに置かれた少女の細い腕を見ながら、口を開いた。

「……昨日きのうの朝、おもしろかったッスね。……先せん輩ぱいも、見てたでしょ？　関せき谷やのやつ、騎き士しにしてくれときたもんだ。高たか虎とらも、ホミンも、……いや、笑った笑った」

「……コウ。あたしの質問に」

「何が騎士だよ。結局、手に入らないとあきらめてしまっているだけだ。かってに偶ぐう像ぞう化かして、手に入らないことを正当化しているだけだ。……ああ、それもいいかもしれないな。その程度の思いなら。手が届かないとあきらめられるなら、──結局それが一番いい。

　でもおれは、手に入れられないとは思わない。あきらめるなんて考えられない」

　街の明かりと月明かり。人工のものと天然のものに照らされて、少女の顔は白く透明、なんの感情もうかがえない。生きているものとも思えない、まさしく幻想──自分はいま、幻を見ているのだと、コウは、思う。脳が勝手に、見たいものを見ているのだと。

　かつての少女の、面おも影かげ。

　少女が、切れ切れに、いった。

「……でも、……普通は、届かない、もの。……そうでしょう？」

　コウはうなずく。そうですね、と。少女の視し線せんを受け止めて。

「ええ。普通なら届かない。死んでいる人間に届く手なんてありえない。でもおれは、普通じゃない。そのための力を手に入れた。手に入れるために戦ってきた。だからおれはあきらめない。どうしてあきらめられるはずがあります！　そのための力を持っているのに！　──おれは、こんなに、好きなのに！」

「それが、──いいわけに、なるの？　──冬ふゆ月つき日ひ奈なを、傷つける──その理由になるの？」

「──傷つける？　そんなの！」

　激げき昂こうし、怒ど鳴なりかけ。

　しかしコウはたちまちのうちに冷静さを取り戻し、笑った。

「……おもしろいっすよね。関せき谷やはすっかりイハナを偶像化してる。神格化してる。イハナだって一皮剝むけば食べてクソする普通の人間、なのに。それはわかっているはずなのに」

「……」

「……小鳥遊たかなしもどこかそういうところがある。イハナも、洋よう平へいも、……先せん輩ぱいだってそうでしょう？　若くして死んだからスかね、みんな日奈を理想化している。……ええ、あいつは確たしかに大したやつでした。頭がよくて、かわいいし、性格も、なんていうかかわいいし、ちょっとした仕し草ぐさがかわいくて、まぁたまにむかつくところもありましたけど、それでもやっぱりかわいくて、ちょっと変わっているところもまたかわいくて、照れ屋さんでかわいくて──」

「……あの、できればそのへんで……」

「……でも、おれはあいつを理想化してない。あいつだって弱いところがあった。泣くのは嫌っていましたが、それはただ我慢していただけで、やっぱり、迷ったりしてました。弱よわ音ねを吐いたりしてました。まぁ、それでもやるべきことをがんばれるのが、あいつの一番いいところで、それでいてむかつくところだったんですが、──とにかく、あいつも普通の人間なんですよ、先輩」

「……」

「その普通の人間が、まだ高校生の女の子が、突然死ぬのを受け入れられると思います？　笑ってあきらめられると、本当に、思います？　そりゃ、おれを助けられたことで満足できたかもしれないけれど、本当は、あいつだって死にたくなかったはずなんだ」

「……」

「死人は生き返っちゃいけない？　ええ、あいつならそういうでしょう。あいつはきっとそういいます。だって、それが世界で正しいことだから。たとえ本音がどうだろうと、あいつはきっと、そういいますよ。意地を張ります。それがやるべきことだから。正しいと思うことは、しないといけない。だれかがしないといけない。それがあいつのプライドだから。だから死人は生き返るべきではないって、あいつならきっとそういいます。でもあいつは、本当のあいつは、普通の女の子なんですよ？　それが本当に、そんな達たつ観かんできると思いますか？　あきらめられると思いますか？　あいつはまだ、ほんの高校生だったのに！」

　きっとあいつだって本当は、もっと生きたいはずなんだ。もしもそのチャンスが与えられるなら──

　声が大きくなりかけて、コウは深呼吸、間を置いた。

　そっと、少女がつぶやく。

「……でも、口にした言葉だけが、本当のこと──そう、でしょう？」

「ええ。そうですね。──そして死人はしゃべれない」

　口もとが斜めにゆがむ。あざけるように。

「……ええ。先せん輩ぱいのいうとおりです。日ひ奈なだってそういうでしょうね。──結局、目に見えるもの、聞いた声、口にした言葉だけが事実として残る。それ以外の『本当』はない。だからおれは自分が日奈の言葉を無視しているのを否定しない。……でもね、先輩。おれと日奈は恋人同士だったんです。

　恋人っていうのは、お互いに相手のために妥だ協きようしないとね。

　それに、おれ、こう思っているんです。あいつにもいったんですけど、……家族と恋人相手には、迷惑をかけることを遠えん慮りよしてちゃいけない。だからおれは、あいつがどれだけ迷惑に思おうと、『お願ねがい、恋人なんだし我慢して！』って感じですかね」

「……」

「だからおれはあいつがどう思おうと、あいつを生き返らせます。そして──

　この世界の正しさがあいつに意地を張らせるのなら、この世界の正しさそのものを、変えてやる」

「……そのせいで、冬ふゆ月つき日奈に……拒絶されても？」

「おれを嫌うためには、まず生き返らないといけないスからね。……だったら、ええ、やったもん勝ちということで」

　覚悟はしている。納得も。

　無む駄だな犠ぎ牲せいを出すつもりはないし、無駄に犠牲になる気もない。それでも。

　──ほかのすべてを捨ててでも、たった一つの願ねがいをかなえる──その誓いはいまも確たしかに生きているから。

「……わ？　先輩？」

　再び、少女がコウに覆おおいかぶさった。

　温かさ、柔らかさ、いいにおいに包まれて、何かがたちまち元気を取り戻す。あっという間に雰囲気が変わり、ええと、とコウはどうしようか迷う。

　──と。

　ぼそっと綾あやがつぶやいた。コウの耳に。ささやくように。

「正義の味方、だったらよかったのに」

「え？」

「きっと正義の味方なら、何も悩まない、よね。何も迷わず、ただ正しいことをできたりするんだろうね」

「……先せん輩ぱい？」

「でもあたしは正義の味方じゃないから、結局は、意地になる。この心を自由にできたらきっと、何も迷わないですむのに。ためらわないですむのに。頭では正しいことが、するべきことがわかっているつもりでも、いつだって、心のどこかでは──」

　先輩、とコウは笑いかけて。

「……よくわからないスけど、先輩。それはもう、人間とはいえないっスよ？」

　くすり、という笑い声が返る。

「……そうだね。あたし、……人間だもの」

　──沈ちん黙もく──

　しばし、迷い、思い切って。

　コウは綾あやの身体からだを抱だき締しめた。

　力いっぱい。

　発情している身体は、熱あつい。

　何やら猛たける感情が、先へ先へと急せかしてくる。ただ抱き締めているだけで終わるなと。

　それでも。ただ抱き締めているだけで、それなりに満ち足りてもいた。ずっとこうしているだけでも、いいような。

　──なぜだろう、綾の顔が見たかった。

　とにかく、顔が見たかった。

　なぜか、はわからない、でも、心が、確たしかめろ、といっている。何を確かめるのかわからないままに。

　それでも、コウは綾の顔を見られない体勢のまま、抱き締め続けた。綾が、この腕の中の女性が、それを望んでいるから。……顔を見られたくない、このまま抱き締めていてほしい、そう思っていることが、いわれなくても、たとえ言葉にされなくても、わかるから。伝わってくるから。だから抱き締め続ける。触れてみてはじめてわかる、あまりにも小さな、腕の中に震ふるえる身体を。

　いつまでも、そうしていたいと思った。

　ただ抱き締めるだけでいいのなら、いつまでも、いつまででも、そうしていたいと。







　　　　◆







　ふう、というため息に、コウは目を開け、綾あやの後ろ髪をながめた。

「……落ち着きました？」

　うん、と、どこか満足感のある声が返ってくる。

「……ありがと。落ち着いた、……というか、その、……落ち着かない、というか……」

「いわないでくださいわかっています、よくわからないながらこれってなかなかいい雰囲気だと思いつつおれの不ふ肖しような一部のせいで大事な場面ぶち壊こわしなのは重々承知していますだからお願ねがいですからいわないで。どうしても、というのなら、いっそ・ここで・殺してください」

「……」

「……アレ！　ナニヲ！」

「……えと、ごめん」

　照れたように笑って、綾はそっとコウから離はなれた。

　ようやく見られたその顔は、赤く染まっているような。明かりがないのでよくはわからないけれど。それでも笑え顔がおでいるのは見えて、コウは安あん堵どし身体からだを起こす。──もはや隠しようもないところについてはじたばたしないことに決め。文字通り、男らしく。

「……そのままで、だいじょうぶ？」

「気き遣づかっているつもりでしょうがあなたはいまぼくの心を粉々にくだきジューサーにかけようとしています。こういうときは、重ねてお願いしますけど見て見ないふりの方向で」

「……あ、そ、そうだね……うん。……ごめん。……だけど、さ。コウ」

　あのね、と顔を背そむけて綾は、つぶやいた。

「……あたし、その、いやなわけじゃ、ないよ？」

「！」

「待って！　そんな鷹たかのような目はやめて！　最後まで聞いて！　本当に、あたし、別にいやじゃないの。ちゃんと了承も取ったし……ってこれは関係ない、わけでもないけど、そのね、そうなるのは、ダメじゃない、けど。……ごめんね、やっぱり、今日きようは、ダメ。

　……って、そんなにがっかりされるとアレなんだけど？　その、本当に、あたしのせいなのはわかっているんだけど、その、つらいんだろうし、悪いとは思っているんだけど、──でも、ごめんね？　今日は、ダメ。明後日あさつて以降なら、その、考えるけど、……ごめん。やっぱり、今日は、ダメ。フェアじゃないと思うから」

　コウは自分のほおをはたいて、あわてて抗こう弁べんに入る。

「……べ、別にがっかりもしていませんし何もする気はないですよ！　見み損そこなわないでくださいよ！　いくら二人きりだからっておれをなんだと思っているんです？　だいたいおれには日ひ奈なが……ていうのはいう資格ないのはわかってますけど、……とにかく、おれは血に飢えた野や獣じゆうかなんかですか？　それほど信用ないですか？　そもそもおれは三国一の紳士と評判の、……いえ、その、すいません謝あやまりますから視し線せんを外はずしてください。ハイ。警けい戒かいされて当然ですよね、ええ当然です。ていうか、──あの、見ないで──ていうか、

　明後日あさつて以降なら、とか、フェア、……って。なんです？」

「それはね。……まぁ、明日あしたはイハナの番だから。やっぱりフェアにいかないと」

「……は？」

「今日きようはあたしに付き合ってもらったから、明日はイハナに付き合ってあげて、ってこと」

「……ええ？」

　さてとそれじゃ、と綾あやは混乱しているコウを残してベッドから立つ。

「それじゃあ、コウの理性が残っているうちに、帰ろうか。あまり長く一いつ緒しよにいると、男の子って自制ができなくなるらしいから」

「いつかこの日の記き憶おくが消え去ったらたっぷり否定したいと思いますが、そのまえに、あの、……いまの話は、どういう？」

「別に？　深く考えなくていいってば。あなたはただ、明日イハナに付き合えばいいの。

　たぶん、あとで全部、わかるから」

　とりつくしまもない返答に、なおもコウは食い下がる。

「……だったらせめて、これだけでも教えてくださいよ。──今日きようのこれは、なんだったんです？　このままじゃおれ、欲求不満で、──つまり知的な欲求不満で眠れなく」

「はいはい。……ていうか、なんだった、って言い草はちょっとひどいんじゃない？　デートでしょ？　これ。アプローチ！　ちょっと積せつ極きよく的てきになってみただけの」

「……アプローチ？」

「……真ま嶋じま綾は堂どう島じまコウに、ちゃんと告白しているのに、ぜんぜん返事をもらえる気け配はいがないから」

　じろっと綾にねめつけられる。

「……まさか、忘れていたりする？」

「とんでもない！　忘れていません！　カタトキモ！」

「そう？　よかった。だったら心に留とめておいてね？　いつも。明日も。……明後日も」

「……あ、いや、はい、その、当然──」

　しどろもどろに言葉を紡つむごうとするコウに、綾はくすくす笑っている。それを見て、コウはいまだに恐きよう縮しゆくしながらも、まぁいいかという気分になる。……まだ疑問は残っているけれど、どうせいつかわかるなら、それをあえて隠しているなら、無理して知ろうとしなくてもいい。先せん輩ぱい、なんかうれしそうだし、だったらそれが何より、かな？　……その、下半身のことも、なんかよくわからないけど冗じよう談だんのネタにしてくれたりして、あまり引いていないようだし。

　……確たしかに告白のことは、このままずっと答えずに、ずるずるいけたらと思っていたりしたけれど──

　綾あやが、こちらを見て、微笑ほほえんでいる。

　困ったようなおもしろがっているような、不ふ思し議ぎな笑え顔がお。

　見み透すかされているようで、コウは照れて頭を搔かいた。

　ああそうだ。日ひ奈なが一番、なんだけど、それは変わらないんだけど、やっぱりこの人のことも好きなんだ。わがままなのはわかっているけれど、それでもやっぱり──







　　　　◆







　コウを乗せた送迎車が角を曲がって見えなくなるまで見送ると、綾はホテルの部へ屋やに戻った。

　まだコウの雰囲気が残っているような、ベッドに倒れ、横になりつつ、携けい帯たいを取り出し、ながめる。

　しばらく見つめ。耳のそばに持っていき。

　話しはじめる。

「……うん。やっぱり、ダメだった。……うん」

「……五分五分なら、いちかばちか、賭かけてみようと思ってたけど、コウの話を聞いちゃったら──もう九対一で負けてた感じ。へへ。照れるぜ。ま、わかっていたことだけど。……うん。そうだね。……それは、しかたないですよ。知り合ってしまったんだから。他人のことはともかく、友だちになってしまったら、たとえ正しいことだとしても、……無む意い識しきって、しょうがないです。お互いに」

「……まぁね。ちょっと、おしかったかな……ってなにいわせるんですか。そうだ、まったく、勝手なこと、……はは、ええと、はいごめんなさい反省します」

「……さぁ、どうかな、あとはイハナしだいだけど……覚悟はしていたほうがいいです」

　ひとしきり話をしたのち、いったん閉じると。

　しばらく考え、再び開き、綾は短たん縮しゆくボタンではなく暗記した番号を押しはじめる。あえて。心を落ち着かせるために。今日きよう一日を締しめくくるため。

　呼び出し音は、あっという間に切り替わった。

「……あ。小鳥遊たかなし。じゃなくて恕じよ宇う。……うん。……でもごめん、ダメ。まずはイハナが先でしょう？　イハナのとこにいるって──わ？　イハナ？　びっくりさせないでよもう。……はいはい。……じゃあまずは椅い子すに座って、座った？　じゃあ、よく聞いて──」

　深呼吸すると、静かに。

　悲壮感などまったくない、柔らかな笑えみを浮かべて、綾あやは自分のターンの終わりを告げた。

　その表情に、悔しがっているような沈痛なものは見当たらない。







　　　　◆







　電話を終えると、携けい帯たいをしまい。バスルームに向かう。

　何を考えたのか少しく耳を赤く染め、下着の状態を確たしかめたのち（綾的に一番かわいいやつだった、つまり勝負なんたらいうやつ）、シャワーではなくバスタブに湯を溜ためて、入浴の準備をはじめる。衣服をランドリーサービスに出すか迷った挙句やっぱりやめる。……着替えを持って来るべきだったなぁ。そこまで頭が回らなかった。どこか抜けているんだよねあたし。明日あしたもまた同じ服……まぁ早く帰ればいいか。ルームサービス頼もうかな、いや今日きようはもう寝ることにしよう──少女の行動はよどみがなくて、豪華なホテルを使用することに慣なれているような感がある。

　あっという間にお湯のたまった浴よく槽そうにゆっくり身体からだを沈ませながら、思う。

　さて、明日はいったいどうなるだろう。

　イハナの思おも惑わく通りにいくのか、それとも？　もはやイハナはとめられそうにないけれど。でも──考えようとするのだが、どうしても思考は今日のデートへと飛ぶ。……ああ、でも、楽しかったな。コウとのはじめてのデート。……ダメだいけないこんなこと。間違っている。あたしにはそんな資格はない。でも、やっぱり、楽しかった──

　壁かべの片面を覆おおう大きな円形鏡かがみに映るのは、イブとかどうとか関係ない、ただ一いち日じつのデートに思いをめぐらし余よ韻いんに浸ひたる少女の姿だけだった。
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　　　　１．







　勝利とは、得がたいものほど美味であることは間違いない。

　初めての月のものも何事もなく終わり、表情に出しこそしないが、朝、気持ちよく目を覚ましてからずっと、イハナの心はひとつの激はげしい感情で溢あふれんばかりになっていた。

　もちろん、昨夜ゆうべの電話と無関係ではない。

　綾あやからの、失敗を知らせる電話。

　イハナの番が回ったことを知らせる電話。すなわち──

　──勝利！

　それも、ただの勝利ではない。

　目先の欲望を律りつし、誇ほこりを懸かけておのれに試練を課かした上での、勝利。

　それは本当に、得がたいものであったのだ。そのような勝利が極上の美味でないはずがなく、そして何より重要なのは、自分はまだその美酒のほんの香りを味わっただけでしかないということ。そう、まだ終わってはいない。本当の意味で終わるのは、味わえるのは、──今夜──

（─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────！）

　──深呼吸。

　ふう、と大きく息を吐くと、隣となりに座っていた赤毛の少女がどうしたの？　とでもいうようにこちらの顔をのぞきこんでくる。けれど無視する。そうだ、落ち着け、ここは校庭、いまは全校集会の最中で、わたしはイハナ、自分はしつらえられた壇だん上じようで生徒会長からの紹介を待っているところ。自分の出番を待っているところ。全校生徒に見られているのだ、無ぶ様ざまなところは見せられない。というか、いまの自分ははたから見れば男に抱かれるのを心待ちにしているという実にはしたない状況で、そんな心境でいるところを全校生徒に見られているわけで──

「……ほ、本当にだいじょうぶ？　イハナねえさん」

「……だいじょうぶです。気にしないで。頭の中で、スピーチを練りなおしているだけですから」

　そう、だいじょうぶ。ここは日ひ炉ろ理り坂ざか高校の校庭で、わたしは舞まい原ばるイハナであり、自分は能面無表情。この心境を面おもてには出していないはず。芸術家の娘だからか観かん察さつ力りよくのある菜な々な那なの目はごまかせていないようだが。しかしだいたい、表に出してしまったとしてそれがいったいなんだというのだ？　いまの自分はまさに無敵を感じる気分。怖いものなど何もない。

　壇上では生徒会長が、集会を開くことを決めた経けい緯いを話している。

　体育祭を行う余裕がないこと。そこにみークルの部長、朝あさ比ひ奈な菜な々な那なから提案があったこと。

　まだしばらく説明が続くだろう、イハナの目はさりげなく、眼前の生徒たちの間をさまよう。

　すぐに目がいくのは二年生の列、コウのいるところ。

　コウはすぐに見つかって、なぜか関せき谷やの姿も目に入る。……ごめんなさい、関谷。ちょっとあなたは苦にが手てです。……いえ、あなたのレポートはまさしくエポックメイキング、役立ちそうではあるのですけど、なんといいますか、あなたがわたしをそういうふうに見ているのだと思うと──。実際、彼のレポートはイハナの目を新たな世界へと向けさせてくれた。かなりの参考になった。もちろん、彼が記したすべての事案を理解し納得できたわけではないが。たとえば、自分の魅み力りよくを引き立ててくれそうな服装、というやつに、割かつ烹ぽう着ぎ、というものがあったのだが、そしてイハナは最近たまに割烹着を着ておにぎりの練習をしていたのだが、鏡かがみに映った割烹着姿の自分を魅力的だと思ったことはない。というかとても思えない。やはり関谷は特殊な性せい癖へきの持ち主なのか？　それとも男と女では物の見方が違うのか？

　コウを見つけると同時にコウの視し線せんを感じ、恥ずかしくなってほかを見る。

　視界を移動させていくと、やはりすぐに見つけられるのは長身の美人、恕じよ宇うの姿。

　ちょっと憮ぶ然ぜんとした顔をしているのは、朝、真ま嶋じま綾あやを迎えに彼女の家まで赴おもむいたところ、今日きようは休むと告げられて、ならば自分も、と綾に付き合おうとしたのをそんな理由でさぼっちゃだめ、と怒られてしまいしかたなく出席しているからだろう（だったら自分はいいのか？　と思わなくもないのだが）。

　本当は、恕宇もこんなところにいるのをやめてとっとと帰りたいのだろう。

　好きな人のところへ。

　自分と同じで。

　そう、綾は欠席している。

　昨日きのうの自分と同じ立場になっている。

　違うのは、わたしは勝利するということ。

　綾は失敗してしまったが、わたしは絶対失敗しない。そもそも失敗する要素がない。自分は小こ賢ざかしい誘惑など行わずただ命令するだけであり、コウはそれに逆さからえないのだから。

　失敗のしようがない。

　そのことを理解しているであろう綾は、やっぱり昨日の自分のように、家のベッドで悶もん々もんと悩んでいるのだろうか。昨日失敗したことを、悔やみ苦しんでいるのか。

　……悪く思わないでね、綾。わたしはちゃんと、あなたにもチャンスを与えたのだから。

　そうだ、わたしのほうが間違いなく、条件的に不利だった。そして勝ち得たチャンスなのだ。だからわたしはためらわないし、悪いとも思わない。堂どう々どうと勝利のための命令を出す。恥じることなく。

　──そう、恥じることなど何もない。

　昨夜ゆうべ、今日きようのための草そう稿こうを上げ、再びコウと綾あやのことを考える余裕ができたときには、イハナは不安でいっぱいだった。もしかして、自分は男性の発情状態というものを甘くみていたのではないか？　綾がたとえ不自然な態度や迷いを見せていたとしても、いつものコウならともかくもいまの発情しているコウでは綾の態度など関係なく襲おそいかかってしまうかも？　何しろあの小鳥遊たかなしを襲っていたほどなのだから。自制できなくてもしかたがない。もしもそうなっていたら、わたしの負けということに──

　それだけに、綾が失敗したことを聞いたときには歓かん喜きした。

　自分らしくもなく、横で同じように喜びに身を震ふるわせていた恕じよ宇うと抱き合ってしまったほど。いちおう無表情は通したが、本当に自分らしくなかった。ちなみに、恕宇とイハナは長い付き合いではあるのだがお互い相手に対して一いつ線せんを引いているところがあって、そのため抱き合って喜んだあとちょっと微妙な雰囲気になったのだが、それはともかく、恕宇には感かん謝しやしなければならないだろうとイハナは感謝とともにうなずく。きっと恕宇がうまくやってくれたのだろう、どうにかして、綾の心に自分がやることへの疑念を与えられたのだ。だからこそ、綾は迷い失敗してしまったのだろう。詳しい話は聞いていないが。

（「……しかし私の見たところ、先せん輩ぱいはまったく迷っていないようだったが？」）

　恕宇の言葉を思い出し、目をつぶって頭から締しめ出す。

　恕宇が気づかなかっただけ。──とにかく綾は失敗したのだ。

　いまは余計な情報は要いらない。理由など、終わったあとで聞けばいい。

　大事なのは、勝利を決定すること。

　この三日間の綾との賭かけの、イハナの唯一の勝算、それは、……綾は考えなければならないが、自分は考えなくていい、ということだった。

　綾は、もちろん本当にコウを好きなのだろうが、結局はコウの目的を止めるため『イブ』になろうとしている。だからこそよく考えなければならず、どんなかたちであれそこに疑問が生じれば当然その行動も鈍にぶり、迷いが現れる。プレッシャーにもなるだろうし、それらもろもろを表情に出してしまえばきっと聡さといコウのこと、誘惑が失敗する確かく率りつも高くなるだろう。

　しかしイハナは、違う。

　こういってしまえば身もふたもないが、コウに抱かれることそれ自体がイハナの目的なのだから。極きよく論ろんすれば『イブ』も《知恵の実》もどうでもいい。考える必要がない。確たしかに、コウの望む《知恵の実》を生み出せなかったときのコウの反応は少し怖いし、生み出せたことに付ふ随ずいする結果はさらに問題だが、それすらもいまは瑣さ末まつなこと。

　大事なのは自分の気持ち。

　冬ふゆ月つき日ひ奈なや世界のことをおもんぱかった綾とは違う。

　もちろん、綾の『それ』が悪いとはいわない。むしろ立派だと思う。

　それでも間違いなく『それ』が、付けこめる弱みになってしまったのは確か。

　わたしは違う。迷わない。コウのことが、好きだから。ただそれだけでいいから。

　大事なのは、この勝利を確かく実じつに、決定的なものにすること。『イブ』やらなんやらはどうでもいい。コウの『特別』になれればいい。

　冬ふゆ月つき日ひ奈なが生き返っても失われない『関係』を──

（……でも、たぶんまだ綾あやも、あきらめてはいないだろうけど……）

　眼前から、生徒たちが動揺する雰囲気が伝わってきた。

　生徒会長が説明している。菜な々な那なが出した提案を。

　立候補者が赤組、白組に分かれ、投票者は自分が投票したほうのチームに入り、それぞれのチームリーダーのために競きよう技ぎを争う。生徒会長の決定を紅白対決の結果に委ゆだねるか、それとも純粋により多くの得票（チームメンバー）を得たほうにするかは未定。行う場合の実行予定日は、来週の、金きん曜よう日び。そのため準備期間があまりなく、ゆえに立候補者は現在二名が名乗りを上げているが、自じ薦せん他薦のある生徒は明日あした中に申し出てほしい。急な話に生徒たちから戸と惑まどいが伝わってくるが、イハナにはいまいち読みきれない。それが好意的なものなのか、否定的なものなのか。

　生徒会長の説明は続く。

　これから、すでに決定している二名の立候補者が所信表明を行う。その後アンケートを取る。アンケートは、①この合同企画を行うことに賛さん成せいか、反対か。②賛成である場合、現時点ではどちらに投票するつもりか。③またその場合、Ａ．紅白両組による競技対決の結果で生徒会長を任命するか、それとも、Ｂ．常じよう識しき的てきによりチームメンバーを集められたほうのチームリーダーを生徒会長とするか、そのどちらが望ましいと思うか選択して記入、の三項目。

　なお、かなり急なスケジュールで行わなければならないため全校一致の協力態勢が必要であり、よって反対者が全校生徒の一割以上だった場合この提案は却下され、体育祭は中止となり通常の生徒会選挙だけがスケジュール通りに行われることになる。

　盛り上がりを見せた校庭の雰囲気に、イハナは心の中でため息をつく。

　どうやら、反対者はあまり出なさそうだ。やはり《グレイテストオリオン》の影えい響きようだろうか。もしその影響がなかったら、結果はどうなっていただろう？

　生徒会長の説明が終わり、立候補者の簡かん単たんな紹介がなされる。

　名前を呼ばれてイハナはゆっくり立ち上がり、軽く礼をする。拍手。

　イハナの次は、朝あさ比ひ奈な菜々那。

　まだ一年生だが何しろ目を見張るような赤毛の彼女は、みークル部長となったこともあってすでに校内で知らないものはないほど有名だ。もしかして、とイハナは思う。朝比奈菜々那はすでに自分よりも人望を集めているかもしれないと。

　もっとも、自分より人望のない人間を捜すほうが難むずかしいかもしれないが。

　小鳥遊たかなしほど美人でもなく、サクラのようなカリスマもなく、常に能面のような顔をしていて感情を表に表さない、かわいげのない女、それが舞まい原ばるイハナの評判だろう。そう自分でも自覚している。確たしかに自分にはかわいげがない。何しろ今夜、好きな男の腕の中で初はつ体たい験けんを迎える予定だというのに、不安を感じるでもなくむしろ喜び勝かち誇ほこっているのだから。まったくもってかわいくない。でもいいのだそんなこと（……少なくともコウは、たとえからかうためであっても、かわいいといってくれることあるし）。

　確たしかに、自分には人望がない。

　その代わり、力で人を動かすすべを知っている。

　再び菜な々な那なの名前が呼ばれ、菜々那が演えん壇だんに歩いていく。

　所信表明は菜々那が先。わざとイハナが順番を譲ゆずった。

　演壇に上がりセットされたマイクに向かう前、こちらを向いて笑いかけてきた菜々那に、イハナもうなずいて返す。……ずいぶんと余裕ですね、朝あさ比ひ奈な。でもあいにくと、わたしも負ける気はありません。何しろわたしは賭かけに勝ち、試練を乗り越えたのだから。いまのわたしは絶ぜつ好こう調ちよう、だれにも負けるつもりはない。あなたがどういうスピーチをしようとも、それ以上のものをしてみせる。ディベートはそれなりに経けい験けんしているし、ましてや自分は舞まい原ばる家けの次期跡取りなのだ。年下の子供に負けるつもりはない。

　わたしは試練に打ち勝った、舞原イハナ、なのだから。

　さぁ、どんな所信表明を行うか。自身の目標で攻めてくるか。学校の変革を軸じくにするか。現状の不満を取り上げるか。会長を目指す決意を前面に出すか──そのどれであろうとも、対応し崩す自信はある。だからイハナは菜々那を先にした。演説はまぎれもなく力であり、このスピーチで舞原家の娘と一生徒の力の差を見せつけて、それに加えてさりげなく菜々那に投票しようとする者を脅おどしつけてやれば、すべて、とはいわないまでも票の八割はこちらに取れるだろう。それだけ差がつけば、菜々那も現実というやつを納得するだろう。対決なんてものではなくて穏おん便びんに、普通の体育祭を行えるはず。自分が生徒会長になって。いったい、菜々那がなんの目的で立候補してきたかは知らないが──

　演壇に上がり、机き上じようのマイクを引き寄せて、朝比奈菜々那が口を開いた。

「あ・あー。どうも、ただいま紹介されました、ボクが朝比奈菜々那です。よろしく」

　拍手。

　よく通る声は歌を歌うのが好きだからだろう。無理なく腹から出ている声は聞いていて安心できて魅み力りよく的てき。それは立派な武器だろう。だが果たして、弁べん舌ぜつのほうはどうか。

「どうも。みなさんありがとう。日本語は得意なつもりですけど、まだ怪しいところもあるので、がんばりますからどうぞオオメに見てください。では、ええと、所信表明を、します。

　まずみなさんに、いっておかなければならないことがあります。

　ボクは、この学校のために立候補するわけではありません」

　──それは。

　いろいろなパターンを推測していたイハナも、さすがに予想できない出だしだった。







　　　　◆







　子供声、というほど高音ではない、しかしどこか幼さを感じさせる声で菜な々な那なは語りだす。

「……イタリアに住んでいたころ、父のアトリエはサロンになっていて、サロン、というのはようするに遊び場みたいなもので、ボクはそこでたくさんの友だちができました。その中に変わった神父さんがいて、いつか、とてもうれしくなるようなことをいってくれました。それは、ボクがいわれた言葉の中でも、特別うれしい言葉でした。

　神父さんは、ボクを見てこういったのです。

　ボクを見ていると、ワクワクしてくる、って。

　ボクはどこにでもいけ、なんにでもなれる。ボクのまえには無限の未来があり、無限の可能性があり、だからボクを見ているだけでワクワクしてくるのだと。ボクは、とてもうれしくなりました。そうです。朝起きたとき、目覚めがよければ楽しくなります。空が快晴で空気がとても気持ちがいいとき、世界のすべてがボクを祝福しているような気がします。会う人みんなにやさしくしてあげたいような気分の日、ボクは思います。ボクはどこにでも自由にいけて、なんにでも自由になれる。ボクには無限の可能性があり、願ねがうならきっとお姫ひめさまにもなれて、でもその逆の王子さまにもなれるんだと。ボクはまだ何もはじまっていないけど、だからこそ、ボクはどこまでいけるのだろう、どこまでやれるのだろうと思うのです。

　でも、本当のボクは、いったいどこまでいけるのでしょうか。

　いったいなんになれるのでしょうか。

　本当のボクを知るためには、実際に、試してみるしかありません。

　だからボクは、困ったことに、試してみたくなるんです。自分がどこまでいけるのか、自分がどこまでやれるのか。とても手の届きそうにない、大きな壁かべを見つけると、逆にワクワクしてきます。ボクはこの大きな壁を相手に、いったい何ができるだろう。いったいどこまでいけるのだろう、と。

　そしていま、ボクの目の前に、舞まい原ばる家けというとても大きな『壁』があります」

　しん、と静まり返った中に、赤毛の少女の声だけが凜りんとして響ひびく。

　だれも声を出さず、音を立てず、ただただ少女の言葉に聞き入っている。

「別に舞原家がきらいなわけじゃありません。きらいじゃないし、ボクはイハナのおねえさん。大好きです。色が白くてクロカミがキレイで、想像していた純日本人、って感じで、憧あこがれの人です。

　……だけど、この土地に、この学校にいればいるほどわかります。

　舞まい原ばる家けは、大きいって。

　それはとっても大きな壁かべで、だからとっても挑みがいがあって。……迷惑な話だろうと思います。でもボクは、ワクワクしちゃうんです。この大きな壁を相手に、ボクはどこまでいけるだろう、いったいどれだけやれるだろうと、試してみたくなるんです。

　でもだからって、ただケンカを売るのはダメですよね？　そんなの、ヒキョウで、とにかくダメです。ただでさえボクのは迷惑な考えだから、ルールを破っちゃいけません。

　だから、これはチャンスだと思いました。

　運動会、というきちんとした形で、舞原家に、あの大きな壁に挑めるチャンス。

　そして。

　試せるのは、いまだけです。

　大人おとなになると、いろいろなしがらみができてしまうと神父さんはいいました。そのせいで、気がつくと、試したくても試せなくなり、どこにでもいけるはずだった、なんにでもなれるはずだった無限の可能性はなんにでもなれるはずのまま、使われることなくしまわれて、あとはボクみたいな子供を見てワクワクするしかないのだと。『その気になったら』『本気になったら』そうつぶやいて、でもそれはその言葉にされただけで何も残さず埋もれていく。

　その気になるのも、本気になるのも、『いま』しかない。

　だからボクは、いま、舞まい原ばる家けに挑んでみたい。挑めなくなってしまうまえに。

　この絶好のチャンスを、逃したくないと思います。

　──みなさんは、どうでしょう？

　考えたことはありませんか？　自分はどこまでやれるのか。自分に何ができるのか。本気にさえなればやれるのだと、その気になればできるのだと、そうつぶやいてそれで終わってしまうまえに、試してみたいと思いませんか？

　いまのボクには、スローガンとか、学校に対する目標とかはありません。みなさんに約束できるものはただ、ひとつだけ。

　舞原家に挑んだという、思い出だけです。

　それも、ただの運動会。勝利を確かく約やくできるわけでもありません。

　……それでも、思い出だけは残ります。『その気になったら』でも『本気になったら』でもない、みなさんが、『その気』になって『本気』になった思い出が──

　──目のまえに、大きな壁かべがあります。

　それはとても大きな壁で、見るだけでしり込ごみしてしまうかもしれません。ひとりでは、見ようという気さえ起きないかもしれません。ボクだって、さすがにひとりは怖いです。

　でもだからこそ。それだけ大きな壁だからこそ、自分だけでは動けないからこそ──

　ボクはあなたを誘います。あなたのドアをノックします。

　こんなチャンスは二度とない、と」

　すぅ、と大きく深呼吸して。朝あさ比ひ奈な菜な々な那なは声を上げた。

「ボクと一いつ緒しよに、大きな壁に、舞原家に、挑みましょう！」
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　　　　◆







　──少しずつ。

　一年生の列からはじまり、全体に広がっていく。拍手の嵐あらし。

　イハナはそれをぼんやりと、聞いていた。

　はつらつとした菜々那の声は、耳に心ここ地ちよかった。

　気がつくと、手には汗。ぎゅっとこぶしを握っている。いつの間にか。

　生徒会長が拍手をやめさせ、そしてイハナは自分の名前が呼ばれたのを聞き、半分自動的に、演えん壇だんへと向かった。

　途中、戻ってきた菜々那と視し線せんが合い、笑いかけられる。

　無む邪じや気きな、子供のような笑え顔がお。

　イハナはそのまま通り過ぎ、壇だんに立ち、マイクを見つめた。

「……おはようございます。二年の……先ほど紹介に預かりました、……舞まい原ばる依い花はなです」

　かろうじて、それだけ搾しぼり出す。力のない声だったが、それでも拍手はもらえた。

　──だが──

（いったい何をいえばいい？）

　菜な々な那なの言葉の、どこに反はん論ろんすればいい？

　何かをしたい、変えたい、直したい、というのなら、それについて言及できる。反論し、穴を見つけ、考えの足りないことを指摘できる。論理的なテーマであるなら、同じく論理で切り返せる。……が、菜々那はただ、いっただけだ。迷惑かもしれないけれど、大きな壁かべに挑みたい、と。ただの感情、口に出された時点ですでに自己完結していて議論を寄せつけないように思えるそれを、いったいどうやって、崩す？　……そんな感情ばかげている、と笑うか？

　いや、違う。ここですべきは攻こう撃げきではなく、何か、より魅み力りよく的てきな何か、の提案を。

　それが無理なら、もう強引に、脅おどしすかして、いくか──いや違う、ちゃんと崩す方法はある。いくらでもある。あるはずだ、考えさえすれば、ただ──

　挨あい拶さつ後の、しばしの沈ちん黙もくののち、イハナはようやく、口を開いた。

「……いまの、朝あさ比ひ奈なさんのスピーチを聞いて、……とても残念に思いました。……ええ、残念です。……とても……

　……わたしが、……対立候補がとても大きな壁だから、それに挑みたいから、立候補した。そんなことが、許されていいのでしょうか。ひとつの学校の生徒会長を、そんな理由で選んでいいものでしょうか。……そんな、理由で、……残念、です。……とても……とても……」

　言葉が、続かない。

　考えろ。何かあるはずだ。きっと何かあるはずだ。菜々那の幼稚な言葉を、封じこめられる何かが。──イハナは泣きそうになっている自分に気づき、笑う。……何をバカなことを。封じる？　ディベートで大事なのは、相手の論を封じることではない。聴ちよう衆しゆうを、どれだけ味方につけられるか。どれだけ共感を呼べるか。大事なのはそこだ。非論理的であろうとムチャクチャであろうと、聴衆の支持を取りつけられればそこで勝負は決する。

　──言葉が、出ない。

　昨日きのうあれだけ考えたのに。朝はあれほど、勝利を感じていたのに。

　口を開いて、閉じる。聴衆も何事かと不ふ審しんに思っているだろう。

　考えれば、反論の方法はあるはずなのだ。それでも。

　──言葉が、出ようとしないのは。

　朝比奈菜々那の言葉に、身体からだが震ふるえてしまったから。

　ただ大きいというだけで挑んでみたいと思う気持ちに、自分を試してみたいと願ねがう気持ちに、全身が震えてしまったから。共感してしまったから。言葉に共感してしまったら、まるで自分の気持ちを言い表されているような気分になってしまったら、どうしてそれに反はん論ろんできる？　自分の思う気持ちを、こうありたいと願ねがう気持ちを、どうして自分が否定できる？

　もちろん、これがディベートなら、自分の本ほん音ねと論ろん議ぎの立場は関係ない。

　だがこれは、所信表明、自分の心を表すもの。

　だからこそ、言葉が出ない。菜な々な那なの言葉に共感してしまったから。だがそれを認めることは、敵の言葉に共感してしまうことは、自身の敗北でしかないから──いや違う、もう敗北してしまった。どういいわけしようとも、理論武装を重ねようとも、敗北感を覚えてしまった、その事実は決して消えない。変わらない。だから。言葉が出ない。かすかにも。

　──動けない──




「……ハナちゃん！　がんばれ！」




　……イハナはのろのろと、顔を上げた。

　コウが手を振っているのが見える。

　関せき谷やも何か叫んでいる。

　ところどころから、何か声が上がっている。それをぼんやり耳にしつつ、イハナはすっと息を吸い、いま、自分はどんな顔をしているのだろうと思う。コウを心配させてしまうなんて。

　そう、コウは心配してくれる。

　あのひとは、わたしを普通の女の子のように見ているから。姫ひめであることを受け入れつつも、自然に。対等な立場にいるものとして。たまに、じゃない。いつも。いつでも。本当に失礼な、ことに。

　──なぜだろう。力が一気に、抜けて──

「……本当に、残念です」

　イハナは意い識しきして微笑ほほえみをつくり、全校生徒の集まっている校庭を、見渡した。

「……ええ。本当に、残念です。……できればわたしこそ、朝あさ比ひ奈なさんのノックに応こたえたかった。わたしに何ができるのか、わたしはどこまでいけるのか、わたしは……わたしは舞まい原ばるの娘でなかったら、いったい何になれたのか、何にでも、なれたのか、いったいどこまでいけたのか、いつか試してみたかった──

　でもあいにくとわたしは舞原の娘であり、おまけに対立候補ですから、本当に残念ながら、彼女のノックに応えるわけにもいきません」

　ちょっとした笑い声があがって、イハナはリラックスできる。

　そうだ。別に負けたからってなんてことない。だったら素直に負けておこう。最後の最後に勝てばいい。それは冬ふゆ月つき日ひ奈なから学んだ大事な教訓。

「……問題があるとするなら、……わたしはあくまで舞原の娘であって、舞原家そのものではないということでしょう。さらに、戦うとはいっても競きよう技ぎは運動会。朝あさ比ひ奈なさんがいうほど大きな壁かべに、運動の苦にが手てなわたしが果たしてなれるかどうか？　……でも、せっかくそういってもらえたのですから、わたしもがんばって壁を務めてみるつもりです。

　……ですからみなさん。難むずかしく考えないでください。

　これは、中止になった体育祭の代わりに何かを楽しもう、そういう提案です。だから、学校とか、生徒会長とか、複雑に考えることはありません。みなさんが応援したいと思うほうにつき、力を合わせてがんばれば、それは自然と次代の生徒会の礎いしずえとなることでしょうから。ですからみなさん、難しく悩まず、応援したいほうに投票してください。朝比奈さんについて応援するもよし、舞原家に挑んでみるもよし、大きな壁に対して何ができるが試してみるのもいいでしょう。……だれかひとりくらいはわたしのことも、忘れないでいてもらえると、とてもうれしいのですけれど」

「──おれは姫ひめさまの味方につくぞ！」

「……ああ、ありがとうございます。ちょっと安心できました」

　二年の列──具体的には関せき谷や倫りん太た郎ろうののど──から上がった声に、イハナは自分でも信じられないほど愛あい想そよく答え、会え釈しやくし、続ける。

「とにかくそういうことですから。みなさん。どうかよろしくお願ねがいします。力を貸してください。ともに力を合わせて、きっとこのイベントを実現、成功させましょう」

　お辞じ儀ぎと同時に湧わき上がる拍手を、イハナは表面穏おだやかに、しかし内心歯を食いしばりながら、聞く。

　負けを認めて相手に追つい随ずいしたことで、少しは盛り返せたようだ。

　その判断に間違いはない。この大きな拍手がそれを証明している。

　──でも──







　　　　◆







　元の場所に戻って笑う菜な々な那なに会釈し、イハナは隣となりに座った。

　これからの予定を説明する生徒会長の声を左から右に流して、目をつぶる。

　……そうだ、こんなのただのスピーチだ、何を気にすることもない。

　大事なのは本番であり、さらにいうならその本番すら大事ではない。たかが変形体育祭だ。一学校の会長の座だ。もちろんプライドに懸かけて負ける気はないが、そもそもそのどれらの勝利も自分には大した意味はない。自分にとって大事なことは──だいたい、今日きようの自分は勝者なのだ。本当に大事な戦いの。

　だからこんなの、気にする必要はどこにもない──

　心からそう思っていても。それは決して強がりではないと確かく信しんしても。

　心の中に立ちこめたもやは、イハナがどれほどいい聞かせても、なぜだろう、消えようとはしなかった。













　　　　◆







「……あれも、葉は切ぎり先せん輩ぱいのためなのか？」

「さぁ。あたしにだってわからないよ。そもそも葉切先輩はああだから、何をしようとしているのかあたしたちに教えてくれないし。ナナちゃん勢いで突っ走るヒトだし」

　全校集会から教室へと戻る途中、引き止められ、階段の下に連れこまれて、木きの下した水すい彩さいはため息をつきながら土と岐き梓あずさ弓ゆみの質問に答えた。

　ちなみに梓弓は、唇の横に絆ばん創そう膏こうを貼はっている。

　昨日きのうの放ほう課か後ごの件で、ミス同の部長に裏切っていないなら証あかしを立てろと殴られたらしい。その理屈もよくわからないが、自分たちのせいでもあるので水彩が謝あやまろうとしたら、梓弓は憤ふん慨がいして否定した。これはおまえらのせいじゃなく、おれが下へ手たを打ったんだから謝るな、と。葉切先輩といい、こいつといい、水彩にはどうも思考の道筋がよくわからない。なんでそうなる？　男ってみんなこうなのか。それともこの二人が特別なのか。

　もういい？　と歩いていこうとする腕を取られ、梓弓に引き止められる。

「待て待て。……おまえら本当に、……朝あさ比ひ奈なも葉は切ぎり先せん輩ぱいも、舞まい原ばる家けに勝てる気でいるのか？」

「まさか。違うって。体育祭ぐらいならともかく、できれば舞原家とケンカなんてしたくないよ。当たり前でしょ？　……まぁ、そうもいってられなさそうなのは、事実なんだけど」

「……」

「……そっちこそ、その、だいじょうぶ？　ミス同の……」

　梓あずさ弓ゆみは、は！　と首を振って吐き捨てた。

「ああ。そっちはぜんぜんだいじょうぶ。だいたいあいつら口ばっかりで、みークルと本気で戦うつもりはないんだぜ？　このまま脅おどしてダメなら結局あきらめる。適当な理由をつけてな。朝比奈の言葉を借りるなら、『その気になれば』『本気になれば』の口ばっかり。最低だよ、あいつらは。あいつらこそ、……賭かけるか？　あいつら今日きようの投票間違いなく、舞原家のほうに入れるだろうよ。そうしたいってわけじゃなくって、舞原家を怖がって、な」

「……」

「そういえば、朝比奈の演説、けっこう好評だったみたいだけど、実際のところはどうなんだ？　チーム分け。なんだかんだいってもかなり苦しいんじゃないか？　やっぱ舞原家怖いし」

「どうだろ。楽らつ観かん視しはしてないけどね。……気になるなら、今日の放ほう課か後ご生徒会室にくる？　みークルと生徒会でアンケートの集計やるから。手て伝つだってくれるならアンケートの結果、見られるけど」

「いや、それは、……ええと」

　なぜかためらい、しかし何かいいたげな梓弓に、水すい彩さいは問いたださず待った。

　梓弓はミス同だから、そう簡かん単たんにみークルと仲良くできないのだろう。本当なら、みークルの自分とこうして話しているのも問題なのかもしれないし。

　梓弓はしばらく迷っていたが。顔を上げた。

　なぜか、まったく想定外の方向から話をはじめる。

「……知っているよな。おれたちは、……あの事件のことをどんどん忘れていっている」

「……え？　ああ、うん」

「ああそうだ。端末だったおれたちはもちろん、吸血鬼化してなかった人間たちまで、……みんな忘れたがっている。そうだろ？　だれも話題に載せようとしない。まるでなかったことみたいに。……ま、当然だよな。同じ人間の血を吸っていたことも、家族や友だちにえさかなんかのように扱われたことも、どちらも忘れたい思い出だ」

「……人間たち、て」

「……おまえは、どうだ？　おまえもやっぱり忘れたいか？」

「それは、一昨日おとといのが答えになると思うんだけど？」

　突とつ如じよ恥ずかしさを覚え、水彩は梓弓から視し線せんをそらし、それでも答えた。

「……憎んだり、好きになったり、……つらいこともあったけど、楽しいことだって、あったから。……そして、犠ぎ牲せいになった人もいる。だからあたしは、……忘れることを責めるつもりはないけれど、──あたし自身は、あの事件、よかったことも、悪かったことも、絶対に、忘れない」

「……そうか」

　それで、と水すい彩さいはたずねかえす。

「……それで？　あなたは？　あなたはいったいどうしたいの？」

「……おれ？」

「そういうことを聞きたいんじゃないの？　ま、とにかく。何を悩んでいるのかしらないけれど、迷っているなら原点に戻って考えてみたら？」

「……原点？」

「よくわからないけど、それが可能なのかとか、そうしてもいいのか、とか、ほかのことは考えないで、──忘れたいのか、忘れたくないのか。ただそれだけを」

　そうだ、と水彩は、押おし黙だまった梓あずさ弓ゆみを見て、思う。

　菜な々な那なが何を考えて、こんなことをはじめたのかはわからない。

　洋よう平へいの援えん護ごのつもりなのか、単純に運動会がしたかったのか。おもしろそうだと思っただけなのかもしれない。が、たとえ動どう機きがなんにしろ、菜々那はやりたくてやっている。そして、自分がやりたいことをわかっている。勝ち目がどうとか、メリットとか、他人の評価などではなく、やりたい、という気持ちを。

　もちろん、結果とか、実利とか、実現できるか──そういうものだって重要だ。

　だがそれと同じくらいに、動機、というのは重要なのだ。もしかして、何よりも。結果を出せなければモチベーションは保ち続けられないだろうが、モチベーションそのものがなければ結果を出せるはずもないから。

　勝算なんて考えていたら、きっと見失うことがある。

　結果は確たしかに大事だけれど、それをただ恐れるだけでは、何もできずに終わってしまう。

「ナナちゃんみたいに、ただ挑みたいから、ってだけで挑んでも別にいいと思う。勝ち目とか、なくても。……結局無理で、あきらめることになるんだとしても。……そういうのが、きっと後に続くんだと思う。うまくいえないんだけど……」

　沈ちん黙もく。

　梓弓はしばらく水彩を見つめていたが、やおら、噴ふき出した。

「何よ」

「……いや。助言はありがたいけどさ。おれは別に、忘れるか忘れないかで迷ったりなんかしてないぞ？　ちゃんと決めてある」

「……ああ、そう。それは、余計なお世話、だったわね」

　いきなり顔が熱あつくなる。……何よ、同じ事件にかかわっていた者としてちょっと心配してたのに、……だったら紛まぎらわしい質問なんかしないでよね？　長々と話していたことが恥ずかしくなって、水すい彩さいはつっけんどんに言葉を切ると、背を向けた。

「じゃ、じゃあ、そろそろあたしはいくから。それじゃ」

「あ、ちょ、ちょっと、待てって」

「……何よ。まだ何か用？」

「そういう態度をされると、非常に切り出しにくいんだけど……」

　言葉の通り、梓あずさ弓ゆみはためらう様よう子すを見せていたが、やがて。

　何かがふっきれたようにうなずき、いった。

「──ああ。もういいや。決めた。投票の結果が出てからどうするか決めるっていうのはなんか、ひよったみたいでかっこ悪いし。いま、決めた。

　おれも葉は切ぎり先せん輩ぱいに、協力するから、……伝えといて？」

「……え？」

　驚おどろいて、水彩は梓弓を見る。

　どうしていきなり？　……いまの話はこのことと関係なさそうだから、……じゃあ、ミス同の部長に殴られたから？　それともナナちゃんのスピーチが効いた？　思わずたずねたくなる。そして忠告したくなる。正直、やばくなる可能性はかなり高いから、やめておいたほうがいいよ？　あなたの情報が、本当にいるのかどうかもわかってないし。

　これは決して遊びじゃないから。

　が、言葉は出なかった。

　梓弓は照れたように、口もとの絆ばん創そう膏こうをいじっている。

　一昨日おとといの朝の話から考えれば、梓弓は、デメリットもじゅうぶん承知しているだろう。そして、こちらに借りがあるわけでもない。だからこそ、水彩は梓弓に話を持っていくことにしたわけで、そう、メリットがないのに、危険かもしれないのに、それでも協力してくれるというのなら、つまり、きっと、これはもう、──梓弓にとっても必要な『自分のためのこと』なのだ。自分や菜な々な那なと同じように。たとえメリットがなくても、そうする理由があるのだろう。

　やりたいからやる、ただそれだけ。ほかに理由はいらない。

　きっと葉切先輩が求めているのはそういう力。いうなれば、運命が引き合わせるような。

　だから水彩は理由を聞かず、ただうなずいて、手を差し出す。

　みークルの副部長として、いうべきことを告げながら。

「……だったら、ようこそみークルへ。……ってことでいいのかな？」

「へ？　……いやそれは、いくらなんでも……おれミス同だぜ？」

「だいじょうぶだって。みークルは掛け持ちも認めているから。ミス同を続けたままでも平気。葉切先輩もボクシング部だし。土と岐きくんも、あんまり好きじゃないんでしょ？　ミス同。……まぁ、どうしても、っていうなら無理にとはいわないけれど。でもいろいろ便利だよ？」

　みークルの仲間は、みークル一同で。守る。それがみークルの不ふ文ぶん律りつ。

「……天下のみークルなんだろ？　おまえが勝手に決めていいのか？」

「……ダメだったら、ごめん。許して」

　梓あずさ弓ゆみはまた、しばらく迷っていた。

　が。今度は先刻より早く、笑って水すい彩さいの手を取った。

　暖かい手のひらの感触に、水彩は男の子と握手していることに気づいて恥ずかしくなり、なるべく自然に、でもできるだけ早く手を放すと、微笑ほほえんだ。

「じゃあ、これからよろしくね？　土と岐きくん」

「──あ、いちおう、仮入部、ってことでよろしくな？」

「はいはい。じゃあ、二人には連絡しておくから、先に教室帰っていて」

「へいへい。さっそく副部長風を吹かせるか──」







　　　　◆







　かつての『ザ・ワン』端末にして第二人格、土岐梓弓は、こうしてみークルに入部した。







　　　　２．







　コウがイハナに呼び出されたのは、その日の夜遅く、十一時半を回ったころだった。

　正しくは、朝メールが来て、放ほう課か後ご舞まい原ばる家けに来るよう通達され、コウは帰りぎわ、洋よう平へいとサッカーのＰＫ対決をして当然のごとく勝ったあと（次はバスケだ！　と洋平は叫んだが、コウはいやじゃあ！　とわめいて返した）、その足で直接舞原家をおとずれた。そして夕飯をいただいた。食卓には妹──のふりをしている悪あく魔ま──とハエ──の姿をした魔王──が姿を見せたが、しかしイハナは現れなかった。夕食後、コウはＢＯＳＳを連れて散歩がてら、アトリを父の家まで送り、再び舞原家に戻った。その後、みんと今後の住居のことで相そう談だんし、すすめられるままに入浴。まぁ、舞原家でお風ふ呂ろを借りるのは別にはじめてではない。コウは、なんとなく、別に何かを期待していたわけではないが、本当に、なんとなく、身体からだをきれいに洗った。全身を二回洗いなおしたし、気になって三回洗った部分もあるが、別に深い意味はない。本当に。入浴を終えパリッとした寝巻きに着替えてまったりとして、それでもイハナは姿を見せようとはしなかった。

　十時をまわってようやく、コウは、これは何かがおかしい、と思った。

　何よりも、みんが何もいってこない。

　イハナの健康管理も行っているメイド長、みんは、イハナが夜よ更ふかしすることにうるさい。コウの都合で夜更かしさせてしまうようなときは、やれお肌が荒れるとかかれ黒髪は手入れが大変だとかぷりぷりぷりぷり怒りながらくどくどくどくどコウに愚ぐ痴ちをいいにくる。そのしつこさったら、たまに夢のなかにまで追っかけてくるほどで。

　それが、今日きようはない。

　もう十時を過ぎているのに。いつもならこの時間を過ぎてしまえば文句をいいにやってくるのに。

　気がつくと、舞まい原ばるの屋や敷しきの中は、しん、と静まり返っていた。

　あれほど猛たけり狂っていた己おのが不ふ肖しようの暴あばれん坊ぼうも、何を感じ取ったのか、ここ最近ないぐらいに、水をかけてもここまではならなかった（以前試した）、というほどに縮ちぢこまってしまっている。

　……いったい何が、起きている？

　ここ最近、小鳥遊たかなしや先せん輩ぱいがおかしかったことに関係しているのか？

　まず、イハナの身に何かあったのか、と思ったが、すぐに、それはない、と否定する。イハナの身に何か起きたなら待たせることなくコウに連絡が来るだろうし、いまは外国に出かけているサクラも呼び帰されるはずだし、それなら屋敷内はパニックになるぐらい騒さわがしくなっているはずだろう。

　ならばやはり、原因は朝のスピーチか。ちょっと考えられないことだが。

　遠目にも、菜な々な那なの所信表明にイハナが衝しよう撃げきを受けていたのはわかった。何しろあのイハナが、壇だん上じようで言葉を出せなくなったのだ。原因は、菜々那のスピーチに共鳴してしまったからだろう。そして、反撃できなかったからだろう。

　イハナは、お嬢じようさまらしくプライドが高い。負けを気にする。

　しかも討とう論ろんの類たぐいはイハナの得意分野でもある。

　自分のテリトリーで敗北してしまったのだから、受けたダメージは途方もないものだったろう。こちらが声をかけたそのあとはなんとか復帰したようだったが、やはりダメージは大きかったか。もしかして、放ほう課か後ご集計したというアンケートの結果も悪かったのかもしれない。それで落ちこんでしまって、その雰囲気が屋敷内に伝染してしまっているのか。正直、いくらショックを受けたとはいえイハナがそれほど内心を外に伝えたりするとは思えないが、決してないとはいい切れない。

　だったら自分はどうするべきか。

　決まっている。下へ手たな慰なぐさめなど逆効果。ここはいつもの自分に徹てつすべき。しかもいつもの自分はもともとギャグ系、お笑いキャラ。こういうときこそ効果的。最近は、むしろいつもの自分を保つほうが難むずかしいのだけれどもさいわいいまは相あい棒ぼうもおとなしくしてくれているし。

　と、いうわけで、コウは下へ手たに騒さわがず待つことにした。いつもどおり、いつもどおりに。

　それでもさすがに、時と計けいの針が一回り半したときには心配になってきていたが、十一時半を回るころ、ようやくイハナからの呼び出しが来た。自分の部へ屋やに来てほしい、と。

　コウは少しだけ驚おどろいた。

　イハナと舞まい原ばる家けで会うときは、たいていの場合『とある部屋』と決まっていたから。







　　　　◆







　はじめて入ったイハナの寝室は驚くほど簡かん素そ、女の子らしいものはほとんどなかった。

　基本は和風、しかしベッドが置いてあり、昔風のデスクと木製のチェストがある。変なデザインの椅い子すに、コウは、きっと人間工学にもとづいた有名デザイナーのものだろう、などと思う。部屋に入ってようやく、イハナどころか女の子の寝室に入ること自体はじめてなのに気づいて下半身がぴくりとしたが、雰囲気に気け圧おされているのかそれ以上の反応はない。

　イハナはベッドに腰掛けていた。

　わきに小さなテーブルがあり、その上には水差しとコップ、そして時計が置かれている。

　時計には、見覚えがあった。

　コウがちょっとした気まぐれでプレゼントした、部屋にそぐわない安物。

　目覚まし時計を買いにいったときに見つけて、入っている曲を気に入り購こう入にゆうし、イハナと綾あやに差し上げた。あとジィ・ニーにも。日ごろの感かん謝しやの気持ちというか、ちょっとした思いつきというか、つまりそれだけ安かったのだが。

「……ハナちゃん？」

　イハナはゆっくり、顔を上げ、コウを見てかすかにうなずいた。

　無表情の顔からではその内心は、コウにもはかりしれない。

「すいません。ずいぶんお待たせしましたね。……コウ。座ってください」

　コウは周囲を見渡して、座ざ布ぶ団とんを見つけてそれを敷しき、胡坐あぐらをかいた。

「……ええと。ハナちゃん」

「昨日きのうは、どうでしたか？」

　いきなりの、予想していなかった質問に、コウは一いつ瞬しゆん固まった。

　が、すぐに自分を取り戻し、胸を張って答える。

「……よし、聞かれてしまった以上は、男らしく、話せないところは省はぶいて都合のいいところだけを告白しよう。……ええと、昨日は……

　あやうく先せん輩ぱいを襲おそいかけて、思い切り、拒否されました」

　笑うか呆あきれるか咎とがめられるかと思ったのだが、イハナの反応はそのどれとも違った。

　驚おどろいたようにかすかに目を見開いて、さらにたずねてくる。

「……拒否、されたのですか？　あなたではなく、綾あやから？」

　予想していなかったリアクションに、コウは気持ちを切り替える。

「……ちょっと違うけど、まぁ、そう」

「なぜ綾は、拒否を？　本当に、拒否でしたか？」

「……本当に、って、変なこと聞くなぁ。……正せい確かくには、完全な拒否じゃなくって、……明後日あさつて以降なら考えるっていってたけど、いや、それはたぶん、おれを気き遣づかった大人おとなな冗じよう談だんだと思うから。おれそのとき、ちょっと恥ずかしい状態で。はは」

「なぜ綾は、明後日以降、などといったのでしょうか」

「だから、それは冗談だと思うけどさ、……ええと、今日きようはイハナの番だから、そうじゃないとフェアじゃないっていってた。……なぁ、これっていったいどういうこと？　なんか、まるで、おれのこと」

　イハナがかすかに、笑えんだ。

　泣いているような、か弱い、とても子供らしい、笑み。

「……さぁ。わたしにも、わかりません。……まったく。綾は、いったい何を考えているのやら」

「……」

「……でも、そういえば、綾はあなたに、もう告白していたのでしたね」

　イハナはそっと、水差しに手を伸ばすと。コップに水を注いだ。

　水差しを戻し、コップはそのまま、コウの顔をのぞきこみ、口を開く。

「……今日きよう、わたしは、朝あさ比ひ奈なに、負けました」

　言葉が続かないので、しかたなくコウが続ける。

「まぁな。思い切り固まっちゃったもんな」

「ええ。見事に固まりました。……あのときは、ありがとうございます。おかげで後半、恥をさらさずにすみました。……まったくわたしは、打たれ弱いですね。でもきっと、当然でしょう。わたしはほとんど、負けたことがないのですから。……知っていますか？　コウ。だれにも負けないための一番の方法は何か」

「……」

「簡かん単たんです。負けないための一番の方法、それは、──戦わないこと」

　イハナはそっと、自分の髪をまえに回して、手のひらから指へと流す。遊ばせる。

　コウは、以前みんに聞いたことがある。とても誇ほこらしげに、メイドの長おさはいっていた。髪の毛をこれほど長く伸ばし保っておくのは、大変な作業なのだとか。男のコウには想像もつかない不断の世話が欠かせない。入念かつ繊せん細さいな手入れを常に心がけることで、長い黒髪というものはようやく人前に出せるものになる。だからこそ、女性は髪の毛に願がんをかける。心をこめて髪をすき、願ねがいをこめてくしけずる。長い黒髪の美しさは、世話する者の心の現れ。秘めた思いへ懸かけた心の誠実さ。だとか。

　どんな気持ちでイハナは、ここまで髪を伸ばしてきたのか。

　どんな思いでその黒髪を、くしけずってきたのか。

　想像する──

「……コウ？」

　イハナの髪に見とれていたことに気づいて、コウはふう、と息を吐いた。

　そんなコウを知ってか知らずか、イハナは髪を指で撫なでつつ、続けた。

「ええ。そうです。戦わないこと。これが一番確かく実じつで、安全で、……わたしはしっかり、戦っているつもりでいました。……今日きようなどは、そんな戦いに勝利した気でいたのです。……でも、朝あさ比ひ奈なの言葉にショックを受けて、なぜショックを受けたのか考えて、考えて、考えて──ようやく気がついたんです。

　戦う、と決めて、実際戦っているつもりになりながら、わたしは、一番大事なことを、忘れていた」

「……忘れていた？」

　ええ、とうなずき、見つめてくる少女。

　そのまま押おし黙だまっているイハナに、沈ちん黙もくが重く感じられ、コウは軽い感じで言葉をつなぐ。

「……じゃ、じゃあ、それを思い出していたからこんな時間になったんだ。なんだ、おれはまた、朝比奈に負けたことがショックだったのかと思ったよ。それとも、アンケートの結果が悪かったとか」

「まさか。その程度でいちいちへこんでいては舞まい原ばるの実務は取れません。確たしかに朝比奈のスピーチを打ち崩すことはできませんでしたし、そのせいでしょう、アンケートの結果も思わしくはありませんでしたが、……その程度のこと、いくらでも挽ばん回かいできます。要は、最後に勝てばいいのですから。……そうですね、目立つのは嫌いですが、体育祭、というのは悪くない舞ぶ台たいかもしれません。このわたしの会長でびゅーに」

　まったくの無表情のままそう宣言するイハナの姿には気負いがなく、いかにもイハナらしくて、コウは安あん堵どし、たずねる。

「……で？　こんなに時間をかけて、ようやく思い出せたことって？」

　とたんにまたおとずれる、沈黙。

　うつむいて。

　そっと、イハナはコップを取り、水を口に含んだ。

　夜の静寂の中、ごくり、という音が、やけに大きく、響ひびく。

　そのままイハナは立ち上がり、コウを見下ろして、いった。

「……いえ、こんなに時間がかかったのは、思い出せなかったからではありません。……待たせてしまったことは本当に申もうし訳わけありませんが、わたしには、自分を追いこむ必要が、あったのです」

「追いこむ？」

「戦う、と決めたとはいえ、いきなり強くなれるわけではありません。だから、……せめて、逃げ道をふさいでおかないと。また逃げてしまうかもしれない。もう逃げない、と決めたのに」

「……いったい、ハナちゃん、なんのことを──」

　コウ、とそれまでとは声のトーンを変えて、厳おごそかに、イハナは告げた。

「コウ。…………目を、閉じて、ください。これは、……命令です」

　命令、という言葉に一いつ瞬しゆん反発を覚え、しばし躊ちゆう躇ちよしたのち。

　コウは、素直に、目を閉じた。

　視覚の代わりに耳を澄すませる。いったい何が起きているのか、これから何が起こるのか、決して聞き漏らすまいと。

　闇やみの中。

　際きわ立だって聞こえてくるのは、衣きぬ擦ずれの音。

　着物を着ているイハナがそっと、近づいてくる音。

　気け配はいをすぐそばに感じる。と、思う間もなくほおに手が、当てられる。一瞬身体からだが震ふるえたが、しかしコウは抵抗を示すことなく従順に、そっと、上を向かされて──

　──唇に触れた感触に、コウはふと、気づく。

　イハナからキスをしてきたのは、これがはじめてだということに。

　いや、違う、一度だけ、イハナからキスしてもらったことはある。ただし、あれは、コウがお願ねがいしたからで、しかもコウが疲労で動けなかったからで、結局途中からコウのキスに変わった。それ以外のキスは、強制によるキスも、お願いによるキスも、いずれもコウからするキスだった。なぜならそれは、取り決めによる、契約のためのキスだから。だからこそ、はじめるのはコウ、終わりを告げるのはイハナ、それがいつもの、決まりだった。

　だれが決めたわけでもない、はっきりと命令されたことはない。ただの暗あん黙もくの了解。取引としてのキス。

　でも、いましているものは違う。

　はじめて、と認にん識しきした、イハナからのキス。

[image: ]

　しかし唇に触れた感触は、あっという間に離はなれていく。

　それがあまりに名残なごり惜おしくて、コウは思わず目を開けて、すぐそばにイハナの顔を見た。

　ひざ立ちだったイハナは、合った視し線せんにしょうがない、とでもいう具合に微笑ほほえむと、そっと距きよ離りを取り、あらためて、コウのまえに正座した。

　ゆっくりと、その白い表情が変わっていく。

　能面が、かすかに感情を宿やどしていき、

　柔らかく、微笑ほほえんで──




「……わたしは、あなたが、好きです。コウ」




　テーブルの上で、時と計けいが曲を奏かなではじめた。

　メヌエット。

　ゆったりとした、舞ぶ曲きよく。

　イハナは、ああ、とため息をつき、立ち上がると、ベッドに戻り、腰掛けた。

　そっと時計を持ち上げて、独り言のように、つぶやく。

「ほら。これで残念ながら、今日きようが、──わたしの番が、終わってしまいました。名残なごり惜おしくはありますが、これでもう、わたしの番は、終わりです」

「……へ？」

「……本当はですね、コウ。今日は、──もう昨日きのうですか。昨日は、わたし、──あなたに抱いてもらうつもりだったのです。たとえあなたが泣き叫ぼうと、強引に、命令して」

「あう」

　腰から走った震ふるえる波動にコウはあわてて身体からだを曲げた。まるで土ど下げ座ざでもするかのようにその体勢をとったのはとある部分の変化を隠すためだったが、むしろばればれな気もするが、しかしコウの突然の動きに動揺を見せることなく平然と、イハナは続けた。

「正直にいうと、いまからでもそうしたい気持ちでいっぱいです。あなたの返事など聞かないで。……でも、ルールで定めたわたしの番は終わってしまいましたから、……残念ですが、仕切りなおしです」

「……いや、ハナちゃ、あの、いったい……」

「わたしは、あなたが好きです。コウ。たとえあなたの一番が、冬ふゆ月つき日ひ奈な、だとしても。かまいません。それでもわたしは、あなたが好きです。ええ。一回いってしまったのだからもう何回でもいってしまいます。いままでは、この関係を壊こわすのが怖くてはっきりいえませんでした。きっと伝わっているだろう、そう思い、それで満足してました。けど──もうはっきりと口にします、わたしはあなたが好きです。コウ。好きです。冬月のこともひっくるめて。好きです。……あ、あい……大好きです。だから。

　いまのキスが、取り決めで行う最後のキスです。

　もうこれからは、強制はしません。……告白、したのですから、次からは、あなたが求めてくるのを待ちます」

「……」

「……ああ。心配しなくても、これからも悪あく魔まのミカタに協力はします。好きですから。もちろん、サクラについてはいままで通りにお願ねがいしますが、でも、……キスは、もう、強制はしません。……わたしは、あなたに告白したのですから。はっきり言葉にしてしまった以上、あとはもう、待っています。ですから、……次は、お願いします。あなたから、……その、……求めて、ください。わたしを。わたしは待っていますから」

　イハナはそっと、微笑ほほえんでいる。

　年相応に。恥ずかしげに。諦てい観かんもあり。でもどこか、誇ほこらしげに。

　そこにはきっと、いろいろな感情が混じっているのだろう。

　が、間違いなく、それは笑えみ。だからコウは思い出す。かつてイハナと話したことを。そう、あれは確たしか、《パーフェクトワールド》の事件まえ、学校の屋上で、イハナはいった。自分は実現なんてしなさそうな小さな可能性よりも都合のいいうそを選ぶと。たとえそれがうそでも、見かけだけでも、それだけで、しあわせです、と──

　あのときも、イハナは微笑んでいた。しあわせですと、笑って。

　でも、あのときの笑え顔がおといまの笑顔では、決定的に違っていて。

「……びっくりしているようですね。わたしがこんなことをいうとは、思っていませんでしたか？」

「え？　……いや、ああ、……その……」

「ええ。わたしだっていうつもりはなかったのです。サクラのこともありますし。でも……

　いっておきますが、あなたがいけないのですよ？

　最初に、強制ではないキスをしたのはあなたのほうです。あのときはじめて。わたしに、恥ずかしいことをいわせて。

　あれをわたしは、いいものだと、感じてしまったのですから。

　あれを知ってしまえば、ただの、強制のキスに満足できるはずもない。そうでしょう？」

　微笑ほほえむイハナに、コウもうつむいたまま、笑う。

「……残念だな。女の子に命令されるの、好きなのに」

「そうなのですか？　……確たしかに、関せき谷やのレポートにもそのようなことが書かれていましたが、……いえ、それはともかく、……いちおう心に留とめてはおきますが、とにかく、次は、あなたからです。いいですね？」

「……はい」

「……あと、頭を上げてください。……どうしてずっとそのような体勢を？　まるで土ど下げ座ざをしているような──

　……まさか、土下座しているのですか？　もしかして、告白していきなりごめんなさい？」

「ちッ違う！」

「だったら頭を上げてください。ちゃんとわたしを見てください。せっかく告白したのに、わたしがなんか、恥ずかしいです。……本当に、土下座嫌いになりそうです」

「……本当に、わかってない？　それともわざと？」

「……？　…………、………………、………………！　違います誤解です！　本当です冗じよう談だんじゃないです！　勘違いしないでください！　わたしは、その、わたしもけっこう、こう見えてテンパっていまして！　人形のようなわたしの態度からではわかりにくいとは思いますが、何しろ告白したんですから！　次からはもう命令しないって、そちらから求められるまで待つって決めたんですから！　いやもちろん、今日きようでもそれはかまわないのですが、そういうのってはじめてで、つまりけっこう上がっていまして！　本当にこればっかりは、信じてもらうしかないのですが、わたしこう見えて、見えないでしょうがけっこう恥ずかしがりのところがあって！」

「わかった！　わかったからやめて！　お願ねがいだからゆすらないで！　けっこう危険！」







　　　　◆







　何があったかは語らないが、コウはとにかくあっという間に帰っていった。

　自分とは思えぬほどにテンションが上がってしまったことを恥ずかしく思いながら、コウを見送りイハナはそっと息を吐く。満足感と、わずかばかりの不安をにじませて。

　仕切りなおし。

　果たして勝ち目はあるのか。

　でもそれは、確たしかに菜な々な那なのいう『大きな壁かべ』に間違いなくて。挑む価値は間違いなくあり、そして挑めるのはいましかなくて。

　果たしてコウは、いったいだれを選ぶのか。

　たとえまだ冬ふゆ月つき日ひ奈なが好きなのだとしても、彼女を裏切りたくない、と思っていても、現状、選ばない、という選せん択たく肢しがない以上、そして求められているのが『イブ』の資格を持つ女性である以上、コウは必ず、そこらへんのどうでもいいだれかではなく、自分たちから選ぶだろう。

　何も知らないからこそ、自分の意思で。──たとえ発情の影えい響きようがあるのだとしても。

　だから策など、いらない。イブも《Ｉｔ》も関係ない。きっと世界の趨すう勢せいすらも。

　自分の気持ちは、伝えた。

　知らず、つぶやく。

「……はからずも、最初の、アトリの願ねがい通りになりましたね」

　だがいまは、アトリの思おも惑わくとは関係なく、自分も知りたいと思っている。

　コウがだれを選ぶのか。

　アトリの気持ちが本当に理解できた気がして、イハナは首を振る。おそらく事実を話せば一番のアドバンテージを持っていただろうに、あえてその有利を放棄し、今回もイハナの提案に参加せずひたすら待ちに徹てつしているアトリ。選ばれるのをただ待っている。不利を承知で。つまりそれだけ、知りたいのだ、コウの本当の気持ちを。コウ自身の意思を。

　もっとも、アトリが何を考えているか、本当のところはわからない。

　そしてもうひとりのほうも。

　突然、怒りにも似た気持ちが湧わき上がってきて、イハナは携けい帯たいを取り出し、短たん縮しゆくボタンを押そうとした。

　が、やめる。

　やはり直接会いに行こう。

　顔を見て話さなければ納得できない。綾あやはいったい何を考えていたのか。『イブ』になり、コウを止めるのではなかったのか。まさか自分が思いとどまるなんて予想できるはずもないのに、どうしてわたしに譲ゆずった？　情けか何か？　『イブ』の座なんてどうでもよかった？　狙ねらいは別にあったのか？　いったいどういうつもりなの？

　あなたも同じ気持ちなの？

　とにかく会いたい。会って話したい。

　夜中だろうが近所迷惑だろうがかまうものか。こちらもじゅうぶん迷惑をこうむったのだから。

　いったい何を、考えているのか知らないが──

「……なんのつもりか知りませんが、これで、本当に、フェアですからね？」







　　　　◆







　結局、真ま嶋じま綾あやの家まで二十メートルのところでメイドさんの追つい撃げき隊たいにつかまり、イハナは綾に会わずに帰宅した。とはいえそれまでけっこうな追跡劇げきを繰くり広ひろげたため、イハナはまた、寝不足のまま登校することになったのだった。
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　　　　◆







（──四日目の朝早く。少女が登校しようと玄関から出て、門のわきで眠たげにしながらも待ち構えていた少女と鉢はち合あわせ──文字通り、頭と顔を──したときの会話）







「……あいたぁ……。あ。イハナ。おはよう。昨日きのうはメールありがとね」

「……おはよう、ございま、……！　……いえ、綾あや？　……そ、その髪は？」

「昨日の夕方、切っちゃった。ほら、気分変えようと思って。……ていうか、『イブ』はもう、決まったって思いこんでいたから。メール見て、愕がく然ぜんとしちゃったよ」

「……」

「……」

「……なるほど。つまり髪を切ることで、コウのことを吹っ切ろうとしたのですね。いい心がけです」

「まさかぁ？　わからない？　いままで気づかなかったけど、あたし、髪ショートにするとコウくんが大好きな人にそっくりっぽくなるんだよね？　これってある意味、巻き返すためのいいアドバンテージになるかなぁ、と思ってさ！　これからの、覚悟の証あかし？」

「……わたしも、コウに、もう命令ではキスをしない、といったら、すごく残念そうな顔をされました。つまり、コウはわたしとの、……キスが好きだということで、これだってかなりのアドバンテージですよ？」

「……ほほう」

「コウに聞きました。……なぜ拒否したりしたんです？　あなたは『イブ』になって、コウを止めるつもりではなかったのですか？」

「……だって、自分の無む意い識しきって、ちょっと信用できないから。口でいうのと正反対のこと、考えているかもしれないでしょ？」

「……なるほど。……それは、……確たしかに。そうかもしれません。考えつきませんでした。

　……ですが、それが本当なら、……強引に迫るつもりがなかったのなら、最初からそのつもりだったのなら、どうしてあんな思わせぶりな行動を？　どうしてわたしの提案に乗ったのです？　放っておけばよかったのに」

「放っておくって、あのねぇ。あたしがコウくんのこと好きなのは本当なんだけど？　手をこまねいているはずないでしょう？　なぜイハナの提案に乗ったかといえば、コウがだれかを選ぶまえに、はっきりと思い出させたかったから、かな？　……まえに、コウに告白した子がいることを。……まぁ、コウがだれを選ぶにしろ、選びやすくなる一助になればいいなぁ、と」

「……」

「ほら、発情しているわけだから強引にいっても成功するかもしれないけれど、やっぱり選んでもらいたいから」

「……けっこう考えているんですね。あなた」

「そりゃどうも。……イハナこそ、命令するんじゃなかったの？」

「命令はいつでもできますから。ええ。万が一、コウがあなたを選んだあとでも。そうでしょう？　だったらカードはとっておいて、舞まい原ばるの次期当主として、大きな壁かべを──より高みを目指しただけです。

　……いっておきます、綾あや。わたしもコウに告白しました。はっきりと」

「……そうなんだ」

「そうです」

「……そっか」

「……ええ」







「どうです？　綾。下へ手たな賭かけですべてを失うよりも、……妥だ協きようしてわたしに協力しませんか？　あなたなら、三号さん、として認めてあげてもいいですよ？」

「……三号さんて。古いな、きみは。……でもなんで三号さん？」

「二号がよければ、生き返った冬ふゆ月つきと相そう談だんしてください」

「……大きく出たわね。あー、その言葉、……あとで後悔しないように。……でも、ま、……コウがどうしても冬月さんのこと忘れられないのなら、そしてそれを認めるのなら、結局はそういうことになるのかな。たとえ死人が相手でも」

「……価か値ち観かんは、人それぞれです。何が善で何が悪かなど」

「いやまぁそれはそうだけど。でも、やっぱ、それはダメ。考えない」

「……なぜです？」

「……小鳥遊たかなしに、告白されたから、かな？」

「……ほう？」

「真剣に、好きだっていってくれている人がいるのに、最初からその人のまえで中途半端なことしちゃうのって、……どうだろう」

「……そうですか。小鳥遊に。……と、いっているそばから件くだんの人が」

「お？　おはようイハナ──って。先せん輩ぱい？　うわ！　先輩が髪を切っている！　これはもう、コウのことを吹っ切って私の愛を受け入れる気になってくれたとしか！」

「やーめーて！　親が！　見てる！　ほんとに！　やめろ！」

「たか……恕じよ宇う。……がんばってください。わたしもサポートしますから。全面的に」

「……ちょっと待て。イハナ。……おまえ、なんか、ぜんぜん変わってないけど……

　……おまえ、昨日きのう、『イブ』に、なったん、だよな？」

「そろそろいきましょうか。朝早く起きて遅刻するのもなんですし」

「うん」

「ちょっと待て！　イハナ！　話が違うぞ！　おまえヘタレか？　ヘタレなのか？　このヘタレ！」







（ここしばらくの事情がチンプンカンプンで、とりあえず一番情報を得やすそうな少女の様よう子すを見にいったはいいがなぜか三人そろっていて、出るに出られない少年）







「……な、なんで三人ともいるんだ？　やっぱり示し合わせて何かしている？　なんなんだ？」

「ていうかおれ、昨日……イハナに告白されたんだよな？　先せん輩ぱいにもされているし、……そして二人とも、お互いにそのこと知っている？　じゃあなんであんなに仲がよさそうなんだ？　イハナはホテルを用意したり、先輩はイハナの番とかいったり……そういうもんなの？　女って。それともそれは表向きだけで見えないところで戦っているとか？　こわ！」

「……ていうかおれ、……やっぱり、きちんと応こたえるべき、なんだよな……」

「っていや別に、何かしようってつもりじゃないけど。……でもいちおう、告白されているわけだし、……でもふたりのどちらかを、選ぶなんて……」

「だいたいそれって、違うだろ？　おれは日ひ奈なが好きだってあれほどはっきりいっているのに！　それなのに、それでもいいって……なんか違わない？　ふたりとも本当にそれでいいわけ？　おれの一番じゃなくても！　そりゃ、日奈のことを別にすれば、好きだけど、だれにも渡したくないけど、それは確たしかだけど、そういわれたら断れないけど、……でも本当に、それでいいの？」

「そもそも公式的には、サクラと付き合っているんだぞおれ！」

「……ていうか、日奈がいてもいいんだったら、……つまりほかにいてもいいんなら、……別に選ばなくても、ふたりとも、って、いや、でも……いや日奈がなんというか……」

「ってアホかおれは！　違うんだ！　ホント違うんだ！　全部、全部この発情状態がいけなくて、このアホンダラアがいけなくて、ああちくしょう、人が上半身だけで歩けたら──」







　　　　◆







　ちょっとした用事があって真ま嶋じま綾あやの家をおとずれようとしていた葉は切ぎり洋よう平へいは、途中でコウの姿を見つけて、昨日きのうの放ほう課か後ごバスケットのフリースロー対決を「いやじゃあ」のひとことで断られたのを思い出し、あらためて申しこもうと声をかけようとした。

　が、できなかった。

　コウは物陰に隠れ、三人の少女をこっそり見つめながら、奇声を発し、頭を電柱にぶつけてこすりつけていた。冗じよう談だんではなくイタソウだった。それはあまりにただ事ではなく、尋じん常じようとも思われず、鬼き気き迫るさまはとにかく忙しそうだったので、いくら敵同士とはいえ声をかけるのもためらわれ、洋平は、この場はあきらめて去ることにした。戦いを申しこむのは放課後にしよう。……うん、これは妥だ協きようじゃない、フェアな行動、フェアのために敵に塩を送っているのだと自分を納得させつつ。

　もっとも、放課後になっても洋平は、コウに戦いを申しこむことはできなかったが。

　その日の放課後、秘ひ密みつ裏りに、洋平は少女に呼び出された。

　メールで。

　数人しか知るもののない、子供のころの秘密の基地に。







　　　　◆







　とある山の、木き々ぎ藪やぶ々やぶの中にポカンと置かれている空あき地ち。それが、小学生のころからの、洋平の、秘密基地。

　三人しか知らなかったはずのその基地に、少女はすでにやってきていた。

　その顔を見て、洋平は驚おどろく。

　朝見たときは遠目で気がつかなかったが、少女は髪を切っていた。

　そういえばこの二日ほど見なかったが、いつ切りにいったのか。

　かつて、床とこ屋やのまえで会話したときのことを思い出す。

　あのときはじめて聞かれたのだ。「似てる？」と。

　洋平は複雑な気分になる。

　あのとき、先せん輩ぱいはどんな気持ちで聞いたのか。そしていまの状況の、なんという皮肉なことか。先せん輩ぱいは、《グレイテストオリオン》の事件を経へて、『冬ふゆ月つき日ひ奈な』の呪じゆ縛ばくを断ち切ったのだという。それなのに──

　少女は藪やぶがゆすられる音を警けい戒かいしていたようだが、洋よう平へいであることに気づいてほっとした顔を見せた。

「あ。葉は切ぎりくん。ごめんね。わざわざ来てもらって」

　いたずらっぽく笑って、試すようにいう。

「……あたしがいま、どちらか、わかる？」

　洋平はしばらくじっと見ていたが、観かん念ねんしたように首を振った。

「わかりませんけど、たぶん──」




「……あなたは、日奈さん、スか？」




[image: ]

「……どうして？」

「真ま嶋じま先輩なら、……こういうとき、いきなりどちらかわかる、なんて意地悪なこと聞かないと思いますから」

　日奈、と呼ばれた少女はため息をつき、うなずく。

「……つまり、あたしのほうが綾あやさんよりも性格悪いと思っているわけだ」

「い、いや、そうじゃなくって」

「まぁ、それはどうでもいいんだけど。それよりやっぱり、あたしの状態を見てそういう判断ができるのなら、……やっぱり、葉は切ぎりくんに取とり憑ついているんだね？　《レフトアーム＝スピーキング》は」

「……どうして、そう思うんですか？」

「だって、きみはあたしと綾あやさんを別のものとしてとらえているもの。きみは、……綾さん本人があたしの記き憶おくを持ちあたしっぽくなっている、とは思っていない。たとえ異常には気がつけても、普通、人格が二つになっている、なんて簡かん単たんには思いつけないよ？　《レフトアーム＝スピーキング》の能力を知っているなら別だけど。でもそれは、逆にいうなら、《レフトアーム＝スピーキング》の能力さえ知っているならあたしのことは簡単に、推測できる。そうでしょう？」

　──しばらくして。

　洋平の左手の甲が割れ、歯と舌が見え、開いた。

「まず、勘かん違ちがいしないでいただこう。ワタシもヨウヘイも、キミのカマかけにひっかかったわけではない。最初から、キミに隠す気はなかった。……あと、確たしかに久しぶりだが、同時に初対面でもある。ワタシという人格はキミに会ったことはないからな。

　はじめまして。『冬ふゆ月つき日ひ奈な』。ワタシが《レフトアーム＝スピーキング》だ」







　　　　◆







　──あるところに、賢かしこい王がいた。

　その王は実に賢く、本当に賢かった。王はあまりに賢かったので、人は王が動物や植物と話せるのだと思うほどだった。──実際には、王は動物や植物についてよく知っているというだけだったのだが。とにかく、動植物と話ができると思われるほどに賢かったので、王には友だちがいなかった。自分と互角に話せるものがいなかったから。

　だから王は、さびしかった。

　さびしさのあまり、王は悪あく魔まを呼び出すことにした。人間は話し相手にならなくても、悪魔なら王に負けない知ち識しきを持っているだろうと。人間以上の力を持っている悪魔なら、人を超えた賢さを持つ自分と対等に話のできる友だちになれるだろうと──

「……だがな、王の願ねがいは結局かなわなかった。悪魔とは、使し役えきはできても友だちになれるようなものではなかった。その代わり、悪魔は王の願いをかなえ、王は指ゆび輪わをはめて触れたものすべてと対等に話ができるようになった。だれよりも賢い王と、王が触れて口を生み出させたものは互角に対話をすることができた。

　……当然だ。

　なぜなら、王がその手で触れて話をさせているもの、その正体は、王の知ち識しき、王の記き憶おくから生まれた別の人格、即すなわち王自身だったのだから。王が心の底から望んだ、自分と互角に話のできる存在、王の相手をできるものは、結局のところ王以外にはいなかったのさ。だから悪あく魔まは、王が自分自身と他人のように、友だちのように話ができるようにしてやったのだ。

　これがワタシ、《レフトアーム＝スピーキング》の本能的記憶、由来であり起源であり、

　……触れたものに人格をつくらせる、あるいは自己の人格を投とう影えいさせる、それがいまのワタシの能力だ」

「……でもそれだけじゃないんじゃない？」

　おしゃべりのはずの唇が、少女に問いを向けられてたじろぐ。

「……ではワタシも逆に問おう。シニョリーナ・フユツキヒナ。キミはなぜ、ワタシの能力を知っていた？　マジマ嬢じようのことは覚えていない──というかあのころのワタシといまのワタシは連続してないが、キミたちはだれもワタシの力の詳しいことは知らなかったはず」

　ええ、と綾あや、に宿やどる人格である『日ひ奈な』は、ころころと笑う。

「そうよ。知らなかった。ごめんなさい。カマかけたの」

「……は？」

「だって。あたしがこんなことになっているのは、いくらなんでも《知恵の実》の仕し業わざ以外に考えられないでしょう？　……確たしかに、綾さんは《グレイテストオリオン》を使ってあたしに、……ええと、『冬ふゆ月つき日奈』になろうとしたけど、でも先せん輩ぱいはその絶望を乗り越えた。だったらどうしてこんなことになっているのか、……《グレイテストオリオン》が関係ないなら、一いつ緒しよにくっついていたあなたのせいだと考えるのが普通でしょ？」

「……か、勘かん違ちがいしてほしくはないのだが」

「ええ。いま聞いた感じじゃ、あなただけの能力では、無理そうね。……だったら、あなたと《グレイテストオリオン》の能力が干かん渉しようし合って偶ぐう然ぜん生まれた不幸な事故、ということなのかな？　どう？」

「ああ。キミは話が早いよシニョリーナ。ワタシもそう考えている。もちろん、断言はできないが、おそらくわたしにかけられた呪のろい、というか特性、と《グレイテストオリオン》の」

　洋よう平へいが、自分の左腕を近くの木にたたきつけた。

　力の加減をしなかったため、実に痛くてでも憧あこがれの日奈さんのまえでは痛がれなくて、洋平は左手を木にぶつけたままのポーズでプルプル震ふるえ、涙目になって、それでも平然としているふりを続ける。

「……ヨウヘイ？　いきなり何を──」

　洋平は、途と切ぎれ途切れに、いった。

「ジ……レフトアーム、いいからしゃべるな。おれの目からものを見られるなら、日ひ奈なさんの目をずっと見ていろ」

『日奈』が、くすり、と笑った。

「……葉は切ぎりくんて、ずるいよね。生きているときは、こんなにおもしろい人だったとは思ってなかった。もろそうな人だと思ってたんだけど、けっこう強かったんだね」

「……どうも。おれは、ずっとあなたのことを、怖い人だと思ってたスよ。……ああ、ほら、またその目。おれのちょっとした言葉からもういろいろなことを考えている。推理している。とくに相手が敵だと思うとあなたは本当に遠えん慮りよしない。……いまは何を考えたんスか？」

「そうね。まず、きみの言葉と声の調ちよう子しから察するに、きみはどうもあたしのことを、《知恵の実》の生んだ怪物、贋にせ物もののコピーじゃなくて冬ふゆ月つき日奈本人として見ているっぽい、ということ。それに、さっきのレフトアームさんの言葉を足して考えれば、……いや、まだピースが足りないか」

　うん、とひとりでうなずいて、『日奈』はあらためてたずねた。

「聞いていい？　きみは冬月日奈がコウに生き返らせられたら、いったいどうすると思う？　また死になおす？　それとも？」

　洋よう平へいは、じっと『日奈』を見つめて思う。

　……似ている。

　あまりにも似ている──にもかかわらず日奈としては違和感を覚えるのはやはり眉まゆ毛げのせいだろうか。冬月日奈は眉毛が太く、それを合わせた目の光こそが何よりも印象強かった。それでも、やはり真ま嶋じま先せん輩ぱいと日奈さんは似ている。しかもいまは、その二人が同じ身体からだに宿やどっているという。

　ふと思う。

　確たしかにこの状況は、偶ぐう然ぜんできたものなのだろう。

　ジンゴロウもそういっている。

　でも、こんな偶然、ありなのか？

　しばらく迷った末に、洋平は、答えた。

「……もしも日奈さんが、コウさんに生き返らせられたら、……たとえ意に染まぬことでも、死になおしたりはしないでしょう。生きている限りは精一杯生きていく、日奈さんはそんな人でしたから」

「……そうだね。話したことがあったのかな？　確かに『冬月日奈』ならそう考えても不ふ思し議ぎじゃない」

『日奈』はそっと息を吐き、告げた。

「……これで、確かく信しんした。あなたの当面の目的は──舞まい原ばる家けにある《グレイテストオリオン》を手に入れること」

　なっなぜそれを──と《レフトアーム＝スピーキング》がみなまでいう前に、洋よう平へいはもう一度左手を木にたたきつける。先と同じく手加減なしで。たちまち痛みが上ってくるが、たとえ目に涙が浮かんでも『日ひ奈な』から顔をそらせることはしない。

「……なぜ、そこまでわかります？」

「んー。あまり敵意を持たれても困るから、ネタばらししちゃうと、きみの性格と状況からある程度推理していたことを、さもいま見つけました！　といわんばかりに披ひ露ろうしただけ。ただまぁ、これだけのことは確かく信しんできたけど。

　まず、あなたはあたしの状況を、誤解していない。

　綾あや先せん輩ぱいの中にあたしがいるのを、コウのせいとも、『夕日を連れた男』とかのせいとも思っていない。原因が《レフトアーム＝スピーキング》と《グレイテストオリオン》のせい、それもどちらかといえば《レフトアーム＝スピーキング》に原因があると思っているみたい。ぽろっとこぼしてくれたけど、呪のろい？　特性？　それって何？　アトリが話していたアレ？　……まぁ、それはともかく、きみたちは、ある程度原因を推測できている。じゃあきっと人為的なものじゃなく、事故に間違いないかな、と。つまりきみはコウのせいだと考えてコウを敵に回したわけじゃない。

　……で、次に。きみはあたしをほとんど冬ふゆ月つき日奈として認にん識しきしている。

　ある意味、一種の、生き返った冬月日奈みたいなものだと。

　そしてあたしがどう考えるか知っているなら、きみは当然、あたしのことをとめようとするよね。真ま嶋じま綾を守るために。だって『冬月日奈』は、生き返ってしまえば生き続けようと考えるから。たとえ真嶋綾先輩の身体からだの中だろうとも──違う？

　真嶋綾の身体の中に生き返った『冬月日奈』は、そのまま生き続けようとするかもしれない。たとえその結果、真嶋綾の人格を押しつぶしてしまったとしても。なぜならそれが『冬月日奈』の誇ほこりだとあなたは考えるから。たとえ意に染まぬ復活だったとしても、『冬月日奈』である以上、そうあり続けようとする限り、ほかにどうしようもなく──

　だから、あなたはそれをとめようと、考える。

『冬月日奈』の意思を守り、そして真嶋綾を助けるため。

　そしてあたしの状況が《レフトアーム＝スピーキング》と《グレイテストオリオン》のせいなら、それを解決するにはやっぱり、《レフトアーム＝スピーキング》と《グレイテストオリオン》がいるんじゃない？　事故の原因がわかっているならとくに。だったら当然、きみは《グレイテストオリオン》を手に入れようとするだろう、と。……まぁ、こんな感じかな？　……ひゃあ？」

　言葉の最中で、突然『日奈』は震ふるえて身体をよじりはじめた。

　携けい帯たいを取り出し開くや耳に当て、うめく。

「な、なんですいきなり……や、ま、待って、あと少し……ふぅあ？　わ、わかった、わかりましたから、あ、やん、やめ──」

　少女は不ふ承しよう不ぶ承しよう、携けい帯たいを耳から放し、画面を見つめた。

　しばらく見ていた、次の瞬しゆん間かん──

　変化、した。

　何が変わったというわけでもない。外見的な差異は何もない。

　──だが、確たしかに、洋よう平へいの見ているまえで、少女はそれまでと違う何かに、変わった。

　打って変わった真剣な目で、洋平を見つめ、少女は口を開く。

「本当、なの？」

「……真ま嶋じま、先せん輩ぱい？」

　先輩、と呼ばれて、真嶋綾あやはうなずいて、重ねて問う。

「……本当、なの？　葉は切ぎりくん。……あたしを日ひ奈なさんから助けるために、舞まい原ばる家けから、《グレイテストオリオン》を盗むつもりなの？」

「……べ、別に、先輩のためだけじゃ」

　綾は短くなった髪を振り乱し、叫んだ。

「お願ねがいだからやめて！　あたしなら、だいじょうぶだから！　あたしは……

　もしかして、コウくんと決別したのも、そのせい？」

「それは違います！　おれはあなたの状態と、コウさんのことはちゃんとわけて考えている！」

「……でも、それも理由のひとつなのは間違いないって、日奈さんが」

　携帯を耳に当てて泣きそうな顔をしている綾に、洋平は頭をかきむしりたくなる。

「……いいですか？　真嶋先輩。日奈さんは、なんだかんだいっていまのコウさんのふざけたテンションについていけてる人なんですよ？　アんなのをかっこいい！　とか思っちゃうような人なんです！　そういう人の言葉を、あまり真剣に取らないよう！」

「……あのね、日奈さんが、きみは仮にもあたしを好きだったんじゃないのか、って」

　──どうやら二人──『日奈』と綾──は、携帯を介して話ができるらしい。

　また、人格が表に出てきていないときにもリアルタイムで情報を受け取れているようだ。あと観かん察さつできたことといえば、携帯の画面をしばらく見たのち人格の交代が行われていたようだが、これはどういう条件なのか。……それと、変わる直前、日奈さんがくすぐったがっているようだったのも──

　とにかく、葉切くん、と声は同じでありながら明らかに先輩のものだとわかる口く調ちようで、綾が呼びかける。

「お願ねがいだから、バカなことは考えないで。舞原家から《知恵の実》を奪うなんてこと、絶対無理だよ。警けい備びも厳げん重じゆうになっているし、イハナは敵に容よう赦しやないから、よりにもよって《グレイテストオリオン》を狙ねらった、なんて知ったらいくら葉切くんにでも、あの子、何をするかわからないよ？　きみをさらってどこかに幽ゆう閉へい、ぐらいですめばまだいいほう。お願いだから、危険なことはやめて」

「別に、おれは」

「あたしなら、本当に、だいじょうぶ！　ていうか、日ひ奈なさんやさしいし、頼りがいあるし、けっこう便利だし、むしろ、ずっとこのままでもいいかな、って……」

　洋よう平へいは首を振った。

「そういうわけにはいかないことは、先せん輩ぱいだって、……日奈さんだってわかっているはずです。その『日奈』さんが出てくるようになったのは、《グレイテストオリオン》事件のあとじゃないでしょう？　最近、ていうかこの、《グレイテストオリオン》の波動とやらが撒まき散ちらされるようになってから、そうじゃないですか？　それまでは、ほとんど気づかなかったんじゃないですか？」

「……それは……」

「《レフトアーム》の推測によれば、……それまでは、日奈さんの人格はただ生まれていただけで、活動できるほどのエネルギーはなかったはずなんです。だからゆっくりと、人格ではなくただの記き憶おくとして先輩に統合されるはずだった。……でも、《グレイテストオリオン》からのエネルギーのせいで、確たしかな人格として大きく活発化してしまった。もうはっきりと、日奈さんの人格として確かく立りつされてしまうほどに。

　いまはまだいいんです。

　でも、いつか《グレイテストオリオン》のエネルギー供給がなくなれば、二つの人格を保つだけのエネルギーがなくなって、おれにはよくわからないんですが、また人格の統合がはじまるそうです。……そのとき先輩は、自分が主人格でいられる自信がありますか？　生きている以上生き続けようとするでしょう日奈さんを相手に、自分を保っていられると？」

「……それは、……でも、……きゃ？　ちょっと何？　や、あんたね！　やめ、あん、もう！」

　再び少女は携けい帯たいの画面をながめ、次の瞬しゆん間かん、──『日奈』へと変わる。

　口もとを斜めにほころばせつつ、『日奈』はいった。

「……あたしにそのつもりはない、真ま嶋じま先輩を犠ぎ牲せいにしてまで生きていくつもりはない、っていっても、……信じてくれない？」

「……あなたが？　日奈さんが？」

　ええ。と『日奈』は首を振り、ため息をついた。

「確たしかに、『冬ふゆ月つき日奈』は簡かん単たんに生きることをあきらめたりはしないでしょう。でも……その、自分でいうのもなんだけど、……あたしは、……ていうか『冬月日奈』は、あのとき、迷わずコウを助けた。……考えてやった行動じゃないし、いうのも恥ずかしいんだけど。それでも信じられない？　それでもあなたは、『冬月日奈』が他人をあからさまに犠牲にしてでも生き続ける道を選ぶと？　それほど、あなたは『冬月日奈』を知っているの？」

「……」

「……それにね、これが一番大事なんだけど、あたしは『冬ふゆ月つき日ひ奈な』じゃない」

『日奈』が微笑ほほえむ。屈くつ託たくのない、普通の顔で。

「……きみがあたしをどう思おうと、事実はひとつ、あたしは『冬月日奈』じゃない。あたしはあくまで彼女の記き憶おくによるコピー、本物ではないただの人格的なもの。人間じゃないし、そもそも生き物でさえない。あなたのその左手に宿やどるものと同じ……ううん、それよりもっと中途半端な、《知恵の実》という悪い風か邪ぜを引いちゃった綾あや先せん輩ぱいの、咳せきとか鼻水みたいな症状の一種、ただそれだけ。そしてあたしはそれをきちんと自覚している。……やっ、ちょ、ちょっと先輩、お願ねがいだからいまはあたしにしゃべらせて」

　少女は、洋よう平へいの顔をあらためて見つめ、目をそらすことなく、告げる。

「だからお願い、葉は切ぎりくん。あたしのことを、信じて。『冬月日奈』じゃないあたしには、守るべき誇ほこりなんてない。……だから、あたしは、ちゃんと、やるべきことを終えたら、……そのまま、消えるから」

　微笑む少女に、一いつ瞬しゆん目を奪われる。

　か弱く、頼りなさげな、それでいて芯しんの通った強い姿。

　まぎれもなく、在ありし日ひの、冬月日奈の──

　気がつくと涙が出そうになっていて、洋平はあわてて顔をそらす。ううん、とうなり、考える振りをして腕を組む。わき腹をつまむ。違う、彼女は、なんでもない、だから負けるな──

「やるべきことって、なんスか？」




「決まっているでしょ？　堂どう島じまコウを、とめること」




「神さまとか、いるのかどうか知らないけど、あたしはこれをチャンスだと思う。あたしの──ううん、『冬月日奈』のためにとんでもないことをしようとしているコウを、『冬月日奈』の人格のコピーであるあたしがとめられるんだから。本当なら、何もできないのが死人。でもあたしは、彼女の意思でもあるあたしは、とめるチャンスを与えられた。だからあたしがとめなくちゃ。絶対に──」

　聞いて、とこちらを見てくる強い光を宿した目に、洋平は、胸がきしむのを覚える。

　そうだ、ずっとこの瞳ひとみを見ていた。……まだ自分の気持ちを知らなかったころ。

「本当なら、昨日きのう決まっていたかもしれなかった。でも、決まらなかった。今日きようも、まだ、決まってない。だから、いつになるのかわからない。そして、果たしてコウの願ねがった《知恵の実》が生まれてくるかもわからない。不ふ確かく定ていなの。いまはまだ。

　でもエネルギーが集まった以上、きっと、《知恵の実》そのものが生まれることは、もうとめられない。

　その《知恵の実》がコウの願ったものと違ったのならいい。でも、もしもコウの願った通りのものなら、『冬ふゆ月つき日ひ奈な』を生き返らせてしまうようなものなら──

　きっと、あたしが役に立つ。

　コピーとはいえ、あたしも『冬月日奈』だから、あたしの存在そのものが、武器になると思うから。……そう、たとえどんな力を持とうと、コウがつくるのは《知恵の実》である以上、ルールがあり、制約があり、かなえる願ねがいが大きい分簡かん単たんには扱えないはず。力が強ければ強いほど制約も大きくなるから、きっとそこにつけこむことができる。……《知恵の実》とは、使用するのは人間であり、人間の手で必ず打ち倒せるものだから。

　コウは、きっと、あたしがとめる。『冬月日奈』のコピーである、あたしが。

　だからお願い。葉は切ぎりくん。あたしの邪じや魔まを、しないで」

　真しん摯しに訴えてくる目に、洋よう平へいは、何もいえずに黙だまりこむ。

　もっとも、言葉が出ないのは、迷っているから、ではない。

　迷うことなどないから。

　いまさら何も変わらないから。

『日奈』は洋平の目を見つめて続ける。

「……お願い。……すべてが終わったら、あたしは消える。約束する。どうしても信じられないなら、先に《グレイテストオリオン》を渡しておいてもいい。あなたが、コウをとめるまで待っていてくれるって約束してくれるなら、あなたのことを信じる。明日あしたにでも、あたしが自分で《グレイテストオリオン》を持ってくるから」

「……おれの目的は、あなたを消すこと、じゃない。冬月日奈の復活を、させないことです」

「……それじゃあ……」

　まっすぐ見つめてくる瞳ひとみを、そらしそうになるのをこらえ、受け止めて、洋平はいった。

「……………………そしておれは、一回決めたら、迷わない」

「……じゃあ、《グレイテストオリオン》を狙ねらうのは」

「あきらめません」

「……あたしのことも？」

「一度、決めたら、貫つらぬきます」

「……あたしの目的もわかっているのに？　綾あや先せん輩ぱいの存在を脅おびやかしたりはしないって、すべてが終わったら消えるって、約束するっていっているのに？　あたしのことが信じられない？　──そんなにあたしが、『冬月日奈』のコピーのあたしが、彼女の意思を無視して生き返ったあたしが、憎い？　たとえ自分の意思じゃなくても？」

　洋平は、両手を背後に回して胸を張る。

　右手から痛みが走り、左手に生まれた口が嚙かみついてくれていることを知り、洋平は、その痛みに感かん謝しやしつつもこぶしをつくると視し線せんをそらさずただただ目のまえの少女の顔を見つめ続ける。心の中に繰くり返かえしつつ。……ダメだ、迷うな、決めたんだ。不器用なおれが、それでもあの人に勝つためには、絶対に譲ゆずってはいけないものがある。たとえバカだと思われても、嫌われても、理解してもらえなくても──

　コウさんと戦うって決めたとき、覚悟したはずだ。そして。

　──たとえあなたに敵と思われたとしても、迷わない、って、決めたんだ──

「……おれの、気持ちは、変わりません」

　洋よう平へいの、最後通つう牒ちように。

　──『日ひ奈な』は。

　……笑った。

　照れてるような恥じてるような、複雑な、表情で。

「……やっぱり。ダメか」

「……すいません」

「いいって。謝あやまらなくて。あたしこそ、ごめんね。情に訴えるようなことをして。

　わかってたんだ。きみの心を変えられないのは。何しろあのコウの舎しや弟ていだし。……しかたないよね。……あたしだって、やめろといわれてもやめられない。だからきみのことを責められないし、……正直いって、ちょっと見なおした」

「……どうも」

「じゃあ、葉は切ぎりくん。……最終目的は同じなんだし。あらためて、これからよろしくね？　っていうのも変だけど。そしてお互いに、がんばろう。まぁさすがに、そういうことなら、あたしもまだ消えるわけにはいかないから、《グレイテストオリオン》を渡すことはできないけど。きみがいったいどう戦うのか、何を見せてくれるのか、楽しみにしているからね」

「…………はい」

「じゃあ。またね」

　別れの挨あい拶さつを告げると。

『日奈』は携けい帯たいのディスプレイを見つめた。

　しばらくして。

「……あの、……葉切、くん……」

「……先せん輩ぱい」

「……あのさ、その、……ひゃあん、や、ん」

　思わず赤せき面めんするかのような甘い声とともに身体からだをくねらせたのち（洋平は真まっ赤かになった、そのあまりの艶あでやかさに）、綾あやは紅こう潮ちようした耳に携帯を当て、叫んだ。

「だぁっ！　何よ！　……は？　失礼なことをしたからサービス？　何が？　だれによ。葉切くんに、イイ声を……って、……あんたバッカじゃないの！　あたし、ほんと、怒るわよ！　もう！　……ああ、このひと。悪女だよ。まったく。……コウはこのこと知ってるのかな……あたしが勝手に美化しすぎてたかな……」

　ふう、と大きく息を吐き、親の敵かたきでもあるかのように勢いをつけて携けい帯たいをたたむと、綾あやは真剣な目で洋よう平へいを見た。

「……あのさ、葉は切ぎりくん」

「はい」

「……きみも、……コウも、ある意味ドライだからさ、……って、あの、悪い意味じゃなくてね、その、……なんていうか、引きずらないたちだからさ。……だから、生きてさえいれば、きっとまた、仲良くなれる、っていうか、戻れるって、思うから。

　せめて、お願ねがいだから、……できるだけ、危ないこと、しないでね。

　あたしなら、本当に、だいじょうぶ、だから……」

「……気をつけます」

　うん、とうなずき。そして。

　ひゃあ？　と身をよじり。

　綾は慣なれたくなくとも慣れてしまった動作で携帯を取り出し開き、耳に当てた。──どうやらやはり、綾と『日ひ奈な』は携帯を介さなければ話ができず、そして裏に潜ひそんでいる人格は表に出ている人格をくすぐる？　ようなことができるらしい。

　ぶっきらぼうに、綾が伝える。

「……あのね、日奈から伝言だって。いまさらだけど、あたしたちのこと、だれかにいったか知りたいってさ」

「いいえ。だれにもいっていません。あいつらにも。知っているのはおれたちだけです」

「……これからも、いわないでほしいって。……その代わり、《レフトアーム＝スピーキング》と《グレイテストオリオン》のことは黙だまっておく、から……って、いいの？」

　最後のは、綾が『日奈』にたずねたものだろう。

　洋平は、首を振る。

「取引はしません」

「……うん。そう、でも、こちらは黙っているから、だって」

「……ご勝手に」

「……あの、じゃあ、またね」

「……はい。また」







　　　　◆







　綾と日奈が立ち去ったのちも、洋平は、そこに留とどまっていた。

　寝転がり、木こ立だちの向こう、空に浮かんだ月を見る。

　しばらくして。

　よかったな、と左手の触れている草に唇が生まれ、しゃべりだす。

「まさか向こうから接触してきてくれるとはな。本当に、助かったよ。ヨウヘイは女性に秘ひ密みつ裏りに会う、なんてのは苦にが手てだからな」

「ほっとけ。そんなの得意になりたくもねぇよ」

　だがまぁ確たしかに、助かった、と思ってしまったのも事実。洋よう平へいはこっそりうなずく。

　これで一番の肩の荷は下りた。

　本当に、よかった。

「……いや、それにしてもワタシに誘ゆう導どう尋じん問もんを仕かけるとは、冬ふゆ月つき日ひ奈な、なかなか大した女じよ傑けつだよ。それを相手にオマエもよく、がんばった。よかったぞ？　まぁそれでこそ、レメゲトンに封じられし七十二柱の悪あく魔まを使し役えきするワタシの相あい棒ぼうというものだがな。これでもう少し──」

「──なぁ、ジンゴ」

「……ん？」

「……菜な々な那なには、怒られるだろうな」

　草の上で唇が笑う。

「怒られるだけですむならいい。まず許してはもらえまい。……まったくオマエというやつは。ナナナはワタシの大事なトモダチであるのに。はじめてできたトモダチなのに。まったく」

「…………あ、あれ、ほら見ろよ。あれがオリオン座？」

「……ごまかすならごまかすで、もう少しうまくやれ。こちらのほうが恥ずかしいわ」

　洋平はふう、とため息をつくと。

　身体からだを起こし、首をめぐらし、遠くを見る。

　気がつくとそちらをながめている。洋平だけではない。この土地のほとんどの人間が。

　考えなくても、わかる。その方角に、何があるか。

　いま天に広がる星座と同じ名を冠する《知恵の実》。この優ゆう秀しゆうなレーダーは、きっと役に立つだろう。

　つぶやくように、たずねる。

「……なぁジンゴ、おまえ、サソリの話って知っているか？　って当然知ってるか。おれの記き憶おくからできているわけだし」

「ああ。堂どう島じまコウに聞かされたとかいう話だな」

　うん、と洋平はうなずき、ふと、かつて聞いたことのあるサソリ座の神話を思い出す。

　神の命によりオリオンを死に追いやったという毒を持つ虫、サソリ。

　オリオンはサソリを恐れているため、サソリ座の昇る夏から逃げて冬の星座になったのだとか。

　しばらくして、会話を継いだ、

「……とにかく、コウさんのほうのサソリの話だ。コウさんはさ、裏切ったり裏切られたり、つらいことがあったりしたとき、その話をして自分を納得させるんだ。だれだってサソリなんだから、いきなり刺されてもしかたない、って。それは、自分を正当化するためだけじゃないんだ。……なんていうか、誕たん生じよう日びをだれにも祝ってもらえないのを、だれにも誕生日だと教えてないから当然だ、と考えるみたいな感じ、というか。

　……聞いているときには考えなかったけど、まさかおれが刺すとはなぁ……」

「……本当に、予想外だったか？」

「……どうだろな」

　洋よう平へいは、笑った。

　よいしょ、と立ち上がり、のびをする。

「……それじゃあサソリの一匹として、オリオンさんを追っかけることを考えるか」

「ふむ、サソリとして、オリオンを、か。まったくうまく符合したものだ。これが運命というやつか？」

　いいや。と首を振り。

　洋平は、口もとをゆるめた。

「いいや、これは──チャンスだよ」

　そうだ。これが運命だというのなら。必ずそれを、引き寄せてみせる。

　この手と、自身の力で。

　必ず、コウさんのまえに立つために──







　　　　◆







　その日の放ほう課か後ご。アンケートの結果が発表された。

　同時に、全会一致により、生徒会選挙と体育祭の合同イベント開かい催さいの決定が通知。やはり、ほかに立候補者はなし──急な事情を考こう慮りよして本投票が行われる週末の朝ぎりぎりまで立候補を受けつける旨むねが発表されたが、まず現れることはないだろう。

　八日後。

　日ひ炉ろ理り坂ざか高校で、かつてないイベントが行われることになる。







　　　　◆







　なお、コウは。

　今日きようも一日を、なんとか耐え抜いたのだった。

　なんかイハナと綾あやの二人に妙に誘惑された気がするが、もちろんそれは気のせいだろう。コウはがんばった。本当に、がんばった。アトリの予想を上回るほど、それが吉きちかは別として──







　　　　◆







　──運命の日まで、あと八日。











《スコルピオン・テイル　終》
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　　　　１．（安県あがた正まさ人ひと）







　ゆっくりと、光が視界に広がっていく。

　白い光に影かげが現れ、海かい藤どう重しげ彦ひこは自分が目を開けたのだと思い、ぼんやりと、目の中に映るものを受け止める。もっとも、目を凝こらしてもやはりただただ白い光しか見えないが。

（白？）

（違う、これは白ではない、これは赤──）

（光ですらない何より危険な赤の色──）

　声が聞こえた。

「……目が覚めたか？」

　ここは、と海藤は唇を動かすが、果たして声は出ていたか。目のまえには白い（いいや、赤い）光があるのみで──しかしなぜかまぶしくは感じない──自分の状況を判別できるものはない。

　声が、いった。

「もうだいじょうぶ。きみはもう、安全だ。安心していい。ここはきみが一番頼れる場所だよ」

　ここは……

「そう、ここはきみの知っている、きみの味方がいる場所だ。さぁ、見るんだ。この指が何本に見える？」

　目のまえに差し出された指の数は二。

　唇を二本、と動かして、海藤はその指の持ち主を見上げる。心に直接響ひびいてくるような声に心ここ地ちいいものを覚えつつ。

　白い（赤い）光の中にようやくとらえた人影は、全身が高速にぶるぶる震ふるえ、姿は判別できそうにない。

「そうだ。二本だ。安心したよ。きみの意識はしっかりしている。さて、それじゃあ、私を見ようか。さぁ、きみが安心して頼れる私は何者だ？」

　安心……？

「覚えていないのか？　きみは和歌丘に侵入し、人狼と戦い死にかけていたんだ。さぁ、心を強く持て。そして考えるんだ。きみは危険に陥り、きみの頼れる仲間である、私に助けられた。わかるね？　私は仲間だから助け、きみをここに連れてきた。さあ、頭をはっきりさせるんだ。指は二本、それはわかった。だったら私がわかるな？　ここはどこだかわかるな？」

　指は二本。

　危ないところを助けられた。仲間に。

　ならば、ここは──

（そうだ、和わ歌か丘おかで、おれは──？）

　急速に意い識しきが明めい瞭りようになり、海かい藤どうは身体からだを起こす。自分はベッドに寝ていた（当然だろう？　負傷して治ち療りよう中ちゆうだったのだから）。辺あたりを見渡し、驚おどろく。白い（赤い）光のようなもやがきれいに晴れてみれば、そこはよく知っている場所、とあるビルの地下、知っている人間にのみ『内閣情報調ちよう査さ室しつ／別室』と呼ばれている部へ屋やだった。

　単に『別室』とも呼ばれる、現在海藤が所属している機き関かん。

　ならば、この人ひと影かげの正体は──

「……大おお隈くまさん」

　──そうだ、大隈さんだ。別室室長大隈次じ郎ろう。

　白い（赤い）光の中で高速にぶれていた人影は、たちまちくっきりとした輪りん郭かくを現し、大おお柄がらの、人のよさそうな笑え顔がおを浮かべた人物になった。

　ほっとしたように、男がいう。

「ああ。よかった。認識力に別状はないようだね。どうだい？　まだ気分が悪いかい？」

「……はい。……まだ、ふわふわしたような感じがします。現実味がうすいというか──」

　さきほどまで視界全体に満ちていた白い（赤い）光のもやが、目にこそ見えないが、まだ漂いこちらを包んでいるような──

「そうか。まぁ、当然だろう。きみは危き篤とく状態だったんだ。本当なら動かすこともできないような。……なのにすまないね。こんなところにつれてきて。だがことは一刻を争うんだ」

　笑顔から一転、真剣な表情をとった大隈に、海藤はまだ辺りにかすんでいるもやを振り払おうと頭を振り、あらためて向き合う。

「何かあったんですか？」

「……そのまえに、きみはどこまで現状を把握している？　記き憶おくに異常はないか？　きみはなぜ自分が和歌丘にいたか覚えているかね？」

　海藤は大きく呼吸して、大隈を見つめた。

「……確たしかに、自分がしたことは任務から逸いつ脱だつした行動だったかもしれません。ですが、私はあくまで遊軍であり、なんであれ自分の裁量で行動することを認められていたはずですが」

「いやいや、きみの行動についてとやかくいうつもりはないよ。ただ、きちんと把握しているかどうかの話だ。……わかってほしいのだが、きみは本当に重傷でね。もしも現状把握の力が低下しているようなら──」

「自分がしたことは、はっきり覚えています。私は──」

　白（赤）光に包まれていることを感じ、心のどこかで警けい鐘しようが鳴り、

「──ある筋から和歌丘で何かが起こっている、という情報を得て、それを未然にくいとめるべく、極ごく秘ひ裏りに侵入を試みました。……まさか、あんなことが起こっているとは──」

　海かい藤どうは、それと意い識しきしないまま自分の相あい棒ぼうの名を隠し、上司に報告を行った。侵入した先で、三み鷹たか家けの長男に会ったこと。『ザ・ワン』という吸血鬼が和わ歌か丘おかに侵入していることを知り、それを外界に知らせるために脱出をはかり、吸血鬼の部下と思われる人じん狼ろうに遭そう遇ぐうし戦せん闘とうを行ったこと、そこで意識が途と切ぎれていること──

「なるほどね。和歌丘で何かが起きることを知り、君の心はそれを許せなかったか。……その、『ある筋』というのは？」

「……個人的に知っている、情報屋です。……それで？　何があったんですか？　和歌丘はどうなったんですか？」

　その問いに、大おお隈くまは珍しく苦く悶もんの表情を浮かべ、海藤は少し驚おどろいた。部下のまえでは笑え顔がおをたやしたことのない大隈がこんな表情を浮かべるなんて、いったい何があったのか？

「……大隈さん？」

　首を振り、告げる大隈。

「きみの思考ははっきりしているようだし、ならば、私も正直にいおう。だが、いいか、心を強く持ってくれ。受け止める準備をしてくれ。きみがもっとも恐れる最悪を」

「待ってください。まさか『ザ・ワン』が？」

「いや、『ザ・ワン』は倒されたよ。……おそらく堂どう島じまコウにね」

　大隈は、嚙かんで含めるようにゆっくりと、一言一言はっきり、いった。

「……そう、『ザ・ワン』は滅びた。とある《知恵の実》と契約し、願ねがいをかなえることで、ね」

「……え？」

「そうなんだ。……そしてその結果、ついに堂島コウは自分の願いをかなえるのに必要なだけの魂たましいエネルギーを手に入れた」

　堂島コウが、ついに、必要量の魂を──

　海藤は目を見開き、懊おう悩のうの表情を浮かべる大隈を見る。

　コウが魂を集め終えた、それもこんなにも早く、それは確たしかに憂ゆう慮りよすべきこと。

　しかし、いずれ堂島コウがそこに到達することは、大隈も『知って』いたはずだ。

　にもかかわらずこれほど深刻な様よう子すを見せるということは、まさか──

「……まさか？」

「……そう、そのまさかだよ」

　大隈はうなずき、身体からだをずらす。

　背後に現れる、巨大なスクリーン。

　そっと、海藤の肩に手をやり、身体を起こさせスクリーンに向き合わせると、大隈は海藤の耳に口を近づけ、囁ささやくように告げる。

「とうとう、きみが恐れることが起こった。……いや、起こっている。だからこそ、重傷のきみをこの部へ屋やに連れてきたんだ。きみに助けてもらうために。きみの助言が必要なんだ。……さぁ、私に見せてくれ。まさか、ときみが恐れるその光景を──」

　大おお隈くまの声を聞きながら、海かい藤どうは、スクリーンを見つめる。

　ぶん、と音がして、スクリーンが起動する──

「……そ、そんな……」

　映し出されたのは、刀身を黒く塗られた刀を持つ褐かつ色しよくの少女と、彼女に向かい合うようにして立つ白髪の少女。

　そんなバカな、と歯は嚙がみした海藤に合わせたかのように、カメラが白髪の少女の正面に移動して。

　白い髪の少女の背後に一つの影かげを映し出す。

　そこには──

　マントをつけた少年、──堂どう島じまコウが立っていた。
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『……ジィ。まさかきさまが裏切るとはな。舞まい原ばる家けを、──イハナとサクラを、堂島コウを』

『……裏切っているつもりはない。……わかってくれとはいわないが』

　直接頭に響ひびくように、二人の少女の声が聞こえてくる。

『……頼む、退ひいてくれ、いん。……おまえでは、私には勝てない』

『……ジ、ジィ・ニーの分際で、よくもそんな口を──』

　頭のどこかで何かが警けい鐘しようを鳴らしている。何かがやばいと。危険だと。

（赤だ、白ではない、赤だ）

（赤い色を、その指すものを、思い出せ──）

　そう、これはもちろん緊急事態レツドアラート──

「目をそらすな。海藤くん。つらいのはわかるが、これが現実。われわれは目をそらしてはいけない。だから見るんだ、最後まで」

　……もちろんだ、海藤は早はや鐘がねを打つ胸を押さえて画面をにらむ。ふがいない自分を叱咤しつたしつつ。いったいおれは、どれくらい意い識しきがなかったのか。この大事なときに。それにしても、おれが意識不明の間にどれほど早くことが起こってしまったのか。いったい何が──思考をまとめようとするが、ときどき視界をかすめる白い（赤い）もやに邪じや魔まされ考えられず、ただただ画面を見つめる。そこに映し出された、自分が恐れていた場面を。

　海藤自身は、それを知っているわけではない。

　ただ、相あい棒ぼうからの断片的な情報を組み合わせ、想像していただけ。こうなるのかと。こうなってしまうのか、と。それを止めるためにいままで動いてきていたはずの、『予測』で終わらせたかったその光景が、ついにいま、目の前に──

　しかし。

　何かが、おかしい。

（赤だ、赤。血の色の赤──）

「教えてくれ、海藤くん。いったい何が起きている？　我々がすべきことはなんだ？　我々が知るべきもっとも大事なことは？」

　そうだ、もっとも知るべき大事なことは──

（ダメだ！　考えるな！　何も！）

　海かい藤どうの意思に呼こ応おうするかのようにカメラが動き、白髪の少女の背後、堂どう島じまコウを映し出す。が、すぐにカメラは戻る。まるで少年を映すまいとしているように。──そうだ、映してはいけない。（知ってはいけない）なぜならそれは、（未来を定める）。いまはまだ、知るべきではない。そして知らせるべきではない。なぜならこいつは、この男は──

（赤）

「海藤くん？」

　何かがおかしい。何かが──

（この、赤い、光が──）

　意い識しきを持て。しっかり、強く。訓練はしてきたはずだ。予備知識も持っている。敵が、どんな手段を用いるか。

「……海藤、くん？」

　──この状態でおかしいのは──

　海藤はそれがあたかも苦行であるように、途と切ぎれ途切れに、問いかけた。

「……室長、……あなたは、知らない、はずだ、この状況を──」

「……ああ。もちろんだとも。残念ながら私は知らない。何かが起こっていることぐらいしかわからない。だからきみをここに連れてきたのだよ。何が起きているのか教えてもらうために。別に不自然ではないだろう？」

　──そうだ、何もおかしくない。

「重傷のきみに無理をさせることはすまないと思う。だが、ことは一刻を争う。だから教えてくれ。そもそもきみも知りたいはずだ。あの画面に映っているものを。君も確かめたいだろう？　そう、きみは確かめたい」

　そうだ、確たしかめなければ、あの白髪の少女の後ろにいるコウを。そして。

　あの褐かつ色しよくの少女の後ろにいる存在を。

　カメラが動く。海藤の心に合わせるように。

　それを必死に食い止める。食い止める理由もわからないまま。

　心の何かが告げている。それを見てはいけないと。

（──絶対に、見せてはいけない──）

「海かい藤どうくん？」

「……大おお、隈くま、室長、私は──」

「だいじょうぶ。わかっている。つらいのだろう？　不安だろう？　安心したいのだろう？　当然だ。きみは重傷なのだから。だいじょうぶ、教えてくれさえすれば、あとは私が引き受ける。きみは安心して休んでいていい。アレを私に見せてくれさえすれば、きみはずっと安心できる。だから、さぁ、見せるんだ──」

　そうだ、おれは安心したい。

　すべてをまかせて安心し、この赤い光の中で──

　画面の中で、二人の少女が向き合っている。

　白髪の少女と、それとは対照的な黒髪を持つ褐かつ色しよくの肌をした少女。白髪の少女は背後をかばうように立ち、褐色の少女は刀を手に、相あい対たいする少女をどこか哀れんだように見ている。二人とも微動だにしない。まるで時間が止まっているように。何かの合図を待っているように。

（そして実際そうなのだろう、止まっている──待っているのだ、海藤自身のＯＫサインを）

　海藤は知っている。これからそこで起きることを。

　聞いている。

　だからこそ──

　海藤は、懐ふところに手をやった。

　なんの迷いもなく伸ばしたそこには、いつものように、当然のごとく銃があった。

　白銀の愛銃。

　長年の友にしてもっとも頼れる相あい棒ぼう。

　当たり前のように手にしたそれを画面に向けて撃うつ。

　二発。

　さらに追加で一発。

　スクリーンにひび割れが走り、パン、という音とともに粉々になる。

　が、次の瞬しゆん間かん、壊こわれたはずのスクリーンは時間を逆回ししたようにたちまち元に戻っていく。

　……その光景に何か不自然を感じるが、いまの海藤には、何がおかしいのかわからない。

　無む茶ちやをするなぁ、と、大隈の姿をした影かげが、いった。

「……まぁ、いい。きみがこれの壊れることも厭わないというのなら、そういう風に扱うまでだ」

「っ！」

　いきなり激はげしい頭痛に見み舞まわれ。

　その痛みが合図であったかのように、復元した画面の中、二人の少女が動きだした。

　白髪の少女は両手に拳けん銃じゆうを構え、褐かつ色しよくの少女は無造作に刀の切きっ先さきを差し向ける。

『私の目的は、おまえの後ろだ。いん、おまえじゃない』

『だから、なんだ？　それを私が許すとでも？』

（ダメだ、ダメだ、見てはいけない、見せるな──）

　実を言えば、この期ごに及んでまだ海かい藤どうには、自分に何が起きているのかわかっていなかった。大おお隈くまの姿をした影かげがいったい何者か、それどころか本物か偽にせ者ものかの区別すらついていなかった。

　それでも本能の鳴らす警けい報ほうに急せかされるままに、頭部で脈動するような痛みに耐えつつ海藤は部へ屋やを見渡し、探す。

（……あのスクリーンでは、ダメだ）

（あれは本物ではない）

（見つけるべきは、本体。アレを映し出しているもの、そのものを──）

「！」

　いったい何が起きているにしろ、それが『夕日を連れた男』の仕し業わざであることを知ったのは、そのときだった。

　直感の命じるままに部屋を見渡し、とたんにスクリーンの本体らしきものが現れたのに気づき、なぜかそれが本体であることを悟って、なんの躊ちゆう躇ちよもせず海藤はそれに手の中の銃を差し向ける。

　と、そこに二つの影が現れた。

　一つは女性。

　海藤がだれよりも知る女性。

　一つは、子供。

　海藤が忘れたことのない少年。

「あなた、やめて」女性がいった。

「お願いだから。ぼくのために」子供がいった。

　それでようやく、海藤は理解する。いったい何が自分に起きているのか。

　海藤が理解した後ろのスクリーンでは、とまることなく画面が動き続けている。

『もう一度、いう。退ひけ。いん。おまえ相手に手加減はできない』

『……だから、私に、そんな、口を──』

　知らせてはいけない情報を、吐き出し続けている──

　海藤は笑い、いいだろう、とうなずいた。

「……あえていわせてもらうぞ？　──夕日を連れた男」

「……なに？」

「これだけのことをするんなら、当然覚悟はできているんだな？」

『──そんな、口を、利くなぁ！』

　画面の中で、白髪の少女が褐かつ色しよくの少女に襲おそいかかった。

　目の隅すみにそれを確かく認にんし、

　オブジェクトの前に立ちふさがる子供に銃口を、向けて。

　海かい藤どうは、引き金を、引いた。

　世界が冷えきる心ここ地ちとともに。

　視界が一気に『赤く』、染まった。
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　激はげしい衝しよう撃げきに全身を震ふるわせ、海藤は目を見開いた。

　とたんに襲いくる眩暈めまい。

　まるで頭に太鼓を詰めこまれ鳴らされているような感覚にとても目を開けていられず、まぶたを閉じる。

　きんきんと響ひびく闇やみの中、鼻がかっと熱あつくなるのを覚え、ついで冷たさを感じ──

　無む茶ちやをするなぁ、という男の声。

「わかっているのか？　海藤くん。きみがいま撃うったのは、自分の頭そのものだ。まぁ、手にした銃も本物じゃなかったわけだがな。知っているか？　夢でも人は殺せるんだぜ？」

　海藤は、ゆっくりと、痛みに耐えつつ薄うす目めを開けた。

　男がこちらを見下ろして、笑っている。

　まだ若い、二十代の後半くらいか、海藤の目をのぞきこんでいる。狐きつねを思わせるような怜れい悧りな瞳ひとみ。

　だがそれよりも目から離はなれないのは、男が右手に持っている拳けん銃じゆう。

　西せい部ぶ劇げきに出てくるような、骨こつ董とう品ひんの銃。

　海藤の視し線せんに気づいたか、男は驚おどろいたように目を開き、眉まゆをひそめて拳銃をかかげた。

「なるほどね。どうも効きが悪いと思ったら、……知っているんだな？　この銃を」

「……コルト・ＳＡＡ45、通称ピースメーカー。リボルバー、弾は六発……」

「つけた名前は《Ⅴフアイブウエスト》。いいよいいよ、ごまかしは。お互い変な腹の探り合いはやめておこう。時間の無む駄だだ」

「人の頭を勝手に探っておいて、よくいうな」

　肩をすくめた男から目を離さずに、ゆっくりと、海藤はきしむ身体からだを起こした。

　筋肉痛に耐えつつ腕を動かし、冷たい感触に気づいて手を鼻にやり、ようやく大量の鼻血に気づく。

　が、男が差し出したタオルを無視し、目は男の銃に向けたまま、海かい藤どうは自分の身体からだを手で探った。

　裸の身に包帯。当然ながら夢のように都合はよくなく、武装は解除されている。

　しかしそれだけ。しばりつけられているわけでもなく、拘こう束そくされてもいない。

　ただ、身体の反応が鈍にぶい。筋肉が固まっている。かなり長く寝ていたようだ。

　銃から視し線せんをそらそうとしない海藤の様よう子すに、男ははぁと大おお仰ぎように、ため息をついた。

「驚おどろいたね。この銃のことを知っているだけではなく、理解もしているわけだ。確たしかに、起点となる『第一の弾丸』は、意い識しきの無防備な状態に打ちこまなければ完全な効果は発揮されない」

　肩を落とした男に、追い討ちをかけるような女性の声。

「……まったく。そんなことまで知られているなんて、完全な油断ね。あなたともあろう人が、……いったいだれを殺し漏らしたのかしら？」

　海藤は、視界に女性の姿を認めた。

　思わず息を吞のんだのは、知っている顔に似ていたから。

　ただし、知っている顔よりも若い。予想通りの相手なら、彼女のほうが姉のはずだが──

　女性はその手に、装飾された箱を持っている。

　笑った表情、気だるげな様子を見せてはいるが、まったく油断はしていない。

（……彼女が来くる栖す美み楚そ乃の、……いや、ミザリィ・クルス……）

　ううん、と咳せき払ばらいして、男が右手の銃を置き、いった。

「……ええと、さて、海藤くん。……ああそのまえに、海藤くん、と呼んでも？」

「好きに呼べばいい。こちらも勝手にさせてもらう。だいたい、……あんたのほうが年上だって聞いているぜ？　夕日を連れた男さん、よ」

「実じつ年ねん齢れいはともかく、外見っていうのは重要でね。だから目下の扱いだって気にしないよ？　それにしてもそのあだ名、けっこう浸しん透とうしているわけ？」

『夕日を連れた男』と呼ばれ、来栖美楚乃の相あい棒ぼう、安県あがた正まさ人ひとは微笑ほほえんだ。
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「ここはどこだ？　なぜおれはここにいる？」

「その事情は夢で見せたのとたいして変わらない。場所は勘かん弁べんしてほしい。とにかく、きみが狼おおかみ男おとこに襲おそわれているのに出くわして、おれが助けたってのは事実だ。だから無理はしないほうがいい。きみは本当に重傷だった。……ていうかはっきりいってしまおう。ぶっちゃけきみは一回死んでいる。狼おおかみ男おとこに、殺された」

「……なに？」

「それをおれが蘇そ生せいさせた。いや本当に、間に合って、よかったよ。いやね。助けに入るのが遅くなってしまって。……すまないね。まさか本当になんの切り札もなく殺されるなんて思わなくて。ただの人間でありながら超常の存在、狼男なんてでたらめに戦いを挑んでいたんだから、だれだって、これは何か切り札があるんだって思うだろ？　いったいどうやって逆転するんだろうとわくわくしながら見ていたら、これがあっさり殺されちゃって。焦あせったよ。本当に。きみもたいがい無む謀ぼうだな。……まぁ、そういうのは嫌いじゃないが」

　……蘇生させた？

「……なぜ、助けた？」

「いやいや同じ人間同士、助け合わないと」

「ああ。なるほどな。だからわざわざこっそり、舞まい原ばる家けや《ザ・ワン》に見つかる危険を冒おかして和わ歌か丘おかまでやってきて、おれを助けてくれたってわけか。本物のヒーロー登場だ」

　笑って答えた安県あがたに、海かい藤どうも笑って首しゆ肯こうする。

　脳のう裏りに稲いな妻ずまのようにひらめく場面──先ほど引き金を引いてしまった場面を反はん芻すうしつつ。

　安県正まさ人ひと。

　おれは決して忘れない。

　おまえがおれに、何に引き金を引かせたか。

「……真ま面じ目めな話をすればね、海藤くん。……わかってもらえるとは思わないが、それでも一応説明すると、……彼女、が見たんだよ。おれが和歌丘の森で、君を助けている『未来』を。手に持っているあの箱でね」

　あごをしゃくって、後ろにいる女性を示す。

　安県のせりふに、来くる栖す美み楚そ乃のは怒りを宿やどした視し線せんを向けるが──手に持つ箱の能力をあっさりばらされたことによるものだろうか──向けられた本人はとくに気にした様よう子すもない。

「……そう、彼女は未来を『視み』た。その未来でおれがきみを助けていたから、おれはあわてて駆けつけて、きみを助けた。正直、間抜けな話、それまでは和歌丘で何が起こっているか、狼男はおろか吸血鬼のことさえ知らなかったのさ。……それはともかく、卵が先か鶏にわとりが先かは別として、きみはこのことをどう思う？　……なぜおれは、きみを助けた？　おれにきみを助けなければいけないいったいどんな理由がある？　自慢じゃないが、人助けをするために危険を冒すおれじゃない。そのおれが助けに行くほどだから、きみは何か、おれにとって重要な鍵かぎを握っているはずだ。……だから、それについて知るために、先ほどは失礼なことをしてしまった。そのことについては謝しや罪ざいするよ。海藤くん。きみの大事なものを利用などして、本当に、悪かった」

　深々と頭を下げる、まるで本気で罪を感じているような真剣な顔。

　思わず信じてしまいそうな。

　しかし次の瞬しゆん間かんには、もうその顔は笑っている。

「まぁ、いまさらそれはしかたない。という言い方も失礼かもしれないが、──本来なら、ゆっくりと時間をかけてきみとはわかり合いたかった。──ほんとだよ？　きみのことは調しらべさせてもらった。家族のことも。おれたちにはたくさん共通点があるんだよ、海かい藤どうくん。おれたちは、きっとわかり合えただろうに。過去について語りつつ飲み明かせたかもしれない。

　しかしもう、きみに費やせる時間はない」

「……時間がない？」

「ああ。堂どう島じまコウが、どうやら魂たましい集めを完了させた」

　あまりにもさらりと発されたせりふに一瞬理解が遅れ、海藤はごくりとつばを飲みこんだ。

　……堂島コウが、魂集めを完了した？

　まさか、そんな──？

「さきほど、『夢』で伝えたとおりだよ。《ザ・ワン》と《グレイテストオリオン》を契約させることで、堂島コウは大量の魂エネルギーを手に入れたらしい。──ああ、まだいっていなかったか。きみは本当に重傷で、ずっと意い識しき不明だったんだよ。だいたい一ヶ月ほどね」

「！」

「その間に、堂島コウは一〇八量の魂エネルギーを手に入れた、と思われる。ならば、あとは《知恵の実》を生み出させるだけ。……これほど早いとは思わなかったが、魂集めを終えた以上、このチャンス、失敗させるわけにはいかない。だが、いまのままではおそらく──だから残念ながら、きみのために時間を割さいている余裕はない」

　狐きつねのような目をさらに細め、人ひと懐なつっこい、と形容するのがぴったりな笑え顔がおをつくると、安県あがたは置いていた拳けん銃じゆうに手を伸ばした。

　手に取った銃の弾倉をぎゅるると回し、がきっと音を立てて止める。

　ゆっくりと、奥の見えない銃口を海藤に向けると、安県はワインの種類を選択させるソムリエのような口く調ちようでいった。

「さぁ、選べ。男らしく誇ほこりに殉じゆんじ、死ぬか。──それとも屈くつ辱じよくに耐えても目的のために生き抜くことを選択するか」

「ほう」

「……誇り、屈服、そのどちらでも、おれはかまわない。君の意思を尊重しよう。死体からは不完全ながらごまかしのない情報が得られるし、おれの銃弾を受け入れることで自分から話してくれるなら、検証こそ面めん倒どうくさいが文字どおり『生きた』情報が得られる。何よりも、そのどちらでも時間はたいしてかからない。いまのおれにはそれが何より重要なんだ」

「……」

「さぁ、選べ。単純な二に択たくだ。……生か死か？」

　のぞきこまされる銃口には、ただただ闇やみが広がるのみ。

　生か、死か？　──海かい藤どうは、笑う。

　おもしろいことをいう、と。

　たとえ自分から話したとしても、殺されないですむかどうかは五分五分だろう。なぜなら情報を渡してしまえば、それこそ生かしておく意味がないから。むしろほかに知る者がいることを邪じや魔まに思うだろうから。二に択たくなどといってはいるが、それこそこちらの行動をその二択に狭めるための罠わな。選せん択たく肢しを与えることで、ほかの選択肢を考えられなくするための。あたかも有利なように見せかけて、その実不利な条件を了承させ、みずから負けを認めさせる。それこそまさに超常の《知恵の実》を相手にしなければならない『代行者』の戦い方。

　さすがは元・『代行者』、といったところか。

　もっとも、それに付き合う義務はない。

　戦いというものは戦術ではなく戦略でこそ勝敗を定めるべきもので、『代行者』の戦いは、しょせん戦術レベルのものでしかない。

　──少なくとも、『獣の数字６６６』にたどり着くまでは。

　銃口の奥をのぞきこみつつ、海藤は、大きく息を吐いた。

「……よし。わかった。覚悟を決めるよ」

「……ほう？」

「できることなら死にたくはないが、だからといって相あい棒ぼうを裏切ることもできない。……ああ、ここで死ぬならいっそ光栄ってもんだ。何しろ《代行者を育てるための銃》で殺してもらえるんだからな。……いや、こういうべきか？　《神を殺すための銃》、と」

「……」

「……ま、たとえ神を殺せるかもしれない銃とはいえ、できればやっぱり殺されたくはないが、何しろその後ろにはさらに究極の知恵の実、《ボックスＰ》が控えている。シリアルナンバー・六二七、不動の未来を決定できる最強のアイテム相手じゃこりゃ絶対に勝ち目はない。もうあきらめるしかないだろう？」

　安県あがたの後ろにいた美み楚そ乃のが、弾はじかれたように顔を上げる（安県に驚おどろいた様よう子すがないのは、やはり予想していたか）。

「……あなた、《Ⅴウエスト》だけじゃなく、《ボックスＰ》のことまで知っているわけ？　いったい何者よ、本当に」

「……さてな。なんなら『視みて』みたらどうだ？　もっとも、使いこなせてはいないようだが。究極、だからこそ、その強力さゆえ、不安のあるとき──都合の悪い未来を視てしまいそうなときには使えないって寸法だ。残念だったな、もしも使いこなせているのなら、おれを白状させるのも堂どう島じまコウを操あやつることも自由自在だろうに」

「……いや、本当に驚いた。これはますます、見過ごせないな。楽しみだよ。背後にいるのが何者か。どんな情報を引き出せるのか」

　安県あがたの言葉に、海かい藤どうは笑ってうなずく。

「ああ。なるべく痛くないように頼む。顔は撃うったりしないよな？　情報を引き出すっつうくらいだ、やっぱ脳みそがいるんだろうし、こんな顔でもいままでおれにつくしてきてくれたんだから。やるなら心しん臓ぞうに一発──でも心臓もこれまで文句の一つもいわず仕事してきてくれてたわけで──

　──おっと、そうだ、仕事といえば、まだ果たしていない仕事があった。あんたら二人に伝言があるんだが、せめてそれは聞いてくれるな？」

「……伝言？　あたしたちに？」

「……」

　黙だまりこんだ安県ににやりと笑って見せて、海藤は、その言葉を口にする。

「ああ。おまえのその銃、《Ⅴウエスト》っていったよな？　その《Ⅴウエスト》の『母親』からの伝言だ。

『──堂どう島じまコウにかかわるのは、無む駄だだから、やめておけ。おまえら二人を殺すのは堂島コウではなく、このあたし──』

　よし。確たしかに伝えたからな？　これでもう未練はない。さぁ、ひと思いにやってくれ！」

　いうなり海藤は目をつぶり、ベッドに倒れ、両手を広げる。

　大きく深呼吸をして──

　ため息のような、かすかな声を二つ聞く。

「……そうか。……フェイト、か……」

「……生きていたんだ、あの子……」

　沈ちん黙もく。

　海藤は、目を開けた。

　視し線せんが合い。

　笑えみの失われた顔で問う安県。

「……答えろ。フェイトは、……何を『視み』た？」

「あいにくだが、おれは運命ってやつを信じていなくてな。……何かを聞かされた気もするが、話半分に聞き流してた」

「……いったい、何を、聞いた？　彼女は、……何かの未来を視たのか？」

　海藤は唇を閉じ、目をつぶり、ベッドに横たわったまま、もう一度両手を広げて見せる。

　腹を差し出す野の良ら犬いぬのような、あたかも完全降伏した姿。

　──胸に何かを当てられる気け配はい。

「──正まさ人ひと！」

　寸すん瞬しゆんの後。

　気け配はいが離はなれ、撃げき鉄てつを戻す音が聞こえた。

　ゆっくりと片目を薄うす目めに開けた視界に、苦笑を浮かべた安県あがたの顔が映る。

「残念だよ。聞くべきではなかったな、その伝言は。──むしろ助けるべきじゃなかった」

「……殺さないのか。死体にしなけりゃしゃべらないぞ？　おれは」

「いまはもう、──何よりも、あいつに会うのが先決だ。そのためには、橋渡しが必要だろう？　ただでさえ難むずかしい、あいつの機き嫌げんをこれ以上損そこねるわけにもいかないし。……ところでフェイ、……フェイトは、元気か？」

「ああ。元気だよ、とても。もしもおれがあんたなら、会おうなんて考えたくもないくらい」

　おっとしゃべってしまったか、と大げさに口を押さえる海かい藤どうに、安県も笑い、首を振る。

「……確たしかに考えたくもないんだが、そういうわけにもいかないし、なぁ。……ああ、やっぱり、きみを殺すわけにはいかないようだ。残念ながら──」

　──きみの勝ち。

　海藤重しげ彦ひこの生存が、決定された瞬しゆん間かんだった。







　　　　◆







「どうするの？」

　海藤重彦を残し部へ屋やから出るや、美み楚そ乃のが口を開いた。

「……どうするのって、会わないわけにはいかないだろ？　……しかし参ったな。まさか生きて、それも日本に来ていたとは」

「……あの子も、《ボックスＰ》を使えるわ。その資格を持っている」

「ああ。そうだな」

　フェイト・クルス。

　神の摂せつ理りの名を持つ、美楚乃──ミザリィ・クルスの妹。

　彼女は何かを『視み』たのか。

　視たとすれば、いったい何を──

　ふと、安県は、『ザ・ワン』の魂たましいを手に入れてから今日きようまでずっと家に閉じこもっている堂どう島じまコウのことを考える。──もしかして、堂島コウが魂集めを完了しておきながらいまだ《知恵の実》を生み出そうとしていないことに何か関係あるのだろうか。フェイトが視みた何かが、堂どう島じまコウの行動を阻そ害がいしているのか？　だからフェイトは動かないのか？　考えられないことではない。何しろフェイトが生きていたのなら、彼女は『獣の数字６６６』の完成を阻止しなければならない立場にいるはずだから。

　もちろんフェイト自身には《ボックスＰ》のように未来を決定する力はないが。

　……やはり、急ぎ彼女に会い、確かく認にんしなければならない。

「いつ会いにいく？　すぐに？」

　安県あがたはしばらく考えこみ、いや、と首を振った。

「いや。もうしばらくは待とう。あと少しで、新学期がはじまる。はじまれば、堂島コウの様よう子すも確認できるだろう。まずは堂島コウの状態を確たしかめる」

　そう。本当に堂島コウは魂たましい集めを終えているのか。終えているならばなぜ『イブ』を選ぼうとしていないのか。たとえそれまでは『イブ』のことを知らなかったとしても、もしも魂を集め終わっているのならマニュアルが教えてくれるはずなのに。

　なぜ動こうとしないのか？

「そうだ。まずは、堂島コウの様子の確認。そのあとで、会いに行く」

「堂島コウの魂集めが終わっていても？　フェイに会っている間に『イブ』を選んだらどうするの？」

「なに、引き伸ばす手段はあるさ。……それに、フェイが日本にいるのなら、なぜ魂を集め終わっている堂島コウを放っている？　彼女はそれを止める立場にあるのだから、何か行動を起こしてしかるべきはずだ。にもかかわらず堂島コウに対して傍ぼう観かんに徹てつしているのは──」

　実はまだ堂島コウは、魂集めを終えていないのか。

　それとも、彼女が何かを視たからか。

　確かめなければ──

「正まさ人ひと」

「……とにかく、確かに予定とは違ったが、堂島コウがいいところまできているのは事実。ここまできて、邪じや魔まされるわけにはいかない。たとえフェイ、……フェイト・クルス、かつての仲間、きみの妹であろうと、ね」

「……え、ええ……」

　そうだ、ようやくここまできたのだ。だれにも邪魔をさせるわけにはいかない。

　たとえフェイト相手でも。

（……いったい何を視た？）

（これから何が、起きる？）

　──ふと、だれかに見られているような気がして。

　安県は振り返った。

「どうしたの？」

　いぶかしげにこちらを見てくる美み楚そ乃のに、いや、と首を振る。

「学校がはじまってから会いに行くなら、カウンセラー、どうしようかと思ってね」

「そうねぇ。けっこうおもしろかったけど、コウの魂たましい集めが終わったのなら、そろそろ潮しお時どきかしらね」

　そうだな、とうなずいて、安県あがた正まさ人ひとは歩き出す──







　　　　２．（小鳥遊たかなし無む玄げん）







　ここまで、か。

　大きく息を吐くと、目をつぶり、小鳥遊無玄──新あら鷹たか神社の宮ぐう司じにして舞まい原ばる家けのブレイン──は、バタンと地面に倒れるようにして、芝生しばふの上に横になった。

　ピシリ、と何かにひび入るような音が響ひびいて。

　周囲に焦こげ臭くさいにおいがただよう。

　もっとも、目に見える場所には燃もえているものも焦げているものもない。

　音もにおいも感じただろうがとくにあわてることもなく、かたわらに待たい機きしていた巫み女こ装しよう束ぞくの女性──名をみゆきという──が、倒れた無玄の上にぼとぼとタオルを落とし、たずねた。

「どうでした？」

　タオルの雨の振る中、笑って答える無玄。

「ええ。ようやく見つけられました。どうやらいままで意い識しき不明だったようです。だから網あみにかからなかったか。……はぁ。それにしても、……疲れましたが、なかなかおもしろい話を聞けましたよ？」

「ぜんぜん興きよう味みありませんからお願ねがいだから話さないでください」

「……つれないなぁ」

「本当に、お願いですから、これ以上あたしを巻きこまないで！」

「いやそれをいわれると、こちらもつらいんですけどね？」

　はぁ、と息を吐き、無玄は手に取ったタオルで汗だくになった顔を拭ぬぐう。作さ務む衣えをはだけて身体からだを清める。それはたちまちぐしょりと濡ぬれて、尋じん常じようではない汗の量を知らせてくる。

　半裸の無玄を見ないよう顔をそむけたまま、独り言のようにつぶやくみゆき。

「……実際のところ、『夕日をつれた』なんたらさんたちって、敵としてはどうなんです？」

　無玄は笑う。

「……《Ⅴウエスト》、《ボックスＰ》、──確たしかに力は強大ですが、それだけです。とくに恐れる必要はありません」

「……そうなんですか？　本当に？」

「ええ。結局のところ、敵は道具ではなくその使い手であり、彼らは子供がそのまま大きくなったような存在ですから。どれほどの力を持っていようと子供は子供、付けこむ隙すきはいくらでもあります。そして何よりも重要なのは、──イージーカム・イージーゴー」

「……悪あく銭せん身につかず？」

「そう、──簡かん単たんに得られるものは簡単に失われる。彼らの力が強大なのは、しょせん《知恵の実》の力に過ぎない。それは簡単にひっくり返される。──だから《知恵の実》は恐ろしいのですが。とにかく、彼らについてはとくに恐れる必要はありません」

　強がりでもなく安心させるためでもなく、無む玄げんは本当にそう思っている。

　どれほど修しゆ羅ら場ばを越えていようが、彼らはしょせん、『死』を受け入れられない者たち。

『死』が存在することを、認められない弱き者。

　だからこそ『代行者』となる資格を持つのだが、しかし忘れてはならない。『悪あく魔ま』がそうであるように、『代行者』もまた、いずれ打ち負かされるための存在なのだということを。

　それがどれほど大事だろうと、いとおしいものだろうと、それでも、と死を受容できてこそ、人は大人おとなになるのなら、彼らは結局、子供であり、それゆえに、恐れることは何もない。

　そう。

　本当に、恐れるべきは──

「……本当に恐れるべきは、《知恵の実》などに頼らなくても強い存在──」

　無玄の目が、遠くをさまよう。

　思い浮かべたのは、現在この土地にいない、舞まい原ばるの姉あね姫ひめの姿。

《Ⅴウエスト》も《ボックスＰ》も恐れぬ無玄がもっとも畏おそれている存在。

　だが──

（──いったい、だれだ？　あのときジィ・ニーの後ろにいた存在は）

（ほかにもまだ、敵となるような存在がいるのか？）

　あれはいずれ現実となる光景なのか、それとも何かを象徴しているだけなのか。

　本当に、ジィ・ニーといんが戦うときがくるのか、それとも何かのただの暗あん喩ゆか。

　あれが海かい藤どうという男の潜せん在ざい意い識しき下かの夢なのか、何かの予測に基づいたものなのか、そこまではさすがの無玄にもわからない。

　だが、確たしかに見た。

　いんの背後には、間違いなく堂どう島じまコウがいた。

　いんは堂島コウを、守るようにしていた。

　たとえ現実ではないにせよ、脳のつくった幻像にせよ、あれが何かを意味していることは間違いない。

　ならばコウをかばうようにしていたいんと相あい対たいしていたジィ・ニーの後ろにいたのは、そちらはいったいだれなのか。それは何を意味しているのか。

（……あれが未来だというのなら、そのとき、私はどちらにいるのでしょうね？　いん？　ジィ・ニー？　それとも？）

　知らず唇を斜めにした無む玄げんに、それにしても、とみゆきが意地悪く、笑う。

「……それにしたって、すごいといえば、無玄さまもですよね？　本当に、そんなことまでできるなんて。すごいです！　……ていうか無玄さまって本当に、人間ですか？」

「失礼な。だいたいこんなの、だれ相手にでもできるというわけでもないですよ。私ぐらいの力では、せいぜい相手が《知恵の実》なんてものを使っている連中限定です」

「……そうなんですか？」

「ええ。彼ら自身の超常を呼び水にしてようやくできる芸当です。普通でない、ある意味ルール違反の力を利用するからこその」

　だからルールは反するべきではない。

　それは付けこむ隙すきになるから。

　だからこそ、悪あく魔まはルールを破らない。

　それが彼らの願ねがいをかなえる近道なのを知っているから。

「……とにかく、私の力は世の理ことわりに反したものではありませんし、それに私程度の力では、彼らのような反則者相手が限界でしょう。……往時の恕じよ宇うくらいの力があれば、それ以上も可能でしょうけどね。それこそ普通の人間相手だろうとも。

　結局のところ、私は普通にちょっと毛が生はえた程度の存在です」

　大きくため息をついて、無玄は服を整ととのえ着なおすと、最後にもう一度、タオルで顔を拭ぬぐい。

　左目にアイパッチを、つけた。

「……でも、だからこそ、私はしぶといんですよ？」

「ええ本当に。そうですね。それにしつこくもありますし。ほんと最悪」

「……いや、あの……みゆきさん……」







　　　　３．（舞まい原ばるサクラ）







「……サクラさま？」

　思わず声をかけてしまったのは、彼女がまるで消えてしまうかのような風ふ情ぜいをかもしだしていたから。

　護ご衛えいのいんの呼びかけに、清せい楚そなドレスに身を包み髪にティアラを飾った少女、舞原サクラは振り返り、微笑ほほえみを浮かべてみせる。問いを返してこないのは、いんがただ声をかけてしまっただけなのを理解しているからか。ただ笑え顔がおを見せただけで、再びサクラは視し線せんを外へと戻す。

　月と星の輝かがやく時間。

　こちらは夜でも、舞まい原ばる家けのある日本はまだ夕方前だろう。

　椅い子すに腰掛け物もの憂うげに、窓から空を見上げているサクラ。一枚の絵画のような光景にいんは崇すう高こうなものを見たように思う。うなじと耳をさらして髪をまとめ上げ、額ひたいをティアラで飾ったサクラの姿はどこの王女と比べてもなんらそん色ないだろう。そして何より、サクラ自身が完全に姫ひめを演じている。『猫をかぶる』、という言葉があるが、いまのサクラには舞原家での奇き矯きようぶりなどかけらもうかがえず、完かん璧ぺきに『猫』をかぶりきっている。

（……それとも、こちらも本物か）

（これがカリスマというものなのか──）

　社交界デビューは大成功、思った以上の効果を上げている。

　もちろん、父親鷹たか臣おみの経けい験けんを活いかしたセッティングのおかげもあるのだろうが、それ以上にサクラ自身の魅み力りよくが大きい。海外での任務につくことも多いいんは、異邦人が社交界で認められるということがどれだけすごいことなのかその身をもって理解している。それだけに、すんなりと受け入れられるどころかパーティの中心に平然と入りこんでいけるサクラの存在感は認めざるを得ない。

　人が人を見て権勢の判断を下す社交の場では、存在感こそがすべてだ。

　今日きようのパーティでサクラに出会ったものは、その存在感をはっきり感じ取っただろう。たとえサクラが子供であっても、いいや子供だからこそ、それは未来への可能性を感じさせるものになる。それはそのまま舞原家への信頼を育てる肥料となり、大きなコネクションになる。

　そしてそれこそが、舞原サクラという少女の力。

（……なるほど、これは確たしかに、みんやイハナが一目置くだけのことはある）

　舞原家、というよりも冬ふゆ月つき家けと煙けぶ滝たき狸まみ耶やという老人たちに長く育てられ鍛きたえられたいんは、みんやジィ・ニーにくらべて舞原家への忠誠心がうすい。イハナに対しても、どこか主人というより対等な同志のような感じで見ているところがある。が、さすがにサクラには圧倒された。その振ふる舞まいに、真に姫たる部分を感じ、どれほどの戦せん闘とう力りよくを持とうとも自分では決して届かぬ領域があることを肌で悟って。

　だから呼びかけられると、

「いん」

「は、はい。なんでしょう」

　自然と背筋がぴっと伸びる。

　もっともそこには、ただサクラへの畏い敬けいの念というだけではなく、これまでずっと裏世界での任務をこなしていたのが突然ボディーガードという表おもて舞ぶ台たいの仕事をまかされたことへの緊きん張ちよう感かんも存在しているが。自分でもわかってはいるのだが、やはり『ザ・ワン』移送の失敗の傷がいまだ癒いえずに残っているらしい。

　はじめていんが失敗した任務。

　ジィ・ニーがいなければ、生せい還かんすらままならなかった──

（……ジィに助けられるとは、な）

「どこの国で見ても、月はやっぱり、月ね」

「……そうですね」

　サクラの言葉に我われに返り、なんと答えていいかわからずとりあえずうなずいてみせたいんに、サクラはおもしろそうに微笑ほほえんだ。

「そんなに緊張しないで。あたしはただ、こう思ったの。あの月みたいに、たとえどこにいても、あたしはあたしでいられるかなって」

「……ね、……疲れましたか？」

　猫をかぶっているのは、といいかけたのは、口の中にとどめた。

　サクラは笑って首を振り、椅い子すから立ち上がった。

「そうね。ちょっと疲れたかな？　明日あしたもあるし、そろそろ休もうか。飛ひ行こう機きは好きなんだけどねぇ、もっと──」

　──歩き出したサクラの後ろにそっと、従う。

　そこには確たしかに奇妙な快感がある。自分が仕えているのが本物の姫ひめであることへの。仕えるだけの価値が確かに存在していることへの。

（……いいもんだな、こういうのも、……まぁ、たまには……）

　しょせん自分は裏の世界をホームグラウンドとする存在。

　でも、だからこそ、たまには……

　だからこそ、完かん璧ぺきに仕事をこなしたい、という思いがそんなことを聞かせたのかもしれない。

　気がつくと、いんはそれを口にしていた。

「あ、あの、サクラさま」

「なに？」

「……か、……生せい、か……身体からだの具合は、だいじょうぶですか？」

　ん？　と少女は首をかしげる。

　しばらく考え、うん、とうなずく。

「うん。だいじょうぶ。元気だよ？　ありがとう、いん」

「いえ。別に。……そうですか」

　少女は見るからに機き嫌げんがよさそうで、うそをいっている素振りはない。そのことに、いんはわずかに拍子抜けを覚える。この任務につくまえ、みんに耳がタコになるほど聞かされたことを思い出し。

　いわく、サクラは『月のもの』が重い。

　そのころは非常に情じよう緒ちよ不安定になる。だから扱いには細心の注意を払うようにと、何度も何度も念を押された。いんはよく知らないのだが、サクラのそれはちょうど今ごろであるらしい。だが、いんの見る限りサクラに情緒の狂った素振りは見受けられない。我慢している様よう子すもない。表に出していないのか、今月はまだはじまっていないだけなのか、それともみんがことさら脅おどかしただけなのか。もちろん、機き嫌げんがいいに越したことはないのだが、問題が生まれないことに少々の物足りなさを感じているのも事実。

「いん？」

「……あ、いえ。それでは。私は隣となりに控えていますので。何かありましたらお呼びください。では」

　きっとまだはじまっていないのだろう、これからだろう──いんはうなずき、軽く礼をして、なぜか後ろ髪を引かれる思いを感じながらも隣の部へ屋やへと歩き出した。

　──と。

「いん？」

　呼びかけられ、いんは立ち止まり、サクラを見た。

「なんでしょう？」

「……岩と花、だよ？」

「は？」

　サクラは、笑っている。

　微笑ほほえんでいる。

　夜の闇やみの中、みずから輝かがやいているかのごとく。

　つむがれた、言葉が耳じ朶だを打つ。

「──岩と花。あたしと、イハナ。あたしたちがいる限り、舞まい原ばる家けは決して滅びることはないからね。だからだいじょうぶ」

「……はぁ」

「……そう。あたしはあたし。変わらない。あの月みたいに。

　だからね、何も心配することはないの」

　きょとん、としたいんの表情に、くすりと笑えんで、おやすみ、とサクラは扉を閉めた。

　狐きつねにつままれたような雰囲気の中。

　しばらくいんは扉を見つめ、ようやく自分も部屋へと戻る。

　携けい帯たい端末をセットし報告書を書く準備をしつつ、サクラにいわれたことを考える──

　──もしかして、自分は励まされたのだろうか。

　心配されたのだろうか。

　……あのサクラに？

　いや、自分はいいかげん、サクラへの評価を改めるべきだろう。いんは首を振り、思う。彼女はもはや昔のような、単なるマスコットではない。いまや立派な舞まい原ばる家けの姫ひめだ。自分が仕えるのにふさわしい、高貴なだけではなくしっかりとした実力のある、次代の当主。

　思い出す、先ほどの言葉。

　なぜだろう、唐とう突とつな言葉だったが、彼女がいうと奇妙に説得力がある。

（そうだ、岩と花と──サクラさまと、そしてイハナがいる限り、舞原家はきっと安あん泰たいだ）

　──そういえば、明日あしたから日ひ炉ろ理り坂ざかでは、新学期がはじまるのだな──

　突然、そんなことを思い出し、学校にも行けず好きな男にも会えず、それでも弱よわ音ねひとつ吐かずに日炉理坂のため社交パーティ渡りを行っているサクラにいとおしいものを覚える。なぜか感動してしまい、心が震ふるえる。揺れ動く。すみません。がんばってくださいサクラさま。代わりに私が、この命に代えてもあなたのことは守りますから。ですからどうか、がんばって──

　確たしかにあなたなら、どんな敵が相手でも、負けずに立ち向かっていける。

　だから舞原家は、だいじょうぶ。何も心配することはない。

　舞原サクラがいる限り。

（──日炉理坂は、不滅にして、不変──）

　頭の中に、月が巨大に輝かがやくさまが浮かんだ。

　たとえ単なる岩の塊かたまりだろうと、それは美しい光景だった。

　闇やみの中に青く白く輝く月。

　思わず背筋の震えるような、圧倒的な、夜の世界の、神秘。

　──あらためてサクラのことを、月のようだと、思う。

　満ち欠けしているように見えても、その本質はけして変わらぬ唯一の──







　　　　◆







　一つの節目を迎えて。

　新学期が、はじまった。








《スカーレット・プロローグ　終》












あとがき／サソリの尾っぽ物語




　読まれた方、楽しんでいただけたでしょうか。

　まだのかた、どうもお待たせしました。スコルピオン編へん第②巻目をここにお届けいたします。

　ちなみに私、前巻から引き続き、むちゃくちゃ楽しく書いています。

　久しぶりの悪あく魔まのミカタ、ということもあるのでしょうが、何よりもうれしいのは、伏ふく線せんを回収できること。

　収しゆう穫かくの喜びというやつでしょうか、これが実に気持ちいい。

　前巻でもけっこう回収できましたし、今巻でもいくつかは？　スコルピオン編の最後を飾る次巻でも、大きなやつを回収できると思います。だから次巻も、乞こうご期待！　って、──楽しんでいただけていますよね？　自分ばっかり空から回まわりしてないことを祈りつつ──

　前巻もあわせて、本当にお待たせしました。いろいろと。

　楽しんでいただけますように。







　ところで。

　今巻には本編のほかに、「電でん撃げきｈｐ」に掲けい載さいされた《スカーレット・プロローグ》なる短編が収しゆう録ろくされています。

　時期的には本編の少しまえ、新学期のはじまる前夜の一幕、といったところでしょうか。

　ぶっちゃけてしまうとこの短編は、今巻のプロローグになるはずでした。けれども結局使いませんでした。だってプロローグ書くの楽しいんだもの。書けるだけ書きたいんだもの。とはいえ、今巻を逃してしまえばもはやお披ひ露ろ目めできるタイミングなどないでしょうし、ならば、というわけで入れさせていただきました。本編で活かつ躍やくしていないキャラたちが登場しているので、それなりに楽しんでもらえるのではないかなぁ、と。

　というわけで前巻に続き、今回は《スカーレット・プロローグ》に登場しているキャラクターたちの紹介です。

　設定は十三巻終了時点。




──海かい藤どう重しげ彦ひこ──

　初出は悪魔のミカタ②巻。『海道運送』という会社の社長として登場して以降、事件のつどコウと出くわしています。妻と子を失ったことで舞まい原ばる家けと何か因いん縁ねんがあるらしく、また、コウの父親のことを知っているような素振りを見せたことも。しかし詳しよう細さいは不明。

『ザ・ワン』事件に巻き込こまれ、行方ゆくえ不明になっています。




──安県あがた正まさ人ひと──

　来くる栖す美み楚そ乃のとコンビを組んで、日ひ炉ろ理り坂ざか高校のカウンセラーを務めるかたわら『夕日を連れた男』を名乗って暗あん躍やくしている、かつての代行者。《Ｖウエスト》という《元・知恵の実》を持ち、堂どう島じまコウが《知恵の実》の契約者たちと戦うように仕向けているふしがありますが、その目的はいまだ不明。

　なお、相あい棒ぼうの来栖美楚乃が持つ《ボックスＰ》と呼ばれる《知恵の実》は、三桁けたナンバーでありながら究極の力を持つ、とか。けれど、やっぱり詳しよう細さいは不明。




──小鳥遊たかなし無む玄げん──

　左目を海かい賊ぞくのようなアイパッチで隠しているのが特徴の、小鳥遊恕じよ宇うの義父にして、天あま津つ甕みか星ぼしという神さまを祭る新あら鷹たか神社の神かん主ぬし。新鷹流なる武道を修め、舞まい原ばる家けの相談役にもなっています。冬ふゆ月つき日ひ奈なの母親のことを敬愛しており、その夫である冬月健けん三ざぶ郎ろうとは犬猿の仲。

　みゆき、という助手にしょっちゅう叱しかられていたりして情けないさまも目立ちますが、その実態ははたして不明。




──いん──

　舞原家の中核のひとりにして実働部隊『スタッフ』の長を務め、またみずから『裏』の仕事をこなしてもいる古参の重じゆう鎮ちん。戸こ籍せき的てきには冬月日奈の義姉妹であり、シュウという義弟がいて、義父を憎んでいたりしますが義母についてはほとんど関心がありません。白髪にオッドアイという特徴的な容姿は生まれついてのものではなく、超人的な運動能力を誇ります。好きな得え物ものは二丁拳けん銃じゆう。性別を問わずかわいいものに目がなく、その点で恕宇と気が合うところがあってお互い一目置いていたり。

　イハナのお気に入りであるジィ・ニーに対し、複雑な思いを持っています。




──ジィ・ニー──

　舞原家の実働部隊『スタッフ』の副長にしてイハナの腹ふく心しんである褐かつ色しよくの肌を持つ少女。

　煙けぶ滝たき狸まみ耶やという老人のもとで剣一筋に育てられたため、まったく世間ずれしたところがありません。ちなみに、コウの周囲の少女たちのなかではもっとも大きなバストの持ち主。『捻ねん式しき居い合あい』奥伝の腕前を持っているのですが、イハナに大事にされているためその能力を振るえずにいるのが最近の悩みのタネ。

　天性素直、コウへの気持ちを隠していません。




──舞まい原ばるサクラ──

　舞原家の次期当主にしてイハナの姉。天てん衣い無む縫ほうの形容がふさわしい底の知れないお姫ひめさま。

　イハナの工作により堂どう島じまコウとキス止まりの恋人関係にあるのですが、コウのことを好きであるにもかかわらず不ふ思し議ぎと積せつ極きよく的てきな行動はとっていません。また、冬ふゆ月つき日ひ奈なとは距きよ離りを取って付き合っているようでしたが、真ま嶋じま綾あやに対してははっきり隔かく意いを見せています。

　両親を寝こませたり人じん狼ろうを屈服させたりと、何やら不可思議な能力を持っているようなのですが、当然ながら詳しよう細さいは不明。




　こんな感じでしょうか。

　……こうしてみると、まだまだ『不明』が多いなぁ。がんばらないと。







　前巻で紹介した主役たちはもちろん、その敵かたき役やくだって負けてはいません。一ひと筋すじ縄なわではいきません。それぞれが、それぞれの目的、譲ゆずれないもののために動いています。いうなれば、一匹のサソリたらんとして。

　歩みは遅ち々ちとしてますが、二学期編へん、物語は、はじまりました。

　これからも、お付き合いよろしくお願ねがいします。







　それでは。

　次巻スコルピオン編最終章、《スコルピオン・デス・ロック（仮）》で、なるべく早く会えますよう──








以上、

うえお久ひさ光みつ、でした。
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うえお久ひさ光みつ

今巻のあとがきを書いていてあらためて実感。うん。まだまだ解けてない謎多いよね。ていうか、解けていないほうが多いよね。まだまだ謎が──謎、即ちミステリー、つまりまだまだみすてりぃ……いえ、なんでもありません。うん。まだまだこれからです。

[image: ]




イラスト／藤ふじ田た 香かおり

すっかり景色が青青してきました～。おかげ様でいろんな虫大発生。本年度の招かれざる客第一弾は毛虫。何処から来たのか（いや入ったのか）天井をはうヤツ発見（滝汗）
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